
東　大　阪　市

令和７年８月

地方独立行政法人市立東大阪医療センター

令和６年度の業務実績に関する評価結果報告書



はじめに ・・・・ 1

・・・・ 2

・・・・ 4

・・・・ 7

・・・・ 9

　第5 その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 ・・・・ 11

・・・・ 12

・・・・ 22

・・・・ 26

・・・・ 52

・・・・ 61

・・・・ 69

　第3 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置　

・・・・ 76

・・・・ 91

・・・・ 103

・・・・ 105

・・・・ 109

　第5 その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

・・・・ 112

・・・・ 114

・・・・ 117

・・・・ 147

・・・・ 147

・・・・ 147

　(2)全体的な状況

　第6 医療センターにおける各部局の取り組み

　第7 予算（人件費の見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画

　第8 短期借入金の限度額

　第9 出資等に係る不要財産の処分に関する計画

　　1　経営基盤の確立

　　3　施設整備に関する事項

目次

  　　　　　 関する目標を達成するためとるべき措置

達成するためとるべき措置

　第3 業務運営の改善及び効率化に関する目標を

　　2　人材の確保と育成

　(1)地方独立行政法人市立東大阪医療センターの概要

　　1　業務運営体制の構築

　　4　地域医療機関等との連携強化

　　3　信頼性の向上と情報発信

　　2　患者満足度の向上

　第2 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を
　　　達成するためとるべき措置

第2項　項目別評価

第1項　全体評価

　第4 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

1.大項目評価

　　1　医療センターとして担うべき役割

2.小項目評価

　　1　中河内救命救急センターの運営

　　3　費用の節減

　　2　収入の確保

　第4 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

　第2 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に



・・・・ 147

・・・・ 148

・・・・ 148

・・・・ 149

（参考資料）

地方独立行政法人市立東大阪医療センター　業務実績評価の基本方針 ・・・・ 150

地方独立行政法人市立東大阪医療センター　年度評価実施要領 ・・・・ 152

　第11 剰余金の使途

　第13 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの業務運営に並びに
　　　 財務及び会計に関する規則で定める業務運営に関する事項

　第12 料金に関する事項

　第10 第9の財産以外の重要な財産を譲渡し、又は、担保に供する計画



はじめに

 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの令和６年度における業務実績に係る評価に
ついては、市立東大阪医療センター業務実績評価会議設置要綱に基づき設立団体の長が
評価するにあたり、地方独立行政法人市立東大阪医療センター評価委員会から事前に業
務実績評価全体に対して意見を聴取し、総合的に評価を実施した。

 評価に際しては、平成30年4月1日に決定した「地方独立行政法人市立東大阪医療セン
ター　業務実績評価の基本方針」及び「地方独立行政法人市立東大阪医療センター　年
度評価実施要領」に基づき評価を行った。
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第１項　全体評価

１．評価結果及び判断理由

地方独立行政法人市立東大阪医療センターにおける令和６年度の全体評価の結果は、

２．全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望

合計

「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね計画通り進んでいる。」

である。

大項目

第2

第3

第4

第5   その他の業務運営に関する重要事項
を達成するためとるべき措置

  財務内容の改善に関する目標を達成
するためとるべき措置

　業務運営の改善及び効率化に関する
目標を達成するためとるべき措置

 市民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する目標を達成
するためとるべき措置

大項目
評価

5 14
評価

Ｂ

小項目評価数

2 8

2

3

評価

11

3

0 350 20 510

※上記に掲げる数字については、ウエイト項目の項目数を２倍と算定し、他の項目と合
計した数字を表記しています。

 平成28年10月1日に地方独立行政法人化した市立東大阪医療センターの移行後4年半におけ
る業務運営に関する目標を定めた第1期中期目標期間が令和3年3月をもって終了し、中期目
標期間における業務実績は「全体として中期目標をおおむね達成した」と評価した。令和3
年4月より第2期中期目標期間が始まり、医療センターが地域の中核病院としての機能を拡充
させ、また、経営基盤の確立を図るため、新たな業務実績評価指標にて評価を行うことと
なったが、第1期中期目標より継続する指標については第1期中期目標期間中の評価結果及び
取組み内容を考慮して評価した。
 個別の項目で、評価にあたって考慮した主な内容、意見及び要望は、次のとおりである。

6

評価 評価

1

Ａ

Ｃ

Ｃ

18

10

4

312

1

評価
合計

　令和6年度の業務実績に関する評価については、4ページ以降に示すように、第2か
ら第5までの4つの大項目のうち、第2の大項目は「評価B 中期目標・中期計画の実現
に向けておおむね計画どおり進んでいる。」、第3の大項目は「評価A 中期目標・中
期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。」、第4の大項目は「評価C 中期目
標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。」、第5の項目は「評価C 中期目
標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。」と判断した。
　2.全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望などを総合的に勘案した結
果、救急搬送受入件数は地独化後最高の件数を記録し、中期計画期間の目標を達成
したこと、近隣医療機関との連携により、下り搬送を実施したことで地域医療構想
にかかる機能分化の促進に寄与したこと、前年度に引き続き、医師の働き方改革に
かかる時間外勤務縮減の取り組みを進めたことについて評価した。財務内容の改善
に関する目標については課題が残るものの、業務運営に必要な資金については確保
できたことから、
「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね計画通り進んでいる。」と判
断した。
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(8)　地域包括ケアシステム構築への貢献　退院時共同指導及び患者紹介・情報提供、退院
時連携指導及び患者紹介・情報提供の件数は前年度より飛躍的に増加し、目標を達成したこ
と。

　財務内容について、令和6年度は特に救急医療を中心に患者の受入や手術を積極的に行っ
た結果、前年度に比べ医業収益が約7億円の増収となった。しかし、人件費や材料費、エネ
ルギー価格の上昇の影響により営業費用は約6億円の支出増となった。また、リニアックや
PET-CTの更新、2台目の手術支援ロボットを導入するなど、高度医療機器の購入による控除
対象外消費税の増加による負担が大きくなった結果、約12億円の経常損失となり、前年度と
比較すると約4億6千万円、収支が悪化し、2年連続の赤字運営となった。

(2)　がん医療　院内がん登録件数及び手術件数が増加傾向であること。がん相談支援セン
ターについて直接外来での相談支援を開始したこと。

(3)　災害時医療　職員への災害訓練を定期的に行い、災害対策に関する意識向上に努めた
こと。BCP、災害時院内マニュアル等の整備を実施したこと。

(6)　情報発信・個人情報保護　ホームページをリニューアルし、利用者への情報発信に努
めたこと。サイバーセキュリティ強化にかかる取り組みを進めたこと。

(9)　医療資源等の有効活用　令和6年11月に2台目の手術支援ロボットを導入したことから
手術件数が増加し、ハイブリッド手術稼働率も計画値を超えたこと。

(1)　救急医療　「断らない救急医療」を掲げ24時間体制で救急患者の受入に尽力した結
果、救急搬送受入件数が地独化後、過去最高の件数を記録したこと。

(7)　地域医療支援病院としての機能強化　地域の医療機関と連携し、下り搬送を実施した
ことで機能分化と後方病院との役割分担が進んだこと。

(5)　院内環境の快適性の向上　外来エリアのリニューアル工事、院内のLED化が完了し、院
内環境の快適性向上に向けた取組みが進められたこと。

(10)　人材の確保　地域の中核病院として、急性期医療を提供するために必要な医師数の確
保に努められたこと。また、看護師の採用数確保の取組みに努められたこと。

　以上のほか、第6 医療センターにおける各部局の取り組みについて、各指標の達成に向け
て各部局が臨機応変に取り組んでいただいた点は評価できる。

(14)　費用の節減　物価高騰による材料費や光熱費等の高騰に対して、経費削減に取り組ま
れたこと。

(16)　施設整備に関する事項　これまでエネルギー棟の建設について進めてきた結果、既存
施設の一部改修により基準を達成できることから建設コストを大幅に削減できたこと。

(11)　職員満足度の向上　更なるワークライフバランスに配慮した働きやすい職場環境の整
備に努められたいこと。

(12)　経営基盤の確立　経常収支比率、医業収支比率ともに計画値を達成できず、約12億円
の経常損失となったため、経営改善に努められたいこと。

(4)　地域医療構想を踏まえた役割の明確化　令和6年度の診療報酬改定で導入された「救急
患者連携搬送料」（いわゆる「下り搬送」）について、近隣の医療機関と提携し、早期に転
院可能な患者を転送するシステムを院内外で整備したこと。

(13)　収入の確保　入院単価及び新入院患者・延べ入院患者数の増加が要因となり、医業収
益が前年度より伸びたが入院診療収益及び外来診療収益ともに計画値を達成していないこと
からさらなる収益の増加に向けた取り組みについて検討されたいこと。

(15)　中河内救命救急センターの運営　効率的・効果的な業務運営の一環として人事交流や
医事業務を医療センターと連携して行ってきたが収支状況の見込みが想定以上に悪化したこ
とによる損失補填の調整が十分に行えなかったこと。
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第２項　項目別評価

１．大項目評価

第２

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

〇

（1）

0小計

地域包括ケアシステム構築への貢献

地域医療支援病院としての機能強化

構成比率

合計

2
患者満足
度の向上

3
信頼性の
向上と情
報発信

4
地域医療
機関等と
の連携強
化

Ｄ

〇

◎

2

（3）

（5）

1

評価 評価

（1）

（2）

小計

情報発信・個人情報保護

（2）

3 2

（7）

0

患者満足度の向上

小計

〇

（2） 〇

0

0

院内環境の快適性の向上

0

〇

Ｂ

重大な改善すべ
き事項がある。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

計画どおり進ん
でいる。

救急医療

0

〇

◎

小児医療、周産期医療 〇

0

0

〇

00 2

0 0

医療の質・安全対策

2

5
項目名

1

評価
結果

小計

（4）

（8）

（1）

（6）

Ｃ

6 11

※公立病院経営強化プランを令和5年度末に策定したことに伴い、「地域医療構想を踏まえた役割の
明確化」を第５項から第２項へ移行している。

01

94.4%

0

5.6%

0

4

市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため
とるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。

評価評価

ＢＡ
やや遅れてい
る。

◎

　(3)小項目評価の集計結果の評価3以上の割合が9割以上であること及び(4)評価にあたって
の意見、要望等を総合的に評価した結果、「B　おおむね計画どおり進んでいる」と判断し
た。

（1）

1

Ｓ

評価
小項目評価数

1
医療セン
ターとし
て担うべ
き役割

特筆すべき進捗
状況にある。

（2）

◎

64

がん医療

4疾病に対する医療

災害時医療

感染症への対応

その他の役割

〇

〇

地域医療構想を踏まえた役割の明確化
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（1）救急医療

● 1-（2）小児医療、周産期医療

● 1-（3）がん医療

● 1-（4）4 疾病に対する医療

● 1-（5）災害時医療

● 1-（7）地域医療構想を踏まえた役割の明確化

● 3-（2）情報発信、個人情報保護

　4疾病に関する評価項目について、心血管疾患は前年度実績より増加傾向であったが、脳血管
疾患は医師をはじめスタッフの減少に伴い、指標項目のうち多くの項目で前年度より実績値が減
少した。しかし、開頭手術件数については計画値を大きく超えたことを評価し「３」とした。急
性期・高度急性期医療を中心とした地域医療を担う公立病院として高度専門医療の充実に取り組
むため、医師体制の確保に引き続き努めていただきたい。

　小児医療にかかる指標項目では全て前年度実績を下回り、その中で小児科入院患者数と小
児科外来患者数は計画未達であった。周産期医療にかかる指標項目では総分娩件数とハイリ
スク分娩件数は前年度実績より増加したが、妊産婦緊急搬送入院診療件数は減少し、いずれ
の項目も計画未達であった。令和5年度は産婦人科医の欠員により分娩予約の一時的な制限
があったことで各指標項目の目標が未達であったが新たな大学医局の関連病院となり医師派
遣の確保をしたことを評価して「３」とした。しかし、令和6年度は多くの項目で実績値が
伸びておらず計画値を達成していない項目が多いことから評価を「２」とした。

　職員への災害研修を定期的に行い、災害対策に関する意識向上に努めた。また、合同災害訓練
についても府立中河内救命救急センターと連携して実施し、災害拠点病院としての役割分担が適
切に行えたことから災害時医療にかかる全体的な評価を「３」とした。

　法人評価のとおり、高度急性期・急性期医療の役割を担う医療機関として、病床の一部をＨＣ
Ｕ等の高度急性期病床に転換するための具体的な検討を開始した。「救急患者連携搬送料」（い
わゆる「下り搬送」）について、近隣の医療機関と提携し、早期に転院可能な患者を転送するシ
ステムを院内外で整備した。これにより当センターが高度な急性期医療を必要とする入院診療に
注力する医療機能分化を促進させ、後送の医療機関との連携も推進させた。このことからも評価
を「４」とした。

4 25
小項目
評価結

果

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

3 1
年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を順調
に実施してい
る。

　前年度に続き、救急車受入率については、中河内救命救急センターと連携し、24時間体制で救
急患者の受入に努めたが、それ以上に救急搬送依頼件数が増加したため、計画値を超えることが
できなかった。しかし救急搬送受入件数はコロナ禍前である令和元年度実績の6,288件と比較し
ても1,000件以上増加し、第2期中期目標・中期計画期間最終年度に地独化後最高値を記録した。
また、救急外来経由入院患者数、救急医療管理加算算定件数も前年度より大幅に増加している。
令和6年度末には救急医療体制の拡充に向けた施設整備のため、敷地内に別館を設置した。以上
のことから評価を「４」とした。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

　がん手術件数及びがん放射線治療延べ患者数が計画未達であったが、要因については医療技術
の向上によってがん放射線の照射回数が減少したことによるものである。また、機器更新によっ
て半年以上放射線治療が出来なかったことによりがん放射線治療延べ患者数は前年度より大幅に
減少した。ただし、他の項目においては概ね計画を達成していることから評価を「３」とした。

　サイバーセキュリティ強化にかかる取り組みについて、令和6年度厚生労働省「医療機関にお
けるサイバーセキュリティ確保事業」に参加し、一定の評価を得ることができた。また、診療費
後払いシステム利用を促進することで会計待ち等の負担軽減に寄与できるよう努めたことから評
価を「３」とした。

-5 -



● 4-（1）地域医療支援病院としての機能強化
　紹介患者数、逆紹介患者数、高額医療機器の共同利用の受託件数及びがん治療連携計画策定件
数が計画値を上回った結果、退院時診療情報提供件数を除く項目で計画達成ができた。また、令
和6年度は救急患者連携搬送料について近隣の医療機関と提携し、早期転院にかかるシステムを
整備したことにより、地域医療支援病院として機能強化が図られたことからも法人の自己評価と
同じく「４」とした。
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第３

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

0

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

8

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

構成比率

小項目評価数

1
業務運営
体制の構
築

2

（3）

（2）

(4)

4 0

特筆すべき進捗
状況にある。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

0

Ｂ

小計

0.0%

合計 2 0

小項目
評価結

果

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を上
回って実施して
いる。

5 4 3 2

100.0%

1

評価 評価

〇

2 1

内部統制

40

〇

Ｄ

人材の育成

Ｃ
評価
結果

計画どおり進ん
でいる。

◎

〇

5

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、
要望等を総合的に評価した結果、「A　計画どおり進んでいる」と判断した。

Ａ

Ｓ Ａ

3

◎

（1）

4

やや遅れてい
る。

0

業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

重大な改善すべ
き事項がある。

〇

（2）

人材の確保

0

評価評価

医療資源等の有効活用

(4)

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

0

〇適切かつ弾力的な人員配置

2
人材の確
保と育成

（1） 〇

0小計

（3） 人事給与制度

病院の理念と基本方針の浸透

項目名 評価

職員満足度の向上

0
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（2）内部統制

● 1-（4）医療資源等の有効活用

● 2-（1）人材の確保

● 2-（4）職員満足度の向上

　各指標項目については実施されており、医療安全上のリスクに対しては適切に対応しているこ
とや職員の処分案件は発生していない報告を受けていることから評価は「３」とした。

 男性育休取得率及び院内保育所受入人数が前年度より増加している点、有給休暇取得日数及び
職員アンケート総合満足度において計画値を達成している点を評価し、「３」とした。なお、有
給休暇取得率も73.1％となり、前年度の72.9％より増加している。

 強度変調放射線治療件数は機器の更新に伴い減少したが、令和6年11月に2台目のダヴィンチ
（手術支援ロボット）を導入したことから手術件数は増加した。また、ハイブリッド手術稼働率
に関しても前年度は目標未達であったが、今年度は大幅に増加し、計画値も超えることが出来た
ため、評価を「４」とした。

 専攻医については前年度に引き続き、関連大学への働きかけや広報を強化し、医師数の確保に
取組んだ結果、計画値を達成することができた。看護師については、離職率は微増であるものの
採用試験の時期を見直す等の手法を取り入れ、採用数確保に努めことから評価を「３」とした。
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第４

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1 経営基盤の確立

3 2 1

0 0 1

3

25.0%

0 0

構成比率

0

Ｂ Ｃ

Ｃ 中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。

財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

評価
結果

重大な改善すべ
き事項がある。

やや遅れてい
る。

Ｄ
特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

5 4 3 2
評価

　(3)小項目評価の集計結果の評価3以上の割合が9割未満であること及び(4)評価にあたって
の意見、要望等を総合的に評価した結果、「C　やや遅れている」と判断した。

Ｓ Ａ

　前年度と同じく、経常収支比率、医業収支比率ともに計画を達成することができず、約12億円
の経常損失となったため、法人評価と同じく「２」とした。

年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

評価 評価

0

0

0

評価項目名
1

小計

評価

1
経営基盤の確立

0

小計

〇

〇

小項目
評価結

果

5 4

2
収入の確保

0

0

◎

0 0

0 2

1

1

75.0%

3
費用の節減

小計 0

合計

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。
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● 2 収入の確保

● 3　費用の節減

　入院単価及び新入院患者・延べ入院患者数の増加が要因となり、医業収益が前年度より約7億
円増加した。また、未収金においても未収対策の効果もあり、改善している状況であるが入院診
療収益及び外来診療収益ともに計画を達成していないことから評価は前年度と同じく「２」とし
た。

　人件費や材料費が依然高騰している状況であるが、委託業務の見直しや光熱水費の削減に努め
ている。また、公立病院経営強化プランの策定に伴い、令和6年度から新たな指標項目となった
修正医業収益比率においては全て計画を達成していることから評価を「３」とした。
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第５

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1　中河内救命救急センターの運営

● 2　施設整備に関する事項

小項目
評価結

果

5 4 3 2

0 2

※公立病院経営強化プランを令和5年度末に策定したことに伴い、「地域医療構想を踏まえた役割の
明確化」を第５項から第２項へ移行している。

◎

0合計

その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

Ｃ 中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

評価

評価
結果

項目名 評価

〇

0 0 0

1

Ｓ

0

5
1
中河内救命救急センターの運営

2
施設整備に関する事項

1

2

　公立病院経営強化プランの策定に伴い、令和6年度から新たに指標項目となった施設整備の項
目については順調に達成している。また、これまでエネルギー棟の建設について進めてきた結
果、既存施設の一部改修により基準を達成できることから建設コストを大幅に削減する見込と
なった。このことからも評価を「４」とした。

小計

4 3
評価 評価

1
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

0 0 0

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

構成比率 66.6% 33.4%

10

年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を順調
に実施してい
る。

小計 0

　効率的・効果的な業務運営の一環として人事交流や医事業務を医療センターと連携して行って
きた。また、令和9年度以降の運営に関しても府・市と協議を行った。しかし、収支状況の見込
みが想定以上に悪化したことで損失補填の調整を府と十分に行えなかったことにより法人の留保
金の取り崩しに至ったことから不必要な費用の増加に繋がった。以上のことを勘案し、評価を
「２」とした。

評価

　(3)小項目評価の集計結果の評価3以上の割合が9割未満であること及び(4)評価にあたって
の意見、要望等を総合的に評価した結果、「C　やや遅れている」と判断した。

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

やや遅れてい
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

2
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２．小項目評価 
 

（１） 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの概要   

 

Ⅰ 法人の長によるメッセージ 

～「誠実な医療」を地域の人々に～ 

 

平素は市民の皆さま、地域の医療機関ならびに関係機関の皆さまには、温かいご声援・ご支

援を賜わり心より感謝申し上げます。 

 

市立東大阪医療センター（旧東大阪市立総合病院）は、平成 28 年 10 月に地方独立行政法人

病院に移行しました。中河内医療圏の地域医療支援病院として、地域医療の第一線を担い、か

かりつけ医や歯科医、地域の病院・施設と連携し、市民が慣れ親しんだ地域で高度な医療を受

けられるよう努めています。命と健康を守る「最後の砦」としての役割を果たすべく、令和 4年

度より病院理念を「誠実な医療を地域の人々に」に変更しました。 

 

これまで、紹介患者の医療提供や医療機器等の共同利用などを通じて、地域の医療機関を支

援してまいりました。その機能をさらに向上させ、どんな時でも、どんな状況でも「断らない

紹介医療」と「断らない救急医療」を実現できる体制づくり、そしてインフラ整備に注力して

まいります。 

 

令和 5 年、医師の働き方改革に伴う情勢変化により、当センター産婦人科においても、大学

医局より医師派遣を終了したいとの意向が示され、産婦人科存続の危機に直面しました。しか

し、令和 6 年 4 月より大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教室から医師を派遣してい

ただくこととなり、無事難を乗り越え、令和 6 年度より新たな体制で診療を継続することが出

来ました。また、新興感染症への平時からの備えと、切れ目ない医療提供が求められており、

令和 6年度以降も大阪府との新興感染症に係る協定締結医療機関として、新興感染症対応に参

画しています。 

 
令和 6年度の主な整備・成果は以下のとおりです。 

・ＰＥＴ－ＣＴの更新（アミロイドＰＥＴ） 

・手術支援ロボット 2 台目導入 

・リニアック（放射線治療機器）の更新 

・別館増築工事（救急外来拡張事前工事） 

・外来中待合および病棟エリアのサインをリニューアル 

・電子処方箋の導入 

 

患者数は以下のとおりです。 
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・新入院患者数：年間 15,594 人（前年度比＋734 人） 

・延べ入院患者数：年間 156,364 人（前年度比＋6,287 人） 

・外来紹介数：年間 27,308 人（前年度比+1,262 人) 

・延べ外来患者数：年間 217,700 人（前年度比△3,049 人） 

延べ外来患者数は減少しましたが、新入院患者数、延べ入院患者数、外来紹介患者数は増加

し、地域医療への貢献を果たしました。 

・年間総手術件数（手術室）：7,647 件（前年度比＋181 件）※過去最高 

・全身麻酔手術件数：3,807 件（前年度比＋228 件）※過去最高 

緊急手術件数は 713 件（前年度比＋147 件）と増加し、急性期充実体制加算の要件も満たし、

対象となる施設基準を維持しました。 
 

経営状況（市立東大阪医療センター単独の損益計算ベース）は、以下のとおりです。 

・医業収益：18,914 百万円（前年比 724 百万円増）、 

・営業収益：19,581 百万円（前年比 355 百万円増） 

 ・営業損益：△240 百万円 

・営業外損益：△962 百万円（主に控除対象外消費税） 

・経常損益：△1,202 百万円（前年比 460 百万円減） 

令和 4年度まで 3 年連続黒字でしたが、令和 5、6年度で 2 年連続の赤字に転落しました。赤

字の要因は、 

・一部の診療科における新入院患者数および収益の計画未達（医師数減が主な要因） 

・賃金増および人的委託費の増、手術件数増および物価上昇による影響での材料費の増、補

助金打ち切りに伴う光熱費の単価増 

などで、計画収支を大きく下回り、赤字となりました。 

 

令和 7年度の取組みについて 

・救急医療体制強化に向けたさらなる医師の確保 

・「断らない救急」実践のため救急外来の拡張（前年度からの継続事項） 

・地域関係機関との連携強化のため病床管理指令室（コマンドセンター）設置による新入院

増および「下り搬送」を含む転退院強化 

・これまで投資した設備の効率的利用による患者数増 

・高度急性期病床増床（移行）に伴い、ハイケアユニット等の整備 

 

最後に、令和 7 年度より理事長を引き継ぎ、新たな体制で病院を運営してまいります。

地域医療構想の中でも、現在より 3 病棟 153 床について急性期から高度急性期への病床転換を

大阪府に承認を得ており、その実現に向け設備改修も計画してまいります。 

 

今後も、市民の皆様に安心・安全かつ信頼していただける「誠実な医療」を地域の人々に提

供するとともに、その基盤となる経営改善に積極的に取り組んでまいります。 

 

皆様からのご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。 
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地方独立行政法人 市立東大阪医療センター 

理事長 辻井正彦 

 

１．現況（令和７年３月３１日現在） 

（１）目的 

地方独立行政法人市立東大阪医療センターは、地方独立行政法人法（ 平成１５年法律第１１

８号。以下「法」という。）に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに医療に従

事する者に対する研修、地域医療の支援等の業務を行うことにより、東大阪市の医療施策とし

て求められる救急医療及び高度医療等を提供し、医療水準の向上を図り、市民の健康の維持及

び増進に寄与することを目的としています。（地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第

１条） 

 

（２）業務内容 

当院は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第 1 条の目的を達成するため、以下

の業務を行います。 

① 医療を提供すること。 

② 医療に関する調査及び研究を行うこと。 

③ 医療に従事する者に対する研修を行うこと。 

④ 医療に関する地域への支援を行うこと。 

⑤ 人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

（３）沿革 

平成２８年１０月 地方独立行政法人として設立 

平成２９年 ４月 大阪府立中河内救命救急センターの指定管理を受託 

令和 元年１１月 許可病床数を５４７床から５２０床に変更 

 

 

（４）設立根拠法 

地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号） 
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（５）組織図 令和７年４月１日現在 

 

 

（６）病院の所在地 

大阪府東大阪市西岩田三丁目４番５号 

 

（７）資本金の状況                       （単位 百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

資本金 750       0       0 750 

 

（８）役員の状況 （令和７年３月３１日現在） 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 谷口 和博 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
  

副理事長 辻井 正彦 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター総長 

理 事 中 隆 
自 

至 

令和 5年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター院長 

理 事 嶋田 亘 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 

東大阪商工会議所常任顧問名誉会

頭、（株）フセラシ相談役 

理 事 平本 善憲 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
東部大阪経営者協会専務理事 

理 事 安部 麻記 
自 

至 

令和 5年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
安部麻記社会保険労務士事務所 

監 事 岡本 好洋 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

税理士法人陽光 公認会計士・税

理士 

監 事 小島 崇宏 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

大阪Ａ＆Ｍ法律事務所 弁護士・

医師 

 

（９）常勤職員の状況 

常勤職員は令和７年３月３１日において８６３名（前年比１４名増加）となっています。 

（内訳）医師・歯科医師１１９名、看護職５４１名、医療技術職１５３名、 

事務職５０名（うち東大阪市からの派遣職員６名） 
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（６）病院の所在地 

大阪府東大阪市西岩田三丁目４番５号 

 

（７）資本金の状況                       （単位 百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

資本金 750       0       0 750 

 

（８）役員の状況 （令和７年３月３１日現在） 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 谷口 和博 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
  

副理事長 辻井 正彦 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター総長 

理 事 中 隆 
自 

至 

令和 5年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター院長 

理 事 嶋田 亘 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 

東大阪商工会議所常任顧問名誉会

頭、（株）フセラシ相談役 

理 事 平本 善憲 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
東部大阪経営者協会専務理事 

理 事 安部 麻記 
自 

至 

令和 5年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
Ｍ＆Ｊ社会保険労務士事務所 

監 事 岡本 好洋 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

税理士法人陽光 公認会計士・税

理士 

監 事 小島 崇宏 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

大阪Ａ＆Ｍ法律事務所 弁護士・

医師 

 

（９）常勤職員の状況 

常勤職員は令和７年３月３１日において８６６名（前年比３名増加）となっています。 

（内訳）医師・歯科医師１２３名、看護職５２６名、医療技術職１６５名、 

事務職５２名（うち東大阪市からの派遣職員６名） 
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（10）患者数実績 

 

1.入院患者数（新入院患者数・延入院患者数） （単位：人）
R5 実績 R6 実績 前年差 前年比率

新入院患者数 729 721 ▲ 8 98.9%
延入院患者数 10,847 11,880 1,033 109.5%
新入院患者数 307 277 ▲ 30 90.2%
延入院患者数 4,160 4,182 22 100.5%
新入院患者数 127 183 56 144.1%
延入院患者数 2,987 3,286 299 110.0%
新入院患者数 ― 7 7 ―
延入院患者数 ― 78 78 ―
新入院患者数 1,320 1,222 ▲ 98 92.6%
延入院患者数 12,775 12,441 ▲ 334 97.4%
新入院患者数 1,234 1,551 317 125.7%
延入院患者数 12,241 14,528 2,287 118.7%
新入院患者数 782 983 201 125.7%
延入院患者数 12,146 13,975 1,829 115.1%
新入院患者数 2,077 2,384 307 114.8%
延入院患者数 8,260 9,593 1,333 116.1%
新入院患者数 1,311 1,490 179 113.7%
延入院患者数 17,733 18,818 1,085 106.1%
新入院患者数 82 81 ▲ 1 98.8%
延入院患者数 248 308 60 124.2%
新入院患者数 377 357 ▲ 20 94.7%
延入院患者数 4,013 3,209 ▲ 804 80.0%
新入院患者数 158 172 14 108.9%
延入院患者数 981 1,253 272 127.7%
新入院患者数 747 728 ▲ 19 97.5%
延入院患者数 11,909 10,753 ▲ 1,156 90.3%
新入院患者数 282 259 ▲ 23 91.8%
延入院患者数 3,302 2,919 ▲ 383 88.4%
新入院患者数 462 378 ▲ 84 81.8%
延入院患者数 7,921 7,162 ▲ 759 90.4%
新入院患者数 1,225 1,274 49 104.0%
延入院患者数 11,946 10,730 ▲ 1,216 89.8%
新入院患者数 155 141 ▲ 14 91.0%
延入院患者数 1,762 2,111 349 119.8%
新入院患者数 892 615 ▲ 277 68.9%
延入院患者数 6,233 5,592 ▲ 641 89.7%
新入院患者数 891 890 ▲ 1 99.9%
延入院患者数 3,570 3,528 ▲ 42 98.8%
新入院患者数 622 688 66 110.6%
延入院患者数 4,739 4,888 149 103.1%
新入院患者数 285 248 ▲ 37 87.0%
延入院患者数 6,292 7,016 724 111.5%
新入院患者数 607 672 65 110.7%
延入院患者数 2,935 3,196 261 108.9%
新入院患者数 188 269 81 143.1%
延入院患者数 3,077 4,918 1,841 159.8%
新入院患者数 14,860 15,594 734 104.9%
延入院患者数 150,077 156,364 6,287 104.2%

※R6年5月より未熟児の入院診療科が産婦人科から小児科に変更

口 腔 外 科

心 臓 血 管 外 科

総 計

泌 尿 器 科

形 成 外 科

産 婦 人 科 ※

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

緩 和 ケ ア 内 科

免 疫 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 代 謝 内 科

脳 神 経 外 科

血 液 内 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

脳 神 経 内 科

小 児 科 ※

消 化 器 外 科

小 児 外 科

呼 吸 器 外 科

乳 腺 外 科

整 形 外 科

皮 膚 科
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2.外来患者数（新患数・延外来患者数） （単位：人）
R5 実績 R6 実績 前年差 前年比率

新患数 3,614 3,391 ▲ 223 93.8%
延外来患者数 5,636 5,480 ▲ 156 97.2%

新患数 241 260 19 107.9%
延外来患者数 5,620 5,922 302 105.4%

新患数 278 302 24 108.6%
延外来患者数 7,660 8,028 368 104.8%

新患数 143 170 27 118.9%
延外来患者数 8,060 8,308 248 103.1%

新患数 60 52 ▲ 8 86.7%
延外来患者数 881 1,061 180 120.4%

新患数 266 296 30 111.3%
延外来患者数 1,357 1,374 17 101.3%

新患数 967 905 ▲ 62 93.6%
延外来患者数 14,730 13,541 ▲ 1,189 91.9%

新患数 1,524 1,666 142 109.3%
延外来患者数 14,187 15,071 884 106.2%

新患数 72 103 31 143.1%
延外来患者数 1,010 1,039 29 102.9%

新患数 889 911 22 102.5%
延外来患者数 9,523 10,660 1,137 111.9%

新患数 202 216 14 106.9%
延外来患者数 3,657 4,433 776 121.2%

新患数 5,744 5,029 ▲ 715 87.6%
延外来患者数 15,534 14,148 ▲ 1,386 91.1%

新患数 421 420 ▲ 1 99.8%
延外来患者数 13,736 13,189 ▲ 547 96.0%

新患数 132 172 40 130.3%
延外来患者数 999 1,123 124 112.4%

新患数 100 120 20 120.0%
延外来患者数 3,211 3,023 ▲ 188 94.1%

新患数 382 396 14 103.7%
延外来患者数 6,090 6,411 321 105.3%

新患数 1,091 1,061 ▲ 30 97.3%
延外来患者数 12,754 12,514 ▲ 240 98.1%

新患数 415 364 ▲ 51 87.7%
延外来患者数 4,449 4,060 ▲ 389 91.3%

新患数 697 637 ▲ 60 91.4%
延外来患者数 5,074 4,845 ▲ 229 95.5%

新患数 1,066 1,033 ▲ 33 96.9%
延外来患者数 11,539 10,877 ▲ 662 94.3%

新患数 866 941 75 108.7%
延外来患者数 17,055 16,743 ▲ 312 98.2%

新患数 712 1,160 448 162.9%
延外来患者数 10,858 11,858 1,000 109.2%

新患数 972 974 2 100.2%
延外来患者数 12,080 11,233 ▲ 847 93.0%

新患数 1,354 1,369 15 101.1%
延外来患者数 8,450 7,981 ▲ 469 94.4%

新患数 1,724 1,796 72 104.2%
延外来患者数 7,052 4,546 ▲ 2,506 64.5%

新患数 738 726 ▲ 12 98.4%
延外来患者数 4,770 4,850 80 101.7%

新患数 2,655 2,653 ▲ 2 99.9%
延外来患者数 10,838 10,950 112 101.0%

新患数 173 247 74 142.8%
延外来患者数 2,032 2,753 721 135.5%

新患数 9 18 9 200.0%
延外来患者数 695 1,121 426 161.3%

新患数 252 287 35 113.9%
延外来患者数 1,212 558 ▲ 654 46.0%

新患数 27,759 27,675 ▲ 84 99.7%
延外来患者数 220,749 217,700 ▲ 3,049 98.6%

精 神 科

内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 代 謝 内 科

免 疫 内 科

血 液 内 科

総 合 診 療 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 内 科

脳 神 経 内 科

眼 科

小 児 科

消 化 器 外 科

小 児 外 科

呼 吸 器 外 科

乳 腺 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

臨 床 腫 瘍 科

緩 和 ケ ア 内 科

総 計

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科

歯 科

口 腔 外 科

心 臓 血 管 外 科
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２　財務状況
　（１）財務諸表の要約　　法人全体（市立東大阪医療センター+中河内救命救急センター）
　　①貸借対照表（令和7年3月31日） （単位　百万円）

資　産　の　部 金　額 負　債　の　部 金　額
固定資産 13,469 固定負債 8,384
有形固定資産 13,037 資産見返負債 322
無形固定資産 193  　資産見返運営費負担金 1
投資その他の資産 239  　資産見返補助金 220

流動資産 11,153  　資産見返寄附金 0
現金預金 7,343 　 資産見返物品受贈額 102
医業未収金 3,465 長期借入金 2,130
たな卸資産 118 移行前地方債償還債務 1,620
前払費用 9 引当金 4,307
未収収益 8  　退職給付引当金 4,307
仮払金 0  資産除去債務 5
未収入金 128 流動負債 4,564
診療費損害未収入金 77  一年以内返済予定長期借入金 508
その他流動資産 5  一年以内返済予定移行前

 地方債償還債務
 未払金 2,278
 未払費用 6
 未払消費税等 11
 前受金 16
 預り金 36
 仮受金 1
 引当金 757
 　賞与引当金 680
 　診療費損害引当金 77

負　債　合　計 12,948
純　資　産　の　部 金　額

資本金 750
資本剰余金 8,028
利益剰余金 2,896

純　資　産　合　計 11,674
資　産　合　計 24,622 負債純資産合計 24,622

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　②損益計算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）　　　 （単位　百万円）
金　　　額

営業収益 21,367
　医業収益 18,914
　救命救急センター事業収益 1,786
　その他営業収益 667
営業費用 21,684
　給与費 9,697
　材料費 6,102
　経費 2,965
　研究研修費 57
　減価償却費 1,001
　救命救急センター事業費用 1,863
営業利益 ▲ 317
営業外収益 157
営業外費用 1,107
営業外損失 ▲ 950
経常利益 ▲ 1,267
臨時利益 52
臨時損失 15
当期純損失 ▲ 1,230

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

科　　　目

952
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　　③純資産変動計算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）　　  　（単位　百万円）
金　　　額

当期首残高 11,981
Ⅰ　資本金の当期変動額 0
Ⅱ　資本剰余金の当期変動額 923
Ⅲ　利益剰余金(又は繰越欠損金)の当期変動額 ▲ 1,230
当期変動額合計 ▲ 307
当期期末残高 11,674

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　④キャッシュ・フロー計算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）（単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 98
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,110
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 801
Ⅳ　資金増加額 ▲ 1,813
Ⅴ　資金期首残高 9,156
Ⅵ　資金期末残高 7,343

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　⑤行政コスト計算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）        （単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　損益計算書上の費用 22,806
Ⅱ　その他行政コスト 0
Ⅱ　行政コスト 22,806

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

科　　　目

科　　　目

科　　　目
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　（２）予算及び決算の概要

（単位　百万円）

科　　　目 予算額 決算額 差額

収入

　営業収益 22,503 21,311 ▲ 1,193

　　医業収益 19,932 18,923 ▲ 1,009

　　運営費負担金 494 498 4

　　救命救急センター事業収益 1,993 1,790 ▲ 203

　　その他営業収益 85 100 15

　営業外収益 193 164 ▲ 29

　　運営費負担金 52 52 0

　　その他営業外収益 141 112 ▲ 29

　資本収入 1,653 1,647 ▲ 6

　　運営費負担金 927 923 ▲ 4

　　長期借入金 726 724 ▲ 2

　　その他資本収入 0 0 0

　その他の収入 1 1 0

計 24,350 23,122 ▲ 1,229

支出

　営業費用 22,105 21,495 ▲ 610

　　医業費用 18,656 18,384 ▲ 273

　　　給与費 8,960 9,031 71

　　　材料費 6,960 6,711 ▲ 248

　　　経費 2,669 2,583 ▲ 86

　　　研究研修費 68 58 ▲ 9

　　救急救命センター事業費 1,954 1,863 ▲ 91

　　一般管理費 1,494 1,248 ▲ 246

　営業外費用 80 80 0

　資本支出 3,608 3,447 ▲ 161

　　建設改良費 2,029 1,919 ▲ 110

　　償還金 1,572 1,524 ▲ 48

　　その他資本支出 7 4 ▲ 3

　その他の支出 0 13 13

計 25,793 25,035 ▲ 758

単年度資金収支（収入-支出） ▲ 1,442 ▲ 1,913 ▲ 471

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

＊損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりです。

（１）損益計算書において計上されている現金収入を伴わない収益及び現金支出を伴わない費用を

　　　含んでおりません。

（２）医業費用の給与費及び一般管理費に退職金及び賞与支払額を決算額に含めております。

（３）上記数値は消費税等込みの金額を記載しております。
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（２）全体的な状況   

 

１．法人の現状と課題 

地方独立行政法人として９年目となる令和６年度は、医療センター産婦人科への医師派遣に

ついて大阪大学が後継いただけることとなり、令和 6 年 4 月より新たな体制で診療を継続して

いる。 

前年度、ＭＲＩの更新を行ったが、今年度はさらにＰＥＴ－ＣＴの更新を行った。これによ

りアミロイドＰＥＴが可能となり、認知症の早期発見・早期治療に役立てることとなった。 

さらに 2 台目の手術支援ロボットを導入し、今年度より婦人科領域でのロボット支援下手術

も再開し、さらなるロボット支援下手術の増にも対応できる体制を整えた。上記のことも含み、

外科系診療科においては、手術室実施の手術件数は前年対比でプラス 181 件の 7,647 件、全身

麻酔手術件数はプラス 228 件の 3,807 件となった。 

経営状況では、年間の入院患者数 156,364 人（前年度比 6,287 人増）、外来患者数 217,700

人（前年度比 3,049 人減）、入院・外来収益は補助金等を加えた営業収益 19,581 百万円（前年

度比 355 百万円増）となった。 

一方、社会情勢を受けて給与費、材料費、委託費等の増により、営業費用は 19,821 百万円（前

年度比 669 百万円増）となった。 

営業外の収益、費用を加えた経常収支はマイナス 1,202 百万円（前年度比 460 百万円減）と

なり、2 年連続の赤字となった。次年度以降も補助金に依存しない経常収支の健全化に努める。 

令和６年度は第 2 期中期計画の最終年度であった。中期計画期間の前半は高度急性期・急性

期医療との両立を図りながらコロナ禍への対応も積極的に行い黒字化したが、後半はアフター

コロナで引き続き高度急性期・急性期医療を行ってきたが、2年連続の赤字となってしまった。

次期第 3 期中期計画策定においては、高度急性期・急性期医療をさらに充実させるための体制

強化並びに施設・設備面の強化を図る。 

  

２．大項目ごとの主な取り組み 

第１ 年度計画の期間 

特になし 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

医療センターとして担うべき医療について、高度医療、救急医療（小児救急を含む）、がん医

療、及び周産期医療等の提供を中心に地域の中核病院として必要な医療を提供した。しかし、

重点目標の 1 つとしていた新入院患者数が計画値を 358 人下回る実績となったこと、加えて延

べ入院患者数も計画に達しなかったこともあり、2年連続の赤字の大きな要因となった。一方、

施設基準においては令和５年度から急性期充実体制加算を取得・維持し、高度な医療を提供す

る施設であることを示すことができた。さらに新たな診療報酬「救急患者連携搬送料」、いわゆ

る「下り搬送」を積極的に行い、国が進める機能分化・連携に寄与すると共に、市民にとって

も適切な医療機関で入院医療を受けられる地域医療構想を踏まえた体制の維持・構築に努めた。 
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救急医療については、平日日中における応援の救急医を確保し、救急搬送受入および救急外

来からの新入院確保に努めた。その結果、救急搬送受入件数は地独化後、過去最高の件数だっ

た前年度をさらに上回る件数を記録した。また、緊急全身麻酔手術の件数も急性期充実体制加

算の要件を満たし、当該施設基準を維持した。 

小児医療（小児救急を含む）については、外来患者数が減る中、救急入院患者数については

計画値を達成した。 

周産期医療においては、新たな大学医局からの医師派遣でスタートし、分娩数の早期復調を

図るとともに、産科危機的出血などへの対応についても受入れ体制の整備を図ってきた。 

がん医療については、放射線治療機器の入れ替えで半年以上、放射線治療を行えなかったが、

他施設との連携により患者への治療継続に努めた。一方，がん手術については前年度を大きく

上回った。その結果、国指定の「地域がん診療連携拠点病院」の要件を十分満たした。 

脳卒中については、脳卒中救急患者受入れ件数は大きく伸びたものの、ｔ－PAの件数は伸び

ず、また、医師数減により脳外科的直達手術並びに脳血管内手術も減少する結果となった。 

心筋梗塞については、24時間受入れの体制を維持し、急性心筋梗塞患者への対応数は大幅に

増加し、心大血管手術件数も伸びた。TAVI も循環器内科と心臓血管外科の合同で月 2回のペー

スで実施している。 

また認知症について、年度途中からリエゾン加算の算定を開始することで、併算定できない

認知症ケア加算算定数に影響を及ぼしたが、97％の計画達成率であった。また令和６年度は、

アミロイドＰＥＴ－ＣＴを導入し、認知症の新たな診断にも対応している。 

災害拠点病院としては、令和６年能登半島地震被災地支援としての ＭＡＴ隊員派遣のよう

な対応はなかったが、引き続きＢＣＰ（事業継続計画）に基づく訓練の実施、水害時避難確保

計画に基づく訓練を実施した。 

新興感染症対策については、大阪府と新興感染症に係る協定を締結している。令和 6 年度は

有事の際の要請はなかったが、院内において一時コロナによる病棟隔離（新入院受入停止、他

病棟との連携等）が生じた。これにより有事の際にも急性期医療との両立について、対応可能

な体制を維持できていると言える。 

患者ニーズの把握・改善にかかる、入院・外来患者満足度調査において、入院・外来ともに

総合満足度は概ね前年度並みを維持した。前年度に引き続き外来中待合および病棟エリアのサ

インの見直しなど、来院者が利用しやすい環境の整備を実施した。また、病棟内の安全性や快

適性向上のため、手すりや壁の補修を３ヶ年計画で段階的に実施した。 

業務の質の向上について、厚生労働省院内感染対策サーベイランス事業（JANIS）に加え、感

染対策連携共通プラットフォーム（J-SIPHE）に参加し、医療の質の向上に努めた。また、卒後

臨床研修評価機構（JCEP）による臨床研修評価を受審し、引き続き認定を受けた。 

地域医療支援病院としての取組について、紹介患者数、逆紹介患者数、がん治療連携計画策

定件数は、前年度からさらに増えて計画値も達成した。高度医療機器の共同利用の受託件数は、

前年度を超えることはできなかったが、計画値を達成することができた。さらに令和 6 年度も

登録医総会を開催し、連携医療機関との交流を図った。 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

令和 4 年度に設置した法人本部の下、中河内救命救急センターとの連携強化・人事交流、年

度計画の策定及び進行管理などを実施し、両センター間の内部統制に務めた。事業報告・監査・

提出・公表の一連の流れ、診療科別・病棟別実績の報告検討を継続して行えた。 

医師の働き方改革が求められる中、いわゆる A 水準と言われる時間外の上限よりさらに厳し

い時間外上限を設定し、時間外縮減に務め、かつ安全な医療の提供、診療報酬上必要な人員配

置、弾力的な運用を行えた。 

令和４年１０月に市立東大阪医療センター特定行為研修センターを開設し、令和 5年度以降、

第 1 期生 6名、第 2期生 8 名、第 3期生 5 名を輩出した。 

 病床稼働率については、82.4％となり、前年度より 3.8 ポイント増加した。また、手術室手

術件数については、7,647 件となり、前年度より 181 件増加し、そのうち全身麻酔下での緊急

手術は 434 例となり、前年度より 42 件増加し、令和 5 年度に取得した急性期充実体制加算の要

件を満たし、施設基準は維持できた。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

収入のうち医業収益については、計画には達しなかったが、入院収益は 129.4 億円、外来収

益は 58.2 億円で、前年度対比 7億円以上の増となった。入院・外来収益に市からの運営費負担

金等を加えた営業収益は 195.8 億円となった。 

費用のうち営業費用については、賃金増および人的委託費の増、手術件数増および物価上昇

による材料費の増、補助金打ち切りに伴う光熱費の単価増により、198.2 億円となり、前年度よ

り 6.７億円の増となった。 

その結果、医業収支比率は 101.9％（目標 106.5％）、営業外の収入・費用を加えた経常収支

比率は 94.4％（目標 97.2％）となり、11.7 億円の赤字となった。 

今後の課題として、新入院・入院患者数の増と入院単価のさらなる上昇による収益の確保が

重要である。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

中河内救命救急センターについては、さらなる人事交流、医事委託の事業者を医療センター

と統一するなどの効率化、毎週・毎月の会議による運営管理に努めた。救急患者についても医

師増と医療センターとの連携での受入体制を強化し、前年度より 204 件増の 1,106 件、応需率

も 20.2 ポイント増の 70.5％まで上がった。しかし、年度後半の予想外の患者数減による収益

減に対し、大阪府との調整を適切に図ることが出来ず、留保金の切り崩しをせざるを得なくな

った。 

次に地域医療構想については、すでに大阪府に高度急性期病床を 283 床まで移行により増床

する計画が承認されているが、まだ移行には及んでいない。一方、高度急性期病床数増床に伴

う HCU 設置の検討は開始している。また、地域完結型医療の遂行に向け、登録医総会を引き続

き開催し、地域の医師との関係強化に努めた。 

施設の長寿命化については、狭隘化していた医務局の改修を実施。また、災害対応について、

エネルギー棟の建設は、東大阪市防災ハザードマップが改定され、当初想定していた水害リス
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クが下回ることに伴い、抜本的な見直しによりエネルギー棟を増築しなくても良い方策へと方

針を転換し、基本設計を進めている。 
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血
管

疾
患

な
ど

に
つ

い
て

は
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

イ
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

連
携

に
加

え
、

新
た

に
産

科
救

急
の

受
入

れ
に

関
す

る
連

携
を

検
討

し
て

い
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
救

急
搬

送
受

入
件

数
は

、
過

去
最

高
だ

っ
た

前
年

度
を

さ
ら

に
上

回
る

件
数

を
受

入
れ

、
過

去
最

高
を

更
新

し
た

。
　

一
方

、
搬

送
依

頼
件

数
が

受
入

件
数

を
上

回
る

率
で

伸
び

た
た

め
救

急
車

受
入

率
は

前
年

度
を

下
回

っ
た

。
　

救
急

外
来

経
由

入
院

患
者

数
は

計
画

値
を

超
え

、
急

性
期

充
実

体
制

加
算

の
維

持
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

は
、

新
た

な
連

携
を

実
現

し
て

い
る

こ
と

も
踏

ま
え

、
自

己
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

救
急

外
来

の
改

修
整

備
・

救
急

外
来

C
T
の

導
入

・
オ

ー
バ

ー
ナ

イ
ト

病
床

の
整

備
一

部
整

備
改

修
設

計
改

修
基

本
計

画
策

定
-

救
急

搬
送

受
入

件
数

（
件

）
6
,
7
5
3

7
,
0
0
0

7
,
3
3
4

1
0
4
.
8
%

救
急

車
受

入
率

（
％

）
5
9
.
1

8
0
.
0

5
7
.
8

7
2
.
3
%

救
急

外
来

経
由

入
院

患
者

数
（

人
）

3
,
5
2
0

4
,
2
0
0

4
,
2
4
8

1
0
1
.
1
%

救
急

医
療

管
理

加
算

算
定

件
数

（
件

）
2
3
,
6
4
6

2
2
,
0
0
0

2
5
,
3
3
8

1
1
5
.
2
%

地
域

貢
献

率
（

％
）

(
1
2
.
6
)

1
2
.
9

1
3
.
5

1
0
4
.
7
%
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
2
）

小
児

医
療

、
周

産
期

医
療

ア
 
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
小

児
救

急
医

療
体

制
（

輪
番

制
）

の
中

で
中

心
的

役
割

を
担

う
。

水
、

金
、

日
の

小
児

初
期

救
急

医
療

・
二

次
小

児
救

急
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
ま

た
地

域
の

休
日

診
療

所
等

と
も

協
力

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。

・
感

染
性

疾
患

や
喘

息
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

血
液

疾
患

な
ど

の
検

査
・

治
療

が
必

要
な

小
児

の
外

来
及

び
入

院
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。

・
発

熱
児

と
非

発
熱

児
の

動
線

に
配

慮
し

た
小

児
科

救
急

外
来

を
整

備
す

る
。

（
感

染
症

診
察

室
３

周
辺

の
再

開
発

）

ア
 
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
小

児
救

急
医

療
体

制
（

輪
番

制
）

の
中

で
中

心
的

役
割

を
担

う
。

水
、

金
、

日
の

小
児

初
期

救
急

医
療

・
二

次
小

児
救

急
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
ま

た
地

域
の

休
日

診
療

所
等

と
も

協
力

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。

・
感

染
性

疾
患

や
喘

息
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

血
液

疾
患

な
ど

の
検

査
・

治
療

が
必

要
な

小
児

の
外

来
及

び
入

院
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。

・
発

熱
児

と
非

発
熱

児
の

動
線

に
配

慮
し

た
「

小
児

発
熱

外
来

」
の

運
営

を
よ

り
確

立
さ

せ
て

い
く

。

小
児

医
療

に
か

か
る

指
標

項
目

で
は

全
て

前
年

度
実

績
を

下
回

り
、

そ
の

中
で

小
児

科
入

院
患

者
数

と
小

児
科

外
来

患
者

数
は

計
画

未
達

で
あ

っ
た

。
周

産
期

医
療

に
か

か
る

指
標

項
目

で
は

総
分

娩
件

数
と

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
は

前
年

度
実

績
よ

り
増

加
し

た
が

、
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

診
療

件
数

は
減

少
し

、
い

ず
れ

の
項

目
も

計
画

未
達

で
あ

っ
た

。
令

和
5
年

度
は

産
婦

人
科

医
の

欠
員

に
よ

り
分

娩
予

約
の

一
時

的
な

制
限

が
あ

っ
た

こ
と

で
各

指
標

項
目

の
目

標
が

未
達

で
あ

っ
た

が
新

た
な

大
学

医
局

の
関

連
病

院
と

な
り

医
師

派
遣

の
確

保
を

し
た

こ
と

を
評

価
し

て
「

３
」

と
し

た
。

し
か

し
、

令
和

6
年

度
は

多
く

の
項

目
で

実
績

値
が

伸
び

て
お

ら
ず

計
画

値
を

達
成

し
て

い
な

い
項

目
が

多
い

こ
と

か
ら

評
価

を
「

２
」

と
し

た
。

2
3

ア
　

小
児

科
入

院
患

者
数

の
達

成
率

が
下

降
し

て
い

る
の

は
、

救
急

入
院

患
者

数
の

減
少

で
は

な
く

慢
性

疾
患

の
患

者
数

の
減

少
で

あ
る

た
め

、
今

後
受

け
入

れ
可

能
な

慢
性

疾
患

の
内

容
を

吟
味

し
更

に
ど

の
よ

う
な

患
者

の
受

け
入

れ
が

可
能

で
あ

る
か

を
明

確
に

し
て

地
域

の
開

業
医

に
提

示
す

る
。

昨
今

増
加

傾
向

に
あ

る
要

支
援

家
庭

へ
の

介
入

を
増

や
す

こ
と

で
紹

介
患

者
数

の
増

加
を

図
っ

た
。

母
親

の
育

児
環

境
を

支
え

る
た

め
に

行
政

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

連
携

し
て

受
診

の
回

数
を

増
や

す
こ

と
で

、
母

親
が

現
在

抱
え

て
い

る
問

題
を

把
握

し
た

。
そ

の
問

題
を

か
か

り
つ

け
医

と
共

有
し

て
見

守
り

体
制

を
強

化
す

る
こ

と
で

虐
待

や
ネ

グ
レ

ク
ト

を
予

防
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。

中
期

目
標

ア
 
小

児
救

急
病

院
と

し
て

、
小

児
救

急
医

療
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
。

イ
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
 
、

 
受

入
機

能
の

充
実

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

 
公

的
病

院
と

し
て

特
定

妊
婦

を
受

け
入

れ
、

出
産

・
育

児
へ

の
ケ

ア
を

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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・
増

加
す

る
児

童
虐

待
や

ネ
グ

レ
ク

ト
に

対
し

組
織

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
各

種
機

関
と

連
携

の
も

と
に

行
い

、
児

童
と

家
族

を
見

守
る

体
制

を
維

持
す

る
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
減

少
し

た
入

院
患

者
数

、
外

来
患

者
数

の
増

加
を

引
き

続
き

図
っ

て
い

く
。

ま
た

、
併

せ
て

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り

度
重

な
る

休
校

が
生

活
リ

ズ
ム

を
乱

し
、

子
ど

も
達

の
自

律
神

経
等

に
悪

影
響

を
も

た
ら

し
て

お
り

、
そ

の
一

つ
で

あ
る

「
起

立
性

調
節

障
害

」
に

対
し

、
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
、

必
要

に
応

じ
て

入
院

加
療

等
で

対
応

し
て

い
く

。

・
増

加
す

る
児

童
虐

待
や

ネ
グ

レ
ク

ト
に

対
し

組
織

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
各

種
機

関
と

連
携

の
も

と
に

行
い

、
児

童
と

家
族

を
見

守
る

体
制

を
維

持
す

る
。

・
長

期
入

院
す

る
児

の
在

宅
移

行
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

た
め

の
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

を
引

き
続

き
行

う
。

ま
た

、
療

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。

・
長

期
入

院
す

る
児

の
在

宅
移

行
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

た
め

の
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

を
引

き
続

き
行

う
。

ま
た

、
療

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。
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・
血

友
病

地
域

中
核

病
院

と
し

て
血

友
病

に
関

連
す

る
院

内
他

科
と

の
連

携
を

強
め

、
血

友
病

包
括

外
来

を
立

ち
上

げ
る

。
ま

た
患

者
家

族
(
保

因
者

含
む

)
を

多
方

面
か

ら
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

イ
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
と

と
も

に
、

産
婦

人
科

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
受

入
機

能
を

充
実

し
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

す
る

。
母

子
の

療
養

環
境

を
整

え
る

。

イ
 
８

名
の

新
任

医
師

の
み

で
当

院
で

の
外

来
、

入
院

、
分

娩
、

手
術

等
を

滞
り

な
く

こ
な

せ
る

よ
う

体
制

を
調

整
し

、
患

者
受

入
と

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
提

供
に

努
め

た
。

イ
 
大

阪
大

学
大

学
院

産
科

学
婦

人
科

学
教

室
か

ら
の

医
師

派
遣

に
よ

り
、

産
婦

人
科

の
体

制
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
。

そ
れ

に
よ

り
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
と

と
も

に
、

産
婦

人
科

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
，

地
域

医
療

機
関

か
ら

の
受

入
を

充
実

さ
せ

、
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

を
提

供
す

る
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

小
児

科
入

院
患

者
数

8
,
2
6
0

9
,
4
3
0

8
,
2
0
7

8
7
.
0
%

小
児

科
外

来
患

者
数

（
時

間
内

）
（

人
）

1
0
,
8
8
4

1
2
,
0
0
0

1
0
,
3
6
1

8
6
.
3
%

小
児

救
急

入
院

患
者

数
（

人
）

3
6
4

3
5
0

3
5
2

1
0
0
.
6
%
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ウ
 
近

隣
の

産
科

病
院

、
医

院
と

の
連

携
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
こ

と
で

特
定

妊
婦

の
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
ま

た
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

や
、

妊
婦

の
虐

待
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

院
内

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

ウ
 
保

健
所

等
の

行
政

機
関

と
の

連
携

を
よ

り
強

固
に

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
特

定
妊

婦
等

の
社

会
的

ハ
イ

リ
ス

ク
症

例
の

受
け

入
れ

体
制

を
強

化
す

る
。

ま
た

虐
待

等
に

よ
り

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
母

児
に

対
し

,
医

療
機

関
・

行
政

機
関

の
連

携
に

よ
り

安
心

し
て

出
産

・
育

児
が

で
き

る
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

ウ
 
分

娩
総

数
や

、
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

、
搬

送
依

頼
な

ど
、

で
き

る
限

り
の

症
例

を
断

る
こ

と
無

く
対

応
で

き
た

。
引

き
続

き
当

院
で

の
分

娩
を

希
望

さ
れ

る
妊

婦
の

要
望

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

継
続

し
て

い
く

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
産

婦
人

科
の

医
局

が
交

代
し

、
移

行
に

つ
い

て
適

切
に

行
い

、
そ

の
後

の
患

者
も

断
る

こ
と

な
く

周
産

期
の

体
制

を
維

持
し

た
。

医
局

の
変

更
と

い
う

大
き

な
動

き
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
前

年
度

の
件

数
を

超
え

る
分

娩
数

と
な

っ
て

い
る

。
　

小
児

に
つ

い
て

は
、

患
者

数
が

減
っ

た
も

の
の

、
慢

性
期

の
患

者
数

減
で

あ
り

、
救

急
入

院
患

者
数

は
増

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
当

セ
ン

タ
ー

の
役

割
と

し
て

は
適

切
に

対
応

し
た

と
い

え
る

。
　

以
上

の
こ

と
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

総
分

娩
件

数
（

件
）

3
5
6

4
0
0

3
8
0

9
5.

0
%

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
（

件
）

4
6

1
0
0

5
8

5
8.

0
%

妊
産
婦

緊
急

搬
送

入
院

診
療

件
数

（
件

）
1
1

2
0

9
4
5.

0
%
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
3
）

が
ん

医
療

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

・
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
（

高
度

型
）

」
の

指
定

に
向

け
て

、
が

ん
拠

点
病

院
機

能
推

進
室

（
（

仮
称

）
が

ん
診

療
セ

ン
タ

ー
）

を
新

設
す

る
。

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

中
期

目
標

国
指

定
の

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
が

ん
診

療
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

が
ん

手
術

件
数

及
び

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

が
計

画
未

達
で

あ
っ

た
が

、
要

因
に

つ
い

て
は

医
療

技
術

の
向

上
に

よ
っ

て
が

ん
放

射
線

の
照

射
回

数
が

減
少

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

機
器

更
新

に
よ

っ
て

半
年

以
上

放
射

線
治

療
が

出
来

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

り
が

ん
放

射
線

治
療

延
べ

患
者

数
は

前
年

度
よ

り
大

幅
に

減
少

し
た

。
た

だ
し

、
他

の
項

目
に

お
い

て
は

概
ね

計
画

を
達

成
し

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
3

◎
ア

 
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

と
し

て
、

5
 
大

が
ん

を
は

じ
め

と
す

る
が

ん
患

者
に

、
外

科
治

療
・

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

及
び

緩
和

医
療

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

・
総

合
的

医
療

を
提

供
す

る
。

ア
 
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

と
し

て
、

主
な

８
つ

の
が

ん
を

は
じ

め
と

す
る

が
ん

患
者

に
、

外
科

治
療

・
放

射
線

治
療

・
化

学
療

法
及

び
緩

和
医

療
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
・

総
合

的
医

療
を

提
供

す
る

。

ア
　

令
和

6
年

度
の

実
績

は
、

院
内

が
ん

登
録

件
数

や
手

術
件

数
は

や
や

増
加

で
あ

っ
た

一
方

、
内

視
鏡

手
術

件
数

や
外

来
化

学
療

法
数

は
や

や
減

少
し

た
。

し
か

し
総

じ
て

令
和

5
年

と
比

べ
概

ね
同

じ
程

度
の

実
績

で
あ

っ
た

(
放

射
線

治
療

以
外

)
。

外
科

手
術

で
は

、
上

部
消

化
器

が
ん

(
胃

が
ん

な
ど

)
に

減
少

傾
向

を
認

め
た

が
、

そ
れ

以
外

の
が

ん
手

術
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
実

績
と

な
っ

た
。

内
視

鏡
手

術
で

は
、

E
M
R
件

数
が

や
や

減
少

傾
向

に
あ

り
、

早
期

胃
が

ん
な

ど
の

減
少

と
関

連
が

あ
る

と
推

察
さ

れ
る

。
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・
導

入
後

1
0
年

以
上

経
過

し
て

い
る

放
射

線
治

療
装

置
に

つ
い

て
、

正
常

組
織

の
被

ば
く

量
を

最
小

限
に

抑
え

、
腫

瘍
部

分
に

集
中

し
て

放
射

線
照

射
が

可
能

な
最

新
機

種
へ

の
更

新
を

行
う

と
と

も
に

、
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
手

術
に

つ
い

て
、

現
在

実
施

し
て

い
る

下
部

消
化

管
、

泌
尿

器
領

域
に

加
え

、
上

部
消

化
管

、
呼

吸
器

、
婦

人
科

領
域

で
の

実
施

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

２
台

目
の

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

の
導

入
を

図
る

。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。

・
肺

が
ん

に
特

化
し

た
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

ま
た

、
新

興
感

染
症

対
応

を
強

化
す

る
う

え
で

必
要

な
医

師
に

つ
い

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
。

・
肺

が
ん

に
特

化
し

た
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

再
開

ま
で

の
間

、
呼

吸
器

外
科

、
臨

床
腫

瘍
科

及
び

内
科

系
医

師
に

よ
り

対
応

す
る

。
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ウ
 
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

に
つ

い
て

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

相
談

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

ウ
 
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

に
つ

い
て

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

相
談

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

イ
 
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。

・
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

イ
 
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。

・
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

イ
　

緩
和

ケ
ア

内
科

医
師

の
退

職
が

あ
っ

た
が

、
院

内
の

医
師

に
よ

り
カ

バ
ー

し
、

緩
和

ケ
ア

医
療

提
供

体
制

を
維

持
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ま
た

、
令

和
7
年

度
の

緩
和

ケ
ア

内
科

常
勤

医
師

も
確

保
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ウ
 
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
り

、
相

談
支

援
体

制
を

実
現

し
て

い
る

。
令

和
６

年
度

は
、

直
接

外
来

で
の

相
談

支
援

も
開

始
し

た
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

仮
称

）
が

ん
診

療
セ

ン
タ

ー
の

設
置

設
置

設
置

設
置

-

が
ん

外
科

手
術

件
数

（
件

）
7
4
7

1
,
1
0
0

8
5
9

7
8
.
1
%

が
ん

内
視

鏡
手

術
件

数
（

件
）

（
E
S
D
,
E
M
R
）

2
3
1

3
0
0

2
1
8

7
2
.
7
%

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

（
人

）
5
,
2
8
8

3
,
0
0
0

1
,
9
3
6

6
4
.
5
%

が
ん
外

来
化

学
療

法
延

べ
患

者
数

（
人

）
4
,
8
5
0

4
,
2
0
0

4
,
3
4
2

1
0
3
.
4
%

院
内

が
ん

登
録

件
数

（
件

）
「

医
療

資
源

病
名

が
悪

性
腫

瘍
に

関
連

す
る

病
名

で
あ

る
患

者
数

」
1
,
6
6
4

1
,
7
0
0

1
,
7
7
1

1
0
4
.
2
%

緩
和
ケ

ア
チ

ー
ム

新
規

介
入

件
数

（
件

）
4
4
6

2
5
0

2
3
8

9
5
.
2
%
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
が

ん
外

科
手

術
件

数
及

び
院

内
が

ん
登

録
件

数
に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

を
上

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
　

放
射

線
治

療
は

機
器

更
新

で
半

年
以

上
ス

ト
ッ

プ
し

て
い

た
た

め
、

減
少

に
つ

い
て

は
想

定
し

て
お

り
、

ま
た

、
そ

れ
に

伴
い

化
学

療
法

も
減

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

た
が

、
化

学
療

法
は

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
緩

和
ケ

ア
医

療
に

つ
い

て
は

、
医

師
の

退
職

と
い

う
不

測
の

事
態

が
あ

っ
た

が
、

院
内

医
師

の
協

力
で

、
緩

和
ケ

ア
医

療
を

止
め

る
こ

と
な

く
、

維
持

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
　

一
部

、
件

数
が

減
少

し
た

と
こ

ろ
は

あ
る

が
、

機
能

と
し

て
は

維
持

で
き

た
こ

と
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
4
）

4
 
疾

病
に

対
す

る
医

療

中
期

目
標

４
 
疾

病
 
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

 
、

糖
尿

病
及

び
精

神
疾

患
）

に
対

す
る

医
療

水
準

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

中
河

内
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

４
疾

病
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

）
の

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

ア
 
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
・

脳
神

経
外

科
と

脳
神

経
内

科
で

協
力

し
、

救
急

隊
員

か
ら

の
「

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
」

の
２

４
時

間
３

６
５

日
体

制
を

継
続

し
、

超
急

性
期

血
栓

溶
解

療
法

（
ｔ

-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

 
達

手
術

並
び

に
脳

血
管

内
手

術
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
脳

卒
中

専
用

病
床

の
効

率
化

を
図

っ
て

い
く

。

中
河

内
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

4
 
疾

病
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

）
の

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

4
疾

病
に

関
す

る
評

価
項

目
に

つ
い

て
、

心
血

管
疾

患
は

前
年

度
実

績
よ

り
増

加
傾

向
で

あ
っ

た
が

、
脳

血
管

疾
患

は
医

師
を

は
じ

め
ス

タ
ッ

フ
の

減
少

に
伴

い
、

指
標

項
目

の
う

ち
多

く
の

項
目

で
前

年
度

よ
り

実
績

値
が

減
少

し
た

。
し

か
し

、
開

頭
手

術
件

数
に

つ
い

て
は

計
画

値
を

大
き

く
超

え
た

こ
と

を
評

価
し

「
３

」
と

し
た

。
急

性
期

・
高

度
急

性
期

医
療

を
中

心
と

し
た

地
域

医
療

を
担

う
公

立
病

院
と

し
て

高
度

専
門

医
療

の
充

実
に

取
り

組
む

た
め

、
医

師
体

制
の

確
保

に
引

き
続

き
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

3
3

　
４

疾
病

に
対

す
る

質
の

高
い

医
療

の
提

供
を

行
っ

た
。

ア
 
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
・

脳
神

経
外

科
と

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

2
4
時

間
3
6
5

日
体

制
を

継
続

し
、

超
急

性
期

血
栓

溶
解

療
法

（
ｔ

-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

達
手

術
並

び
に

脳
血

管
内

手
術

を
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

脳
卒

中
専

用
病

床
の

効
率

化
を

図
っ

て
い

く
。

ア
　

血
管

内
治

療
専

門
医

の
ス

タ
ッ

フ
減

少
に

伴
い

血
管

内
治

療
数

が
減

じ
る

結
果

と
な

っ
た

（
緊

急
も

定
期

も
）

。
血

管
内

治
療

専
門

医
1
名

で
総

ス
タ

ッ
フ

数
4
名

の
現

状
で

は
　

現
在

の
手

術
数

（
直

達
＋

血
管

内
）

が
限

界
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。
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・
脳

卒
中

の
病

態
と

患
者

の
状

態
に

応
じ

た
最

新
か

つ
最

適
な

外
科

治
療

・
内

科
治

療
、

そ
れ

と
平

行
し

て
機

能
回

復
を

目
指

し
た

急
性

期
理

学
療

法
を

集
中

的
に

行
い

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

施
設

と
も

連
携

を
図

り
 
早

期
回

復
へ

繋
げ

る
。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

と
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
な

ど
へ

の
転

院
を

除
き

、
退

院
時

近
医

に
紹

介
す

る
こ

と
が

な
か

な
か

で
き

て
い

な
い

。
患

者
サ

イ
ド

に
も

理
解

を
得

て
退

院
後

は
近

医
で

の
フ

ォ
ロ

ー
を

基
本

と
す

る
方

向
に

も
っ

て
い

き
た

い
。

イ
 
月

2
回

の
ペ

ー
ス

で
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
を

循
環

器
内

科
と

心
臓

血
管

外
科

が
合

同
で

実
施

で
き

て
い

る
。

イ
　

心
筋

梗
塞

等
の

心
血

管
疾

患

・
令

和
5
年

1
1
月

に
取

得
し

た
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
（

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
大

動
脈

弁
置

換
術

）
の

施
設

基
準

を
維

持
す

る
。

・
脳

卒
中

の
各

疾
患

に
最

適
な

内
科

治
療

を
集

中
的

に
行

い
、

早
期

の
回

復
へ

繋
げ

る
。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

と
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

イ
 
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

2
4
時

間
t
-
P
A
体

制
の

整
備

の
有

無
継

　
続

継
　

続
継

　
続

-

t
-
P
A
実

施
件

数
（

件
）

（
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

算
定

実
績

件
数

）
5

1
6

5
3
1
.
3
%

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

（
件

）
（

入
院

2
日

目
ま

で
の

実
施

件
数

）
5
0

3
0

2
4

8
0
.
0
%

開
頭

手
術

（
直

達
）

件
数

（
件

）
1
7
0

7
0

1
1
7

1
6
7
.
1
%

脳
卒

中
救

急
患

者
受

入
れ

件
数

（
件

）
2
7
1

2
1
0

1
7
8

8
4
.
8
%

脳
血

管
疾

患
患

者
の

入
院

日
数

（
日

）
1
8

1
6

1
9

8
1
.
3
%

脳
血

管
疾

患
患

者
の

退
院

時
情

報
提

供
数

（
件

）
2
1
2

2
0
0

1
5
3

7
6
.
5
%
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・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
２

４
時

間
体

制
で

対
応

す
る

。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

の
補

助
循

環
は

十
分

に
２

４
時

間
体

制
で

実
施

で
き

て
い

る
。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
2
4
 
時

間
3
6
5
日

対
応

す
る

体
制

を
確

保
す

る
。

・
第

1
期

に
お

い
て

、
心

臓
血

管
外

科
手

術
を

開
始

し
、

よ
り

幅
広

い
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

メ
リ

ッ
ト

と
活

か
し

、
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

を
拡

充
す

る
。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
す

る
体

制
を

確
保

す
る

。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
2
4

時
間

体
制

で
対

応
す

る
。

・
第

1
 
期

に
お

い
て

、
心

臓
血

管
外

科
手

術
を

開
始

し
、

よ
り

幅
広

い
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

を
拡

充
す

る
。

・
急

性
心

筋
梗

塞
に

２
４

時
間

３
６

５
日

対
応

で
き

る
体

制
を

維
持

し
て

い
る

。
総

評
と

し
て

、
P
C
I
に

関
し

て
は

計
画

値
に

は
及

ば
な

か
っ

た
が

、
令

和
5
年

度
よ

り
増

加
。

さ
ら

に
、

急
性

心
筋

梗
塞

患
者

の
対

応
数

は
大

幅
に

増
加

し
た

。

・
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

互
い

に
連

絡
を

密
に

し
治

療
の

妨
げ

が
な

い
体

制
を

作
れ

て
い

る
。

・
循

環
器

内
科

と
と

も
に

緊
急

手
術

対
応

を
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
し

た
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

急
性

心
筋

梗
塞

及
び

大
動

脈
解

離
の

2
4

時
間

診
療

体
制

継
続

継
続

継
続

-

緊
急

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
P
C
I
）

（
件

）
2
5
9

3
0
0

2
8
2

9
4
.
0
%

心
大

血
管

手
術

件
数

（
件

）
1
1
7

1
0
0

1
1
8

1
1
8
.
0
%
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・
近

隣
医

療
機

関
で

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

部
門

で
協

調
し

て
治

療
に

当
た

る
。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う
。

・
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

者
に

対
し

て
対

象
者

を
選

定
し

て
保

健
指

導
を

行
い

、
人

工
透

析
等

へ
の

移
行

を
防

止
す

る
。

・
近

隣
医

療
機

関
で

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

部
門

で
協

調
し

て
治

療
に

当
た

る
。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う
。

ウ
 
糖

尿
病

・
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

を
提

供
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

す
る

受
診

勧
奨

を
行

い
治

療
に

繋
げ

る
。

・
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

者
に

対
し

て
対

象
者

を
選

定
し

て
保

健
指

導
を

行
い

、
人

工
透

析
等

へ
の

移
行

を
防

止
す

る
。

ウ
　

件
数

が
非

常
に

少
な

い
。

積
極

的
に

働
き

か
け

を
行

う
べ

き
と

考
え

る
が

、
栄

養
士

、
看

護
師

、
医

師
の

3
者

同
日

診
察

指
導

が
不

可
欠

で
あ

り
、

専
用

の
診

察
枠

を
設

定
し

活
用

し
な

い
限

り
、

指
導

に
必

要
な

人
的

体
制

の
確

保
は

難
し

い
。

外
来

看
護

師
の

人
的

余
裕

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

が
難

し
い

場
合

は
外

来
師

長
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

ウ
 
糖

尿
病

・
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

を
提

供
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

す
る

受
診

勧
奨

を
行

い
治

療
に

繋
げ

る
。

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

糖
尿

病
腎

症
患

者
数

（
初

診
）

（
人

）
55

10
0

72
72

.0
%

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
実

施
件

数
6

20
2

10
.0

%

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
可

例
の

教
育

入
院

件
数

（
件

）
25

25
35

14
0.

0%
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・
依

存
症

や
そ

の
他

の
専

門
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
な

疾
患

な
ど

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

困
難

な
場

合
に

は
、

対
応

可
能

な
精

神
科

施
設

を
紹

介
す

る
。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
継

続
し

て
い

く
。

令
和

5
年

9
月

に
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

原
因

物
質

に
直

接
働

き
か

け
る

新
薬

レ
カ

ネ
マ

ブ
が

正
式

承
認

さ
れ

た
事

、
令

和
６

年
度

の
診

療
報

酬
改

定
で

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

診
断

が
保

険
収

載
さ

れ
た

事
を

受
け

、
P
E
T
-
C
T
の

更
新

を
行

う
。

エ
 
精

神
疾

患
・

精
神

科
医

２
名

体
制

で
一

般
精

神
科

外
来

診
療

を
行

っ
て

い
る

。
精

神
科

専
用

病
床

は
持

た
な

い
が

、
身

体
合

併
症

の
た

め
の

入
院

患
者

の
心

の
ケ

ア
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
）

や
認

知
症

患
者

の
周

辺
症

状
（

Ｂ
Ｐ

Ｓ
Ｄ

）
に

は
積

極
的

に
対

応
す

る
。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
精

神
科

で
も

開
始

し
た

。
こ

れ
ま

で
神

経
内

科
が

主
に

担
当

し
て

き
た

が
、

今
後

当
科

に
お

い
て

強
化

し
て

い
く

。

・
依

存
症

や
そ

の
他

の
専

門
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
な

疾
患

な
ど

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

困
難

な
場

合
に

は
、

対
応

可
能

な
精

神
科

施
設

を
紹

介
す

る
。

エ
 
精

神
疾

患
・

精
神

科
で

は
一

般
精

神
科

外
来

診
療

を
行

っ
て

い
る

。
精

神
科

専
用

病
床

は
持

た
な

い
が

、
身

体
合

併
症

の
た

め
の

入
院

患
者

の
心

の
ケ

ア
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
）

や
認

知
症

患
者

の
周

辺
症

状
（

Ｂ
Ｐ

Ｓ
Ｄ

）
に

は
積

極
的

に
対

応
す

る
。

エ
　

認
知

症
外

来
は

紹
介

数
が

想
定

を
下

回
っ

た
た

め
、

計
画

が
未

達
と

な
っ

た
。

他
院

か
ら

の
紹

介
予

約
制

で
、

十
分

に
紹

介
枠

が
埋

ま
ら

な
い

こ
と

も
あ

る
が

、
脳

神
経

内
科

で
も

認
知

症
外

来
を

実
施

し
て

お
り

、
当

科
と

併
せ

て
地

域
の

需
要

を
全

て
満

た
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
に

つ
い

て
は

概
ね

計
画

通
り

で
あ

っ
た

。
計

画
値

を
前

年
よ

り
低

く
設

定
し

て
い

た
の

は
、

年
度

途
中

よ
り

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
る

予
定

が
あ

り
、

従
来

認
知

症
ケ

ア
加

算
で

フ
ォ

ロ
ー

し
て

い
た

患
者

の
一

部
が

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
に

流
れ

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

認
知

症
　

外
来

新
患

人
数

（
人

）
1
5
2

2
0
0

1
4
7

7
3
.
5
%

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
の

実
績

件
数

8
,
1
1
0

7
,
5
0
0

7
,
3
1
9

9
7
.
6
%
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
脳

血
管

疾
患

に
つ

い
て

は
、

医
師

数
減

に
よ

り
全

般
的

に
件

数
が

減
っ

た
も

の
の

、
開

頭
手

術
は

計
画

値
を

大
き

く
超

え
た

。
　

心
血

管
疾

患
に

つ
い

て
は

、
P
C
I
は

令
和

５
年

度
よ

り
増

加
、

さ
ら

に
、

急
性

心
筋

梗
塞

患
者

の
対

応
数

が
増

加
し

、
心

大
血

管
手

術
も

計
画

を
大

き
く

超
え

た
。

新
た

に
導

入
し

た
T
A
V
I
も

月
２

回
実

施
し

て
い

る
。

　
糖

尿
病

に
つ

い
て

は
、

患
者

数
が

少
な

い
が

、
初

診
は

前
年

を
上

回
り

、
教

育
入

院
は

計
画

を
上

回
っ

た
。

　
精

神
疾

患
に

つ
い

て
、

認
知

症
の

新
患

は
増

え
な

か
っ

た
が

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

は
併

算
定

不
可

の
リ

エ
ゾ

ン
加

算
の

開
始

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

ほ
ぼ

計
画

に
近

い
件

数
と

な
っ

た
。

　
以

上
よ

り
医

師
減

に
よ

り
件

数
減

と
な

っ
た

脳
疾

患
を

除
き

、
概

ね
前

年
同

様
も

し
く

は
そ

れ
以

上
と

し
て

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
5
）

災
害

時
医

療

中
期

目
標

ア
 
市

の
定

め
る

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
や

事
故

の
発

生
に

備
え

る
と

共
に

、
災

害
時

に
お

い
て

は
、

市
域

の
医

療
提

供
体

制
の

中
心

的
役

割
を

担
う

こ
と

。
イ

 
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

求
め

ら
れ

る
機

能
の

維
持

・
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
職

員
へ

の
災

害
研

修
を

定
期

的
に

行
い

、
災

害
対

策
に

関
す

る
意

識
向

上
に

努
め

た
。

ま
た

、
合

同
災

害
訓

練
に

つ
い

て
も

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

実
施

し
、

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
の

役
割

分
担

が
適

切
に

行
え

た
こ

と
か

ら
災

害
時

医
療

に
か

か
る

全
体

的
な

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

ア
 
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

、
災

害
そ

の
他

緊
急

時
に

は
、

東
大

阪
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
長

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

及
び

災
害

時
院

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
病

院
事

業
の

継
続

に
努

め
る

と
と

も
に

法
人

自
ら

の
判

断
で

医
療

救
護

活
動

を
行

う
。

医
薬

品
、

食
料

等
の

備
蓄

、
非

常
用

電
源

の
確

保
を

継
続

す
る

。
ま

た
、

水
防

法
に

基
づ

く
水

害
時

の
避

難
確

保
計

画
の

定
期

的
な

見
直

し
、

計
画

に
基

づ
く

訓
練

を
実

施
し

、
不

測
の

事
態

に
備

え
る

。

ア
　

令
和

6
年

度
は

、
消

防
計

画
に

基
づ

く
消

防
避

難
訓

練
を

2
回

（
6
月

・
1
月

）
、

水
害

時
に

お
け

る
避

難
確

保
計

画
に

基
づ

く
実

地
訓

練
を

1
回

（
1
0
月

）
、

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
合

同
災

害
訓

練
を

1
回

（
1
1
月

）
、

職
員

に
対

す
る

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

入
力

訓
練

を
2
回

（
9
月

、
1
1
月

）
、

毎
月

の
安

否
確

認
メ

ー
ル

の
配

信
を

、
災

害
対

策
委

員
会

お
よ

び
下

部
チ

ー
ム

に
よ

っ
て

実
施

し
た

。
加

え
て

「
防

火
・

防
災

に
係

る
消

防
計

画
書

」
、

「
水

害
時

の
避

難
確

保
計

画
」

、
「

Ｂ
Ｃ

Ｐ
事

業
継

続
計

画
書

」
」

を
そ

れ
ぞ

れ
改

訂
し

、
こ

の
3
冊

を
ま

と
め

て
『

災
害

関
連

マ
ニ

ュ
ア

ル
』

と
し

て
各

部
署

に
更

新
配

備
し

た
。

ア
 
災

害
そ

の
他

緊
急

時
に

は
、

東
大

阪
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
長

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

及
び

災
害

時
院

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
病

院
事

業
の

継
続

に
努

め
る

と
と

も
に

法
人

自
ら

の
判

断
で

医
療

救
護

活
動

を
行

う
。

ま
た

、
医

薬
品

、
食

料
等

の
備

蓄
、

非
常

用
電

源
の

確
保

を
継

続
す

る
。

3
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イ
 
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
共

同
し

、
中

河
内

医
療

圏
唯

一
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

他
の

災
害

拠
点

と
の

連
携

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
災

害
医

療
の

知
識

・
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
令

和
6
年

1
月

の
能

登
半

島
地

震
と

同
様

の
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
の

機
能

強
化

を
図

る
。

イ
　

合
同

災
害

訓
練

は
、

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
参

加
し

た
「

大
阪

府
主

催
の

令
和

6
年

度
近

畿
地

方
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
ブ

ロ
ッ

ク
訓

練
」

と
合

わ
せ

て
2

日
間

実
施

し
、

1
日

目
は

災
害

対
策

本
部

の
立

ち
上

げ
と

事
業

計
画

継
続

の
方

向
性

決
定

ま
で

を
行

い
、

2
日

目
は

立
ち

上
げ

た
指

揮
所

を
中

心
と

し
た

外
部

か
ら

の
傷

病
者

受
け

入
れ

及
び

、
他

府
県

か
ら

の
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

受
け

入
れ

訓
練

を
行

っ
た

。
　

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

の
整

備
と

維
持

が
必

須
で

あ
る

が
、

医
師

の
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

員
が

1
名

の
み

で
あ

り
、

チ
ー

ム
(
医

師
1
名

、
看

護
師

2
名

、
調

整
員

1
名

)
に

よ
る

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

訓
練

へ
の

参
加

に
難

渋
し

て
い

る
点

が
課

題
で

あ
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

 
Ｂ

Ｃ
Ｐ

、
災

害
時

院
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
整

備
を

実
施

し
、

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
参

加
し

た
「

大
阪

府
主

催
の

令
和

6
年

度
近

畿
地

方
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
ブ

ロ
ッ

ク
訓

練
」

含
め

合
同

災
害

訓
練

も
適

切
に

実
施

し
た

点
か

ら
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

イ
 
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
共

同
し

、
中

河
内

医
療

圏
唯

一
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

他
の

災
害

拠
点

と
の

連
携

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
災

害
医

療
の

知
識

・
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
の

機
能

強
化

を
図

る
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

B
C
P
整

備
・

毎
年

見
直

し
実

施
実

施
継

続
実

施
-

災
害

時
院

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
実

施
実

施
実

施
-

水
害

時
避

難
計

画
の

整
備

－
継

続
実

施
-

合
同

災
害

訓
練

の
実

施
（

1
回

/
年

）
（

中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
と

共
同

）
実

施
1

回
/

年
実

施
-

E
M
I
S
(
広

域
災

害
・

救
急

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

）
へ

の
参

加
実

施
継

続
実

施
-
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
6
）

感
染

症
へ

の
対

応

ア
 
地

域
中

核
病

院
と

し
て

（
自

治
体

病
院

）
、

ま
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

重
点

医
療

機
関

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

整
備

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

東
大

阪
市

民
の

期
待

に
最

大
限

応
え

る
体

制
を

構
築

す
る

。

3
ア

　
大

阪
府

と
新

興
感

染
症

等
に

か
か

る
協

定
を

締
結

し
て

い
る

。
令

和
６

年
度

は
有

事
は

発
生

し
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

病
床

確
保

や
講

師
派

遣
の

必
要

性
は

生
じ

な
か

っ
た

が
、

体
制

は
確

保
で

き
て

い
た

。

ア
 
「

第
8
次

大
阪

府
医

療
計

画
（

案
）

」
を

受
け

て
、

大
阪

府
と

病
床

確
保

等
に

つ
い

て
締

結
し

た
協

定
に

基
づ

き
、

有
事

の
際

は
確

保
病

床
で

の
受

入
、

発
熱

外
来

の
開

設
、

他
の

医
療

機
関

・
福

祉
施

設
等

へ
の

感
染

症
専

門
医

・
看

護
師

の
派

遣
を

行
う

。

イ
 
既

存
の

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
直

す
と

と
も

に
、

新
興

感
染

症
発

生
を

想
定

し
た

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（

事
業

継
続

計
画

）
を

整
備

す
る

。

イ
 
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
点

検
・

見
直

し
を

し
、

一
部

改
訂

は
行

っ
て

お
り

、
次

年
度

も
引

き
続

き
、

新
し

い
情

報
に

U
p
d
a
t
e
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。
新

興
感

染
症

発
生

時
の

Ｂ
Ｃ

Ｐ
は

一
部

追
記

な
ど

行
え

ば
、

一
旦

は
整

備
完

了
（

も
ち

ろ
ん

時
勢

に
合

わ
せ

て
改

編
必

要
）

と
な

る
。

法
人

評
価

の
と

お
り

、
大

阪
府

と
新

興
感

染
症

等
に

か
か

る
協

定
に

基
づ

き
、

健
康

危
機

事
象

発
生

時
の

体
制

確
保

に
努

め
た

た
め

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3

中
期

目
標

新
型

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
症

等
、

健
康

危
機

事
象

が
発

生
し

た
時

は
市

の
担

当
部

署
等

と
連

携
し

て
そ

の
対

応
を

講
じ

、
公

的
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
既

存
の

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
直

す
と

と
も

に
、

新
た

に
指

定
感

染
症

発
生

を
想

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

を
整

備
す

る
。
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（
自

己
評

価
理

由
）

新
興

感
染

症
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

と
協

定
を

締
結

し
て

お
り

、
必

要
に

応
じ

て
対

応
可

能
な

状
態

を
維

持
し

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
令

和
６

年
度

は
要

請
は

な
か

っ
た

も
の

の
、

院
内

的
に

は
コ

ロ
ナ

の
院

内
発

生
に

よ
り

隔
離

、
新

入
院

の
受

入
れ

一
時

中
止

な
ど

の
対

応
を

実
施

し
た

。

ウ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

以
外

の
新

興
感

染
症

に
関

す
る

情
報

収
集

を
継

続
す

る
と

共
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
院

内
感

染
対

策
用

の
備

品
を

整
備

す
る

。

エ
 
感

染
症

拡
大

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

常
勤

の
呼

吸
器

内
科

医
の

確
保

、
感

染
制

御
に

か
か

る
医

師
・

看
護

師
の

育
成

に
と

り
く

ん
で

い
く

。

ウ
 
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

体
制

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
が

５
類

に
な

っ
た

こ
と

や
、

新
規

試
薬

の
登

場
な

ど
に

よ
り

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

の
運

用
自

体
が

変
化

し
て

い
る

の
で

、
一

旦
休

止
と

し
て

い
る

。
新

た
な

感
染

症
の

発
生

時
に

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
が

必
要

に
な

れ
ば

、
再

稼
働

可
能

な
状

態
で

あ
る

。
外

来
体

制
に

つ
い

て
は

、
救

急
外

来
の

改
装

が
計

画
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
際

に
患

者
導

線
な

ど
再

構
築

が
必

要
で

あ
る

。
入

院
体

制
に

つ
い

て
は

、
外

来
と

同
様

。
（

新
規

感
染

症
の

発
生

時
に

は
病

棟
単

位
で

の
感

染
症

病
棟

の
構

築
を

検
討

す
る

。
）

エ
　

院
内

で
の

コ
ロ

ナ
発

生
に

伴
い

、
隔

離
、

新
入

院
の

受
入

れ
一

時
中

止
な

ど
の

実
施

に
よ

り
、

医
師

・
看

護
師

の
育

成
に

つ
な

が
っ

た
。

ウ
 
発

熱
者

・
感

染
患

者
（

疑
い

患
者

を
含

む
）

と
非

発
熱

者
、

特
に

基
礎

疾
患

を
持

つ
患

者
と

の
動

線
分

離
に

最
大

限
配

慮
し

た
、

適
切

な
救

急
医

療
を

提
供

で
き

る
救

急
外

来
体

制
を

構
築

す
る

。

エ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

以
外

の
新

型
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

情
報

収
集

を
継

続
す

る
と

共
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
院

内
感

染
対

策
用

の
備

品
を

整
備

す
る

。

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

・
見

直
し

継
続

継
続

継
続

-

指
定

感
染

症
発

生
時

の
BC

Pの
整

備
整

備
案

策
定

見
直

し
点

検
・

見
直

し
-

PC
R検

査
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
協

定
締

結
見

直
し

点
検

・
維

持
-

新
型

感
染

症
に

か
か

る
外

来
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
協

定
締

結
見

直
し

点
検

・
維

持
-

新
型

感
染

症
に

か
か

る
入

院
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
協

定
締

結
見

直
し

点
検

・
維

持
-
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
7
）

地
域

医
療

構
想

を
踏

ま
え

た
役

割
の

明
確

化

法
人

評
価

の
と

お
り

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

の
役

割
を

担
う

医
療

機
関

と
し

て
、

病
床

の
一

部
を

Ｈ
Ｃ

Ｕ
等

の
高

度
急

性
期

病
床

に
転

換
す

る
た

め
の

具
体

的
な

検
討

を
開

始
し

た
。

「
救

急
患

者
連

携
搬

送
料

」
（

い
わ

ゆ
る

「
下

り
搬

送
」

）
に

つ
い

て
、

近
隣

の
医

療
機

関
と

提
携

し
、

早
期

に
転

院
可

能
な

患
者

を
転

送
す

る
シ

ス
テ

ム
を

院
内

外
で

整
備

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

当
セ

ン
タ

ー
が

高
度

な
急

性
期

医
療

を
必

要
と

す
る

入
院

診
療

に
注

力
す

る
医

療
機

能
分

化
を

促
進

さ
せ

、
後

送
の

医
療

機
関

と
の

連
携

も
推

進
さ

せ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
も

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

4
◎

中
期

目
標

中
期

目
標

に
定

め
た

も
の

の
他

、
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
果

た
す

べ
き

役
割

を
明

確
化

し
、

そ
の

実
現

に
向

け
た

具
体

的
取

組
み

を
実

行
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ 中
河

内
医

療
圏

に
お

け
る

地
域

完
結

型
医

療
を

遂
行

す
る

た
め

に
、

高
度

な
急

性
期

医
療

を
必

要
と

す
る

入
院

診
療

に
注

力
す

る
医

療
機

能
分

化
と

、
地

域
の

介
護

・
保

健
・

医
療

機
関

、
医

師
会

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
、

市
民

に
と

っ
て

住
み

よ
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
基

礎
と

な
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
一

角
を

担
っ

て
い

く
。

ア 地
域

医
療

構
想

に
お

い
て

、
医

療
セ

ン
タ

ー
は

高
度

急
性

期
 
・

 
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
地

域
中

核
病

院
の

役
割

を
担

う
。

4
ア

 
地

域
医

療
構

想
に

お
い

て
、

医
療

セ
ン

タ
ー

は
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
地

域
中

核
病

院
の

役
割

を
担

う
。

イ
 
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
地

域
完

結
型

医
療

を
遂

行
す

る
た

め
に

、
高

度
な

急
性

期
医

療
を

必
要

と
す

る
入

院
診

療
に

注
力

す
る

医
療

機
能

分
化

と
、

地
域

の
介

護
・

保
健

・
医

療
機

関
、

医
師

会
、

行
政

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

、
市

民
に

と
っ

て
住

み
よ

い
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
の

基
礎

と
な

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

一
角

を
担

っ
て

い
く

。

ウ 外
来

診
療

に
お

い
て

は
、

紹
介

患
者

の
受

入
を

主
体

と
す

る
専

門
外

来
の

確
保

・
拡

充
及

び
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

を
図

っ
て

い
く

。

ウ
 
外

来
診

療
に

お
い

て
は

、
紹

介
患

者
の

受
入

を
主

体
と

す
る

専
門

外
来

の
確

保
・

拡
充

及
び

一
般

再
来

外
来

の
縮

小
を

図
っ

て
い

く
。

ア
　

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
の

役
割

を
担

う
当

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

病
床

の
一

部
を

Ｈ
Ｃ

Ｕ
等

の
高

度
急

性
期

病
床

に
転

換
す

る
た

め
の

具
体

的
な

検
討

を
開

始
し

た
。

イ
　

令
和

６
年

度
の

診
療

報
酬

改
定

で
導

入
さ

れ
た

「
救

急
患

者
連

携
搬

送
料

」
（

い
わ

ゆ
る

「
下

り
搬

送
」

）
に

つ
い

て
、

近
隣

の
医

療
機

関
と

提
携

し
、

早
期

に
転

院
可

能
な

患
者

を
転

送
す

る
シ

ス
テ

ム
を

院
内

外
で

整
備

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

当
セ

ン
タ

ー
が

高
度

な
急

性
期

医
療

を
必

要
と

す
る

入
院

診
療

に
注

力
す

る
医

療
機

能
分

化
を

促
進

さ
せ

、
後

送
の

医
療

機
関

と
の

連
携

も
推

進
さ

せ
た

。

ウ
　

外
来

診
療

に
つ

い
て

は
、

紹
介

患
者

の
受

入
体

制
を

よ
り

強
化

し
、

不
応

需
件

数
を

減
少

さ
せ

た
。

そ
の

結
果

、
紹

介
患

者
数

は
2
6
,
0
4
6

人
か

ら
2
7
,
3
0
8
人

に
増

え
た

。
一

方
、

延
外

来
患

者
数

は
2
2
0
,
7
4
9
人

か
ら

2
1
7
,
7
0
0
人

へ
と

、
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

も
図

れ
た

。
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
令

和
７

年
度

の
新

人
看

護
師

採
用

試
験

の
時

期
を

早
め

る
な

ど
の

取
り

組
み

に
よ

り
、

高
度

急
性

期
病

床
の

配
置

基
準

を
満

た
す

人
数

を
確

保
す

る
こ

と
が

出
来

、
次

年
度

の
高

度
急

性
期

病
床

移
行

へ
の

目
途

が
立

っ
た

。
　

「
下

り
搬

送
」

の
実

施
、

一
般

再
来

外
来

の
縮

小
、

Ｈ
Ｃ

Ｕ
整

備
の

具
体

的
な

検
討

開
始

な
ど

、
高

度
急

性
期

と
し

て
の

役
割

実
施

を
進

め
て

き
た

こ
と

か
ら

「
４

」
と

評
価

し
た

。

エ 市
内

の
病

院
、

医
師

会
、

保
健

所
、

消
防

局
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

、
定

期
的

に
会

議
を

行
い

、
情

報
共

有
、

課
題

解
決

に
取

組
む

。

エ
 
市

内
の

病
院

、
医

師
会

、
保

健
所

、
消

防
局

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

と
、

定
期

的
に

会
議

を
行

い
、

情
報

共
有

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

。

オ
 
高

度
急

性
期

・
急

性
期

の
病

床
機

能
を

担
う

医
療

機
関

と
し

て
、

高
度

急
性

期
の

増
床

転
換

（
1
0
6

床
）

の
実

現
に

向
け

、
必

要
な

人
材

の
確

保
・

育
成

を
含

め
た

体
制

構
築

を
図

る
。

エ
　

地
域

運
営

会
議

を
始

め
定

期
的

な
会

議
に

て
情

報
共

有
や

課
題

解
決

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

消
防

局
と

は
院

内
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
令

和
８

年
度

か
ら

の
設

置
に

向
け

検
討

を
開

始
し

た
。

オ
　

令
和

６
年

度
は

看
護

師
を

十
分

に
確

保
出

来
ず

、
2
0
2
5
年

に
目

指
し

て
い

る
高

度
急

性
期

の
病

床
数

に
対

し
、

病
床

機
能

報
告

に
お

け
る

大
阪

府
基

準
で

は
３

病
棟

分
不

足
し

た
。

し
か

し
、

そ
れ

以
外

の
項

目
は

基
準

を
満

た
し

て
お

り
、

ま
た

、
令

和
７

年
度

新
規

採
用

者
も

確
保

出
来

た
の

で
、

次
年

度
で

の
体

制
構

築
を

図
る

。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
8
）

そ
の

他
の

役
割

ア
 
予

防
医

療
専

門
性

の
高

い
領

域
の

市
民

検
診

、
市

民
向

け
公

開
講

座
の

開
催

な
ど

を
行

い
、

特
に

5
 
疾

病
に

対
す

る
疾

病
予

防
の

啓
発

に
努

め
、

市
民

の
健

康
維

持
に

寄
与

す
る

。
（

が
ん

検
診

〔
胃

が
ん

、
子

宮
が

ん
、

肺
が

ん
、

乳
が

ん
〕

）

ア
 
予

防
医

療
専

門
性

の
高

い
領

域
の

市
民

検
診

、
市

民
向

け
公

開
講

座
の

開
催

な
ど

を
行

い
、

特
に

５
疾

病
に

対
す

る
疾

病
予

防
の

啓
発

に
努

め
、

市
民

の
健

康
維

持
に

寄
与

す
る

。
ま

た
、

特
色

あ
る

健
診

体
制

へ
の

見
直

し
を

進
め

る
。

ア
　

市
民

公
開

講
座

を
令

和
６

年
度

は
２

回
実

施
し

、
が

ん
健

診
も

引
き

続
き

実
施

し
た

。
人

間
ド

ッ
ク

・
健

診
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
担

当
す

る
医

師
の

体
制

見
直

し
を

図
り

、
疾

病
予

防
に

努
め

た
。

イ
 
難

病
患

者
等

入
院

診
療

延
べ

件
数

は
計

画
は

下
回

っ
た

も
の

の
、

前
年

度
実

績
よ

り
は

2
5
4
件

の
増

と
な

っ
た

。
ま

た
、

難
病

外
来

指
導

管
理

件
数

は
前

年
度

実
績

を
超

え
、

計
画

も
達

成
し

た
。

今
後

も
で

き
る

だ
け

多
く

の
地

域
の

難
病

患
者

さ
ん

に
入

院
・

外
来

と
も

対
応

し
て

い
き

た
い

。

3

中
期

目
標

ア
 
検

診
、

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
 
疾

病
予

防
の

啓
発

を
行

う
こ

と
。

イ
 
難

病
患

者
に

対
す

る
適

切
な

医
療

を
行

い
、

患
者

・
家

族
を

支
援

す
る

こ
と

 
。

ウ
 
臨

床
研

究
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

治
療

方
法

の
開

発
 
や

病
気

の
原

因
解

明
に

取
り

組
む

こ
と

。
エ

 
市

が
行

う
保

健
・

福
祉

関
連

施
策

に
協

力
し

、
関

係
部

署
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
市

民
公

開
講

座
は

コ
ロ

ナ
禍

以
降

実
施

で
き

て
い

な
か

っ
た

が
令

和
6
年

度
に

お
い

て
2
回

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
難

病
医

療
や

臨
床

研
究

、
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
に

か
か

る
指

標
項

目
に

お
い

て
も

前
年

度
実

績
よ

り
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
も

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

イ
 
難

病
医

療
大

阪
府

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

指
定

難
病

に
関

す
る

専
門

医
療

の
提

供
、

保
健

所
や

在
宅

医
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
身

近
に

専
門

医
療

（
難

病
診

療
連

携
体

制
）

を
安

心
し

て
受

診
で

き
、

療
養

を
継

続
で

き
る

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

イ
 
難

病
医

療
大

阪
府

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

指
定

難
病

に
関

す
る

専
門

医
療

の
提

供
、

保
健

所
や

在
宅

医
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
、

身
近

に
専

門
医

療
機

関
に

安
心

し
て

受
診

で
き

、
療

養
を

継
続

で
き

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

市
民

公
開

講
座

開
催

（
年

1
回

以
上

）
未

実
施

1
回

/
年

以
上

2
回

-

が
ん

検
診

の
実

施
実

施
継

続
実

施
-

人
間

ド
ッ

ク
・

健
診

セ
ン

タ
ー

体
制

の
見

直
し

実
施

継
続

実
施

-
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･
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

・
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

な
お

、
臨

床
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
人

を
対

象
と

す
る

医
学

系
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」

、
「

手
術

等
で

摘
出

さ
れ

た
ヒ

ト
組

織
を

用
い

た
研

究
開

発
の

在
り

方
」

等
の

指
針

を
遵

守
す

る
。

・
臨

床
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
人

を
対

象
と

す
る

生
命

科
学

・
医

学
系

研
究

に
関

す
る

倫
理

指
針

」
、

「
手

術
等

で
摘

出
さ

れ
た

ヒ
ト

組
織

を
用

い
た

研
究

開
発

の
在

り
方

」
等

の
指

針
を

遵
守

す
る

。

ウ
　

臨
床

研
究

は
計

画
を

上
回

っ
た

が
、

治
験

実
施

件
数

は
計

画
の

2
0
％

に
し

か
達

し
な

か
っ

た
。

依
頼

件
数

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
が

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
治

験
実

施
を

積
極

的
に

行
う

よ
う

引
き

続
き

努
め

て
い

く
。

ウ
 
治

験
・

臨
床

研
究

の
推

進
･
先

進
的

な
医

療
や

治
療

方
法

の
開

発
に

資
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

ウ
 
治

験
・

臨
床

研
究

の
推

進
・

先
進

的
な

医
療

や
治

療
方

法
の

開
発

に
資

す
る

た
め

、
臨

床
研

究
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。

る
体

制
（

難
病

診
療

連
携

体
制

）
を

院
内

の
難

病
診

療
委

員
会

と
し

て
構

築
し

て
い

く
。

そ
の

他
達

成
の

た
め

、
医

師
の

み
な

ら
ず

、
多

職
種

の
協

働
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
各

職
種

で
の

人
材

を
育

成
し

て
い

く
。

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

難
病

患
者

等
入

院
診

療
延

べ
件

数
（

件
）

1,
85

4
2,

30
0

2,
10

8
91

.7
%

難
病

外
来

指
導

管
理

件
数

（
件

）
5,

47
9

5,
55

0
5,

77
8

10
4.

1%
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エ
 
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
・

大
阪

府
中

河
内

保
健

医
療

協
議

会
、

東
大

阪
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

な
ど

の
会

議
体

へ
の

参
画

を
通

じ
て

、
社

会
・

医
療

問
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
大

阪
府

、
東

大
阪

市
等

行
政

機
関

と
の

連
携

を
深

め
、

市
民

の
健

康
の

保
持

増
進

に
寄

与
し

て
い

く
と

と
も

に
、

院
内

に
お

い
て

も
多

様
な

相
談

に
応

じ
て

い
く

。

・
精

神
疾

患
の

早
期

発
見

と
精

神
保

健
福

祉
士

の
確

保
を

図
る

。

エ
 
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
・

大
阪

府
中

河
内

保
健

医
療

協
議

会
、

東
大

阪
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

な
ど

の
会

議
体

へ
の

参
画

を
通

じ
て

、
社

会
・

医
療

問
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
大

阪
府

、
東

大
阪

市
等

行
政

機
関

と
の

連
携

を
深

め
、

市
民

の
健

康
の

保
持

増
進

に
寄

与
し

て
い

く
と

と
も

に
、

院
内

に
お

い
て

も
多

様
な

相
談

に
応

じ
て

い
く

。

・
精

神
疾

患
の

早
期

発
見

と
精

神
保

健
福

祉
士

の
確

保
を

図
る

。

エ
　

大
阪

府
中

河
内

保
健

医
療

協
議

会
、

東
大

阪
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

な
ど

、
大

阪
府

、
東

大
阪

市
主

催
の

会
議

に
参

加
し

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

、
地

域
の

医
療

体
制

構
築

に
貢

献
し

た
。

　 ・
引

き
続

き
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
り

紹
介

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
放

射
線

技
師

の
応

援
も

継
続

し
て

行
っ

て
い

る
。

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
な

運
動

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
を

積
極

的
に

紹
介

し
て

い
る

。
ま

た
言

語
発

達
遅

滞
を

有
す

る
児

の
原

因
検

索
及

び
フ

ォ
ロ

ー
目

的
に

て
紹

介
し

当
院

と
連

携
し

て
診

療
を

行
う

。

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
な

運
動

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
を

積
極

的
に

紹
介

し
て

い
る

。
ま

た
言

語
発

達
遅

滞
を

有
す

る
児

の
原

因
検

索
及

び
フ

ォ
ロ

ー
目

的
に

て
紹

介
し

当
院

と
連

携
し

て
診

療
を

行
う

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

治
験

実
施

件
数

（
件

）
0

5
1

2
0
.
0
%

臨
床

研
究

実
施

件
数

（
件

）
5
4

9
0

9
0

1
0
0
.
0
%

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

東
大
阪

市
立

障
害
児

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（
レ
ピ

ラ
）

へ
の
紹

介
件

数
（

件
）

26
40

45
11

2.
5%
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オ
 
女

性
医

学
月

経
に

関
す

る
様

々
な

身
体

症
状

・
更

年
期

症
候

群
な

ど
の

女
性

ホ
ル

モ
ン

が
関

与
す

る
疾

患
を

は
じ

め
、

骨
粗

し
ょ

う
症

・
骨

盤
臓

器
脱

な
ど

の
加

齢
変

化
、

社
会

環
境

の
変

容
に

伴
う

女
性

心
身

医
学

な
ど

、
女

性
医

学
に

関
す

る
診

療
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

オ
　

手
術

を
要

す
る

骨
盤

臓
器

脱
は

近
医

よ
り

積
極

的
に

紹
介

を
い

た
だ

き
当

院
で

対
応

し
て

い
る

。
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

対
応

が
困

難
な

更
年

期
症

状
な

ど
の

女
性

医
学

に
関

す
る

症
例

に
つ

い
て

は
で

き
る

限
り

当
院

で
対

応
し

、
落

ち
着

い
た

段
階

で
元

医
で

の
治

療
を

継
続

し
て

い
た

だ
く

よ
う

勧
め

て
い

る
。

カ
 
血

液
内

科
の

充
実

悪
性

リ
ン

パ
腫

・
骨

髄
異

形
成

症
候

群
な

ど
、

血
液

疾
患

へ
の

外
来

診
療

の
対

応
を

強
化

す
る

。

カ
　

悪
性

リ
ン

パ
腫

の
標

準
治

療
の

抗
が

ん
剤

レ
ジ

メ
ン

を
作

成
し

た
。

骨
髄

異
形

成
症

候
群

の
骨

髄
不

全
型

へ
の

外
来

治
療

体
制

を
整

え
た

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
機

器
更

新
の

放
射

線
治

療
を

除
き

、
昨

年
度

計
画

達
成

で
き

な
か

っ
た

予
防

医
療

、
難

病
医

療
に

関
し

て
も

令
和

６
年

度
は

計
画

に
達

し
て

い
る

、
も

し
く

は
９

割
以

上
で

概
ね

達
成

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

オ
 
女

性
医

学
女

性
の

月
経

困
難

症
、

更
年

期
障

害
、

骨
粗

し
ょ

う
症

を
は

じ
め

と
し

て
、

骨
盤

臓
器

脱
治

療
、

女
性

心
身

医
学

、
女

性
内

科
、

女
性

ス
ポ

ー
ツ

医
学

と
言

っ
た

分
野

を
扱

う
外

来
の

設
置

に
向

け
て

準
備

し
て

い
く

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令
和

6
年
度

計
画

令
和

6
年
度

実
績

達
成
率

「
女

性
外

来
」

の
設

置
設

置
継

続
継

続
-
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

1
）

患
者

満
足

度
の

向
上

ア
 
患

者
満

足
度

調
査

（
入

院
・

外
来

）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

、
医

療
環

境
及

び
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

と
課

題
を

把
握

し
、

患
者

満
足

度
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

ア
 
患

者
満

足
度

調
査

（
入

院
・

外
来

）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

、
医

療
環

境
及

び
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

と
課

題
を

把
握

し
、

患
者

満
足

度
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

中
期

目
標

ア
 
患

者
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

は
、

経
営

の
健

全
化

に
も

繋
が

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

定
期

的
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

な
ど

、
患

者
の

満
足

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

満
足

度
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
で

働
く

全
て

の
職

員
一

人
ひ

と
り

が
接

遇
の

重
要

性
を

認
識

し
、

研
修

等
に

よ
り

日
々

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

 
入

院
患

者
を

中
心

と
し

た
き

め
細

や
か

な
配

慮
を

行
う

こ
と

で
、

入
院

中
の

生
活

面
で

の
不

安
を

取
り

除
き

、
病

状
の

回
復

に
専

念
で

き
る

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

。
エ

 
外

来
患

者
の

 
診

察
 
・

 
検

査
 
・

 
会

計
 
の

 
待

ち
時

間
 
を

短
縮

し
、

院
内

 
滞

在
 
時

間
の

短
縮

に
努

め
る

こ
と

。
オ

 
急

性
期

の
医

療
機

関
と

し
て

、
退

院
後

の
生

活
を

も
見

据
え

た
診

療
計

画
と

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
は

前
年

度
と

同
様

に
外

来
患

者
の

待
ち

時
間

に
対

す
る

不
満

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

他
の

項
目

は
概

ね
満

足
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
入

院
時

支
援

実
施

件
数

は
前

年
度

実
績

を
超

え
、

計
画

を
達

成
し

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
3

ア
　

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
に

お
い

て
、

入
院

患
者

満
足

度
調

査
を

全
病

棟
で

１
ヶ

月
間

実
施

し
、

外
来

患
者

満
足

度
調

査
は

5
日

間
（

月
～

金
の

全
曜

日
）

実
施

し
、

ど
ち

ら
も

患
者

の
満

足
度

は
指

標
を

上
回

っ
た

。
F
r
e
e

W
i
f
i
に

つ
い

て
は

病
棟

・
外

来
の

接
続

状
況

を
委

員
会

で
確

認
し

、
ト

ラ
ブ

ル
時

の
対

応
を

行
っ

た
。

院
内

各
所

の
掲

示
物

に
つ

い
て

は
「

掲
示

物
の

管
理

に
関

す
る

規
程

」
の

見
直

し
と

新
し

い
運

用
を

院
内

周
知

し
、

入
院

患
者

用
の

掲
示

板
を

新
設

す
る

一
方

、
外

来
の

掲
示

物
は

デ
ジ

タ
ル

化
を

図
っ

た
。

患
者

・
家

族
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

ご
意

見
へ

の
対

応
、

病
院

各
所

の
清

掃
評

価
を

継
続

し
て

行
っ

て
お

り
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

と
医

療
環

境
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

入
院

患
者

満
足

度
＞

9
0
％

達
成

（
9
9
.
1
）

達
成

（
＞

9
0
.
0
）

達
成

（
9
8
.
1
）

-

外
来

患
者

満
足

度
＞

9
0
％

達
成

（
9
7
.
2
）

達
成

（
＞

9
0
.
0
）

達
成

（
9
6
.
0
）

-

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
開

催
（

月
1
回

以
上

）
年

1
2
回

実
施

年
1
0
回

実
施

年
1
2
回

実
施

-
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イ
 
患

者
等

の
ご

意
見

及
び

患
者

満
足

度
調

査
結

果
に

対
し

て
、

関
係

部
署

で
迅

速
な

改
善

に
取

り
組

み
、

対
応

策
を

院
内

掲
示

等
で

公
表

し
て

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
委

託
業

者
を

含
む

全
職

員
に

接
遇

の
大

切
さ

を
浸

透
さ

せ
、

常
に

患
者

や
家

族
の

立
場

に
立

ち
、

誠
意

を
持

っ
た

対
応

を
す

る
こ

と
に

取
組

む
。

敷
地

内
禁

煙
の

取
組

及
び

職
員

へ
の

禁
煙

啓
発

を
継

続
し

て
行

う
。

イ
 
患

者
等

の
ご

意
見

及
び

患
者

満
足

度
調

査
結

果
に

対
し

て
、

関
係

部
署

で
迅

速
な

改
善

に
取

り
組

み
、

対
応

策
を

院
内

掲
示

等
で

公
表

し
て

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
普

段
か

ら
接

遇
の

大
切

さ
を

浸
透

さ
せ

、
全

職
員

が
常

に
患

者
や

家
族

の
立

場
に

立
ち

、
誠

意
を

持
っ

た
対

応
を

す
る

こ
と

に
取

組
む

。

イ
　

年
１

回
実

施
す

る
患

者
満

足
度

調
査

は
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
で

集
計

と
ま

と
め

を
行

い
、

そ
の

結
果

は
所

属
長

会
議

で
報

告
し

て
院

内
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
へ

の
掲

載
と

患
者

情
報

コ
ー

ナ
ー

へ
の

拡
大

ポ
ス

タ
ー

掲
示

を
行

い
、

患
者

や
病

院
利

用
者

へ
公

表
し

て
い

る
。

　
患

者
等

か
ら

の
ご

意
見

は
、

病
棟

各
階

の
デ

イ
ル

ー
ム

と
1
階

総
合

案
内

に
設

置
さ

れ
た

ご
意

見
箱

へ
の

投
函

、
メ

ー
ル

に
よ

る
も

の
を

収
集

し
、

一
つ

ひ
と

つ
の

ご
意

見
に

対
し

て
関

係
部

署
へ

見
解

と
改

善
措

置
等

の
対

応
を

依
頼

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
ご

意
見

は
月

単
位

で
集

計
し

て
所

属
長

会
議

に
て

報
告

し
、

院
内

周
知

を
す

る
と

同
時

に
、

個
別

対
応

が
難

し
い

ご
意

見
に

つ
い

て
は

1
階

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

の
患

者
情

報
コ

ー
ナ

ー
へ

掲
示

し
て

、
患

者
等

へ
公

表
し

て
い

る
。

　
病

院
敷

地
内

禁
煙

に
つ

い
て

は
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
に

お
い

て
ポ

ス
タ

ー
掲

示
、

各
種

印
刷

物
へ

の
表

示
、

館
内

放
送

を
行

い
、

委
員

に
よ

る
敷

地
内

の
禁

煙
ラ

ウ
ン

ド
を

毎
月

行
っ

て
病

院
周

辺
で

の
喫

煙
者

へ
の

禁
煙

要
請

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

職
員

が
禁

煙
バ

ッ
チ

を
装

着
す

る
こ

と
で

禁
煙

広
報

の
一

端
を

担
う

体
制

と
し

つ
つ

、
職

員
へ

は
年

１
回

の
禁

煙
教

育
を

必
須

受
講

と
し

て
喫

煙
率

低
下

の
取

り
組

み
と

し
て

い
る

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

職
員

接
遇

研
修

会
開

催
（

年
2
回

以
上

）
実

施
実

施
実

施
-
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・
患

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
懇

切
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

・
患

者
支

援
窓

口
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
懇

切
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

ウ
 
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

又
は

専
任

の
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
入

院
時

か
ら

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
、

入
院

期
間

、
退

院
後

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
説

明
を

行
い

、
患

者
の

同
意

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

得
た

上
で

診
療

を
開

始
す

る
（

入
院

前
支

援
体

制
の

充
実

）
。

ウ
 
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

又
は

専
任

の
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
入

院
時

か
ら

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
、

入
院

期
間

、
退

院
後

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
説

明
を

行
い

、
患

者
の

同
意

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

得
た

上
で

診
療

を
開

始
す

る
（

入
院

前
支

援
体

制
の

充
実

）
。

ウ
　

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

の
入

退
院

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

入
院

前
支

援
は

、
主

に
看

護
師

・
薬

剤
師

・
管

理
栄

養
士

・
M
S
W
が

連
携

を
し

て
実

施
し

て
お

り
、

適
切

な
食

事
の

提
供

や
、

正
確

な
内

服
状

況
な

ど
退

院
支

援
に

繋
が

る
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
入

退
院

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

退
院

支
援

が
予

測
さ

れ
る

緊
急

入
院

患
者

に
対

し
て

、
早

期
に

包
括

的
な

支
援

を
実

施
し

、
積

極
的

に
救

急
外

来
や

外
来

へ
出

向
い

て
面

談
を

強
化

し
た

こ
と

が
件

数
増

加
に

繋
が

っ
て

い
る

と
考

え
る

。
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・
面

会
の

予
約

制
を

廃
止

し
、

患
者

・
家

族
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
る

。

エ
 
外

来
の

ス
マ

ー
ト

ホ
ス

ピ
タ

ル
化

の
た

め
、

業
務

プ
ロ

セ
ス

改
革

を
継

続
し

て
行

う
。

以
下

の
外

来
運

用
シ

ス
テ

ム
（

「
自

動
再

来
受

付
機

」
、

「
患

者
番

号
表

示
モ

ニ
タ

ー
」

、
「

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

」
等

）
の

更
な

る
運

用
の

充
実

と
周

知
徹

底
。

・
顔

認
証

付
き

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
シ

ス
テ

ム
の

活
用

。

エ
 
外

来
で

の
院

内
滞

在
時

間
短

縮
の

た
め

、
外

来
業

務
プ

ロ
セ

ス
改

革
を

継
続

し
て

行
う

。
以

下
の

外
来

運
用

シ
ス

テ
ム

（
「

自
動

再
来

受
付

機
」

、
「

患
者

番
号

表
示

モ
ニ

タ
ー

」
、

「
診

療
費

後
払

い
シ

ス
テ

ム
」

等
）

の
構

築
を

図
る

。

・
午

前
時

間
帯

に
よ

っ
て

混
雑

す
る

血
液

採
取

体
制

（
採

血
室

）
を

拡
充

す
る

。

・
面

会
が

困
難

な
情

勢
・

状
況

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

・
遠

隔
面

会
シ

ス
テ

ム
、

ビ
デ

オ
通

話
（

説
明

）
等

の
導

入
を

検
討

し
、

患
者

・
家

族
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
る

。

・
電

子
処

方
箋

を
導

入
し

、
薬

局
と

の
情

報
共

有
、

患
者

の
利

便
性

向
上

を
図

る
。

エ
　

外
来

患
者

満
足

度
調

査
に

よ
る

待
ち

時
間

の
満

足
度

は
、

診
察

ま
で

が
6
8
.
3
％

、
検

査
ま

で
が

9
7
.
1
％

、
会

計
ま

で
が

7
6
.
2
％

で
全

体
と

し
て

の
待

ち
時

間
満

足
度

は
7
6
.
7
％

だ
っ

た
。

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

患
者

待
ち

時
間

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

外
来

）
＞

80
％

（
患

者
満

足
度

調
査

項
目

）
実

施
（

75
.7

）
実

施
（

＞
80

.0
）

実
施

（
76

.7
）

-

自
動

再
来

受
付

機
等

の
整

備
整

備
継

続
継

続
-

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

の
導

入
整

備
継

続
継

続
-

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

入
院

時
支

援
実

施
件

数
（

件
）

7
,
2
5
4

4
,
0
0
0

7
,
3
3
4

1
8
3
.
4
%
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オ
 
上

記
の

ウ
と

同
様

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
及

び
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
患

者
が

安
心

・
納

得
し

て
退

院
し

、
早

期
に

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

や
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
入

院
前

よ
り

長
期

入
院

や
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

患
者

を
抽

出
し

、
退

院
支

援
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

及
び

関
係

職
種

（
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

な
ど

）
に

よ
る

退
院

支
援

計
画

書
策

定
な

ど
、

退
院

調
整

を
行

う
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

・
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
調

整
看

護
師

が
入

院
初

期
よ

り
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

オ
 
上

記
の

ウ
と

同
様

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
及

び
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
患

者
が

安
心

・
納

得
し

て
退

院
し

、
早

期
に

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

や
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
入

院
後

早
期

よ
り

長
期

入
院

や
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

患
者

を
抽

出
し

、
退

院
支

援
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

及
び

関
係

職
種

（
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

な
ど

）
に

よ
る

退
院

支
援

計
画

書
策

定
な

ど
、

退
院

調
整

を
行

う
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

・
3
0
 
日

以
上

の
長

期
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
支

援
看

護
師

が
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

オ
　

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

地
域

医
療

連
携

室
に

お
い

て
、

退
院

支
援

が
必

要
な

患
者

に
対

す
る

早
期

介
入

を
継

続
実

施
し

、
退

院
支

援
看

護
師

や
M
S
W
等

、
多

職
種

が
連

携
し

、
支

援
し

て
き

た
が

計
画

達
成

に
至

ら
な

か
っ

た
。

令
和

7
年

度
は

、
救

急
外

来
か

ら
の

緊
急

入
院

に
早

期
介

入
し

、
退

院
困

難
と

な
る

要
因

の
把

握
を

す
る

こ
と

で
よ

り
効

果
的

か
つ

円
滑

な
退

院
支

援
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

入
退

院
支

援
実

施
件

数
（

件
）

1
0
,
4
8
8

5
,
2
0
0

5
,
0
4
7

9
7
.
1
%
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カ
 
退

院
後

の
療

養
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

等
と

共
同

し
て

説
明

・
指

導
の

支
援

を
行

う
。

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

そ
の

場
合

、
個

人
情

報
保

護
の

た
め

、
厚

生
労

働
省

の
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
す

る
。

カ
 
退

院
後

の
療

養
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

等
と

共
同

し
て

説
明

・
指

導
の

支
援

を
行

う
。

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

そ
の

場
合

、
個

人
情

報
保

護
の

た
め

、
厚

生
労

働
省

の
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
患

者
満

足
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

ご
意

見
を

受
け

て
の

改
善

と
職

員
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
掲

示
物

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
含

め
た

整
理

等
、

患
者

満
足

度
向

上
に

努
め

て
い

る
。

入
院

患
者

へ
の

支
援

と
し

て
、

特
に

退
院

支
援

が
必

要
と

な
り

う
る

緊
急

入
院

患
者

に
対

し
、

早
期

介
入

を
す

る
よ

う
に

し
た

。
　

一
方

、
待

ち
時

間
調

査
結

果
は

、
昨

年
度

よ
り

は
向

上
し

た
も

の
の

ま
だ

計
画

に
は

達
し

て
い

な
い

。
以

上
の

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

カ
　

退
院

後
の

療
養

に
向

け
、

在
宅

療
養

担
当

者
に

よ
る

説
明

や
指

導
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
面

会
制

限
緩

和
以

降
は

、
直

接
対

面
に

よ
る

共
同

指
導

の
機

会
が

増
加

し
た

。
ま

た
、

患
者

・
家

族
の

理
解

促
進

の
た

め
に

、
Z
O
O
M
を

活
用

し
た

説
明

や
指

導
は

今
後

も
継

続
し

て
い

く
。

今
後

も
円

滑
な

退
院

支
援

促
進

の
た

め
、

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

両
面

で
の

支
援

体
制

を
強

化
し

て
い

く
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

2
）

院
内

環
境

の
快

適
性

の
向

上

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

よ
り

快
適

で
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

病
棟

・
外

来
・

検
査

室
等

の
整

理
・

整
頓

、
清

掃
及

び
美

化
を

徹
底

す
る

。

・
本

計
画

期
間

中
に

病
棟

浴
室

の
シ

ャ
ワ

ー
ル

ー
ム

化
（

旧
浴

槽
の

撤
去

）
を

完
了

す
る

。
イ

 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

設
備

に
つ

い
て

計
画

的
に

維
持

補
修

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

に
設

置
し

て
い

る
ご

意
見

箱
や

、
患

者
満

足
度

調
査

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

よ
り

快
適

で
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

病
棟

・
外

来
・

検
査

室
等

の
整

理
・

整
頓

、
清

掃
及

び
美

化
を

徹
底

す
る

。

イ
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

設
備

に
つ

い
て

計
画

的
に

維
持

補
修

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

に
設

置
し

て
い

る
ご

意
見

箱
や

、
患

者
満

足
度

調
査

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。

中
期

目
標

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
清

潔
で

快
適

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
の

整
理

、
整

頓
及

び
美

化
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
施

設
の

維
持

補
修

を
計

画
的

に
行

う
と

共
に

、
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

ウ
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

を
推

進
し

、
病

棟
な

ど
多

様
な

分
野

へ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
拡

充
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
法

人
評

価
の

と
お

り
、

外
来

エ
リ

ア
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
事

、
院

内
の

L
E
D
化

が
完

了
し

、
院

内
の

利
便

性
及

び
視

認
性

の
向

上
、

電
力

消
費

量
の

抑
制

に
寄

与
し

た
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

イ
　

患
者

や
来

院
者

に
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

特
別

室
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

検
討

を
進

め
、

モ
デ

ル
ル

ー
ム

を
1
室

整
備

し
た

ほ
か

、
安

全
で

利
用

し
や

す
い

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

第
2
期

L
E
D
化

工
事

や
、

外
来

中
待

合
お

よ
び

病
棟

エ
リ

ア
の

案
内

サ
イ

ン
の

統
一

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
病

棟
内

の
壁

・
手

す
り

の
補

修
も

計
画

的
に

実
施

し
た

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

2
）

病
棟

浴
室

の
シ

ャ
ワ

ー
化

（
浴

槽
の

撤
去

）
実

施
－

―
(

完
了

)
--

療
養

環
境

の
改

善
1
）

周
産

期
病

室
の

簡
易

個
室

化
未

実
施

実
施

再
検

討
未

実
施
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エ
 
特

別
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

向
け

て
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

交
え

て
方

向
性

を
検

討
す

る
。

ウ
 
患

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

在
の

活
動

に
加

え
て

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

増
加

に
努

め
る

。
院

内
デ

イ
ケ

ア
活

動
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
り

、
不

安
の

軽
減

、
入

院
生

活
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

。
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

を
考

慮
し

、
活

動
の

再
開

を
進

め
て

い
く

。
）

ウ
 
患

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

在
の

活
動

に
加

え
て

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

増
加

に
努

め
る

。
院

内
デ

イ
ケ

ア
活

動
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
り

、
不

安
の

軽
減

、
入

院
生

活
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
、

活
動

の
再

開
を

進
め

て
い

く
。

オ
 
院

内
の

照
明

の
第

２
期

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

を
行

う
。

ウ
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

は
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

の
テ

ィ
ー

サ
ー

ビ
ス

と
季

節
毎

の
催

し
会

の
支

援
や

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
催

事
の

支
援

を
お

こ
な

っ
た

。
今

年
度

新
た

に
、

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

来
院

さ
れ

た
外

来
患

者
の

案
内

と
緩

和
ケ

ア
病

棟
の

患
者

を
対

象
に

ア
ロ

マ
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
活

動
を

開
始

し
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

に
つ

い
て

は
、

1
名

の
新

規
登

録
は

あ
っ

た
が

、
依

然
と

し
て

少
な

い
状

況
で

あ
る

た
め

、
登

録
者

数
を

増
や

す
活

動
を

継
続

す
る

。

エ
　

特
別

室
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
向

け
て

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
含

む
美

化
委

員
会

に
よ

り
継

続
的

な
検

討
が

行
わ

れ
、

一
部

個
室

を
モ

デ
ル

ル
ー

ム
と

し
て

1
室

に
改

修
し

た
。

今
後

は
、

関
係

部
署

と
の

連
携

や
、

患
者

満
足

度
・

快
適

性
向

上
を

意
識

し
た

設
計

・
設

備
の

導
入

な
ど

、
全

体
改

修
に

向
け

た
改

善
点

を
洗

い
出

し
、

他
の

病
室

へ
の

段
階

的
な

展
開

の
計

画
的

に
進

め
る

。

オ
　

院
内

の
照

明
に

つ
い

て
、

第
2
期

L
E
D
化

工
事

を
令

和
7
年

3
月

3
1
日

を
も

っ
て

完
了

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
院

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
ほ

ぼ
す

べ
て

の
照

明
器

具
が

L
E
D
照

明
へ

と
更

新
さ

れ
、

施
設

全
体

の
明

る
く

改
善

し
た

。
さ

ら
に

、
L
E
D
照

明
の

導
入

に
よ

り
、

電
力

消
費

量
の

削
減

が
図

ら
れ

、
光

熱
水

費
の

抑
制

に
も

繋
が

っ
た

。
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カ
 
外

来
エ

リ
ア

に
お

い
て

、
案

内
板

等
の

サ
イ

ン
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

内
科

系
・

外
科

系
等

統
一

性
を

も
た

せ
、

患
者

に
分

か
り

や
す

い
表

示
と

す
る

（
利

便
性

・
認

識
性

の
向

上
）

キ
 
病

棟
に

お
け

る
手

す
り

や
壁

の
老

朽
化

や
破

損
に

つ
い

て
、

３
か

年
計

画
で

全
面

補
修

を
行

う
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
外

来
エ

リ
ア

の
案

内
板

お
よ

び
サ

イ
ン

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
、

加
え

て
L
E
D
照

明
化

が
完

了
し

た
。

病
棟

の
手

摺
り

や
壁

の
補

修
を

3
年

計
画

の
2
年

目
と

し
て

実
施

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

の
導

入
な

ど
、

従
来

の
掲

示
に

加
え

、
情

報
伝

達
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

化
を

図
っ

て
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

努
め

て
い

る
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

キ
　

病
棟

内
の

安
全

性
お

よ
び

快
適

性
向

上
を

目
的

と
し

て
、

手
す

り
や

壁
の

老
朽

化
・

破
損

箇
所

に
対

す
る

全
面

補
修

を
、

3
か

年
計

画
に

基
づ

い
て

段
階

的
に

実
施

し
、

改
修

し
た

。
特

に
高

齢
患

者
や

歩
行

補
助

を
必

要
と

す
る

方
々

に
配

慮
し

、
壁

面
に

つ
い

て
も

耐
久

性
と

清
掃

性
に

優
れ

た
素

材
を

採
用

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
患

者
の

転
倒

リ
ス

ク
の

軽
減

や
職

員
の

安
全

確
保

に
つ

な
が

る
環

境
が

整
備

さ
れ

、
病

棟
全

体
の

安
心

感
と

清
潔

感
が

向
上

し
た

。

カ
　

外
来

エ
リ

ア
に

お
け

る
す

べ
て

の
案

内
板

お
よ

び
サ

イ
ン

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
が

完
了

し
た

。
今

回
の

更
新

で
は

、
内

科
系

・
外

科
系

の
分

類
や

表
示

方
法

に
統

一
性

を
持

た
せ

る
こ

と
で

、
患

者
に

と
っ

て
よ

り
分

か
り

や
す

い
案

内
を

実
現

し
た

。
ま

た
、

視
認

性
や

案
内

精
度

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

従
来

の
掲

示
に

加
え

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

導
入

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

情
報

発
信

が
可

能
と

な
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

院
内

の
利

便
性

お
よ

び
認

識
性

が
向

上
し

た
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
1
）

医
療

の
質

・
安

全
対

策

中
期

目
標

ア
 
安

全
・

安
心

で
質

の
高

い
医

療
を

効
率

的
に

提
供

で
き

て
い

る
か

第
三

者
に

よ
る

評
価

を
受

け
、

継
続

的
に

業
務

改
善

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
。

イ
 
医

療
安

全
対

策
や

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

の
受

審
に

よ
る

医
療

の
質

改
善

活
動

の
継

続
、

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

の
臨

床
研

修
評

価
の

受
審

に
よ

る
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
、

よ
り

良
い

医
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
。

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
3

3

イ
 
患

者
中

心
の

医
療

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

行
う

。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

実
施

の
徹

底
及

び
保

存

ア
　

令
和

5
年

2
月

に
受

審
し

た
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

に
お

い
て

課
題

と
な

っ
た

点
の

改
善

を
図

り
、

令
和

7
年

度
に

は
期

中
の

報
告

と
し

て
、

改
善

の
途

中
経

過
を

報
告

す
る

予
定

で
、

継
続

的
に

提
供

す
る

医
療

の
質

を
高

め
て

い
る

。
令

和
8
年

度
に

は
次

回
受

審
に

向
け

た
、

委
員

会
の

立
ち

上
げ

を
予

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
令

和
6
年

1
0
月

に
卒

後
臨

床
研

修
評

価
機

構
（

J
C
E
P
）

に
よ

る
臨

床
研

修
評

価
を

受
審

し
、

臨
床

研
修

医
教

育
上

の
課

題
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

・
拡

充
に

取
り

組
み

、
よ

り
良

い
医

師
の

養
成

を
進

め
て

い
る

。
令

和
7
年

度
か

ら
、

地
域

研
修

先
の

協
力

病
院

と
し

て
、

松
前

病
院

（
北

海
道

）
、

妙
高

病
院

（
新

潟
県

）
、

同
仁

病
院

（
沖

縄
県

）
を

新
た

に
加

え
、

精
神

科
研

修
の

協
力

病
院

と
し

て
寝

屋
川

サ
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
ご

協
力

を
取

り
付

け
た

。
ま

た
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
の

成
果

と
し

て
、

基
幹

型
研

修
医

の
採

用
人

数
が

7
名

か
ら

8
名

に
1
名

増
員

す
る

こ
と

が
近

畿
厚

生
局

よ
り

許
可

さ
れ

た
。

イ
　

医
療

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
お

け
る

説
明

と
同

意
に

つ
い

て
は

、
有

害
事

象
発

生
を

契
機

に
、

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

が
診

療
部

門
と

協
議

を
行

い
、

説
明

・
同

意
書

類
の

鋭
意

見
直

し
・

更
新

を
行

っ
た

。

ア
 
令

和
5
年

２
月

に
受

審
し

た
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

に
お

い
て

課
題

と
な

っ
た

点
の

改
善

を
図

り
、

提
供

す
る

医
療

の
質

を
高

め
て

い
く

。
ま

た
、

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

の
臨

床
研

修
評

価
の

受
審

に
よ

る
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
、

よ
り

良
い

医
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
。

イ
 
患

者
中

心
の

医
療

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

行
う

。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

実
施

の
徹

底
及

び
保

存
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・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

・
チ

ー
ム

医
療

及
び

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

、
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

の
開

催
、

倫
理

監
督

監
の

任
命

）
※

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

＝
患

者
と

医
療

者
の

対
話

を
促

進
す

る
仲

介
的

立
場

ウ
 
医

療
の

質
の

向
上

を
図

る
。

ウ
 
医

療
の

質
の

向
上

を
図

る
。

ウ
　

全
国

の
自

治
体

病
院

と
の

比
較

を
元

に
自

施
設

の
状

況
把

握
及

び
改

善
に

向
け

た
院

内
協

議
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

ま
た

、
診

療
録

を
扱

う
情

報
管

理
部

門
と

も
連

携
を

行
い

、
説

明
や

医
療

行
為

を
診

療
録

に
記

録
・

保
存

す
る

事
の

重
要

性
に

つ
い

て
啓

発
も

行
っ

て
お

り
、

令
和

6
年

度
は

、
年

2
回

の
医

療
安

全
研

修
に

つ
い

て
も

テ
ー

マ
を

「
診

療
録

の
記

載
」

と
「

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
」

に
つ

い
て

、
法

的
な

意
味

合
い

や
重

要
性

に
つ

い
て

の
構

成
と

し
た

。
患

者
相

談
対

応
に

お
け

る
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
に

つ
い

て
も

、
医

療
相

談
窓

口
と

連
携

を
継

続
し

な
が

ら
行

う
事

が
で

き
た

。
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

平
準

化
に

つ
い

て
も

、
対

応
の

平
準

化
に

向
け

た
摺

り
合

わ
せ

は
事

案
毎

に
で

き
た

が
、

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

の
た

め
の

メ
デ

ィ
エ

ー
タ

ー
の

資
格

取
得

斡
旋

ま
で

に
は

至
っ

て
お

ら
ず

、
令

和
7
年

度
の

予
算

範
囲

内
で

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

・
チ

ー
ム

医
療

の
充

実

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

、
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

の
開

催
）

※
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
＝

患
者

と
医

療
者

の
対

話
を

促
進

す
る

仲
介

的
立

場
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・
質

改
善

活
動

の
中

核
と

な
る

人
物

（
Ｑ

Ｍ
：

ク
オ

リ
テ

ィ
 
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
）

の
育

成

・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

=
ト

ー
タ

ル
・

ク
オ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
病

院
全

体
で

医
療

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
）

エ
 
医

療
安

全
管

理
・

感
染

制
御

は
法

人
運

営
や

危
機

管
理

の
根

幹
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
へ

の
高

い
意

識
と

理
解

は
組

織
文

化
と

し
て

醸
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。

・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

=
ト

ー
タ

ル
・

ク
オ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
病

院
全

体
で

医
療

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
）

・
職

員
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
研

修
企

画
・

職
員

へ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

及
び

研
修

企
画

エ
 
医

療
安

全
管

理
・

感
染

制
御

は
法

人
運

営
や

危
機

管
理

の
根

幹
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
へ

の
高

い
意

識
と

理
解

は
組

織
文

化
と

し
て

醸
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

エ
　

医
療

安
全

相
互

評
価

に
つ

い
て

は
、

中
河

内
医

療
安

全
対

策
連

携
協

議
会

に
て

毎
年

異
な

る
施

設
と

の
連

携
を

行
っ

て
お

り
、

そ
こ

で
共

有
で

き
た

取
組

を
自

施
設

に
還

元
す

る
事

で
患

者
安

全
に

資
す

る
活

動
が

で
き

た
。

（
令

和
6
年

度
相

互
評

価
実

績
：

八
尾

徳
洲

会
総

合
病

院
、

八
尾

市
立

病
院

、
東

朋
八

尾
病

院
、

な
が

は
ら

病
院

）
ま

た
、

こ
れ

ま
で

流
動

的
に

行
っ

て
き

た
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
固

定
化

を
図

り
、

そ
こ

で
協

議
を

行
っ

て
か

ら
、

改
善

計
画

立
案

、
各

部
署

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

職
員

全
体

へ
の

事
案

共
有

と
提

言
ま

で
が

一
連

で
行

え
る

よ
う

な
仕

組
み

（
定

期
広

報
誌

の
発

行
）

を
構

築
す

る
事

が
で

き
た

。
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・
効

果
的

な
対

策
の

企
画

と
評

価

オ
 
虐

待
防

止
（

児
童

虐
待

・
夫

婦
間

で
の

虐
待

、
認

知
症

高
齢

者
へ

の
虐

待
）

の
啓

発
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

・
院

内
で

発
生

し
た

事
象

に
つ

い
て

の
報

告
体

制
及

び
院

内
ラ

ウ
ン

ド
体

制
の

強
化

・
効

果
的

な
対

策
の

企
画

と
評

価

オ
 
虐

待
防

止
（

児
童

虐
待

・
夫

婦
間

で
の

虐
待

、
認

知
症

高
齢

者
へ

の
虐

待
）

の
啓

発
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

・
院

内
で

発
生

し
た

事
象

に
つ

い
て

の
報

告
体

制
及

び
院

内
ラ

ウ
ン

ド
体

制
の

強
化

（
自

己
評

価
理

由
）

　
卒

後
臨

床
研

修
評

価
機

構
（

J
C
E
P
）

に
よ

る
臨

床
研

修
評

価
を

受
審

し
、

引
き

続
き

認
定

を
受

け
た

。
ま

た
、

説
明

と
同

意
に

つ
い

て
の

研
修

、
並

び
に

書
類

の
見

直
し

を
行

い
、

記
録

に
つ

い
て

の
重

要
性

の
啓

発
も

行
っ

た
。

　
二

次
医

療
圏

内
で

実
施

し
て

い
る

医
療

安
全

相
互

評
価

に
つ

い
て

も
適

切
に

実
施

し
、

定
期

的
な

情
報

発
信

や
研

修
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

オ
　

児
童

虐
待

に
つ

い
て

の
研

修
を

行
い

、
虐

待
防

止
の

啓
発

に
努

め
た

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

認
定

病
院

（
再

掲
）

認
定

認
定

認
定

-

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

認
定

病
院

認
定

認
定

認
定

-

医
療

安
全

研
修

受
講

率
（

％
）

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0
%

感
染

防
止

（
I
C
T
）

研
修

受
講

率
（

％
）

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
2
）

情
報

発
信

、
個

人
情

報
保

護

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
管

理
委

員
会

を
中

心
に

、
Y
o
u
T
u
b
e
で

の
病

院
紹

介
、

職
員

募
集

の
動

画
配

信
な

ど
の

広
報

に
取

組
む

。

・
法

人
の

経
営

状
況

等
の

最
新

情
報

を
職

員
が

情
報

端
末

を
通

じ
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

閲
覧

出
来

る
よ

う
、

院
内

広
報

シ
ス

テ
ム

（
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

）
上

に
発

信
す

る
。

3
3

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

に
か

か
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
令

和
6
年

度
厚

生
労

働
省

「
医

療
機

関
に

お
け

る
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
確

保
事

業
」

に
参

加
し

、
一

定
の

評
価

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
診

療
費

後
払

い
シ

ス
テ

ム
利

用
を

促
進

す
る

こ
と

で
会

計
待

ち
等

の
負

担
軽

減
に

寄
与

で
き

る
よ

う
努

め
た

こ
と

か
ら

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
広

報
委

員
会

及
び

担
当

部
署

を
立

ち
上

げ
る

。

・
法

人
の

経
営

状
況

等
の

最
新

情
報

を
職

員
が

情
報

端
末

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

を
通

じ
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

閲
覧

出
来

る
よ

う
、

院
内

広
報

シ
ス

テ
ム

（
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

）
上

に
発

信
す

る
。

中
期

目
標

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

イ
 
患

者
の

権
利

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

適
切

に
対

処
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

医
療

セ
ン

タ
ー

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

に
つ

い
て

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

移
行

時
に

作
成

し
て

か
ら

8
年

経
過

し
、

病
院

利
用

者
等

の
ニ

ー
ズ

・
コ

ン
テ

ン
ツ

等
の

多
様

化
に

伴
い

、
サ

イ
ト

内
の

構
成

が
複

雑
化

し
て

い
た

。
そ

の
た

め
、

当
セ

ン
タ

ー
の

医
療

体
制

、
医

療
技

術
、

診
療

科
の

特
徴

な
ど

効
果

的
な

情
報

発
信

、
並

び
に

サ
イ

ト
利

用
者

が
必

要
と

す
る

情
報

が
容

易
に

取
得

で
き

る
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
・

デ
ザ

イ
ン

を
採

用
し

た
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

更
新

を
お

こ
な

っ
た

。
ま

た
、

各
部

門
長

に
対

し
て

情
報

端
末

の
配

布
を

行
い

、
病

院
経

営
情

報
の

閲
覧

だ
け

で
な

く
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

型
会

議
開

催
が

で
き

る
体

制
を

構
築

し
た

。

-65 -



・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
委

託
業

者
も

含
む

全
て

の
職

員
に

対
し

、
個

人
情

報
保

護
の

重
要

性
を

周
知

徹
底

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。

ウ
 
医

療
事

務
（

保
険

請
求

・
領

収
）

へ
の

市
民

か
ら

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。

イ
 
改

正
さ

れ
た

個
人

情
報

保
護

法
に

基
づ

き
、

改
訂

し
た

医
療

セ
ン

タ
ー

個
人

情
報

保
護

規
程

を
遵

守
す

る
。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

委
託

業
者

を
含

む
職

員
に

対
し

て
個

人
情

報
保

護
の

意
識

啓
発

を
行

う
。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
個

人
情

報
保

護
の

重
要

性
を

周
知

徹
底

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。

ウ
 
医

療
事

務
（

保
険

請
求

・
領

収
）

へ
の

市
民

か
ら

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。

イ
 
東

大
阪

市
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

く
医

療
セ

ン
タ

ー
個

人
情

報
保

護
規

程
を

遵
守

す
る

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
て

個
人

情
報

保
護

の
意

識
啓

発
を

行
う

。

ウ
　

マ
イ

ナ
保

険
証

の
利

用
を

勧
め

る
こ

と
で

、
診

察
時

に
薬

剤
情

報
や

診
療

情
報

が
確

認
で

き
、

よ
り

良
い

医
療

の
提

供
に

繋
が

っ
た

。
ま

た
保

険
資

格
の

即
確

認
、

限
度

額
申

請
の

不
要

な
ど

、
患

者
の

利
便

性
向

上
に

も
繋

が
っ

た
。

し
か

し
マ

イ
ナ

保
険

証
機

器
の

設
置

数
や

場
所

が
限

ら
れ

て
お

り
利

用
し

づ
ら

い
と

の
意

見
が

あ
り

、
台

数
増

加
や

設
置

場
所

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

の
利

用
者

が
増

え
、

会
計

待
ち

の
患

者
が

減
少

し
た

。
今

後
も

利
用

者
増

加
に

向
け

て
案

内
や

設
置

場
所

を
検

討
し

、
更

な
る

会
計

待
ち

時
間

が
減

少
出

来
る

よ
う

に
す

る
。

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
体

制
で

、
効

率
性

と
レ

セ
プ

ト
精

度
が

向
上

し
た

。

イ
 
全

職
員

（
委

託
業

者
も

含
む

）
に

対
し

て
他

病
院

の
個

人
情

報
漏

洩
事

案
等

を
踏

ま
え

、
業

務
上

、
常

日
頃

か
ら

個
人

情
報

を
扱

っ
て

い
る

こ
と

、
個

人
情

報
保

護
法

を
初

め
と

し
た

法
令

遵
守

、
情

報
漏

洩
に

関
す

る
意

識
を

高
く

持
つ

よ
う

通
知

を
行

っ
た

。
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・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。

・
レ

セ
プ

ト
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

よ
り

精
度

・
信

頼
性

の
高

い
レ

セ
プ

ト
作

成
が

出
来

る
体

制
を

図
る

。

・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

な
お

、
患

者
診

療
情

報
等

の
個

人
情

報
に

つ
い

て
は

、
当

該
個

人
情

報
を

保
管

す
る

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
か

ら
完

全
分

離
す

る
等

、
強

固
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

い
た

運
用

管
理

を
図

る
。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

エ
 
患

者
診

療
情

報
等

の
個

人
情

報
に

つ
い

て
、

サ
イ

バ
ー

攻
撃

の
対

策
を

講
じ

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

強
固

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
を

行
う

。
当

該
個

人
情

報
を

保
管

す
る

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

い
た

運
用

管
理

を
図

る
。

エ
　

従
前

か
ら

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
等

の
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
こ

れ
ま

で
の

当
セ

ン
タ

ー
の

取
組

内
容

を
評

価
す

る
た

め
、

令
和

6
年

度
厚

生
労

働
省

「
医

療
機

関
に

お
け

る
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
確

保
事

業
」

に
参

加
し

た
。

本
事

業
は

、
現

地
調

査
、

脆
弱

性
診

断
等

が
あ

り
、

概
ね

こ
れ

ま
で

の
当

セ
ン

タ
ー

の
取

組
内

容
が

妥
当

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。
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オ
 
本

計
画

は
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

と
し

て
位

置
づ

け
さ

れ
て

お
り

、
想

定
段

階
で

の
説

明
、

策
定

後
も

年
1
回

以
上

の
点

検
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
を

行
い

、
市

民
の

理
解

を
得

る
よ

う
努

め
て

い
く

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

）
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

利
用

者
が

情
報

を
得

や
す

く
し

た
。

ま
た

、
情

報
発

信
に

加
え

、
診

療
費

後
払

い
シ

ス
テ

ム
利

用
促

進
な

ど
で

会
計

待
ち

時
間

を
削

減
す

る
な

ど
、

選
ば

れ
る

病
院

と
な

る
よ

う
努

め
て

い
る

。
　

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

は
、

委
託

業
者

を
含

め
他

院
の

漏
洩

事
案

か
ら

注
意

喚
起

す
る

な
ど

適
切

に
対

処
し

た
。

ま
た

、
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
に

つ
い

て
も

第
3
者

に
よ

る
評

価
を

受
け

、
そ

の
妥

当
性

を
確

認
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

た
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

オ
　

令
和

6
年

度
は

、
第

2
期

中
期

計
画

最
終

年
度

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
令

和
3
年

か
ら

の
当

セ
ン

タ
ー

の
取

組
事

項
等

を
記

載
し

た
「

第
2
期

中
期

目
標

期
間

（
見

込
）

に
お

け
る

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
結

果
報

告
書

」
令

和
6
年

8
月

に
公

表
し

た
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
1
）

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

強
化

ア
 
総

長
の

陣
頭

指
揮

の
も

と
、

地
域

医
療

支
援

病
院

、
紹

介
受

診
重

点
医

療
機

関
と

し
て

、
ま

た
地

域
完

結
型

医
療

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

担
う

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
中

河
内

地
域

で
目

指
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
的

な
地

域
医

療
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
。

以
下

の
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
機

能
向

上
を

図
る

。

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
ま

た
地

域
完

結
型

医
療

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

担
う

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
中

河
内

地
域

で
目

指
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
的

な
地

域
医

療
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
た

め
、

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

地
域

医
療

連
携

室
の

機
能

向
上

を
図

る
。

4
紹

介
患

者
数

、
逆

紹
介

患
者

数
、

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
の

受
託

件
数

及
び

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

件
数

が
計

画
値

を
上

回
っ

た
結

果
、

退
院

時
診

療
情

報
提

供
件

数
を

除
く

項
目

で
計

画
達

成
が

で
き

た
。

ま
た

、
令

和
6
年

度
は

救
急

患
者

連
携

搬
送

料
に

つ
い

て
近

隣
の

医
療

機
関

と
提

携
し

、
早

期
転

院
に

か
か

る
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
た

こ
と

に
よ

り
、

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
機

能
強

化
が

図
ら

れ
た

こ
と

か
ら

も
法

人
の

自
己

評
価

と
同

じ
く

「
４

」
と

し
た

。

◎
4

ア
　

紹
介

患
者

数
、

逆
紹

介
患

者
数

、
が

ん
治

療
連

携
計

画
作

成
の

件
数

に
つ

い
て

は
、

計
画

を
上

回
る

実
績

と
な

り
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
が

進
ん

で
い

る
。

今
後

も
、

よ
り

多
く

の
患

者
の

紹
介

・
逆

紹
介

を
通

じ
て

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
。

退
院

時
の

診
療

情
報

提
供

の
件

数
に

つ
い

て
は

、
計

画
値

を
下

回
る

実
績

と
な

っ
た

が
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
信

頼
関

係
・

連
携

の
強

化
を

進
め

る
た

め
、

引
き

続
き

診
療

情
報

提
供

書
の

記
載

率
向

上
に

取
り

組
む

。

中
期

目
標

ア
 
急

性
期

病
院

で
あ

る
医

療
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
果

た
す

た
め

に
、

地
域

の
医

療
機

関
や

市
の

関
係

部
局

と
連

携
し

つ
つ

「
か

か
り

つ
け

医
」

を
持

つ
こ

と
の

啓
発

を
行

い
、

病
状

に
応

じ
た

紹
介

及
び

逆
紹

介
に

よ
り

、
地

域
で

必
要

と
さ

れ
る

専
門

的
な

医
療

、
入

院
医

療
、

救
急

医
療

を
積

極
的

に
行

い
、

機
能

分
担

を
進

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
の

施
設

・
設

備
を

地
域

に
開

放
し

共
同

診
療

を
行

う
ほ

か
、

地
域

医
療

確
保

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

を
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

退
院

調
整

機
能

及
び

退
院

時
支

援
機

能
の

強
化

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

退
院

調
整

機
能

及
び

入
退

院
時

支
援

機
能

の
強

化
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・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化

・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化 ・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
救

急
搬

送
、

即
Ｉ

Ｃ
Ｕ

等
入

院
）

の
強

化

・
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

C
T
、

M
R
I
、

超
音

波
、

骨
密

度
な

ど
）

・
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
を

継
続

方
策

と
し

て
、

・
紹

介
予

約
セ

ン
タ

ー
機

能
の

拡
充

・
強

化
に

よ
り

、
患

者
の

利
便

性
を

高
め

る
。

・
地

域
連

携
（

情
報

提
供

）
ソ

フ
ト

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。
・

第
2
 
期

中
期

計
画

期
間

中
に

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
に

取
り

組
む

。

ト
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
活

・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
（

救
急

搬
送

、
即

Ｉ
Ｃ

Ｕ
等

入
院

）
の

強
化

・
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

C
T
、

M
R
I
、

超
音

波
、

骨
密

度
な

ど
）

・
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
を

継
続

具
体

的
に

は
以

下
の

方
策

を
進

め
る

。
・

紹
介

予
約

セ
ン

タ
ー

機
能

の
拡

充
・

強
化

に
よ

り
、

患
者

の
利

便
性

を
高

め
る

。
・

地
域

連
携

（
情

報
提

供
）

ソ
フ

ト
の

有
効

活
用

に
よ

り
、

地
域

医
療

機
関

へ
の

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。

・
第

２
期

中
期

計
画

期
間

中
に

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
に

取
り

組
む

。
・

昨
年

度
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
診

療
案

内
を

有
効

利
用

し
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
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イ
　

地
域

医
療

従
事

者
向

け
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

東
大

阪
医

療
連

携
ス

ク
ラ

ム
会

を
４

回
、

登
録

医
総

会
を

１
回

実
施

す
る

と
と

も
に

、
Ｈ

Ｃ
Ｍ

Ｃ
ニ

ュ
ー

ス
を

毎
月

発
刊

す
る

な
ど

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
引

き
続

き
医

療
機

関
と

の
連

携
を

進
め

て
い

く
た

め
取

り
組

み
を

強
化

し
て

い
く

。

イ
 
紹

介
患

者
数

増
加

の
た

め
に

各
診

療
科

医
師

と
地

域
医

療
連

携
室

で
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
運

営
委

員
会

や
地

域
医

療
機

関
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
通

し
て

、
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
る

。
ま

た
、

登
録

医
総

会
、

診
療

案
内

を
は

じ
め

と
す

る
定

期
的

な
情

報
誌

の
発

刊
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
情

報
発

信
、

地
域

研
修

会
、

懇
話

会
、

連
携

会
議

等
を

通
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
や

情
報

発
信

・
共

有
を

行
う

。

イ
 
各

診
療

科
医

師
と

地
域

医
療

連
携

室
で

紹
介

件
数

の
増

加
の

た
め

に
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
運

営
委

員
会

や
地

域
医

療
機

関
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
通

し
て

、
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
る

。
ま

た
、

定
期

的
な

情
報

誌
の

発
刊

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
の

情
報

発
信

、
地

域
研

修
会

、
懇

話
会

、
連

携
会

議
等

を
通

し
て

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

や
情

報
発

信
・

共
有

を
行

う
。

発
化

し
、

紹
介

患
者

の
増

加
に

つ
な

げ
て

い
く

（
地

域
医

療
機

関
へ

の
更

な
る

情
報

の
発

信
）

。

項
　

目
令
和

5年
度

実
績

令
和
6年

度
計
画

令
和

6年
度
実

績
達
成

率

紹
介

患
者

数
（

初
診
に

限
る
）

（
人

）
17

,8
55

18
,0

00
19

,0
49

10
5.

8%

逆
紹

介
患

者
数

（
人
）

47
,5

24
45

,0
00

47
,7

62
10

6.
1%

高
額

医
療

機
器

の
共
同

利
用
の

受
託

件
数

（
件

）
3,

26
5

3,
00

0
3,

07
3

10
2.

4%

紹
介

元
医

療
機

関
へ

の
退

院
時

診
療

情
報

提
供

の
件

数
（

件
）

5,
19

5
6,

00
0

5,
12

8
85

.5
%

紹
介

元
以

外
の

保
険

医
療

機
関

へ
の

退
院

時
診

療
情

報
提

供
の

件
数

（
件

）
3,

48
8

4,
00

0
3,

25
1

81
.3

%

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

の
件

数
（

件
）

・
（

が
ん
地

域
連

携
診

療
計

画
書

の
作

成
）

90
80

99
12

3.
8%
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
紹

介
・

逆
紹

介
は

前
年

度
よ

り
増

え
、

さ
ら

に
令

和
６

年
度

の
計

画
も

大
き

く
超

え
た

。
登

録
医

総
会

を
継

続
し

て
行

い
、

か
か

り
つ

け
医

と
の

役
割

分
担

、
連

携
強

化
に

努
め

て
い

る
。

い
わ

ゆ
る

「
下

り
搬

送
」

も
開

始
し

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
担

う
医

療
セ

ン
タ

ー
の

役
割

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

機
能

分
担

に
務

め
た

。
　

地
域

医
療

従
事

者
向

け
研

修
会

お
よ

び
登

録
医

総
会

、
毎

月
発

行
し

て
い

る
H
C
M
C
ニ

ュ
ー

ス
を

通
じ

て
、

情
報

提
供

や
連

携
強

化
に

努
め

て
い

る
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

４
」

と
し

た
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

か
か
り

つ
け

医
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査
実

施
（

1
回

/
2
年

）
実

施
令

和
5
年

度
実

施
令

和
5
年

度
実

施
-

地
域
医

療
従

事
者

向
け

研
修

会
の
開

催
（

年
1
2
回

以
上

）
の

実
施

継
続

継
続

継
続

-
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
2
）

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

へ
の

貢
献

ア
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

ア
 
病

院
完

結
型

の
医

療
か

ら
地

域
完

結
型

の
医

療
へ

の
適

切
な

移
行

及
び

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
中

で
の

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
機

能
の

充
実

を
は

か
る

。

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

イ
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

中
期

目
標

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

ア
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

役
割

を
果

た
す

こ
と

。
イ

 
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

関
す

る
協

議
会

等
に

お
い

て
、

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
う

こ
と

。

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

市
の

評
価

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
法

人
評

価
の

と
お

り
、

「
下

り
搬

送
」

導
入

に
よ

り
、

後
方

病
院

と
の

役
割

分
担

及
び

連
携

も
強

化
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

　
令

和
5
年

9
月

よ
り

退
院

支
援

が
必

要
と

予
測

さ
れ

る
患

者
の

み
に

退
院

支
援

計
画

書
を

発
行

し
、

介
入

と
い

う
運

用
へ

変
更

し
た

。
そ

の
た

め
状

態
変

化
な

く
短

期
で

の
退

院
患

者
に

関
し

て
カ

ウ
ン

ト
は

せ
ず

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
べ

く
A
D
L
変

化
が

予
測

さ
れ

る
患

者
に

対
し

て
早

期
に

介
入

し
、

地
域

多
職

種
と

の
連

携
を

強
化

し
て

き
た

。
計

画
達

成
に

向
け

て
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。

イ
　

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

、
入

院
前

か
ら

の
退

院
支

援
を

進
め

て
き

た
。

同
時

に
、

円
滑

な
転

院
、

在
宅

調
整

の
連

携
強

化
を

更
に

推
進

す
べ

く
、

介
護

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

施
設

等
へ

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。
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ウ
 
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
退

院
後

の
患

者
に

、
T

（
チ

ー
ム

医
療

）
カ

ー
ド

を
発

行
し

、
急

変
時

に
は

カ
ー

ド
の

提
示

に
よ

り
、

休
日

・
夜

間
で

も
必

ず
受

入
を

行
い

、
退

院
後

も
患

者
・

家
族

が
安

心
し

て
在

宅
療

養
を

行
え

る
環

境
を

継
続

す
る

。
ま

た
、

在
宅

療
養

支
援

病
院

を
後

方
支

援
す

る
、

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

と
な

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。
・

退
院

後
の

療
養

に
お

い
て

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
又

は
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

介
護

保
険

施
設

等
に

対
す

る
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。
・

市
、

保
健

所
、

学
校

、
保

険
薬

局
及

び
介

護
・

福
祉

関
係

機
関

に
対

し
て

積
極

的
に

情
報

提
供

を
行

う
。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。

・
退

院
後

の
療

養
に

お
い

て
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
介

護
保

険
施

設
等

に
対

す
る

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。

・
市

、
保

健
所

、
学

校
、

保
険

薬
局

及
び

介
護

・
福

祉
関

係
機

関
に

対
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
う

。

イ
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

急
性

期
病

院
と

し
て

診
断

か
ら

治
療

、
在

宅
へ

と
地

域
全

体
で

医
療

・
保

健
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
切

れ
目

な
く

提
供

し
て

い
く

こ
と

で
在

宅
復

帰
に

つ
な

げ
て

い
く

。

ウ
　

T
カ

ー
ド

提
示

に
よ

る
急

変
時

受
入

れ
の

運
用

を
継

続
し

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

退
院

後
の

患
者

・
家

族
の

安
心

に
つ

な
げ

た
。

　
ま

た
、

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

と
な

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
現

時
点

で
は

考
慮

し
て

い
な

い
。
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エ
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

急
性

期
病

院
と

し
て

診
断

か
ら

治
療

、
在

宅
へ

と
地

域
全

体
で

医
療

・
保

健
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
切

れ
目

な
く

提
供

し
て

い
く

こ
と

で
在

宅
復

帰
に

つ
な

げ
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
介

護
保

険
施

設
等

の
専

門
員

と
の

退
院

時
連

携
指

導
の

件
数

が
計

画
達

成
し

な
か

っ
た

も
の

の
、

退
院

時
共

同
指

導
は

計
画

を
大

き
く

上
回

り
、

ま
た

「
下

り
搬

送
」

導
入

に
よ

り
、

後
方

病
院

と
の

役
割

分
担

お
よ

び
連

携
も

強
化

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
自

己
評

価
「

３
」

と
し

た
。

エ
　

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

委
員

会
を

は
じ

め
、

当
セ

ン
タ

ー
が

引
き

続
き

中
心

的
な

役
割

を
担

い
、

医
療

・
介

護
・

福
祉

期
間

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

貢
献

し
て

い
る

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
退

院
時

共
同

指
導

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

（
件

）
2
6
6

1
9
0

2
2
4

1
1
7
.
9
%

介
護

保
険

施
設

等
の

専
門

員
と

の
退

院
時

連
携

指
導

（
ケ

ア
プ

ラ
ン

等
作

成
支

援
）

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

2
0
3

2
0
0

1
7
3

8
6
.
5
%
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
1
）

病
院

の
理

念
と

基
本

方
針

の
浸

透

中
期

目
標

医
療

セ
ン

タ
ー

の
理

念
と

基
本

方
針

を
 
、

委
託

業
者

も
含

め
た

医
療

セ
ン

タ
ー

で
働

く
全

て
の

者
が

理
解

し
、

そ
の

目
的

達
成

に
向

け
一

丸
と

な
っ

て
 
引

き
続

き
 
取

り
組

む
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
法

人
の

評
価

を
妥

当
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
・

第
１

期
中

期
計

画
期

間
に

お
け

る
医

療
環

境
の

変
化

、
医

療
セ

ン
タ

ー
が

担
う

べ
き

使
命

と
役

割
に

つ
い

て
再

検
証

し
、

第
2
 
期

中
期

計
画

初
年

度
に

、
理

念
及

び
基

本
方

針
の

見
直

し
を

行
う

。
新

理
念

（
素

案
）

「
誠

実
で

安
全

な
医

療
」

令
和

４
年

度
に

見
直

し
た

理
念

及
び

基
本

方
針

に
基

づ
く

病
院

運
営

を
進

め
て

い
く

。
理

 
念

：
「

誠
実

な
医

療
」

を
地

域
の

人
々

に
基

本
方

針
：

１
.
市

民
に

信
頼

さ
れ

る
、

安
全

・
安

心
な

質
の

高
い

医
療

を
提

供
し

ま
す

２
.
患

者
さ

ん
を

中
心

と
し

た
多

職
種

協
働

を
実

践
・

推
進

し
ま

す
３

.
地

域
の

医
療

・
保

健
・

福
祉

等
の

機
関

と
連

携
し

、
地

域
医

療
の

充
実

に
貢

献
し

ま
す

４
.
豊

か
な

人
間

性
と

確
実

な
技

能
を

も
っ

た
医

療
人

を
育

成
し

ま
す

５
.
透

明
性

の
高

い
、

効
率

的
な

病
院

経
営

に
努

め
ま

す

　
前

年
同

様
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
病

院
紹

介
動

画
へ

の
掲

載
、

院
内

各
所

へ
の

掲
示

、
新

規
採

用
職

員
へ

の
名

刺
サ

イ
ズ

カ
ー

ド
の

配
布

等
に

よ
り

、
市

民
・

患
者

・
職

員
（

委
託

業
者

含
む

）
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

各
種

委
員

会
か

ら
の

提
案

な
ど

を
上

位
の

会
議

で
検

討
す

る
仕

組
み

を
通

じ
て

、
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
提

案
型

へ
の

転
換

も
図

っ
て

い
る

。
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・
全

て
の

職
員

が
理

念
、

基
本

方
針

を
共

有
し

、
継

続
的

に
実

践
し

て
い

く
組

織
づ

く
り

を
行

う
。

・
委

託
業

者
を

含
む

全
て

の
職

員
が

理
念

、
基

本
方

針
を

共
有

し
、

継
続

的
に

実
践

し
て

い
く

組
織

づ
く

り
を

行
う

。

（
自

己
評

価
理

由
）

理
念

及
び

基
本

方
針

の
周

知
に

つ
い

て
は

、
上

記
の

方
法

に
よ

り
、

院
内

外
へ

の
周

知
を

図
っ

た
。

ま
た

、
委

託
業

者
に

関
し

て
も

、
委

員
会

や
定

例
会

議
な

ど
を

通
じ

て
、

協
働

し
て

病
院

運
営

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

「
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
提

案
型

」
に

関
し

て
も

委
員

会
か

ら
の

提
案

が
挙

が
る

仕
組

み
も

確
立

し
て

い
る

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

・
「

現
状

維
持

病
」

か
ら

の
脱

却
を

加
速

化
し

、
病

院
経

営
に

関
し

て
は

「
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
指

示
型

」
か

ら
「

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

提
案

型
」

へ
の

転
換

を
図

る
。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
2
）

内
部

統
制

◎
3

ア
 
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

と
、

指
定

管
理

を
受

託
し

て
い

る
府

立
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

を
統

括
す

る
た

め
に

設
置

し
た

法
人

本
部

を
中

心
に

、
業

務
の

総
合

調
整

、
計

画
策

定
及

び
進

行
管

理
、

医
の

倫
理

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

、
内

部
監

査
等

を
充

実
さ

せ
る

。

各
指

標
項

目
に

つ
い

て
は

実
施

さ
れ

て
お

り
、

医
療

安
全

上
の

リ
ス

ク
に

対
し

て
は

適
切

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
や

職
員

の
処

分
案

件
は

発
生

し
て

い
な

い
報

告
を

受
け

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

ア
　

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
と

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化
の

た
め

の
人

事
交

流
（

異
動

）
を

さ
ら

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
令

和
7
年

度
か

ら
の

第
3
期

中
期

計
画

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

第
2
期

中
期

目
標

期
間

の
見

込
事

業
報

告
書

及
び

令
和

5
年

度
の

事
業

報
告

書
を

作
成

し
、

進
行

管
理

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
監

事
か

ら
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
タ

ー
に

対
し

、
該

当
部

署
に

お
け

る
今

後
の

対
応

方
針

を
ま

と
め

、
最

終
的

な
結

果
報

告
を

年
度

末
に

行
う

こ
と

で
、

内
部

監
査

の
仕

組
み

を
確

立
し

て
い

る
。

医
の

倫
理

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
つ

い
て

も
必

要
時

に
該

当
す

る
委

員
会

を
開

催
し

、
適

切
に

対
応

し
た

。

ア
 
自

治
体

設
立

の
地

方
独

立
行

政
法

人
病

院
と

し
て

、
経

営
・

運
営

の
公

共
性

・
公

平
性

、
及

び
透

明
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

ⅰ
)
業

務
の

有
効

性
と

効
率

性
、

ⅱ
)
財

務
報

告
の

信
頼

性
、

ⅲ
)
 
法

令
遵

守
、

ⅳ
)
資

産
の

保
全

、
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
内

部
統

制
の

最
高

責
任

者
と

し
、

そ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

必
要

な
規

程
等

の
整

備
、

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
内

部
統

制
の

仕
組

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
の

点
検

・
検

証
、

点
検

結
果

を
踏

ま
え

た
必

要
な

見
直

し
を

行
う

な
ど

充
実

・
強

化
を

図
る

。

中
期

目
標

ア
 
地

方
独

立
行

政
法

人
に

求
め

ら
れ

る
内

部
統

制
の

目
的

に
留

意
し

、
当

該
中

期
目

標
に

基
づ

き
法

令
等

を
遵

守
し

つ
つ

 
業

務
を

行
い

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

設
立

目
的

を
有

効
か

つ
効

率
的

に
果

た
す

た
め

の
仕

組
み

を
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

。
イ

 
各

種
情

報
収

集
・

分
析

を
基

に
し

た
企

画
 
及

び
 
院

内
・

院
外

へ
の

広
報

 
や

連
絡

調
整

と
い

っ
た

、
組

織
横

断
的

な
経

営
企

画
機

能
の

強
化

を
図

り
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

。
ウ

 
明

確
な

役
割

分
担

と
適

切
な

権
限

付
与

に
よ

り
、

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

 
を

引
き

続
き

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
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イ
 
理

事
長

、
総

長
、

院
長

の
体

制
の

も
と

で
、

自
治

体
設

立
の

地
方

独
立

行
政

法
人

病
院

と
し

て
、

経
営

・
運

営
の

公
共

性
・

公
平

性
、

及
び

透
明

性
を

確
保

す
る

。
ⅰ

)
業

務
の

有
効

性
と

効
率

性
、

ⅱ
)
財

務
報

告
の

信
頼

性
、

ⅲ
)

法
令

遵
守

、
ⅳ

)
資

産
の

保
全

、
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
内

部
統

制
の

最
高

責
任

者
と

し
、

そ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

必
要

な
規

程
等

の
整

備
、

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
内

部
統

制
の

仕
組

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
の

点
検

・
検

証
、

点
検

結
果

を
踏

ま
え

た
必

要
な

見
直

し
を

行
う

な
ど

充
実

・
強

化
を

図
る

。
内

部
統

制
の

構
築

・
運

用
状

況
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

監
事

の
監

査
を

受
け

る
。

ま
た

、
職

員
一

人
一

人
が

内
部

統
制

の
重

要
性

を
認

識
し

、
自

主
的

に
法

令
を

遵
守

し
、

か
つ

高
い

職
業

倫
理

及
び

医
の

倫
理

観
を

持
っ

て
、

有
効

的
・

効
率

的
に

業
務

を
遂

行
す

る
組

織
風

土
を

醸
成

す
る

。

内
部

統
制

の
構

築
・

運
用

状
況

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
監

事
の

監
査

を
受

け
る

。
ま

た
、

職
員

一
人

一
人

が
内

部
統

制
の

重
要

性
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
高

い
職

業
倫

理
及

び
医

の
倫

理
観

を
持

っ
て

、
有

効
的

・
・

効
率

的
に

業
務

を
遂

行
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
醸

成
す

る
。

本
計

本
計

画
は

、
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

と
し

て
位

置
づ

け
さ

れ
て

お
り

、
策

定
段

階
で

の
説

明
、

策
定

後
も

年
1
回

以
上

の
点

検
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

を
行

い
、

住
民

の
理

解
を

得
る

よ
う

努
め

て
い

く
。

イ
 
第

2
期

中
期

目
標

期
間

の
見

込
事

業
報

告
書

及
び

令
和

5
年

度
の

事
業

報
告

書
、

財
務

諸
表

を
作

成
し

、
監

事
監

査
、

理
事

会
を

経
て

、
市

に
提

出
し

、
評

価
委

員
会

の
意

見
聴

取
、

市
議

会
へ

の
報

告
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

へ
の

公
表

と
透

明
性

を
確

保
し

て
い

る
。

　
法

人
の

意
思

決
定

に
つ

い
て

は
、

経
営

会
議

・
幹

部
会

議
で

実
施

さ
れ

て
お

り
、

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

で
企

画
運

営
会

議
か

ら
挙

が
っ

て
き

た
事

項
も

幹
部

会
議

で
審

議
し

て
い

る
。

そ
れ

で
も

な
お

審
議

が
必

要
と

思
わ

れ
る

事
項

は
、

最
終

的
に

理
事

会
の

審
議

事
項

と
し

て
い

る
。

診
療

科
や

各
部

局
の

年
度

目
標

に
つ

い
て

は
年

度
計

画
内

に
掲

載
し

、
毎

月
の

理
事

会
の

統
計

資
料

で
月

次
実

績
を

報
告

し
た

。
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・
法

人
の

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
と

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ
る

と
と

も
に

、
過

程
の

透
明

性
を

確
保

す
る

。

・
診

療
科

お
よ

び
各

部
局

毎
の

年
度

目
標

を
策

定
し

、
月

次
実

績
は

毎
月

の
理

事
会

に
報

告
す

る
。

1
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保 ・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
評

価
結

果
は

市
及

び
議

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

１
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保 ・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
評

価
結

果
は

市
及

び
議

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

1
)
 
第

2
期

中
期

目
標

期
間

の
見

込
事

業
報

告
書

及
び

令
和

5
年

度
の

事
業

報
告

書
、

財
務

諸
表

を
市

に
提

出
す

る
過

程
で

、
評

価
委

員
会

の
意

見
聴

取
や

、
市

議
会

へ
の

報
告

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
へ

の
公

表
を

行
い

透
明

性
を

確
保

し
て

い
る

。
　

法
人

の
意

思
決

定
に

つ
い

て
も

、
前

述
の

通
り

、
経

営
会

議
・

幹
部

会
議

で
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
含

め
審

議
し

、
決

定
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

診
療

科
お

よ
び

各
部

局
毎

の
年

度
目

標
を

策
定

し
、

月
次

実
績

は
毎

月
の

理
事

会
、

所
属

長
会

議
で

報
告

し
、

年
に

2
回

診
療

部
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
達

成
状

況
の

確
認

や
対

策
の

検
討

等
を

行
っ

た
。

2
）

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
等

に
つ

い
て

は
、

年
々

迅
速

化
を

図
っ

て
お

り
、

月
次

の
患

者
数

・
収

支
状

況
等

に
つ

い
て

も
毎

月
の

理
事

会
に

統
計

資
料

と
し

て
報

告
し

た
。

ま
た

、
令

和
５

年
度

の
決

算
報

告
に

つ
い

て
も

適
切

に
理

事
会

・
市

に
報

告
し

、
実

績
報

告
書

を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

も
公

表
し

た
。

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

・
診

療
科

お
よ

び
各

部
局

毎
の

年
度

目
標

を
策

定
し

、
月

次
実

績
は

毎
月

の
理

事
会

に
報

告
す

る
。

２
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

2
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。
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・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
涵

養 ・
内

部
通

報
窓

口
・

外
部

通
報

窓
口

設
置

状
況

の
把

握
と

点
検

の
実

施

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
）

を
継

続

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
涵

養

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

３
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
法

令
遵

守
）

の
強

化

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

・
内

部
通

報
窓

口
・

外
部

通
報

窓
口

設
置

状
況

の
把

握
と

点
検

の
実

施

・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施

3
)
 
業

務
改

善
委

員
会

に
お

い
て

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

、
改

定
、

周
知

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
個

人
情

報
保

護
規

程
の

一
部

修
正

等
、

必
要

に
応

じ
た

改
定

を
実

施
し

た
。

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
）

を
継

続

・
医

の
倫

理
基

準
の

遵
守

意
識

の
啓

発

・
職

員
が

遵
守

す
べ

き
規

程
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
中

央
一

元
管

理
化

3
）

医
の

倫
理

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
強

化

・
職

員
が

遵
守

す
べ

き
規

程
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
中

央
一

元
管

理
化
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カ
　

内
部

統
制

の
不

備
に

よ
る

重
大

な
事

象
は

発
生

し
て

い
な

い
。

エ
 
第

2
期

中
期

計
画

最
終

年
度

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
次

の
第

3
期

中
期

計
画

策
定

の
際

に
、

こ
れ

ま
で

評
価

委
員

会
で

い
た

だ
い

た
意

見
を

参
考

に
評

価
項

目
の

一
部

見
直

し
を

実
施

し
た

。

オ
 
内

部
統

制
の

不
備

に
よ

り
重

大
な

事
象

が
発

生
し

た
場

合
は

、
各

種
専

門
家

で
構

成
さ

れ
た

独
立

し
た

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
し

、
原

因
の

究
明

と
再

発
防

止
策

の
策

定
を

行
う

。

カ
 
内

部
統

制
の

不
備

に
よ

り
重

大
な

事
象

が
発

生
し

た
場

合
は

、
各

種
専

門
家

で
構

成
さ

れ
た

独
立

し
た

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
し

、
原

因
の

究
明

と
再

発
防

止
策

の
策

定
を

行
う

。

ウ
 
医

療
過

誤
と

い
っ

た
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

、
職

員
の

不
祥

事
な

ど
の

経
営

上
の

リ
ス

ク
、

自
然

災
害

な
ど

の
外

的
リ

ス
ク

に
対

し
、

適
切

に
管

理
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

・
リ

ス
ク

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

の
作

成

ウ
 
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

は
、

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

に
お

い
て

の
管

理
、

職
員

の
処

分
案

件
に

つ
い

て
は

、
人

事
審

議
委

員
会

で
審

議
し

、
適

切
に

内
部

統
制

委
員

会
に

報
告

さ
れ

た
。

エ
 
中

期
計

画
で

は
、

具
体

的
か

つ
定

量
的

な
情

報
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
出

来
る

環
境

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
評

価
の

し
く

み
の

検
討

を
進

め
る

。
ま

た
、

毎
年

度
の

監
事

監
査

、
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
を

次
の

年
度

計
画

に
反

映
し

て
い

く
。

オ
 
診

療
科

別
の

入
院

・
外

来
患

者
数

、
手

術
件

数
な

ど
の

計
画

値
を

設
定

し
、

毎
週

の
経

営
会

議
で

検
討

、
計

画
達

成
に

向
け

半
年

に
一

度
診

療
部

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

イ
 
医

療
過

誤
と

い
っ

た
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

、
職

員
の

不
祥

事
な

ど
の

経
営

上
の

リ
ス

ク
、

自
然

災
害

な
ど

の
外

的
リ

ス
ク

に
対

し
、

適
切

に
管

理
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

・
リ

ス
ク

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

の
作

成

ウ
 
中

期
計

画
で

は
、

具
体

的
か

つ
定

量
的

な
情

報
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
出

来
る

環
境

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
評

価
の

し
く

み
の

検
討

を
進

め
る

。
ま

た
、

毎
年

度
の

監
事

監
査

、
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
を

次
の

年
度

計
画

に
反

映
し

て
い

く
。

エ
 
診

療
科

・
病

棟
別

に
具

体
的

数
値

目
標

を
設

定
し

、
達

成
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

る
。

重
要

課
題

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

長
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
リ

ー
ダ

ー
を

任
命

し
、

効
果

的
な

運
営

を
行

う
。

オ
 
診

療
科

・
病

棟
別

に
具

体
的

数
値

目
標

を
設

定
し

、
達

成
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

る
。

重
要

課
題

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

長
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
リ

ー
ダ

ー
を

任
命

し
、

効
果

的
な

運
営

を
行

う
。
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

強
化

・
人

事
交

流
を

実
施

し
、

両
セ

ン
タ

ー
間

の
内

部
統

制
の

強
化

に
努

め
た

。
ま

た
、

監
事

か
ら

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

タ
ー

へ
の

回
答

を
通

じ
、

財
務

の
業

務
統

一
化

や
効

率
化

と
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

を
図

っ
た

。
今

年
度

は
通

常
の

年
度

報
告

に
加

え
、

第
2

期
中

期
計

画
の

中
間

報
告

も
あ

わ
せ

て
実

施
し

て
お

り
、

適
切

に
報

告
・

監
査

・
提

出
・

公
表

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

医
療

セ
ン

タ
ー

業
務

方
法

書
の

点
検

実
施

実
施

実
施

-

内
部

統
制

（
ガ

バ
ナ

ン
ス

）
体

制
の

確
立

（
内

部
統

制
委

員
会

を
含

む
）

実
施

実
施

実
施

-

内
部

通
報

窓
口

、
外

部
通

報
窓

口
の

設
置

実
施

実
施

実
施

-

病
院

会
計

及
び

財
務

報
告

の
監

査
体

制
の

構
築

実
施

実
施

実
施

-

規
程

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

状
況

の
点

検
実

施
実

施
実

施
-
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
3
）

適
切

か
つ

弾
力

的
な

人
員

配
置

ア
 
医

務
局

医
師

の
働

き
方

改
革

に
か

か
る

時
間

外
勤

務
縮

減
に

つ
い

て
、

医
師

数
の

増
加

を
図

る
こ

と
に

加
え

、
業

務
の

効
率

化
の

た
め

に
シ

フ
ト

勤
務

な
ど

勤
務

時
間

帯
の

見
直

し
や

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

な
ど

柔
軟

な
勤

務
体

制
の

構
築

を
検

討
す

る
。

中
期

目
標

各
診

療
科

や
入

院
・

外
来

の
人

員
配

置
を

適
切

に
行

い
、

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
ア

 
医

務
局

今
年

度
か

ら
施

行
さ

れ
る

医
師

の
働

き
方

改
革

に
か

か
る

時
間

外
勤

務
縮

減
に

つ
い

て
、

医
師

数
の

増
加

を
図

る
こ

と
に

加
え

、
当

直
許

可
申

請
、

シ
フ

ト
勤

務
な

ど
勤

務
時

間
帯

の
見

直
し

や
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

の
導

入
な

ど
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

の
勤

務
時

間
を

含
め

た
個

人
別

・
月

別
の

時
間

外
勤

務
の

把
握

、
医

師
間

の
タ

ス
ク

シ
ェ

ア
、

多
職

種
へ

の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
、

当
直

許
可

申
請

、
3
6

協
定

の
締

結
、

市
民

・
患

者
へ

の
働

き
方

改
革

へ
の

協
力

依
頼

等
を

進
め

て
い

く
。

引
き

続
き

勤
務

環
境

の
改

善
、

時
間

外
勤

務
削

減
の

取
組

を
推

し
進

め
、

時
間

外
・

休
日

勤
務

が
、

年
間

9
6
0
時

間
を

超
え

る
医

師
は

生
じ

な
い

よ
う

に
取

組

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
3

ア
　

医
務

局
医

師
の

時
間

外
・

休
日

労
働

の
上

限
規

制
の

開
始

に
伴

い
3
6
協

定
を

見
直

し
、

緊
急

医
療

（
手

術
、

麻
酔

、
検

査
等

）
に

従
事

す
る

医
師

に
つ

い
て

は
、

時
間

外
労

働
の

上
限

時
間

を
A
水

準
で

あ
る

9
6
0
時

間
に

変
更

し
た

。
当

セ
ン

タ
ー

の
医

師
1
7
3
名

（
臨

床
研

修
医

を
含

む
）

の
時

間
外

勤
務

に
つ

い
て

、
通

常
の

年
間

上
限

で
あ

る
7
2
0
時

間
を

超
過

し
た

医
師

は
1
3
名

で
あ

る
が

、
い

ず
れ

も
緊

急
医

療
に

従
事

す
る

医
師

で
あ

り
A
水

準
の

9
6
0
時

間
を

超
過

し
た

医
師

は
0
名

で
あ

っ
た

。
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イ
 
看

護
局

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
や

応
援

体
制

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
患

者
数

や
業

務
内

容
及

び
診

療
報

酬
に

対
応

出
来

る
適

正
配

置
に

努
め

る
と

同
時

に
、

短
時

間
勤

務
や

1
2
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

ウ
 
薬

務
部

医
療

の
質

を
向

上
す

る
べ

く
、

患
者

に
対

す
る

薬
物

治
療

に
適

切
な

介
入

を
行

い
貢

献
す

る
た

め
の

人
員

配
置

を
行

う
。

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
務

め
る

と
と

も
に

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

、
患

者
支

援
拡

充
に

必
要

な
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

配
置

を
検

討
す

る
。

イ
 
看

護
局

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

患
者

数
や

業
務

内
容

及
び

診
療

報
酬

に
対

応
出

来
る

適
正

配
置

に
努

め
る

と
同

時
に

、
短

時
間

勤
務

や
1
2
 
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

ウ
 
薬

剤
部

医
療

の
質

を
向

上
す

る
べ

く
、

患
者

に
対

す
る

薬
物

治
療

に
適

切
な

介
入

を
行

い
貢

献
す

る
た

め
の

人
員

配
置

を
行

う
。

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
務

め
る

と
と

も
に

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

、
患

者
支

援
拡

充
に

必
要

な
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

配
置

を
検

討
す

る
。

イ
 
看

護
局

令
和

６
年

度
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
年

間
平

均
（

令
和

6
年

6
月

～
令

和
7
年

3
月

）
は

、
基

準
１

で
は

3
0
.
4
％

、
基

準
2
で

は
3
9
.
4
％

で
あ

り
、

診
療

報
酬

上
の

要
件

は
ク

リ
ア

で
き

た
。

看
護

師
配

置
に

関
し

て
も

年
間

を
通

じ
て

、
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
1
の

算
定

基
準

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
た

。
多

様
で

柔
軟

な
勤

務
体

制
で

は
、

1
2
時

間
夜

勤
は

1
病

棟
増

や
す

こ
と

が
で

き
、

夜
勤

専
従

勤
務

者
は

、
年

間
を

通
じ

て
7
名

程
度

が
勤

務
し

て
い

る
。

を
進

め
、

都
道

府
県

知
事

へ
の

特
定

労
務

管
理

対
象

期
間

と
し

て
の

指
定

申
請

は
行

わ
な

い
。

ま
た

、
医

師
の

他
病

院
へ

の
派

遣
に

つ
い

て
、

圏
域

に
お

い
て

派
遣

ニ
ー

ズ
が

無
い

た
め

実
施

し
て

い
な

い
が

、
今

後
の

状
況

に
応

じ
て

検
討

す
る

。

ウ
 
薬

務
部

令
和

６
年

度
は

9
名

の
産

休
・

育
休

職
員

が
在

籍
し

た
状

況
下

に
お

い
て

、
患

者
に

対
す

る
薬

物
治

療
に

適
切

な
介

入
を

行
い

、
貢

献
す

る
た

め
の

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
人

員
配

置
を

実
施

し
た

。
し

か
し

、
そ

の
よ

う
な

状
況

下
の

た
め

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

に
は

及
ば

な
か

っ
た

が
、

既
存

の
診

療
報

酬
算

定
に

注
力

し
ほ

ぼ
計

画
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
医

薬
品

の
安

定
供

給
が

難
し

い
社

会
情

勢
の

中
、

適
切

な
医

療
を

妨
げ

る
こ

と
な

く
医

師
と

協
働

し
な

が
ら

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
努

め
た

。
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エ
 
医

療
技

術
局

新
た

に
就

業
規

則
に

定
め

ら
れ

た
、

医
療

技
術

局
職

員
の

勤
務

時
間

を
柔

軟
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

各
科

、
係

の
業

務
形

態
に

合
わ

せ
た

弾
力

的
な

人
員

配
置

を
行

い
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

検
討

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
医

師
の

い
わ

ゆ
る

A
水

準
と

言
わ

れ
る

時
間

外
上

限
に

達
す

る
医

師
は

い
な

い
。

看
護

局
に

お
い

て
も

夜
勤

専
従

を
増

や
す

な
ど

の
多

様
化

、
薬

務
部

や
事

務
局

に
お

い
て

は
派

遣
も

活
用

し
、

柔
軟

に
対

応
し

て
人

員
配

置
の

適
正

化
に

努
め

て
い

る
。

以
上

よ
り

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

オ
 
事

務
局

今
後

も
持

続
可

能
な

事
務

局
職

員
の

適
正

配
置

を
進

め
る

。
特

に
、

医
事

委
託

業
務

に
つ

い
て

は
、

業
務

内
容

を
総

点
検

し
、

内
製

化
・

委
託

し
た

場
合

の
収

益
と

費
用

を
分

析
し

、
適

正
な

執
行

体
制

を
検

討
す

る
。

オ
 
事

務
局

今
後

も
持

続
可

能
な

事
務

局
職

員
の

適
正

配
置

を
進

め
る

。
特

に
、

医
事

委
託

業
務

に
つ

い
て

は
、

業
務

内
容

を
総

点
検

し
、

内
製

化
し

た
場

合
の

収
益

と
費

用
を

分
析

し
、

適
正

な
執

行
体

制
を

検
討

す
る

。

オ
　

事
務

局
事

務
局

内
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

事
務

と
の

人
事

交
流

を
さ

ら
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

医
事

業
務

や
医

師
事

務
作

業
補

助
業

務
に

関
し

て
、

人
員

不
足

や
そ

れ
に

伴
う

残
業

増
に

対
し

、
派

遣
職

員
の

導
入

な
ど

柔
軟

に
対

応
し

、
改

善
に

努
め

た
。

病
院

事
務

の
根

幹
を

形
成

す
る

医
事

業
務

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
体

制
強

化
と

人
材

育
成

を
目

的
と

し
た

人
員

配
置

を
行

っ
て

い
く

。

エ
　

 
医

療
技

術
局

リ
ハ

ビ
リ

や
栄

養
管

理
、

臨
床

工
学

業
務

な
ど

は
経

営
、

運
営

効
率

を
上

げ
る

た
め

に
時

間
外

業
務

を
計

画
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

一
方

で
、

属
人

化
し

て
い

る
放

射
線

治
療

業
務

に
つ

い
て

は
効

果
的

な
立

案
、

管
理

が
で

き
ず

に
不

十
分

な
結

果
と

な
っ

た
。

エ
 
医

療
技

術
局

就
業

規
則

に
定

め
ら

れ
た

職
員

の
勤

務
時

間
を

見
直

し
、

柔
軟

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
各

科
、

係
の

業
務

形
態

に
合

わ
せ

た
弾

力
的

な
人

員
配

置
を

行
い

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

業
務

運
営

を
検

討
す

る
。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
4
）

医
療

資
源

等
の

有
効

活
用

◎
ア

　
毎

週
の

経
営

会
議

に
お

い
て

、
手

術
実

績
を

確
認

し
て

き
た

。
前

年
対

比
で

手
術

総
件

数
の

増
、

そ
れ

以
上

に
全

身
麻

酔
件

数
の

増
と

な
っ

た
。

急
性

期
充

実
体

制
加

算
要

件
の

全
身

麻
酔

下
で

の
緊

急
手

術
件

数
に

つ
い

て
も

安
定

的
に

確
保

で
き

、
要

件
を

達
成

で
き

た
。

ア
 
病

棟
別

・
診

療
科

ご
と

の
病

床
稼

働
率

、
曜

日
別

・
時

間
帯

ご
と

の
手

術
室

の
使

用
率

を
検

証
し

、
効

果
的

な
活

用
を

行
う

。
増

室
し

た
手

術
室

の
効

率
的

な
利

用
を

行
い

、
手

術
件

数
、

全
身

麻
酔

件
数

の
大

幅
な

増
加

を
目

標
と

す
る

。
特

に
、

急
性

期
充

実
体

制
加

算
の

要
件

の
一

つ
で

あ
る

、
全

身
麻

酔
下

で
の

緊
急

手
術

件
数

３
５

０
件

/
年

に
つ

い
て

、
毎

月
３

０
件

以
上

を
目

標
に

管
理

し
て

い
く

。
ま

た
、

麻
酔

科
医

、
手

術
室

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

、
薬

剤
師

等
の

確
保

を
行

う
こ

と
に

よ
り

手
術

診
療

の
質

と
安

全
を

担
保

す
る

。
ま

た
、

隣
接

し
た

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

有
効

活
用

を
目

指
し

、
手

術
後

患
者

の
利

用
率

を
高

め
る

。

ア
 
病

棟
別

・
診

療
科

ご
と

の
病

床
稼

働
率

、
曜

日
別

・
時

間
帯

ご
と

の
手

術
室

の
使

用
率

を
検

証
し

、
効

果
的

な
活

用
を

行
う

。
院

内
改

修
工

事
に

よ
り

、
9
 
室

か
ら

1
1
 
室

に
増

室
さ

れ
た

手
術

室
の

効
率

的
な

利
用

を
行

い
、

手
術

件
数

、
全

身
麻

酔
件

数
の

大
幅

な
増

加
を

目
標

と
す

る
。

麻
酔

科
医

、
手

術
室

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

、
薬

剤
師

等
の

確
保

を
行

う
こ

と
に

よ
り

手
術

診
療

の
質

と
安

全
を

担
保

す
る

。
ま

た
、

隣
接

し
た

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

有
効

活
用

を
目

指
し

、
手

術
後

患
者

の
利

用
率

を
高

め
る

。

4

中
期

目
標

ア
 
病

床
、

手
術

室
の

稼
働

状
況

に
注

視
し

、
そ

の
効

果
的

な
活

用
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
医

療
機

器
の

購
入

後
は

、
投

資
に

見
合

っ
た

活
用

が
で

き
て

い
る

か
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

4
強

度
変

調
放

射
線

治
療

件
数

は
機

器
の

更
新

に
伴

い
減

少
し

た
が

、
令

和
6
年

1
1

月
に

2
台

目
の

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
（

手
術

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

）
を

導
入

し
た

こ
と

か
ら

手
術

件
数

は
増

加
し

た
。

ま
た

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
稼

働
率

に
関

し
て

も
前

年
度

は
目

標
未

達
で

あ
っ

た
が

、
今

年
度

は
大

幅
に

増
加

し
、

計
画

値
も

超
え

る
こ

と
が

出
来

た
た

め
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。
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イ
　

電
子

カ
ル

テ
に

つ
い

て
、

7
年

使
用

し
令

和
7
年

9
月

の
更

新
に

向
け

、
「

次
期

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
導

入
委

員
会

」
を

通
じ

、
コ

ン
サ

ル
事

業
者

を
含

め
て

更
新

に
向

け
た

計
画

を
策

定
し

、
準

備
を

進
め

て
き

た
。

モ
ニ

タ
ー

・
キ

ー
ボ

ー
ド

等
の

有
効

活
用

や
、

発
注

方
法

も
従

来
方

式
か

ら
分

割
発

注
方

式
に

変
え

る
な

ど
、

費
用

の
抑

制
に

努
め

な
が

ら
、

必
要

な
機

器
の

導
入

を
図

っ
た

。

イ
 
電

子
カ

ル
テ

を
含

む
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
病

院
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

資
源

で
あ

り
、

単
純

に
減

価
償

却
の

5
 
年

で
更

新
す

る
の

で
は

な
く

、
最

大
限

、
経

済
性

・
耐

久
性

を
考

慮
し

、
有

効
活

用
を

図
る

。
他

の
シ

ス
テ

ム
と

の
関

係
性

や
利

便
性

を
考

慮
し

、
適

切
な

更
新

時
期

を
検

討
す

る
。

加
え

て
更

新
に

向
け

た
計

画
立

案
、

準
備

を
行

う
。

ま
た

、
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

を
集

約
し

、
導

入
効

果
を

検
証

し
て

い
く

。

イ
 
電

子
カ

ル
テ

を
含

む
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
病

院
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

資
源

で
あ

り
、

単
純

に
減

価
償

却
の

５
年

で
更

新
す

る
の

で
は

な
く

、
最

大
限

、
経

済
性

・
耐

久
性

を
考

慮
し

、
令

和
7
年

度
の

更
新

に
向

け
て

準
備

を
進

め
る

。
他

の
シ

ス
テ

ム
と

の
関

係
性

や
利

便
性

を
考

慮
し

、
適

切
な

更
新

時
期

を
検

討
す

る
。

加
え

て
更

新
に

向
け

た
計

画
立

案
、

準
備

を
行

う
。

ま
た

、
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

を
集

約
し

、
導

入
効

果
を

検
証

し
て

い
く

。

ウ
 
耐

用
年

数
越

え
を

迎
え

る
放

射
線

治
療

機
器

及
び

撮
影

機
器

が
今

後
続

出
す

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

国
指

定
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

そ
の

責
務

を
市

民
に

果
た

す
た

め
に

、
放

射
線

治
療

機
器

の
よ

り
高

度
な

治
療

技
術

、
高

精
度

及
び

安
全

性
を

担
保

す
る

た
め

に
早

期
に

機
種

選
定

、
工

事
時

期
を

計
画

し
て

い
く

。
今

後
、

画
像

診
断

の
有

効
活

用
と

し
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

へ
の

技
術

導
入

や
地

域
医

療
機

関
等

と
の

画
像

共
有

等
を

進
め

て
い

き
、

よ
り

ス
ム

ー
ズ

な
地

域
医

療
連

携
に

寄
与

し
て

い
く

。

ウ
 
耐

用
年

数
越

え
を

迎
え

る
放

射
線

治
療

機
器

及
び

撮
影

機
器

が
今

後
続

出
す

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

国
指

定
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

そ
の

責
務

を
市

民
に

果
た

す
た

め
に

、
放

射
線

治
療

機
器

の
よ

り
高

度
な

治
療

技
術

、
高

精
度

及
び

安
全

性
を

担
保

す
る

た
め

に
早

期
に

機
種

選
定

、
工

事
時

期
を

計
画

し
て

い
く

。
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

に
つ

い
て

も
よ

り
高

磁
場

化
が

進
み

、
新

た
な

撮
影

法
も

開
発

臨
床

応
用

さ
れ

て
い

る
昨

今
、

導
入

後
1
4
 
年

を
経

過
し

た
1
.
5
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
更

新
を

3
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

へ
更

新
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

今
後

の
画

像
診

断
の

方
向

性
は

断
層

画

ウ
　

国
指

定
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

そ
の

責
務

を
果

た
す

べ
く

、
放

射
線

治
療

機
器

（
リ

ニ
ア

ッ
ク

）
及

び
Ｐ

Ｅ
Ｔ

-
Ｃ

Ｔ
を

更
新

し
、

よ
り

高
度

な
治

療
が

実
施

可
能

な
体

制
を

確
立

し
た

。
9
月

に
Ｐ

Ｅ
Ｔ

撮
影

を
再

開
、

1
2

月
に

は
新

た
な

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ｐ

Ｅ
Ｔ

撮
影

も
開

始
し

、
放

射
線

治
療

は
令

和
7
年

4
月

か
ら

再
開

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
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エ
 
医

療
情

報
Ｄ

Ｗ
Ｈ

シ
ス

テ
ム

の
強

化
を

行
い

、
電

子
カ

ル
テ

及
び

医
事

以
外

の
部

門
シ

ス
テ

ム
と

接
続

し
、

経
営

分
析

判
断

に
活

用
で

き
る

定
義

を
決

定
し

、
５

～
１

０
年

先
を

見
据

え
た

デ
ー

ダ
ベ

ー
ス

を
構

築
し

、
臨

床
研

究
及

び
経

営
分

析
に

活
用

す
る

。

エ
 
新

た
な

医
療

情
報

Ｄ
Ｗ

Ｈ
シ

ス
テ

ム
を

導
入

、
活

用
を

開
始

し
、

各
部

署
で

も
デ

ー
タ

抽
出

が
簡

便
と

な
る

体
制

を
構

築
し

た
。

今
後

さ
ら

な
る

活
用

及
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

に
向

け
、

情
報

提
供

等
を

促
進

し
て

い
く

。

像
診

断
と

し
て

Ｃ
Ｔ

よ
り

も
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
適

応
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

が
想

定
さ

れ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
を

さ
ら

に
1
 
台

増
設

し
、

3
 
台

体
制

と
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
く

。
今

後
、

画
像

診
断

の
有

効
活

用
と

し
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

へ
の

技
術

導
入

や
地

域
医

療
機

関
等

と
の

画
像

共
有

等
を

進
め

て
い

き
、

よ
り

ス
ム

ー
ズ

な
地

域
医

療
連

携
に

寄
与

し
て

い
く

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

病
床

稼
働

率
（

％
） ※
許

可
病

床
ベ

ー
ス

総
手

術
件

数
（

件
）

7
,
4
6
6

7
,
5
0
0

7
,
6
4
7

1
0
2
.
0
%

全
身

麻
酔

件
数

（
件

）
3
,
6
0
2

3
,
6
0
0

3
,
8
4
9

1
0
6
.
9
%

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

手
術

室
稼

働
率

（
％

）
6
2
.
8

7
0
.
0

7
2
.
2

1
0
3
.
1
%

ダ
ビ

ン
チ

（
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
）

手
術

実
施

件
数

（
件

）
2
3
8

2
0
0

3
2
2

1
6
1
.
0
%

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

I
M
R
T
）

件
数

（
件

）
3
,
1
4
2

2
,
0
0
0

1
,
0
6
6

5
3
.
3
%

I
C
U
（

特
定

集
中

治
療

室
）

管
理

件
数

（
件

）
2
,
5
7
6

2
,
9
2
0

2
,
6
6
7

9
1
.
3
%

8
8
.
0

8
2
.
4

9
3
.
6
%

7
8
.
9
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
パ

ス
の

見
直

し
や

、
新

た
に

「
下

り
搬

送
」

を
開

始
し

た
こ

と
も

あ
り

、
病

床
稼

働
率

は
達

成
す

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

が
、

手
術

室
で

の
手

術
件

数
、

と
く

に
全

身
麻

酔
下

手
術

の
件

数
が

増
え

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
室

の
稼

働
率

も
計

画
を

達
成

し
た

。
ダ

ビ
ン

チ
手

術
実

施
件

数
が

増
え

、
さ

ら
に

産
婦

人
科

も
ダ

ビ
ン

チ
手

術
を

実
施

す
る

こ
と

か
ら

、
1
1
月

に
2
台

目
を

導
入

し
、

さ
ら

に
件

数
増

と
な

っ
た

。
　

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

件
数

は
、

リ
ニ

ア
ッ

ク
更

新
に

よ
り

件
数

は
伸

び
な

か
っ

た
。

　
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
管

理
件

数
は

計
画

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
、

昨
年

度
の

件
数

を
上

回
る

こ
と

は
出

来
た

。
　

前
年

度
以

上
に

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
の

手
術

件
数

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
自

己
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

1
）

人
材

の
確

保

中
期

目
標

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

医
療

水
準

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
優

秀
な

医
師

、
看

護
師

及
び

医
療

技
術

職
員

の
安

定
確

保
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
病

院
特

有
の

事
務

に
精

通
し

た
職

員
を

確
保

し
、

事
務

部
門

の
職

務
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
専

攻
医

に
つ

い
て

は
前

年
度

に
引

き
続

き
、

関
連

大
学

へ
の

働
き

か
け

や
広

報
を

強
化

し
、

医
師

数
の

確
保

に
取

組
ん

だ
結

果
、

計
画

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

看
護

師
に

つ
い

て
は

、
離

職
率

は
微

増
で

あ
る

も
の

の
採

用
試

験
の

時
期

を
見

直
す

等
の

手
法

を
取

り
入

れ
、

採
用

数
確

保
に

努
め

こ
と

か
ら

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

◎
3

ア
　

研
修

医
室

に
引

き
続

き
、

医
局

の
改

修
も

行
い

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

が
完

成
し

た
。

研
修

医
の

応
募

件
数

は
7
0
件

（
前

年
8
1
件

）
と

前
年

は
下

回
っ

た
も

の
の

引
き

続
き

多
く

の
応

募
が

あ
り

、
研

修
医

の
枠

増
員

（
7
名

→
8
名

）
に

も
つ

な
が

っ
た

。

ア
 
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

の
確

保
（

量
の

確
保

）
と

機
能

充
実

・
拡

充
（

質
の

向
上

）
を

継
続

し
て

い
く

。
優

秀
な

人
材

を
確

保
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
①

研
修

医
室

の
整

備
・

拡
充

を
図

る
。

②
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
及

び
論

文
の

オ
ン

ラ
イ

ン
検

索
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

る
。

③
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

う
え

で
必

要
な

医
師

を
確

保
す

る
。

ア
 
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

の
確

保
（

量
の

確
保

）
と

機
能

充
実

・
拡

充
（

質
の

向
上

）
を

継
続

し
て

い
く

。
優

秀
な

人
材

を
確

保
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
1
）

医
局

・
臨

床
研

修
医

室
の

美
化

及
び

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
継

続
す

る
。

2
）

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

及
び

論
文

の
オ

ン
ラ

イ
ン

検
索

シ
ス

テ
ム

の
充

実
を

目
的

に
導

入
し

た
「

今
日

の
臨

床
サ

ポ
ー

ト
」

に
つ

い
て

更
な

る
有

効
活

用
を

図
る

。
3
）

関
連

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
中

心
に

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
う

え
で

必
要

な
医
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イ
　

事
務

職
に

つ
い

て
、

将
来

を
見

据
え

た
体

制
構

築
を

図
る

観
点

か
ら

、
若

年
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
採

用
活

動
を

行
い

、
年

間
を

通
じ

て
中

途
採

用
試

験
を

実
施

し
た

。
結

果
と

し
て

、
令

和
７

年
度

新
規

採
用

１
名

の
み

で
あ

っ
た

。
残

念
な

が
ら

退
職

者
も

出
た

た
め

、
次

年
度

の
新

規
採

用
含

め
、

引
き

続
き

採
用

活
動

を
継

続
す

る
。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

度
の

新
規

採
用

者
が

予
定

数
を

確
保

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
受

け
、

採
用

試
験

の
時

期
を

早
め

る
な

ど
の

取
組

を
行

い
、

令
和

7
年

度
新

規
採

用
者

は
予

定
数

を
確

保
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
働

き
続

け
る

こ
と

の
で

き
る

環
境

の
整

備
、

非
常

勤
嘱

託
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

体
制

維
持

に
必

要
な

人
員

確
保

に
努

め
る

。

・
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

施
設

基
準

の
取

得
に

よ
る

収
益

増
を

図
る

。

イ
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

自
ら

課
題

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
に

病
院

運
営

の
中

核
を

担
っ

て
い

け
る

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

・
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

施
設

基
準

の
取

得
に

よ
る

収
益

増
を

図
る

。

イ
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

自
ら

課
題

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
に

病
院

運
営

の
中

核
を

担
っ

て
い

け
る

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
看

護
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
を

開
催

し
、

働
き

続
け

る
こ

と
の

で
き

る
環

境
の

整
備

、
非

常
勤

嘱
託

の
活

用
な

ど
に

よ
り

、
体

制
維

持
に

必
要

な
人

員
確

保
に

努
め

る
。

師
を

確
保

す
る

。
4
）

研
修

医
・

専
攻

医
募

集
専

門
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

な
る

充
実

及
び

広
報

活
動

の
活

発
化

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

医
師

数
（

専
攻

医
含

む
）

（
人

）
1
55

14
8

16
5

11
1.

5
%

看
護

師
離

職
率

（
％

）
10

.5
10

.
0％

以
内

1
1.

0
-
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
昨

年
に

引
き

続
き

、
研

修
医

の
応

募
多

数
を

維
持

す
る

な
ど

、
優

秀
な

人
材

確
保

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
ま

た
昨

年
度

、
予

定
数

の
確

保
に

至
ら

な
か

っ
た

新
規

採
用

の
看

護
師

も
、

採
用

試
験

の
早

期
化

な
ど

の
工

夫
も

あ
り

、
次

年
度

予
定

数
の

確
保

に
つ

な
が

っ
た

。
人

員
の

確
保

が
出

来
な

か
っ

た
薬

剤
師

、
事

務
職

員
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
派

遣
を

活
用

し
て

体
制

を
維

持
し

た
。

以
上

の
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

2
）

人
材

の
育

成

ア
　

質
の

高
い

医
療

の
提

供
の

た
め

優
秀

な
人

材
確

保
、

定
着

、
育

成
に

引
き

続
き

努
め

た
。

研
修

医
か

ら
当

セ
ン

タ
ー

の
専

攻
医

に
な

っ
た

者
も

2
名

お
り

、
定

着
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
看

護
師

採
用

に
お

い
て

も
、

当
セ

ン
タ

ー
の

研
修

制
度

や
、

見
学

等
で

後
輩

を
指

導
す

る
現

場
を

見
て

魅
力

を
感

じ
、

募
集

し
て

く
る

者
が

多
い

こ
と

か
ら

も
、

看
護

師
の

研
修

制
度

は
評

価
さ

れ
て

い
る

と
言

え
る

。

中
期

目
標

職
員

の
職

務
能

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

な
ど

役
割

に
応

じ
た

多
様

な
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

を
戦

略
的

・
計

画
的

に
行

う
こ

と
。

特
に

、
職

員
の

意
識

改
革

を
図

る
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

3
人

材
育

成
に

か
か

る
各

指
標

項
目

に
つ

い
て

は
概

ね
達

成
で

き
て

お
り

、
看

護
局

の
ラ

ダ
ー

Ⅱ
以

上
の

割
合

も
前

年
度

よ
り

上
回

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

計
画

を
順

調
に

達
成

し
て

い
る

と
判

断
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
ア

 
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

・
先

輩
が

後
進

の
指

導
育

成
を

積
極

的
に

行
う

体
制

、
風

土
の

醸
成

に
継

続
し

て
取

り
組

む
。
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イ
 
医

務
局

医
師

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
修

医
制

度
及

び
専

門
医

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
医

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

指
導

医
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
最

新
の

知
識

・
技

術
の

取
得

に
繋

が
る

、
学

会
発

表
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

計
画

的
な

資
格

試
験

受
験

を
行

う
。

・
ヒ

ト
を

対
象

と
す

る
医

学
研

究
（

医
師

主
導

治
験

）
等

に
積

極
的

に
参

加
す

る
。

・
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
マ

イ
ン

ド
を

持
つ

医
師

を
育

成
す

る
。

・
昨

年
度

充
実

さ
せ

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
活

用
し

、
研

修
の

質
向

上
を

図
る

。

ウ
 
看

護
局

・
看

護
師

･
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

ウ
　

看
護

師
・

助
産

師
の

看
護

実
践

力
向

上
に

つ
な

げ
る

方
策

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

継
続

教
育

を
企

画
・

運
営

し
、

年
間

を
通

じ
て

滞
り

な
く

実
施

し
た

。
ラ

ダ
ー

Ⅱ
（

リ
ー

ダ
役

割
が

担
え

る
レ

ベ
ル

）
以

上
の

取
得

率
は

、
6
8
.
7
％

で
前

年
度

よ
り

9
.
3
ポ

イ
ン

ト
上

回
っ

た
。

認
定

看
護

師
の

育
成

で
は

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
教

育
課

程
を

1
名

修
了

し
た

。
特

定
看

護
師

は
、

2
5
名

在
籍

し
て

お
り

、
各

部
署

・
部

門
で

活
躍

し
て

い
る

。
引

き
続

き
特

定
看

護
師

の
育

成
を

行
い

、
各

部
署

5
名

程
度

の
特

定
看

護
師

を
配

置
で

き
る

よ
う

に
計

画
し

て
い

く
。

イ
　

今
年

度
の

指
導

医
数

（
延

数
）

は
計

画
に

1
名

届
か

な
か

っ
た

が
、

新
規

取
得

数
は

計
画

を
1

名
上

回
っ

た
。

専
門

医
機

構
の

シ
ー

リ
ン

グ
対

象
と

な
っ

て
い

る
診

療
科

は
複

数
あ

り
、

専
攻

医
の

採
用

を
進

め
て

い
く

上
で

も
、

指
導

医
の

育
成

、
増

員
に

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
患

者
・

家
族

に
良

質
で

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

医
療

の
質

の
確

保
、

地
域

と
の

切
れ

目
の

な
い

イ
 
医

務
局

医
師

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
修

医
制

度
及

び
専

門
医

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
医

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

指
導

医
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
最

新
の

知
識

・
技

術
の

取
得

に
繋

が
る

、
学

会
発

表
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

計
画

的
な

資
格

試
験

受
験

を
行

う
。

ウ
 
看

護
局

・
看

護
師

･
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

・
患

者
・

家
族

に
良

質
で

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

医
療

の
質

の
確

保
、

地
域

と
の

切
れ

目
の

な
い
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オ
　

業
務

拡
大

に
係

る
告

示
研

修
が

計
画

通
り

に
実

施
で

き
、

業
務

タ
ス

ク
シ

フ
ト

を
推

し
進

め
ら

れ
た

。
　

ま
た

、
各

種
専

門
技

師
、

認
定

技
師

の
資

格
取

得
者

が
増

え
、

属
人

化
し

て
い

た
業

務
が

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

エ
　

令
和

６
年

度
は

新
卒

者
３

名
と

既
卒

者
１

名
を

採
用

し
、

薬
剤

師
育

成
に

注
力

し
た

。
ま

た
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
推

進
を

継
続

し
つ

つ
、

日
本

静
脈

経
腸

栄
養

学
会

 
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

専
門

療
法

士
（

薬
剤

師
）

と
日

本
化

学
療

法
学

会
 
抗

菌
化

学
療

法
認

定
薬

剤
師

の
資

格
を

そ
れ

ぞ
れ

1
名

が
取

得
し

た
。

エ
 
薬

剤
部

薬
剤

師
研

修
制

度
の

動
向

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
、

若
手

薬
剤

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

専
門

薬
剤

師
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

新
人

薬
剤

師
教

育
や

実
務

実
習

生
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
を

推
進

す
る

。

オ
 
医

療
技

術
局

そ
れ

ぞ
れ

の
領

域
の

専
門

技
師

・
認

定
技

師
等

の
資

格
取

得
、

資
格

維
持

に
繋

が
る

各
種

学
会

や
研

修
会

の
参

加
を

促
し

、
医

療
技

術
職

と
し

て
、

専
門

的
な

知
識

と
技

術
を

高
め

最
新

の
医

療
技

術
、

医
療

機
器

に
対

応
で

き
る

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

今
年

度
は

業
務

タ
ス

ク
シ

フ
ト

を
行

う
こ

と
を

前
提

に
、

学
術

研
修

旅
費

の
増

額
を

行
い

更
な

る
技

術
向

上
を

図
る

。

ケ
ア

の
推

進
に

向
け

、
専

門
・

認
定

看
護

師
、

特
定

看
護

師
及

び
認

定
看

護
管

理
者

の
育

成
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

新
設

さ
れ

た
大

学
院

進
学

制
度

を
活

用
し

、
人

材
の

育
成

に
努

め
る

。

エ
 
薬

剤
部

薬
剤

師
に

つ
い

て
は

、
薬

剤
師

研
修

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
薬

剤
師

の
育

成
を

図
る

こ
と

に
加

え
て

、
専

門
薬

剤
師

の
育

成
も

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
新

人
薬

剤
師

教
育

や
実

務
実

習
生

に
対

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

及
び

充
実

を
図

り
、

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

オ
 
医

療
技

術
局

医
療

技
術

局
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

領
域

の
専

門
技

師
・

認
定

技
師

等
の

資
格

取
得

、
資

格
維

持
に

繋
が

る
各

種
学

会
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

医
療

技
術

職
と

し
て

、
専

門
的

な
知

識
と

技
術

を
高

め
最

新
の

医
療

技
術

、
医

療
機

器
に

対
応

で
き

る
人

材
育

成
に

取
り

組
む

。

ケ
ア

の
推

進
に

向
け

活
動

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

専
門

・
認

定
看

護
師

及
び

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
看

護
師

の
特

定
行

為
の

導
入

に
向

け
て

準
備

を
進

め
る

。
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
指

導
医

の
延

数
は

計
画

を
1
名

上
回

り
、

看
護

局
の

ラ
ダ

ー
Ⅱ

以
上

の
割

合
は

前
年

度
9
.
3
ポ

イ
ン

ト
上

回
っ

た
。

薬
務

部
に

お
い

て
も

新
た

な
資

格
取

得
者

2
名

、
医

療
技

術
局

も
資

格
取

得
者

が
増

え
た

こ
と

で
タ

ス
ク

シ
フ

ト
と

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
事

務
局

に
お

い
て

も
学

会
発

表
、

研
修

参
加

に
よ

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

。
全

職
種

に
お

い
て

人
材

育
成

を
着

実
に

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

カ
 
事

務
局

計
画

的
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
進

め
、

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

院
内

の
連

携
強

化
を

図
り

、
広

い
視

野
で

病
院

全
体

を
見

渡
す

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

カ
　

管
理

職
含

め
、

人
事

異
動

に
よ

り
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
と

体
制

強
化

を
図

っ
た

。
ま

た
、

全
国

自
治

体
病

院
学

会
で

の
発

表
や

各
種

研
修

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

と
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

若
年

層
の

職
員

の
育

成
を

目
的

と
し

て
課

を
跨

ぐ
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
重

点
施

策
を

担
う

所
属

は
人

員
の

増
員

を
図

っ
た

。

カ
 
事

務
局

計
画

的
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
進

め
、

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

院
内

の
連

携
強

化
を

図
り

、
広

い
視

野
で

病
院

全
体

を
見

渡
す

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

・
医

事
課

に
つ

い
て

は
内

製
化

し
た

入
院

医
療

事
務

の
充

実
を

図
る

。
外

来
医

療
事

務
に

つ
い

て
は

必
要

最
低

限
の

内
製

化
を

行
い

、
業

務
委

託
を

継
続

す
る

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

指
導
医

数
（

人
）

※
延

数
（

領
域

毎
に

カ
ウ

ン
ト

）
1
7
0

1
7
0

1
7
1

1
0
0
.
6
%

（
う
ち

新
規

取
得

数
）

（
人

）
7

3
3

1
0
0
.
0
%

専
門
、

認
定

看
護

師
、

認
定

看
護

管
理

者
数
（

人
）

2
8

2
8

2
6

9
2
.
9
%
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

3
）

人
事

給
与

制
度

ア
 
令

和
6
年

度
診

療
報

酬
改

定
の

重
点

項
目

で
あ

る
、

各
職

種
へ

の
処

遇
改

善
に

つ
い

て
、

制
度

に
基

づ
き

実
施

す
る

。
看

護
補

助
者

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

2
月

か
ら

5
月

に
つ

い
て

は
、

補
助

金
制

度
に

よ
り

先
行

し
て

処
遇

改
善

を
実

施
す

る
。

イ
 
中

期
計

画
の

実
現

に
向

け
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、

人
材

育
成

、
経

営
意

識
の

向
上

を
柱

と
し

た
、

人
事

評
価

制
度

を
浸

透
さ

せ
て

い
く

。

イ
 
職

員
給

与
の

適
正

化
に

向
け

て
、

同
規

模
病

院
を

参
考

に
持

続
可

能
な

給
与

制
度

を
構

築
し

、
職

員
一

人
一

人
が

働
き

甲
斐

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
営

状
況

や
人

事
評

価
等

に
よ

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
す

る
。

3

ウ
 
職

員
給

与
の

適
正

化
に

向
け

て
、

同
規

模
病

院
を

参
考

に
持

続
可

能
な

給
与

制
度

を
構

築
し

、
職

員
一

人
一

人
が

働
き

甲
斐

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
営

状
況

や
人

事
評

価
等

に
よ

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
す

る
。

ア
 
中

期
計

画
の

実
現

に
向

け
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、

人
材

育
成

、
経

営
意

識
の

向
上

を
柱

と
し

た
、

人
事

評
価

制
度

の
本

格
的

実
施

に
取

り
組

む
。

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
3

ア
　

「
令

和
６

年
度

診
療

報
酬

改
定

に
お

け
る

賃
上

げ
（

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

評
価

料
）

」
を

活
用

し
、

令
和

６
年

４
月

に
遡

及
し

て
医

療
従

事
者

の
賃

上
げ

を
実

施
し

た
。

看
護

補
助

者
に

つ
い

て
は

、
「

看
護

補
助

者
処

遇
改

善
事

業
」

の
補

助
金

を
財

源
と

し
て

令
和

６
年

２
月

か
ら

５
月

に
処

遇
改

善
手

当
を

支
給

し
た

。

イ
　

令
和

４
年

度
に

本
格

導
入

し
た

人
事

評
価

制
度

の
定

着
と

浸
透

を
図

り
な

が
ら

、
制

度
の

運
用

を
継

続
し

て
い

る
。

進
捗

の
遅

れ
が

見
ら

れ
る

と
、

本
人

及
び

所
属

長
に

連
絡

し
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通

り
進

む
よ

う
努

め
た

。

ウ
　

物
価

高
騰

お
よ

び
民

間
給

与
の

水
準

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

「
令

和
６

年
度

診
療

報
酬

改
定

に
お

け
る

賃
上

げ
（

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

評
価

料
）

」
を

活
用

し
、

令
和

６
年

４
月

に
遡

及
し

て
医

療
従

事
者

の
賃

上
げ

を
実

施
し

た
。

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

つ
い

て
は

令
和

９
年

度
に

処
遇

反
映

で
き

る
よ

う
人

事
評

価
委

員
会

で
検

討
を

行
っ

た
。

中
期

目
標

ア
 
職

員
の

業
務

や
能

力
を

適
切

に
評

価
で

き
る

人
事

評
価

制
度

の
構

築
を

検
討

す
る

こ
と

。
イ

 
職

員
の

給
与

は
、

当
該

職
員

の
勤

務
成

績
や

法
人

の
業

務
実

績
を

考
慮

し
、

か
つ

、
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
さ

せ
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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ウ
 
働

き
方

改
革

の
推

進
に

向
け

て
、

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
と

労
働

時
間

の
適

正
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

特
に

、
長

時
間

労
働

に
起

因
す

る
健

康
障

害
の

防
止

に
努

め
る

。

エ
 
優

秀
な

成
績

を
残

し
た

所
属

や
職

員
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

組
織

の
活

性
化

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

。

エ
 
働

き
方

改
革

の
推

進
に

向
け

て
、

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
と

労
働

時
間

の
適

正
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

特
に

、
長

時
間

労
働

に
起

因
す

る
健

康
障

害
の

防
止

に
努

め
る

。

オ
 
優

秀
な

成
績

を
残

し
た

所
属

や
職

員
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

組
織

の
活

性
化

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

。

（
自

己
評

価
理

由
）

 
診

療
報

酬
改

定
に

伴
う

賃
上

げ
の

実
施

、
お

よ
び

処
遇

改
善

手
当

の
支

給
を

行
っ

た
。

人
事

評
価

制
度

に
つ

い
て

は
、

制
度

の
浸

透
を

図
る

と
と

も
に

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

に
つ

い
て

も
令

和
９

年
度

で
の

処
遇

反
映

を
目

標
と

す
る

こ
と

を
人

事
評

価
委

員
会

で
検

討
し

た
。

　
上

記
の

通
り

賃
上

げ
と

と
も

に
人

事
評

価
と

の
連

動
に

つ
い

て
も

検
討

を
進

め
て

い
る

こ
と

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

エ
　

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
日

数
を

労
働

安
全

衛
生

委
員

会
及

び
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
等

推
進

委
員

会
に

報
告

し
取

得
促

進
に

努
め

た
。

長
時

間
労

働
が

見
込

ま
れ

る
職

員
に

対
し

て
は

医
療

法
に

基
づ

き
面

接
指

導
を

実
施

し
た

。

オ
　

臨
床

研
修

管
理

委
員

会
主

導
で

投
票

を
行

い
、

最
優

秀
研

修
医

（
１

年
次

・
２

年
次

）
及

び
最

優
秀

指
導

医
の

表
彰

を
行

っ
た

。
ま

た
診

療
録

管
理

委
員

会
よ

り
ベ

ス
ト

カ
ル

テ
表

彰
を

実
施

し
た

。

項
　

目
令

和
5
年
度
実
績

令
和
6
年
度
計
画

令
和
6
年
度
実
績

達
成
率

人
事

評
価

制
度

の
実

施
実

施
実

施
実

施
-
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

4
）

職
員

満
足

度
の

向
上

中
期

目
標

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

働
き

や
す

い
就

労
環

境
の

整
備

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
職

員
が

満
足

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
定

期
的

に
測

定
し

、
適

切
に

評
価

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

結
果

を
現

場
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
職

員
が

明
確

な
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

 
支

援
す

る
と

と
も

に
 
、

自
己

研
鑚

を
推

進
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

男
性

育
休

取
得

率
及

び
院

内
保

育
所

受
入

人
数

が
前

年
度

よ
り

増
加

し
て

い
る

点
、

有
給

休
暇

取
得

日
数

及
び

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

に
お

い
て

計
画

値
を

達
成

し
て

い
る

点
を

評
価

し
、

「
３

」
と

し
た

。
な

お
、

有
給

休
暇

取
得

率
も

7
3
.
1
％

と
な

り
、

前
年

度
の

7
2
.
9
％

よ
り

増
加

し
て

い
る

。

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

向
け

、
就

労
環

境
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
子

育
て

や
介

護
に

資
す

る
制

度
に

つ
い

て
、

利
用

者
だ

け
で

は
な

く
全

て
の

職
員

が
理

解
を

深
め

、
多

様
な

働
き

方
を

認
め

合
い

、
制

度
の

利
用

と
職

場
復

帰
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
優

秀
な

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
、

医
務

局
・

研
修

医
室

の
美

化
、

研
修

機
器

や
設

備
の

整
備

を
継

続
す

る
。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

向
け

、
就

労
環

境
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
子

育
て

や
介

護
に

資
す

る
制

度
に

つ
い

て
、

利
用

者
だ

け
で

は
な

く
全

て
の

職
員

が
理

解
を

深
め

、
多

様
な

働
き

方
を

認
め

合
い

、
制

度
の

利
用

と
職

場
復

帰
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
優

秀
な

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
、

医
務

局
・

研
修

医
室

の
美

化
と

研
修

機
器

や
設

備
を

整
備

す
る

。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

3
3

ア
　

職
員

の
仕

事
と

育
児

・
介

護
を

両
立

で
き

る
職

場
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
育

児
・

介
護

休
業

法
等

が
改

正
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

規
程

お
よ

び
就

業
規

則
の

改
正

を
お

こ
な

っ
た

。

・
医

師
執

務
室

で
あ

る
医

務
局

を
改

修
し

、
美

化
の

向
上

、
職

場
環

境
の

改
善

を
お

こ
な

っ
た

。

・
医

師
の

働
き

方
改

革
に

よ
る

時
間

外
の

上
限

規
制

適
用

に
と

も
な

い
、

3
6
協

定
の

遵
守

お
よ

び
医

師
の

意
識

改
革

を
図

る
た

め
、

一
定

の
時

間
外

時
間

に
達

し
た

職
員

を
対

象
に

、
月

途
中

と
月

初
め

に
時

間
外

ア
ラ

ー
ト

を
発

出
し

た
。
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ウ
 
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
設

け
、

各
職

種
の

専
門

、
認

定
資

格
取

得
を

促
進

し
、

患
者

に
質

の
高

い
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

・
外

来
診

療
に

お
い

て
国

（
診

療
報

酬
制

度
）

が
進

め
て

い
る

「
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

」
及

び
「

専
門

外
来

の
確

保
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

及
び

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
を

図
る

。

イ
 
職

員
満

足
度

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
職

員
の

意
見

、
要

望
を

よ
り

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

。

ウ
 
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
設

け
、

各
職

種
の

専
門

、
認

定
資

格
取

得
を

促
進

し
、

患
者

に
質

の
高

い
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

・
外

来
診

療
に

お
い

て
国

（
診

療
報

酬
制

度
）

が
進

め
て

い
る

「
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

」
及

び
「

専
門

外
来

の
確

保
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

及
び

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
を

図
る

。

イ
 
職

員
満

足
度

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
職

員
の

意
見

、
要

望
を

よ
り

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

。

※
年

休
+
W
L
B

・
医

療
従

事
者

負
担

軽
減

委
員

会
に

お
い

て
、

医
療

従
事

者
負

担
軽

減
計

画
を

策
定

し
タ

ス
ク

シ
フ

ト
を

推
進

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

改
善

を
図

っ
た

。

・
令

和
６

年
度

の
新

規
申

込
件

数
は

2
5
件

と
、

前
年

度
の

2
2
件

を
上

回
っ

た
。

2
か

月
に

1
回

の
定

例
会

議
を

実
施

し
、

保
育

所
の

運
営

状
況

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

っ
た

。

イ
　

調
査

結
果

を
前

年
度

と
比

較
し

、
委

員
会

に
て

協
議

検
討

を
行

い
、

特
に

調
査

結
果

が
下

が
っ

て
い

る
項

目
に

つ
い

て
は

、
各

所
属

に
お

い
て

も
検

討
し

改
善

策
を

実
施

し
た

。

ウ
　

よ
り

専
門

的
な

技
術

の
取

得
や

知
識

の
向

上
を

目
的

と
し

て
取

得
し

た
専

門
・

認
定

資
格

に
対

し
、

「
資

格
業

務
手

当
」

を
継

続
し

て
支

給
し

た
。

項
　

目
令

和
5年

度
実

績
令

和
6年

度
計

画
令

和
6年

度
実

績
達

成
率

三
六

協
定

の
締

結
の

有
無

継
続

継
続

継
続

-

（
医

師
）

時
間

外
労

働
上

限
規

制
（

年
72

0時
間

）
超

え
の

医
師

数
（

％
）

6.
0

0.
0

7.
5

-

有
給

休
暇

取
得

日
数

（
日

）
※

20
.3

17
.0

20
.1

11
8.

2%

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
60

％
以

上
）

未
達

成
（

56
%

）
達

成
達

成
（

63
％

）
-
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
医

師
の

時
間

外
に

つ
い

て
は

、
緊

急
対

応
に

限
り

9
6
0
時

間
ま

で
認

め
る

運
用

に
し

た
こ

と
で

、
7
2
0
時

間
超

が
増

え
た

も
の

の
、

一
定

時
間

に
達

し
た

医
師

へ
の

ア
ラ

ー
ト

を
適

時
発

出
す

る
よ

う
に

し
た

こ
と

、
有

給
取

得
日

数
が

計
画

値
を

超
え

、
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト

の
満

足
度

も
計

画
値

に
達

し
た

こ
と

を
受

け
、

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
1
 
経

営
基

盤
の

確
立

中
期

目
標

ア
 
毎

年
度

の
経

常
収

支
比

率
を

改
善

す
る

こ
と

。
イ

 
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
政

策
医

療
、

急
性

期
医

療
を

継
続

的
に

安
定

し
て

提
供

し
つ

つ
、

第
1

期
中

期
計

画
期

間
中

に
整

備
し

た
人

的
及

び
物

的
な

医
療

資
源

を
最

大
限

有
効

活
用

し
、

早
期

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

イ
 
資

金
計

画
に

基
づ

き
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

。

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
政

策
医

療
、

急
性

期
医

療
を

継
続

的
に

安
定

し
て

提
供

し
つ

つ
、

第
1
期

中
期

計
画

期
間

中
に

整
備

し
た

人
的

及
び

物
的

な
医

療
資

源
を

最
大

限
有

効
活

用
し

、
毎

年
度

の
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

す
。

イ
 
資

金
計

画
に

基
づ

き
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

。

前
年

度
と

同
じ

く
、

経
常

収
支

比
率

、
医

業
収

支
比

率
と

も
に

計
画

を
達

成
で

き
ず

、
約

1
2
億

円
の

経
常

損
失

と
な

っ
た

た
め

、
評

価
は

前
年

度
と

同
じ

く
「

２
」

と
し

た
。

2
2

ア
　

令
和

5
年

度
に

比
べ

8
億

円
弱

の
収

益
増

と
な

っ
た

も
の

の
、

人
件

費
や

物
価

の
高

騰
と

そ
れ

に
伴

う
委

託
費

・
消

費
税

増
、

さ
ら

に
新

た
な

機
器

導
入

に
伴

う
保

守
料

（
委

託
費

）
や

減
価

償
却

費
の

発
生

な
ど

、
収

益
増

を
超

え
る

費
用

負
担

増
に

よ
り

、
結

果
的

に
1
1
億

円
を

超
え

る
赤

字
と

な
っ

た
。

昨
年

度
も

大
阪

府
下

の
公

立
病

院
や

他
の

地
独

病
院

と
比

べ
る

と
、

む
し

ろ
良

い
状

況
で

は
あ

っ
た

が
、

赤
字

へ
と

転
落

し
、

令
和

6
年

度
は

そ
れ

を
さ

ら
に

下
回

る
結

果
と

な
っ

た
。

　
こ

れ
ま

で
の

よ
う

に
収

益
増

を
優

先
す

る
だ

け
で

は
、

黒
字

が
見

通
せ

な
く

な
っ

て
き

て
お

り
、

科
別

の
収

支
も

算
出

、
検

討
す

る
必

要
性

が
出

て
き

て
い

る
。

イ
　

新
た

な
高

額
機

器
の

導
入

（
Ｐ

Ｅ
Ｔ

-
Ｃ

Ｔ
、

ダ
ビ

ン
チ

2
台

目
、

リ
ニ

ア
ッ

ク
）

も
あ

り
、

ま
た

、
長

期
借

入
金

の
借

入
れ

が
年

度
を

跨
い

だ
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
医

療
セ

ン
タ

ー
単

独
ベ

ー
ス

の
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
に

お
い

て
、

1
7
.
8
億

円
の

減
少

と
な

っ
た

が
、

期
末

残
高

は
、

な
お

5
7
.
6
億

円
を

確
保

し
て

い
る

。
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※

公
立

病
院

経
営

強
化

プ
ラ

ン
を

兼
ね

る
に

当
た

り
追

加

（
自

己
評

価
理

由
）

　
前

年
度

に
比

べ
、

収
益

は
大

き
く

伸
ば

し
た

も
の

の
、

人
件

費
増

大
や

材
料

費
を

は
じ

め
と

す
る

物
価

高
騰

の
影

響
に

よ
り

、
各

収
支

比
率

は
計

画
に

届
か

な
か

っ
た

。
　

し
か

し
令

和
５

年
度

の
地

独
病

院
と

の
比

較
に

お
い

て
は

、
当

セ
ン

タ
ー

は
上

位
に

あ
り

、
令

和
６

年
度

も
各

比
率

の
達

成
率

と
し

て
は

9
5
％

を
超

え
て

い
る

。
ま

た
、

現
預

金
も

令
和

６
年

度
は

減
少

は
し

た
も

の
の

、
年

度
末

に
お

い
て

資
金

残
高

は
法

人
全

体
で

7
3
億

円
で

あ
り

、
危

険
水

域
で

は
な

い
が

、
収

益
ベ

ー
ス

で
1
2
億

円
も

の
赤

字
と

な
っ

た
こ

と
や

経
常

収
支

比
率

が
悪

化
し

た
こ

と
な

ど
を

踏
ま

え
、

自
己

評
価

は
「

２
」

と
し

た
。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

経
常

収
支

比
率

（
％

）
9
6
.
3

9
7
.
2

9
4
.
4

9
7
.
1
%

医
業

収
支

比
率

（
％

）
1
0
1
.
1

1
0
6
.
5

1
0
1
.
9

9
5
.
7
%

修
正

医
業

収
支

比
率

（
％

）
※

－
9
9
.
5

9
6
.
2

9
6
.
7
%
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
2
 
収

入
の

確
保

中
期

目
標

ア
 
法

改
正

や
診

療
報

酬
改

定
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

し
、

新
た

な
基

準
・

加
算

の
取

得
な

ど
に

よ
り

収
益

を
確

保
す

る
こ

と
。

イ
 
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

新
規

紹
介

患
者

の
増

加
を

図
り

 
、

 
新

規
入

院
患

者
の

増
加

及
び

病
床

利
用

率
の

向
上

に
よ

る
増

収
を

目
指

す
こ

と
。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
と

精
度

向
上

を
図

り
、

 
適

切
な

診
療

報
酬

の
請

求
に

努
め

る
こ

と
。

エ
 
未

収
金

の
未

然
防

止
対

策
及

び
早

期
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

オ
 
診

療
報

酬
に

よ
ら

な
い

料
金

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
原

価
や

周
辺

施
設

と
の

均
衡

な
ど

を
考

慮
し

、
適

時
、

適
切

な
改

定
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

◎
2

2
入

院
単

価
及

び
新

入
院

患
者

・
延

べ
入

院
患

者
数

の
増

加
が

要
因

と
な

り
、

医
業

収
益

が
前

年
度

よ
り

伸
び

た
。

ま
た

、
未

収
金

に
お

い
て

も
未

収
対

策
の

効
果

も
あ

り
、

前
年

度
よ

り
改

善
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

が
入

院
診

療
収

益
及

び
外

来
診

療
収

益
と

も
に

計
画

を
達

成
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

評
価

は
前

年
度

と
同

じ
く

「
２

」
と

し
た

。

ア
　

令
和

5
年

度
9
月

ま
で

の
結

果
お

よ
び

新
た

な
施

設
基

準
取

得
を

受
け

て
、

D
P
C
係

数
は

1
.
5
5
1
8
ま

で
上

昇
し

た
。

さ
ら

に
、

経
営

に
大

き
く

影
響

す
る

急
性

期
充

実
体

制
加

算
を

継
続

す
る

た
め

に
、

要
件

の
う

ち
注

視
が

必
要

な
項

目
に

つ
い

て
は

毎
週

、
毎

月
確

認
す

る
こ

と
で

、
令

和
７

年
度

も
継

続
し

て
取

得
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

　
ま

た
、

パ
ス

の
見

直
し

を
行

う
な

ど
、

効
率

化
係

数
を

上
げ

る
た

め
の

取
組

や
、

救
急

医
療

係
数

を
上

げ
る

た
め

の
取

組
も

実
施

し
、

次
年

度
以

降
の

D
P
C
係

数
向

上
を

図
り

、
取

り
組

ん
だ

。
さ

ら
に

レ
セ

プ
ト

点
検

ソ
フ

ト
を

活
用

し
、

算
定

漏
れ

防
止

対
策

を
行

っ
て

い
る

。
地

味
で

は
あ

る
が

入
力

者
と

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
ク

者
と

の
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

体
制

で
収

益
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

ア
 
２

年
毎

の
診

療
報

酬
制

度
改

定
に

的
確

、
適

正
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
常

に
施

設
基

準
・

管
理

加
算

等
の

要
件

の
変

更
な

ど
に

細
心

の
注

意
を

払
い

つ
つ

、
必

要
な

人
材

の
確

保
を

図
る

な
ど

、
収

益
向

上
に

有
効

な
対

策
を

講
じ

る
。

ア
 
令

和
6
年

度
の

診
療

報
酬

制
度

改
定

に
的

確
、

適
正

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

常
に

施
設

基
準

・
管

理
加

算
等

の
要

件
の

変
更

な
ど

に
細

心
の

注
意

を
払

い
、

必
要

な
人

材
の

確
保

を
図

る
な

ど
、

収
益

向
上

に
有

効
な

対
策

を
講

じ
る

。

・
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
う

ち
の

、
特

に
全

国
平

均
を

下
回

る
複

雑
性

係
数

、
救

急
医

療
係

数
の

向
上

を
図

る
。

・
第

2
 
期

中
期

計
画

期
間

中
に

上
位

基
準

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

特
定

病
院

群
を

目
指

す
。

要
件

資
格

を
持

っ
た

認
定

看
護

師
等

を
確

保
し

、
総

合
体

制
加

算
２

を
取

得
す

る
。

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

う
ち

の
、

特
に

全
国

平
均

を
下

回
る

複
雑

性
係

数
、

救
急

医
療

係
数

の
向

上
を

図
る

た
め

、
各

係
数

に
お

い
て

7
5
～

8
0

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
を

目
標

値
に

設
定

す
る

。
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イ
　

診
療

報
酬

改
定

で
新

た
に

導
入

さ
れ

た
「

救
急

患
者

連
携

搬
送

料
」

を
取

得
す

る
べ

く
、

搬
送

車
の

整
備

と
、

近
隣

医
療

機
関

と
の

提
携

強
化

（
協

定
締

結
）

を
行

い
、

い
わ

ゆ
る

「
下

り
搬

送
」

の
実

施
を

開
始

し
た

。
最

重
要

課
題

と
し

て
き

た
新

入
院

患
者

数
も

延
べ

入
院

患
者

数
も

増
加

し
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
正

化
を

促
進

し
、

入
院

単
価

も
昨

年
度

を
上

回
っ

た
。

ま
た

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

Ⅱ
期

以
内

の
退

院
促

進
に

も
努

め
て

き
た

結
果

、
平

均
在

院
日

数
が

短
縮

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
病

床
稼

働
率

は
想

定
ほ

ど
伸

び
な

か
っ

た
。

な
お

、
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
は

令
和

７
年

度
に

運
用

開
始

と
な

る
。

・
種

々
の

入
院

料
等

加
算

、
医

学
管

理
料

等
加

算
等

を
漏

れ
な

く
入

力
・

算
定

し
、

正
確

な
レ

セ
プ

ト
の

作
成

、
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

請
求

に
繋

げ
る

。
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

す
る

。

イ
 
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

や
救

急
医

療
体

制
の

強
化

に
よ

り
、

新
入

院
患

者
数

の
増

加
を

最
重

要
課

題
と

し
、

退
院

支
援

の
強

化
に

よ
る

病
床

回
転

率
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
入

院
単

価
の

向
上

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
適

正
化

な
ど

、
部

門
ご

と
に

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
達

成
状

況
を

適
宜

確
認

す
る

な
ど

経
営

管
理

を
徹

底
す

る
。

ま
た

、
病

床
管

理
司

令
室

（
コ

マ
ン

ド
セ

ン
タ

ー
）

を
設

置
し

、
病

床
空

き
状

況
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

把
握

化
、

重
症

患
者

の
受

け
入

れ
迅

速
化

、
後

送
病

院
へ

の
転

院
連

携
の

円
滑

化
を

図
り

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
稼

働
率

の
向

上
を

目
指

す
。

・
種

々
の

入
院

料
等

加
算

、
医

学
管

理
料

等
加

算
等

を
漏

れ
な

く
入

力
・

算
定

し
、

正
確

な
レ

セ
プ

ト
の

作
成

、
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

請
求

に
繋

げ
る

。
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

す
る

。

イ
 
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

や
救

急
医

療
体

制
の

強
化

に
よ

り
、

新
入

院
患

者
数

の
増

加
に

努
め

る
と

と
も

に
、

退
院

支
援

の
強

化
に

よ
る

病
床

回
転

率
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
入

院
単

価
の

向
上

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
適

正
化

な
ど

、
部

門
ご

と
に

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
達

成
状

況
を

適
宜

確
認

す
る

な
ど

経
営

管
理

を
徹

底
す

る
。
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エ
　

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
や

救
急

等
の

無
保

険
患

者
へ

の
早

期
対

応
（

介
入

）
を

行
う

こ
と

で
未

収
金

の
防

止
や

早
期

対
応

を
行

っ
た

。
発

生
し

た
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
、

定
期

的
な

督
促

等
行

い
、

医
業

未
収

金
回

収
業

者
と

も
連

携
し

対
応

し
て

い
る

。
未

収
金

額
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
度

よ
り

入
院

外
来

と
も

減
少

し
て

い
る

。

ウ
　

レ
セ

プ
ト

補
助

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
新

た
な

算
定

項
目

が
増

え
た

場
合

、
そ

の
都

度
設

定
変

更
を

行
い

、
適

正
に

対
処

、
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

に
結

び
つ

け
て

い
る

。
昨

年
度

に
導

入
し

た
Ｒ

Ｆ
Ｉ

Ｄ
管

理
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

カ
テ

－
テ

ル
室

で
の

配
置

を
検

討
し

て
い

る
。

エ
 
医

業
未

収
金

の
適

切
な

回
収

・
患

者
に

対
す

る
入

院
時

の
説

明
の

徹
底

や
院

内
連

携
に

よ
り

、
未

収
金

の
発

生
の

防
止

に
努

め
る

と
と

も
に

、
発

生
し

た
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
な

督
促

や
滞

納
者

か
ら

の
承

認
書

の
徴

取
等

、
債

権
の

法
的

保
全

措
置

を
執

り
、

適
切

に
回

収
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

医
業

未
収

金
比

率
（

医
業

収
益

に
対

す
る

個
人

未
収

金
の

割
合

）
の

低
減

に
取

組
む

。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
及

び
院

内
で

の
研

修
や

チ
ェ

ッ
ク

体
制

の
強

化
を

通
じ

て
精

度
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
算

定
控

え
と

な
ら

な
い

よ
う

留
意

す
る

。
・

「
Ｄ

Ｐ
Ｃ

包
括

範
囲

出
来

高
点

数
情

報
」

入
力

の
精

度
向

上
を

図
り

、
病

院
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
・

昨
年

導
入

し
た

R
F
I
D
管

理
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ

り
、

使
用

材
料

の
請

求
漏

れ
防

止
、

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
る

。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
及

び
院

内
で

の
研

修
や

チ
ェ

ッ
ク

体
制

の
強

化
を

通
じ

て
精

度
向

上
を

図
る

。
算

定
控

え
と

な
ら

な
い

よ
う

留
意

す
る

。
・

「
Ｄ

Ｐ
Ｃ

包
括

範
囲

出
来

高
点

数
情

報
」

入
力

の
精

度
向

上
を

図
り

、
病

院
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。

エ
 
医

業
未

収
金

の
適

切
な

回
収

・
患

者
に

対
す

る
入

院
時

の
説

明
の

徹
底

や
院

内
連

携
に

よ
り

、
未

収
金

の
発

生
の

防
止

に
努

め
る

と
と

も
に

、
発

生
し

た
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
な

督
促

や
滞

納
者

か
ら

の
承

認
書

の
徴

取
等

、
債

権
の

法
的

保
全

措
置

を
執

り
、

適
切

に
回

収
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

医
業

未
収

金
比

率
（

医
業

収
益

に
対

す
る

個
人

未
収

金
の

割
合

）
の

低
減

に
取

組
む

。
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
前

年
度

よ
り

入
外

収
益

で
7
億

円
以

上
増

加
し

て
い

る
。

単
価

は
計

画
を

超
え

て
お

り
、

新
入

院
・

延
べ

入
院

患
者

数
に

つ
い

て
も

、
前

年
度

を
大

き
く

上
回

っ
た

。
未

収
金

に
つ

い
て

も
適

切
に

防
止

策
を

講
じ

て
お

り
、

前
年

度
よ

り
未

収
金

額
を

減
少

さ
せ

て
い

る
。

出
産

費
用

に
つ

い
て

も
適

正
化

を
図

っ
た

。
　

前
年

度
に

比
べ

大
き

く
増

収
し

、
収

入
の

確
保

に
努

め
た

も
の

の
、

収
益

の
計

画
値

に
は

至
ら

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
自

己
評

価
は

「
２

」
と

し
た

。

オ
　

室
料

差
額

や
診

断
書

等
は

、
周

辺
の

医
療

機
関

の
自

費
料

金
と

比
較

し
て

い
る

。
令

和
７

年
４

月
よ

り
出

産
費

用
に

つ
い

て
改

訂
す

べ
く

、
地

域
の

医
療

機
関

の
状

況
を

確
認

し
適

正
な

料
金

を
提

示
し

、
了

承
さ

れ
た

。

オ
 
室

料
差

額
、

診
断

書
料

金
な

ど
に

つ
い

て
、

常
に

原
価

を
意

識
し

、
周

辺
病

院
と

の
均

衡
を

考
慮

し
た

う
え

で
料

金
改

定
を

行
う

。

オ
 
室

料
差

額
、

診
断

書
料

金
な

ど
に

つ
い

て
、

常
に

原
価

を
意

識
し

、
周

辺
病

院
と

の
均

衡
を

考
慮

し
た

う
え

で
料

金
改

定
を

行
う

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

入
院

診
療

収
益

（
百

万
円

）
1
2
,
1
5
0

1
3
,
7
6
8

1
2
,
9
4
1

9
4
.
0
%

外
来

診
療

収
益

（
百

万
円

）
5
,
8
7
0

5
,
8
8
5

5
,
8
2
2

9
8
.
9
%

入
院

単
価

（
円

/
日

）
8
0
,
6
7
2

8
2
,
4
0
8

8
2
,
7
1
5

1
0
0
.
4
%

外
来

単
価

（
円

/
日

）
2
6
,
7
1
0

2
5
,
3
5
6

2
6
,
6
3
6

1
0
5
.
0
%

新
入

院
患

者
数

（
人

）
1
4
,
8
6
0

1
5
,
9
5
2

1
5
,
5
9
4

9
7
.
8
%

外
来

新
患

者
数

（
人

）
2
7
,
7
5
9

2
9
,
5
5
0

2
7
,
6
7
5

9
3
.
7
%
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
3
 
費

用
の

節
減

ア
 
第

2
 
期

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

診
療

収
入

の
確

保
見

込
、

職
員

数
及

び
人

件
費

支
出

見
込

に
基

づ
き

、
人

件
費

比
率

を
算

出
し

適
正

な
水

準
を

目
指

し
て

い
く

。
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

、
委

託
等

の
間

接
人

件
費

を
総

人
件

費
の

中
に

入
れ

て
評

価
す

る
。

経
費

節
減

に
つ

い
て

、
理

事
長

の
強

い
指

導
力

の
下

で
、

事
務

内
容

、
予

算
配

分
及

び
人

員
配

置
等

を
弾

力
的

に
対

応
で

き
る

機
動

的
か

つ
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
を

確
立

す
る

。
・

外
来

受
付

業
務

プ
ロ

セ
ス

等
を

改
革

し
、

医
事

等
委

託
費

の
適

正
化

を
図

る
。

人
件

費
や

材
料

費
が

依
然

高
騰

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
が

、
委

託
業

務
の

見
直

し
や

光
熱

水
費

の
削

減
に

努
め

て
い

る
。

ま
た

、
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

の
策

定
に

伴
い

、
令

和
6
年

度
か

ら
新

た
な

指
標

項
目

と
な

っ
た

修
正

医
業

収
益

比
率

に
お

い
て

は
全

て
計

画
を

達
成

し
て

い
る

こ
と

か
ら

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
人

件
費

比
率

の
適

正
化

を
図

る
こ

と
。

イ
 
後

発
医

薬
品

採
用

の
更

な
る

促
進

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
診

療
材

料
等

の
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
を

図
る

こ
と

。
エ

 
各

種
契

約
の

見
直

し
（

仕
様

の
見

直
し

、
複

数
年

契
約

等
）

に
よ

り
、

経
費

の
削

減
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
3

イ
 
切

り
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
的

に
後

発
医

薬
品

を
採

用
し

て
い

く
。

抗
悪

性
腫

瘍
剤

は
非

常
に

高
価

な
も

の
が

多
く

、
切

替
え

に
よ

り
患

者
負

担
軽

減
及

び
病

院
の

薬
品

費
抑

制
に

つ
な

が
る

一
方

で
、

安
全

性
・

有
効

性
の

問
題

か
ら

切
替

え
が

実
施

で
き

て
い

な
い

も
の

が
あ

る
が

、
他

施
設

の
状

況
も

鑑
み

て

イ
　

抗
悪

性
腫

瘍
剤

を
は

じ
め

と
す

る
高

額
薬

剤
に

つ
い

て
、

順
次

後
発

医
薬

品
へ

の
切

り
替

え
を

推
進

し
、

薬
剤

購
入

費
用

の
節

減
に

努
め

た
。

特
に

4
品

目
の

薬
剤

に
つ

い
て

は
、

同
等

の
有

効
性

・
安

全
性

を
確

認
し

た
う

え
で

後
発

品
へ

切
り

替
え

を
実

施
し

、
年

間
で

約
4
0
0
万

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
は

、
薬

剤
費

の
効

率
的

な
管

理
に

と
ど

ま
ら

ず
、

持
続

可
能

な
医

療
提

供
体

制
の

構
築

に
も

寄
与

す
る

も
の

で
あ

り
、

今

イ
 
切

り
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
的

に
後

発
医

薬
品

を
採

用
し

て
い

く
。

抗
悪

性
腫

瘍
剤

は
非

常
に

高
価

な
も

の
が

多
く

、
切

替
え

に
よ

り
患

者
負

担
軽

減
及

び
病

院
の

薬
品

費
抑

制
に

つ
な

が
る

一
方

で
、

安
全

性
・

有
効

性
の

問
題

ア
　

前
年

度
対

比
で

職
員

数
は

大
き

く
変

わ
ら

な
か

っ
た

が
、

人
事

院
勧

告
に

準
じ

た
給

与
改

定
を

実
施

し
た

こ
と

が
大

き
く

影
響

し
、

給
与

費
は

前
年

度
よ

り
約

2
億

6
千

万
円

増
加

し
た

。
一

方
、

医
業

収
益

が
7
億

円
以

上
伸

び
た

こ
と

で
、

医
業

収
益

に
対

す
る

人
件

費
比

率
は

5
1
.
3
％

で
、

前
年

度
よ

り
は

0
.
6
ポ

イ
ン

ト
改

善
す

る
結

果
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

今
回

か
ら

の
新

た
な

指
標

で
あ

る
修

正
医

業
収

益
に

対
す

る
人

件
費

比
率

は
、

計
画

よ
り

も
1
.
6
ポ

イ
ン

ト
抑

え
ら

れ
る

結
果

と
な

っ
た

。

ア
 
第

２
期

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

診
療

収
入

の
確

保
見

込
、

職
員

数
及

び
人

件
費

支
出

見
込

に
基

づ
き

、
人

件
費

比
率

を
算

出
し

適
正

な
水

準
を

目
指

し
て

い
く

。
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

、
委

託
等

の
間

接
人

件
費

を
総

人
件

費
の

中
に

入
れ

て
評

価
す

る
。

経
費

節
減

に
つ

い
て

、
内

容
、

予
算

配
分

及
び

人
員

配
置

等
を

弾
力

的
に

対
応

で
き

る
機

動
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

を
確

立
す

る
。
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オ
 
外

来
、

手
術

、
当

直
等

の
応

援
医

師
の

配
置

に
つ

い
て

精
査

し
、

ウ
 
医

薬
品

、
診

療
材

料
、

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

を
図

る
。

・
診

療
材

料
に

つ
い

て
、

採
用

品
目

の
見

直
し

を
行

い
費

用
の

節
減

を
図

る
。

ウ
 
医

薬
品

、
診

療
材

料
、

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

を
図

る
。

・
診

療
材

料
に

つ
い

て
、

採
用

品
目

の
見

直
し

を
行

い
費

用
の

節
減

を
図

る
。

エ
 
人

的
業

務
の

委
託

契
約

及
び

機
器

・
設

備
の

保
守

委
託

契
約

に
つ

い
て

、
仕

様
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
効

率
化

を
図

り
、

委
託

費
の

節
減

を
図

る
。

エ
 
人

的
業

務
の

委
託

契
約

及
び

機
器

・
設

備
の

保
守

委
託

契
約

に
つ

い
て

、
仕

様
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
効

率
化

を
図

り
、

委
託

費
の

節
減

を
図

る
。

検
討

し
て

い
く

。
後

も
他

施
設

の
動

向
や

臨
床

的
な

安
全

性
情

報
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
継

続
的

な
見

直
し

と
適

切
な

切
り

替
え

の
検

討
を

進
め

る
。

か
ら

切
替

え
が

実
施

で
き

て
い

な
い

も
の

が
あ

る
が

、
他

施
設

の
状

況
も

鑑
み

て
検

討
し

て
い

く
。

オ
 
外

来
、

手
術

、
当

直
等

の
応

援
医

師
の

配
置

に

ウ
　

医
薬

品
、

診
療

材
料

、
医

療
機

器
の

調
達

に
お

い
て

は
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
や

コ
ス

ト
チ

ェ
ッ

ク
を

行
い

、
調

達
コ

ス
ト

の
節

減
に

努
め

た
。

診
療

材
料

に
つ

い
て

は
、

委
員

会
に

よ
る

採
用

品
目

の
見

直
し

と
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
に

よ
り

、
約

3
,
0
0
0
万

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
さ

ら
に

、
年

間
2
0
品

目
の

見
直

し
で

約
3
0
0
万

円
、

眼
内

レ
ン

ズ
に

お
け

る
後

精
算

方
式

に
よ

る
価

格
調

整
の

取
り

組
み

で
約

1
,
0
0
0
万

円
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

交
渉

で
約

3
,
0
0
0
万

円
の

削
減

を
実

現
し

、
合

計
で

約
4
,
0
0
0
万

円
の

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

げ
た

。
医

薬
品

に
つ

い
て

は
、

薬
価

よ
り

1
3
.
4
6
％

の
削

減
を

実
現

し
、

約
8
,
0
0
0
万

円
の

大
幅

な
コ

ス
ト

削
減

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

医
療

機
器

の
購

入
に

際
し

て
も

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
予

定
価

格
を

適
正

に
設

定
す

る
こ

と
で

、
無

駄
な

支
出

の
抑

制
と

費
用

の
最

適
化

を
図

っ
た

。

エ
　

委
託

契
約

の
見

直
し

に
あ

た
り

、
人

的
業

務
（

職
員

健
康

診
断

業
務

、
情

報
シ

ス
テ

ム
運

用
管

理
等

業
務

、
退

職
給

付
債

務
算

定
業

務
）

に
つ

い
て

仕
様

の
見

直
し

お
よ

び
入

札
を

実
施

し
、

コ
ス

ト
抑

制
に

努
め

た
。

結
果

と
し

て
、

人
件

費
お

よ
び

物
価

の
高

騰
に

よ
り

契
約

金
額

の
削

減
に

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
価

格
上

昇
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
医

療
機

器
保

守
業

務
に

つ
い

て
は

、
一

部
保

険
に

よ
る

補
償

を
活

用
す

る
な

ど
契

約
内

容
の

見
直

し
を

通
じ

て
、

2
件

の
保

守
契

約
に

つ
い

て
合

計
約

9
0
万

円
の

削
減

を
実

施
し

た
。
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※

公
立

病
院

経
営

強
化

プ
ラ

ン
を

兼
ね

る
に

当
た

り
追

加

（
自

己
評

価
理

由
）

　
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

、
人

事
院

勧
告

に
準

じ
た

給
与

改
定

に
伴

う
増

が
あ

っ
た

が
、

医
業

収
益

の
伸

び
も

あ
り

、
前

年
度

よ
り

は
若

干
改

善
し

た
。

　
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
は

実
施

し
た

が
、

手
術

件
数

増
等

に
よ

り
材

料
費

比
率

は
上

が
る

結
果

と
な

っ
た

。
一

方
経

費
に

つ
い

て
は

、
人

件
費

高
騰

に
よ

る
委

託
費

へ
の

影
響

が
あ

っ
た

が
、

仕
様

変
更

や
入

札
効

果
で

最
小

限
に

抑
え

、
経

費
比

率
は

計
画

よ
り

1
ポ

イ
ン

ト
以

上
低

く
抑

え
て

い
る

。
　

以
上

の
こ

と
か

ら
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

報
償

費
の

適
正

化
を

図
る

。
つ

い
て

精
査

し
、

報
償

費
の

適
正

化
を

図
る

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
益

対
人

件
費

比
率

（
％

）
5
1
.
9

4
6
.
6

5
1
.
3

8
9
.
9
%

医
業

収
益

対
材

料
費

比
率

（
％

）
3
1
.
9

3
1
.
8

3
2
.
3

9
8
.
4
%

医
業

収
益

対
経

費
比

率
（

％
）

1
5
.
2

1
6
.
8

1
5
.
7

1
0
6
.
5
%

修
正

医
業

収
益

対
人

件
費

比
率

（
％

）
※

－
4
8
.
1

4
6
.
5

1
0
3
.
3
%

修
正

医
業

収
益

対
材

料
費

比
率

（
％

）
※

－
3
1
.
6

2
9
.
2

1
0
7
.
6
%

修
正

医
業

収
益

対
経

費
比

率
（

％
）

※
－

1
5
.
8

1
4
.
2

1
1
0
.
1
%
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
運

営

ア
 
三

次
救

急
は

大
阪

府
の

責
務

で
あ

る
と

の
認

識
の

も
と

、
指

定
管

理
期

間
が

満
了

と
な

る
令

和
４

年
度

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、

大
阪

府
、

東
大

阪
市

と
協

議
の

う
え

決
定

し
て

い
く

。

イ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
を

は
じ

め
、

府
民

の
命

を
守

る
た

め
に

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
医

療
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
て

救
急

患
者

に
対

し
，

よ
り

安
全

で
レ

ベ
ル

の
高

い
医

療
対

応
を

行
う

。

ウ
 
毎

月
・

毎
年

度
の

収
支

状
況

に
基

づ
き

、
大

阪
府

と
の

十
分

な
調

整
を

継
続

し
て

い
く

。

中
期

目
標

ア
 
現

在
の

指
定

管
理

期
間

満
了

と
な

る
令

和
4
年

4
月

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、

本
市

と
と

も
に

大
阪

府
と

十
分

な
協

議
を

行
い

方
向

性
を

決
定

す
る

こ
と

。
イ

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

連
携

強
化

に
よ

る
効

率
化

な
ど

、
相

乗
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

。
ウ

 
事

業
運

営
に

当
た

っ
て

は
収

支
状

況
に

注
視

し
、

管
理

運
営

事
業

の
委

託
者

で
あ

る
大

阪
府

と
十

分
な

調
整

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
三

次
救

急
は

大
阪

府
の

責
務

で
あ

る
と

の
認

識
の

も
と

、
令

和
４

年
度

か
ら

の
２

期
目

５
年

間
の

指
定

管
理

者
と

し
て

着
実

な
運

営
を

行
っ

て
い

く
。

イ
 
２

期
目

の
指

定
期

間
が

満
了

と
な

る
令

和
9
年

度
以

降
の

運
営

方
法

に
つ

い
て

、
大

阪
府

、
東

大
阪

市
と

協
議

を
進

め
る

。

ウ
 
府

民
の

命
を

守
る

た
め

に
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

医
療

セ
ン

タ
ー

が
連

携
し

て
救

急
患

者
に

対
し

，
よ

り
安

全
で

レ
ベ

ル
の

高
い

医
療

対
応

を
行

う
。

ア
　

指
定

管
理

者
と

し
て

、
人

事
異

動
に

よ
る

更
な

る
人

事
交

流
、

毎
週

の
法

人
本

部
会

議
お

よ
び

毎
月

の
理

事
会

で
運

営
報

告
を

実
施

し
、

着
実

な
運

営
管

理
に

努
め

た
。

ウ
　

医
療

セ
ン

タ
ー

の
産

婦
人

科
医

局
の

変
更

に
伴

い
、

危
機

的
出

血
等

の
緊

急
性

の
高

い
妊

婦
受

入
も

視
野

に
連

携
方

法
に

つ
い

て
協

議
し

て
い

る
。

実
際

に
1
2
月

に
は

、
連

携
し

て
緊

急
性

の
高

い
妊

婦
の

救
命

に
つ

な
が

っ
た

。

2
効

率
的

・
効

果
的

な
業

務
運

営
の

一
環

と
し

て
人

事
交

流
や

医
事

業
務

を
医

療
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

行
っ

て
き

た
。

ま
た

、
令

和
9
年

度
以

降
の

運
営

に
関

し
て

も
府

・
市

と
協

議
を

行
っ

た
。

し
か

し
、

収
支

状
況

の
見

込
み

が
想

定
以

上
に

悪
化

し
た

こ
と

で
損

失
補

填
の

調
整

を
府

と
十

分
に

行
え

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

り
法

人
の

留
保

金
の

取
り

崩
し

に
至

っ
た

こ
と

か
ら

不
必

要
な

費
用

の
増

加
に

繋
が

っ
た

。
以

上
の

こ
と

を
勘

案
し

、
評

価
を

「
２

」
と

し
た

。

2

イ
　

大
阪

府
と

の
協

議
を

行
う

に
当

た
り

、
コ

ン
サ

ル
事

業
者

を
入

れ
て

、
移

管
に

よ
る

両
者

の
メ

リ
ッ

ト
・

デ
メ

リ
ッ

ト
を

整
理

し
た

。
今

後
さ

ら
に

具
体

的
な

協
議

に
つ

な
げ

る
。
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エ
　

毎
月

・
毎

年
度

の
収

支
状

況
を

大
阪

府
、

理
事

会
に

報
告

し
て

き
た

が
、

予
想

外
の

収
支

状
況

の
悪

化
に

つ
い

て
、

大
阪

府
と

の
調

整
が

十
分

に
行

え
ず

、
留

保
金

の
切

り
崩

し
を

行
う

結
果

と
な

っ
た

。

エ
 
毎

月
・

毎
年

度
の

収
支

状
況

に
基

づ
き

、
大

阪
府

と
の

十
分

な
調

整
を

継
続

し
て

い
く

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
人

事
異

動
に

よ
る

更
な

る
人

事
交

流
お

よ
び

会
議

へ
の

参
加

機
会

増
に

よ
る

運
営

管
理

を
促

進
さ

せ
た

。
　

令
和

9
年

度
以

降
の

運
営

に
関

し
、

移
管

に
よ

る
府

・
市

に
対

す
る

影
響

を
整

理
し

、
今

後
の

さ
ら

な
る

検
討

に
つ

な
げ

た
。

　
ま

た
、

新
た

に
産

科
救

急
に

お
け

る
連

携
も

検
討

・
実

施
さ

れ
た

。
　

一
方

、
収

支
状

況
の

予
想

外
の

悪
化

に
つ

い
て

、
府

と
の

調
整

が
十

分
に

は
図

れ
ず

、
赤

字
補

填
が

一
部

の
み

で
、

全
て

の
赤

字
補

填
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

　
以

上
の

こ
と

か
ら

自
己

評
価

は
「

２
」

と
し

た
。
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
施

設
整

備
に

関
す

る
事

項

◎
4

4
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

の
策

定
に

伴
い

、
令

和
6
年

度
か

ら
新

た
に

指
標

項
目

と
な

っ
た

施
設

整
備

の
項

目
に

つ
い

て
は

順
調

に
達

成
し

て
い

る
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
の

建
設

に
つ

い
て

進
め

て
き

た
結

果
、

既
存

施
設

の
一

部
改

修
に

よ
り

基
準

を
達

成
で

き
る

こ
と

か
ら

建
設

コ
ス

ト
を

大
幅

に
削

減
す

る
見

込
と

な
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

も
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

ア
 
施

設
の

長
寿

命
化

築
2
0
 
年

以
上

が
経

過
し

老
朽

化
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

病
院

全
体

の
美

化
の

徹
底

、
適

切
な

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
に

改
修

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
図

る
。

・
病

院
（

療
養

環
境

・
職

場
環

境
）

の
美

化
こ

れ
ま

で
の

補
修

・
修

繕
計

画
に

と
ら

わ
れ

ず
に

、
病

院
全

体
の

美
化

を
徹

底
し

て
行

う
。

ア
 
施

設
の

長
寿

命
化

建
築

後
約

２
５

年
が

経
過

し
老

朽
化

し
た

施
設

・
設

備
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
病

院
全

体
の

美
化

の
徹

底
、

適
切

な
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
中

期
保

全
計

画
に

基
づ

き
計

画
的

に
改

修
を

行
い

、
長

寿
命

化
を

図
る

。

・
病

院
（

療
養

環
境

・
職

場
環

境
）

の
美

化
こ

れ
ま

で
の

補
修

・
修

繕
計

画
に

と
ら

わ
れ

ず
に

、
病

院
全

体
の

美
化

を
徹

底
し

、
狭

隘
化

し
た

医
局

の
改

修
を

始
め

人
材

確
保

に
繋

ぐ
投

資
的

整
備

を
行

う
。

ア
　

病
院

全
体

の
美

化
と

職
場

環
境

の
改

善
に

向
け

た
取

組
の

一
環

と
し

て
、

狭
隘

化
し

て
い

た
医

務
局

を
改

修
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

医
療

従
事

者
の

執
務

環
境

が
大

き
く

改
善

さ
れ

、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
や

人
材

確
保

に
資

す
る

整
備

を
実

現
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
建

築
か

ら
 
2
0
 
年

以
上

経
過

し
た

 
施

設
 
・

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
適

切
な

点
検

・
改

修
・

更
新

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
進

め
る

こ
と

。
イ

 
従

来
の

想
定

を
超

え
る

災
害

発
生

時
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

施
設

の
強

靭
化

に
つ

い
て

 
検

討
し

、
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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※
上

記
表

は
公

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

を
兼

ね
る

に
当

た
り

追
加

（
単

位
：

百
万

円
）

イ
 
災

害
対

応
従

来
の

想
定

を
超

え
る

自
然

災
害

の
際

、
患

者
の

生
命

及
び

病
院

機
能

を
守

る
た

め
、

地
下

一
階

の
電

力
・

ガ
ス

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

設
備

の
地

上
化

（
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
棟

」
建

設
）

を
計

画
す

る
。

イ
 
災

害
対

応
従

来
の

想
定

を
超

え
る

自
然

災
害

の
際

、
患

者
の

生
命

及
び

病
院

機
能

を
守

る
た

め
、

地
下

階
の

電
力

・
ガ

ス
を

含
む

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
設

備
の

地
上

化
（

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
」

建
設

）
の

基
本

設
計

に
着

手
す

る
。

イ
　

基
本

構
想

で
は

、
災

害
時

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

安
定

化
を

図
る

た
め

、
電

力
・

ガ
ス

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

設
備

の
地

上
化

を
目

的
と

し
た

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
」

の
基

本
設

計
を

進
め

て
き

た
が

、
東

大
阪

市
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
改

定
さ

れ
、

当
初

想
定

し
て

い
た

水
害

リ
ス

ク
が

下
回

る
こ

と
が

判
明

。
ま

た
、

東
大

阪
市

上
下

水
道

局
と

の
協

議
に

も
進

展
が

見
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
排

水
ポ

ン
プ

な
ど

水
害

時
の

対
策

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

棟
を

増
築

し
な

く
と

も
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
基

準
を

ク
リ

ア
で

き
る

も
の

と
判

断
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
の

建
設

は
取

り
止

め
と

な
っ

た
。

そ
の

代
替

措
置

と
し

て
、

4
階

庭
園

部
分

に
電

気
・

空
調

設
備

を
設

置
す

る
方

針
と

し
、

災
害

時
に

も
病

院
機

能
を

維
持

で
き

る
よ

う
設

備
の

配
置

・
機

能
の

強
化

を
図

り
基

本
設

計
を

進
め

て
い

る
。

ウ
 
施

設
改

修
、

施
設

整
備

、
医

療
機

器
更

新
、

デ
ジ

タ
ル

化
対

応
を

行
う

項
目

及
び

費
用

は
以

下
の

通
り

。

項
　

目
令

和
5
年

度
実

績
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
達

成
率

設
備

改
修

　
：

　
内

装
改

修
工

事
1
6
1

1
8
5

2
2
7

7
7
.
3
%

設
備

整
備

　
：

　
電

気
・

空
調

・
衛

性
な

ど
の

設
備

更
新

5
4

3
0
6

1
4
1

1
5
3
.
9
%

医
療

機
器

導
入

・
更

新
　

：
　

高
度

医
療

機
器

6
5
9

1
,
1
5
4

1
,
3
7
3

8
1
.
0
%

デ
ジ

タ
ル

化
対

応
　

：
　

シ
ス

テ
ム

の
導

入
・

更
新

9
6

1
3
6

7
4

1
4
5
.
6
%

　
合

　
　

計
9
7
0

1
,
7
8
1

1
,
8
1
5

9
8
.
1
%
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（
自

己
評

価
理

由
）

　
狭

隘
化

し
て

い
た

医
務

局
を

改
修

し
、

職
場

環
境

の
改

善
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
」

の
基

本
設

計
を

進
め

て
き

た
が

、
東

大
阪

市
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
改

定
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
」

構
想

自
体

を
見

直
し

、
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

の
機

能
維

持
と

、
建

設
コ

ス
ト

を
大

幅
削

減
す

る
た

め
の

基
本

設
計

見
直

し
を

行
っ

た
。

以
上

の
こ

と
か

ら
自

己
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組

み
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
（

取
組

）
報

告
1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
）

腎
臓

内
科

（
1
）

腎
臓

内
科

①
慢

性
腎

臓
病

(
Ｃ

Ｋ
Ｄ

)
の

診
療

に
お

い
て

、
地

域
連

携
パ

ス
を

運
用

し
つ

つ
、

地
域

の
先

生
方

と
の

連
携

を
深

め
る

(
年

間
９

０
例

ほ
ど

の
地

域
連

携
パ

ス
の

導
入

を
目

標
)
。

②
地

域
に

お
け

る
講

演
会

な
ど

の
開

催
や

医
療

関
係

者
を

対
象

と
し

た
研

修
な

ど
を

行
い

、
広

く
Ｃ

Ｋ
Ｄ

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

、
Ｃ

Ｋ
Ｄ

対
策

に
必

要
な

人
材

の
育

成
を

図
る

。
③

腹
膜

透
析

の
新

規
導

入
数

と
し

て
透

析
導

入
全

体
の

１
割

に
当

た
る

６
人

/
年

を
目

標
と

す
る

。
腎

代
替

療
法

選
択

外
来

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
運

用
し

、
患

者
に

適
切

な
情

報
提

供
を

行
う

。
④

心
臓

血
管

外
科

、
放

射
線

科
、

形
成

外
科

と
連

携
し

て
、

可
能

な
範

囲
で

透
析

関
連

ブ
ラ

ッ
ド

ア
ク

セ
ス

の
造

設
や

ト
ラ

ブ
ル

に
対

処
で

き
る

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

⑤
Ｃ

Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

－
１

９
の

感
染

状
況

に
応

じ
て

、
大

阪
府

か
ら

透
析

患
者

の
受

け
入

れ
要

請
が

あ
る

場
合

は
可

能
な

範
囲

で
円

滑
な

受
け

入
れ

を
継

続
し

て
い

く
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

3
0
0

新
入

院
患

者
数

　
7
0
0

入
院

単
価

（
１

日
あ

た
り

）
5
9
,
7
8
2

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
患

者
数

6
0

腹
膜

透
析

新
規

導
入

患
者

数
（

再
掲

）
6

昨
年

度
に

続
き

、
Ｃ

Ｋ
Ｄ

診
療

の
地

域
連

携
を

推
進

し
、

概
ね

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
、

地
域

完
結

型
の

腎
疾

患
診

療
を

提
供

し
て

い
く

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

６
０

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

７
２

１
人

ⅲ
）

入
院

単
価

：
５

８
，

２
４

７
円

ⅳ
）

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
患

者
数

：
６

０
人

ⅴ
）

腹
膜

透
析

新
規

導
入

患
者

数
（

再
掲

）
：

１
０

人

（
2
）

免
疫

内
科

（
2
）

免
疫

内
科

①
適

切
な

医
療

が
提

供
出

来
る

様
に

、
診

療
体

制
を

確
立

す
る

。
②

関
節

エ
コ

ー
を

活
用

し
、

個
別

化
医

療
を

推
進

す
る

。
③

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
2
1
0

延
べ

外
来

患
者

数
8
,
1
0
0

新
入

院
患

者
数

1
6
0

延
べ

入
院

患
者

数
3
,
6
9
9

平
均

在
院

日
数

2
3
.
1

延
べ

外
来

患
者

数
は

目
標

達
成

出
来

た
が

、
外

来
新

患
数

令
和

5
年

度
よ

り
も

増
加

し
た

も
の

の
目

標
に

は
達

し
な

か
っ

た
。

新
入

院
患

者
数

は
令

和
6
年

度
は

大
幅

に
増

加
し

目
標

達
成

出
来

た
が

、
平

均
在

院
日

数
が

や
や

短
く

な
っ

た
た

め
か

延
べ

入
院

患
者

数
は

目
標

に
達

し
な

か
っ

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

７
０

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
８

，
３

０
８

人
ⅲ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
８

３
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

３
，

２
８

６
人

ⅴ
）

平
均

在
院

日
数

：
２

２
．

１
日
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（
3
）

内
分

泌
代

謝
内

科
（

3
）

内
分

泌
代

謝
内

科
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
2
7
0

新
入

院
患

者
数

2
9
0

糖
尿

病
教

育
入

院
（

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
良

症
例

）
（

再
掲

）
3
0

入
院

患
者

数
が

減
少

し
て

い
た

た
め

1
人

ス
タ

ッ
フ

も
入

っ
た

こ
と

で
増

や
し

て
い

き
た

い
。

外
来

は
地

域
の

先
生

方
か

ら
も

紹
介

枠
を

増
や

し
て

ほ
し

い
と

の
希

望
が

あ
る

た
め

枠
の

余
裕

が
あ

れ
ば

外
来

枠
を

増
や

し
て

他
院

か
ら

の
紹

介
お

よ
び

逆
紹

介
を

増
や

し
て

い
き

た
い

。
た

だ
し

、
入

院
患

者
の

中
に

は
他

科
共

観
患

者
が

多
く

、
実

績
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
ど

の
病

院
も

同
じ

訴
え

が
あ

る
た

め
、

今
後

共
観

の
数

が
増

え
る

よ
う

で
あ

れ
ば

外
来

扱
い

と
す

る
か

閾
値

を
考

慮
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

３
０

２
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

７
７

人
ⅲ

）
糖

尿
病

教
育

入
院

（
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
不

良
症

例
）

（
再

掲
）

：
３

５
人

（
4
）

総
合

診
療

科
（

4
）

総
合

診
療

科
①

地
域

医
療

機
関

が
当

セ
ン

タ
ー

へ
患

者
を

紹
介

す
る

際
に

、
各

専
門

診
療

科
の

選
定

が
困

難
な

場
合

の
窓

口
を

担
い

、
診

断
な

ら
び

に
治

療
の

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
各

専
門

診
療

科
へ

院
内

紹
介

を
行

う
。

②
臨

床
研

修
医

の
一

般
外

来
に

お
け

る
指

導
を

行
う

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
7
0

延
べ

外
来

患
者

数
1
,
5
0
0

外
来

新
患

数
が

増
加

し
た

の
は

、
紹

介
患

者
を

断
ら

な
い

こ
と

を
実

践
し

た
結

果
と

考
え

ら
れ

た
。

延
べ

外
来

患
者

数
が

減
少

し
た

の
は

、
当

院
で

の
精

査
が

終
了

し
状

態
が

安
定

し
た

患
者

を
紹

介
元

に
逆

紹
介

し
た

結
果

と
考

え
ら

れ
た

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

２
９

６
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
，

３
７

４
人

（
5
）

血
液

内
科

（
5
）

血
液

内
科

①
地

域
医

療
機

関
に

広
報

し
、

院
内

各
診

療
科

に
周

知
し

、
血

球
数

異
常

や
リ

ン
パ

節
腫

大
に

つ
い

て
、

症
例

の
紹

介
、

受
入

強
化

・
精

査
を

し
診

断
を

行
う

。
②

治
療

に
関

し
て

は
、

薬
剤

や
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
の

導
入

を
推

進
す

る
。

③
内

科
専

攻
医

を
指

導
し

て
入

院
体

制
を

整
備

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
9
0
0

外
来

新
患

数
が

減
少

し
た

の
は

、
内

科
専

攻
医

は
血

液
内

科
の

所
属

で
は

な
い

の
で

入
院

を
前

提
と

し
て

血
液

内
科

患
者

を
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
と

考
え

ら
れ

た
。

延
べ

外
来

患
者

数
が

増
加

し
た

の
は

、
紹

介
元

で
は

維
持

で
き

な
い

血
液

疾
患

患
者

を
当

院
で

外
来

維
持

し
た

た
め

と
考

え
ら

れ
た

。
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

５
２

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
１

，
０

６
１

人
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（
6
）

循
環

器
内

科
（

6
）

循
環

器
内

科
①

経
皮

的
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
、

不
整

脈
、

下
肢

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
等

の
自

立
で

き
る

医
師

の
育

成
を

図
る

。
②

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

治
療

を
推

進
し

、
不

整
脈

専
門

医
の

育
成

に
取

り
組

む
。

③
心

臓
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
稼

働
及

び
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
継

続
に

む
け

て
心

エ
コ

ー
読

影
医

・
多

職
種

の
ハ

ー
ト

チ
ー

ム
人

材
の

育
成

。
④

C
P
X
を

中
心

と
し

た
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

1
,
0
0
0

新
入

院
患

者
数

1
,
3
8
0

経
皮

的
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
（

再
掲

）
3
0
0

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
再

掲
）

1
3
0

下
肢

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
（

再
掲

）
5
0

急
性

心
筋

梗
塞

（
Ａ

Ｍ
Ｉ

）
症

例
数

（
再

掲
）

6
8

①
少

し
ず

つ
で

は
あ

る
が

、
若

手
医

師
が

各
分

野
で

の
技

術
習

得
は

で
き

て
い

る
。

②
カ

テ
ー

テ
ル

・
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
独

立
し

て
施

行
可

能
な

医
師

が
1
名

→
2
名

へ
増

員
で

き
て

き
つ

つ
あ

る
。

③
心

臓
M
R
I
は

稼
働

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

心
エ

コ
ー

（
S
H
D
:
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
H
e
a
r
t
 
D
i
s
e
a
s
e
）

認
証

医
が

2
名

資
格

取
得

で
き

た
。

④
C
P
X
が

入
院

患
者

に
お

い
て

週
1
回

1
-
2
名

を
ル

ー
チ

ン
で

施
行

で
き

る
体

制
は

で
き

て
き

た
。

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
士

が
医

師
1
名

、
理

学
療

法
士

1
名

資
格

取
得

で
き

た
。

総
評

と
し

て
、

医
師

は
常

勤
医

師
3
名

減
で

あ
っ

た
た

め
新

入
院

患
者

数
は

目
標

に
未

達
で

あ
る

が
、

P
C
I
は

前
年

度
よ

り
増

加
、

急
性

心
筋

梗
塞

患
者

も
大

幅
増

と
な

り
重

症
患

者
に

多
数

対
応

し
た

。
カ

テ
ー

テ
ル

・
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
下

肢
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

は
目

標
を

達
成

で
き

た
。

更
な

る
重

症
患

者
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

若
手

医
師

の
育

成
に

取
り

組
む

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

０
５

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
，

２
２

２
人

ⅲ
）

経
皮

的
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
（

再
掲

）
：

２
８

２
件

ⅳ
）

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
再

掲
）

：
１

５
６

件
ⅴ

）
下

肢
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
再

掲
）

：
５

１
件

ⅵ
）

急
性

心
筋

梗
塞

（
Ａ

Ｍ
Ｉ

）
症

例
数

（
再

掲
）

：
７

８
例

（
7
）

消
化

器
内

科
（

7
）

消
化

器
内

科
①

消
化

管
癌

の
早

期
発

見
と

内
視

鏡
治

療
体

制
の

強
化

②
胆

膵
疾

患
に

対
す

る
内

視
鏡

検
査

治
療

体
制

の
整

備
と

拡
大

③
慢

性
肝

障
害

か
ら

の
発

癌
に

対
す

る
予

防
と

早
期

治
療

介
入

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

1
,
6
0
0

新
入

院
患

者
数

1
,
6
3
0

大
腸

ポ
リ

ペ
ク

ト
ミ

ー
（

E
M
R
含

む
）

実
施

件
数

7
0
0

消
化

管
内

視
鏡

手
術

（
急

性
期

充
実

体
制

加
算

）
6
0
0

達
成

で
き

な
か

っ
た

項
目

も
あ

る
が

、
最

大
の

目
標

は
内

視
鏡

手
術

の
急

性
期

充
実

加
算

を
達

成
す

る
こ

と
で

あ
り

、
こ

の
項

目
は

達
成

で
き

た
。

次
年

度
は

、
全

て
の

項
目

を
達

成
で

き
る

よ
う

に
努

力
す

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
６

６
６

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
，

５
５

１
人

ⅲ
）

大
腸

ポ
リ

ペ
ク

ト
ミ

ー
（

E
M
R
含

む
）

実
施

件
数

：
６

５
２

件
ⅳ

）
消

化
管

内
視

鏡
手

術
（

急
性

期
充

実
体

制
加

算
）

：
６

０
３

件
※

消
化

管
内

視
鏡

（
急

性
期

充
実

体
制

加
算

）
：

厚
生

労
働

省
告

示
大

五
十

四
号

で
定

め
る

急
性

期
充

実
体

制
加

算
の

消
化

管
内

視
鏡

に
よ

る
手

術
を

対
象

と
す

る
。
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（
8
）

脳
神

経
内

科
（

8
）

脳
神

経
内

科
①

中
河

内
医

療
圏

唯
一

の
脳

神
経

内
科

教
育

病
院

と
し

て
、

市
の

保
健

・
福

祉
機

関
と

協
力

し
、

神
経

筋
難

病
疾

病
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
う

。
②

脳
卒

中
、

て
ん

か
ん

な
ど

神
経

救
急

を
幅

広
く

受
け

入
れ

る
た

め
に

、
地

域
か

か
り

つ
け

医
か

ら
の

受
け

入
れ

シ
ス

テ
ム

を
単

純
化

し
、

診
断

ま
で

の
時

間
が

短
縮

出
来

る
よ

う
目

指
す

。
ま

た
、

急
性

期
脳

卒
中

の
診

療
体

制
と

し
て

Ｓ
Ｃ

Ｕ
（

Ｓ
ｔ

ｒ
ｏ

ｋ
ｅ

 
Ｃ

ａ
ｒ

ｅ
 
Ｕ

ｎ
ｉ

ｔ
）

開
設

を
目

指
す

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
9
0
0

新
入

院
患

者
数

9
0
0

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
（

再
掲

）
1
6

脳
卒

中
平

均
入

院
日

数
（

再
掲

）
1
4
.
0

入
院

、
外

来
と

も
前

年
度

よ
り

実
績

が
上

が
っ

た
の

は
、

脳
神

経
内

科
の

ス
タ

ッ
フ

数
が

増
え

た
こ

と
だ

け
で

な
く

、
地

域
か

ら
当

科
に

対
す

る
評

価
が

上
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

以
前

か
ら

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
が

伸
び

な
い

こ
と

の
対

策
と

し
て

、
脳

外
科

と
定

期
的

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

い
、

ｔ
-
Ｐ

Ａ
適

応
症

例
を

増
加

さ
せ

る
よ

う
話

し
合

っ
て

い
る

。
脳

卒
中

の
入

院
日

数
が

延
長

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

内
科

専
門

医
制

度
の

た
め

1
年

毎
に

４
-
５

名
の

若
手

ス
タ

ッ
フ

が
交

代
す

る
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

と
予

想
さ

れ
る

の
で

、
年

度
途

中
に

複
数

回
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
必

要
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

１
１

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

９
８

３
人

ⅲ
）

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

５
件

ⅳ
）

脳
卒

中
平

均
入

院
日

数
（

再
掲

）
：

１
９

．
２

（
9
）

皮
膚

科
（

9
）

皮
膚

科
①

地
域

医
療

支
援

病
院

の
皮

膚
科

と
し

て
、

地
域

医
療

機
関

と
の

役
割

分
担

と
連

携
を

一
層

強
化

す
る

。
②

生
物

学
的

製
剤

を
用

い
た

乾
癬

・
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
の

治
療

を
推

進
す

る
。

③
学

術
活

動
と

し
て

、
学

会
発

表
は

8
件

/
年

、
論

文
発

表
は

2
編

/
年

を
目

標
と

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
,
3
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
1
1
,
5
0
0

新
入

院
患

者
数

3
0
0

平
均

在
院

日
数

1
1
.
0

外
来

新
患

数
・

新
入

院
患

者
数

と
も

計
画

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

、
乾

癬
患

者
の

生
物

学
的

製
剤

導
入

目
的

の
紹

介
や

、
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
に

対
す

る
紹

介
は

徐
々

に
増

え
て

き
て

い
る

。
入

院
と

な
る

よ
う

な
患

者
さ

ん
を

紹
介

い
た

だ
け

る
よ

う
、

引
き

続
き

地
域

の
ク

リ
ニ

ッ
ク

に
む

け
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
き

た
い

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
 
（

再
掲

）
：

１
，

０
３

３
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
８

７
７

人
ⅲ

）
新

入
院

患
者

数
（

再
掲

）
：

２
５

９
人

ⅳ
）

平
均

在
院

日
数

：
１

１
．

６
日

（
1
0
）

小
児

科
（

1
0
）

小
児

科
①

感
染

性
疾

患
を

中
心

と
し

た
急

性
疾

患
と

慢
性

疾
患

児
の

受
け

入
れ

を
強

化
し

入
院

数
の

増
多

を
図

る
。

②
食

物
経

口
負

荷
試

験
の

入
院

数
を

６
０

０
人

/
年

を
目

標
と

す
る

。
③

血
友

病
地

域
中

核
病

院
と

し
て

他
科

と
の

連
携

を
強

め
、

血
友

病
包

括
外

来
を

立
ち

上
げ

る
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

6
,
5
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
1
5
,
5
0
0

新
入

院
患

者
数

2
,
3
0
0

延
べ

入
院

患
者

数
9
,
4
3
0

急
性

疾
患

入
院

（
再

掲
）

1
,
0
0
0

食
物

経
口

負
荷

試
験

入
院

（
再

掲
）

7
5
0

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
2
0

小
児

科
救

急
外

来
よ

り
の

入
院

（
再

掲
）

3
5
0

小
児

科
新

患
紹

介
患

者
数

は
目

標
値

に
達

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

地
域

の
開

業
医

と
の

連
携

を
強

化
し

新
患

患
者

数
の

獲
得

を
目

指
す

。
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

疾
患

で
紹

介
可

能
か

を
明

確
に

し
て

地
域

の
小

児
科

医
師

と
の

勉
強

会
や

情
報

交
換

の
会

で
提

示
す

る
。

新
入

院
患

者
数

に
関

し
て

は
、

次
年

度
１

０
０

％
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

現
在

の
急

性
疾

患
へ

の
対

応
や

慢
性

疾
患

の
幅

を
広

げ
る

方
針

で
小

児
科

医
師

に
伝

達
す

る
。

食
物

経
口

負
荷

試
験

入
院

数
の

増
多

も
今

後
の

課
題

と
し

て
積

極
的

に
取

り
組

み
地

域
の

開
業

医
と

の
連

携
を

更
に

強
化

す
る

。
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

は
医

療
ケ

ア
を

要
す

る
児

の
増

多
に

伴
い

増
え

て
い

る
た

め
、

入
院

前
訪

問
が

可
能

な
家

庭
は

訪
問

を
行

う
こ

と
に

よ
り

家
族

と
の

連
携

を
円

滑
に

し
て

安
心

し
て

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
そ

の
反

面
、

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
を

希
望

し
な

い
ご

家
族

も
あ

る
た

め
個

々
の

家
族

の
ス

タ
イ

ル
や

ニ
ー

ズ
に

寄
り

添
う

形
で

今
後

目
標

値
を

設
定

す
る

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

５
，

０
２

９
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
３

６
１

人
ⅲ

）
新

入
院

患
者

数
：

２
，

１
７

４
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

８
，

２
０

７
人

ⅴ
）

急
性

疾
患

入
院

（
再

掲
）

：
９

７
１

人
ⅵ

）
食

物
経

口
負

荷
試

験
入

院
（

再
掲

）
：

６
０

８
件

ⅶ
）

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
：

２
１

件
ⅷ

）
小

児
科

救
急

外
来

よ
り

の
入

院
（

再
掲

）
：

３
７

９
件
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（
1
1
）

心
臓

血
管

外
科

（
1
1
）

心
臓

血
管

外
科

①
心

臓
血

管
外

科
領

域
の

高
度

専
門

治
療

に
対

応
す

る
た

め
に

、
心

臓
血

管
外

科
専

門
医

、
修

練
指

導
者

の
育

成
、

取
得

を
め

ざ
す

。
②

低
侵

襲
手

術
の

積
極

的
取

り
組

み
と

し
て

、
経

カ
テ

ー
テ

ル
大

動
脈

弁
治

療
（

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

）
の

件
数

増
加

に
取

り
組

む
。

③
学

術
活

動
と

し
て

は
、

学
会

発
表

１
０

件
/
年

、
論

文
発

表
５

編
/
年

を
目

標
と

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
0
0

新
入

院
患

者
数

1
9
0

心
大

血
管

手
術

1
0
0

弁
膜

症
手

術
（

再
掲

）
4
0

手
術

件
数

は
目

標
に

と
ど

か
な

か
っ

た
が

、
2
0
2
4
年

1
月

か
ら

1
2
月

の
統

計
で

は
心

臓
胸

部
大

血
管

手
術

お
よ

び
弁

膜
症

手
術

件
数

と
も

に
目

標
達

成
で

き
て

い
る

。
緊

急
手

術
の

み
な

ら
ず

待
機

手
術

を
増

や
す

必
要

が
あ

る
。

低
侵

襲
手

術
と

し
て

の
T
A
V
I
は

増
加

し
た

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

２
４

７
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

６
９

人
ⅲ

）
心

大
血

管
手

術
：

９
１

人
ⅳ

）
弁

膜
症

手
術

（
再

掲
）

：
３

０
人

（
1
2
）

消
化

器
外

科
（

1
2
）

消
化

器
外

科
①

肝
胆

膵
領

域
の

高
度

進
行

癌
症

例
に

対
応

す
る

た
め

、
肝

胆
膵

外
科

高
度

技
能

専
門

医
の

取
得

を
目

指
す

。
②

低
侵

襲
手

術
へ

の
積

極
的

取
り

組
み

と
し

て
、

腹
腔

鏡
手

術
並

び
に

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

下
手

術
の

導
入

を
す

る
た

め
に

、
腹

腔
鏡

下
手

術
技

術
認

定
医

の
取

得
を

目
指

す
。

③
学

術
活

動
と

し
て

は
、

学
会

発
表

は
８

０
件

/
年

、
論

文
発

表
は

１
０

編
/
年

を
目

標
と

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
5
0
0

新
入

院
患

者
数

1
,
3
2
5

年
間

総
手

術
件

数
1
,
0
0
0

消
化

器
が

ん
手

術
（

再
掲

）
3
3
0

腹
腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
（

再
掲

）
1
0
0

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

（
再

掲
）

1
0
0

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

（
再

掲
）

1
0
0

①
肝

胆
膵

外
科

高
度

技
能

専
門

医
に

つ
い

て
は

当
科

の
中

島
慎

介
医

師
が

本
年

合
格

し
た

。
②

腹
腔

鏡
下

手
術

技
術

認
定

医
に

つ
い

て
は

当
科

の
石

田
智

医
師

が
本

年
合

格
し

た
。

③
学

術
活

動
に

つ
い

て
も

学
会

発
表

7
4
件

・
論

文
発

表
1
2
件

と
ほ

ぼ
目

標
を

達
成

し
た

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

４
２

０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
４

９
０

人
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
１

，
０

７
８

件
ⅳ

）
消

化
器

が
ん

手
術

（
再

掲
）

：
３

０
３

件
ⅴ

）
腹

腔
鏡

下
胆

嚢
摘

出
術

（
再

掲
）

：
１

４
２

件
ⅵ

）
腹

腔
鏡

下
鼠

径
ヘ

ル
ニ

ア
手

術
（

再
掲

）
：

１
５

１
件

ⅶ
）

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

６
３

件

（
1
3
）

呼
吸

器
外

科
（

1
3
）

呼
吸

器
外

科
①

年
間

肺
悪

性
腫

瘍
の

手
術

数
に

つ
い

て
は

６
０

例
以

上
を

目
標

と
す

る
。

②
年

間
原

発
性

肺
癌

の
治

療
例

（
手

術
と

内
科

的
治

療
例

の
合

計
）

を
１

０
０

例
以

上
に

増
や

す
。

③
年

間
呼

吸
器

外
科

手
術

総
数

１
２

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る

。
④

ダ
ビ

ン
チ

へ
の

移
行

を
視

野
に

肺
癌

に
対

す
る

胸
腔

鏡
手

術
の

年
間

１
０

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
0
0

新
入

院
患

者
数

3
8
2

年
間

総
手

術
件

数
1
2
0

肺
が

ん
手

術
数

（
再

掲
）

6
0

原
発

性
肺

が
ん

治
療

件
数

（
手

術
＋

化
学

療
法

）
（

再
掲

）
1
0
0

胸
腔

鏡
手

術
（

再
掲

）
1
0
0

ス
タ

ッ
フ

減
少

の
中

、
治

療
総

数
を

大
き

く
減

少
さ

せ
る

こ
と

な
く

、
治

療
体

制
を

な
ん

と
か

維
持

で
き

た
と

思
う

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
：

１
２

０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

５
７

人
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
９

５
件

ⅳ
）

肺
が

ん
手

術
数

（
再

掲
）

：
６

３
件

ⅴ
）

原
発

性
肺

が
ん

治
療

件
数

（
手

術
＋

化
学

療
法

）
（

再
掲

）
：

９
８

件
ⅵ

）
胸

腔
鏡

手
術

（
再

掲
）

：
８

３
件
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（
1
4
）

乳
腺

外
科

（
1
4
）

乳
腺

外
科

①
原

発
乳

癌
手

術
数

目
標

１
１

０
例

を
目

標
と

す
る

。
②

全
麻

手
術

症
例

を
１

日
で

３
例

目
標

と
す

る
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

4
0
0

新
入

院
患

者
数

1
4
0

年
間

総
手

術
件

数
1
4
0

原
発

性
乳

が
ん

手
術

 
（

再
掲

）
1
1
0

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

1
/
2
遺

伝
子

検
査

件
数

2
5

概
ね

計
画

を
達

成
で

き
た

と
考

え
る

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
３

９
６

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
７

２
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

１
５

７
件

ⅳ
）

原
発

性
乳

が
ん

手
術

 
（

再
掲

）
：

１
１

７
件

ⅴ
）

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

1
/
2
遺

伝
子

検
査

件
数

：
４

２
件

（
1
5
）

小
児

外
科

（
1
5
）

小
児

外
科

①
年

間
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
と

し
て

 
１

７
０

例
の

確
保

に
取

組
む

②
年

間
手

術
件

数
 
１

０
０

例
 
の

確
保

に
取

組
む

③
鏡

視
下

手
術

数
 
３

０
例

 
の

確
保

に
取

組
む

④
小

児
外

科
と

小
児

科
に

よ
る

合
同

勉
強

会
（

研
修

会
）

を
年

２
回

行
う

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
7
0

新
入

院
患

者
数

1
1
5

年
間

総
手

術
件

数
1
0
0

鏡
視

下
手

術
数

（
再

掲
）

3
0

外
来

紹
介

新
患

数
は

、
ｺ
ﾛ
ﾅ
禍

か
ら

の
脱

却
を

背
景

に
、

影
響

を
受

け
て

お
ら

れ
た

。
諸

施
設

(
小

児
科

医
院

)
か

ら
の

紹
介

が
復

調
し

て
、

堅
調

に
増

加
し

た
。

こ
の

傾
向

を
予

測
し

て
目

標
値

を
前

年
度

よ
り

3
割

増
に

設
定

し
て

い
た

が
、

そ
れ

で
も

目
標

越
え

達
成

率
1
0
1
.
2
%
を

計
上

で
き

た
。

紹
介

新
患

数
の

増
加

に
呼

応
し

て
年

間
手

術
件

数
と

し
て

も
着

実
に

増
加

し
た

。
た

だ
、

目
標

値
を

前
年

度
の

2
0
%
増

に
据

え
た

昨
年

度
よ

り
さ

ら
に

1
0
%
も

引
き

上
げ

て
い

た
こ

と
が

影
響

し
、

目
標

達
成

率
と

し
て

は
9
0
%
未

満
に

と
ど

ま
っ

た
。

ち
な

み
に

、
昨

年
度

目
標

値
換

算
で

の
達

成
率

は
9
5
％

以
上

で
あ

る
。

人
口

動
態

推
移

(
出

生
数

低
下

)
等

の
現

実
的

な
趨

勢
も

踏
ま

え
つ

つ
、

次
年

度
は

よ
り

適
正

か
つ

実
際

的
な

計
画

値
を

設
定

す
る

方
針

で
あ

る
。

鏡
視

下
手

術
件

数
は

、
予

定
対

象
疾

患
(
主

に
鼡

径
ヘ

ル
ニ

ア
)
の

堅
調

な
患

者
獲

得
と

と
も

に
、

適
用

対
象

を
u
p
d
a
t
e
し

た
こ

と
が

奏
効

し
て

、
目

標
施

行
件

数
に

到
達

し
た

。
な

お
、

小
児

外
科

教
育

関
連

施
設

B
の

標
榜

継
続

要
件

と
な

る
必

要
手

術
件

数
と

し
て

は
、

各
年

を
通

じ
て

維
持

し
て

い
る

。
緊

急
手

術
･
処

置
対

応
は

、
全

例
応

需
の

も
と

 
年

間
1
9
例

、
う

ち
全

麻
手

術
件

数
は

1
2
例

(
虫

垂
炎

他
)
で

、
例

年
度

の
水

準
(
年

間
緊

急
手

術
1
0
例

以
上

)
を

維
持

し
た

。
な

お
、

当
科

新
入

院
は

手
術

目
的

が
殆

ど
で

あ
り

、
非

手
術

症
例

は
小

児
科

入
院

で
の

連
携

が
基

調
、

そ
れ

以
外

の
非

手
術

計
画

外
入

院
(
e
x
.
手

術
合

併
症

)
も

稀
で

あ
る

こ
と

ら
、

手
術

件
数

を
上

回
る

新
入

院
患

者
数

を
見

込
め

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

次
年

度
よ

り
目

標
値

設
定

の
現

実
的

適
正

化
を

図
る

予
定

で
あ

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

（
再

掲
）

：
１

７
２

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

８
１

人
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
８

７
件

ⅳ
）

鏡
視

下
手

術
数

（
再

掲
）

：
３

０
件
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（
1
6
）

泌
尿

器
科

（
1
6
）

泌
尿

器
科

大
学

よ
り

派
遣

さ
れ

る
ス

タ
ッ

フ
数

を
確

保
し

た
い

（
現

在
育

児
休

暇
ス

タ
ッ

フ
を

含
め

て
７

名
）

。
そ

の
た

め
に

必
要

な
こ

と
①

手
術

数
の

維
持

(
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
 
６

０
件

/
年

、
Ｔ

Ｕ
Ｌ

 
１

０
０

件
/
年

、
Ｔ

Ｕ
Ｒ

Ｂ
Ｔ

 
１

５
０

件
)

②
学

術
的

業
績

（
学

会
発

表
３

件
以

上
,
 
論

文
２

編
以

上
）

③
大

学
か

ら
の

当
院

へ
の

手
術

指
導

の
維

持
④

後
期

研
修

医
の

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

認
定

資
格

の
取

得
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
9
0
0

新
入

院
患

者
数

1
,
2
1
0

年
間

総
手

術
件

数
6
9
5

泌
尿

器
が

ん
手

術
件

数
（

再
掲

）
2
5
0

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

（
再

掲
）

6
0

Ｔ
Ｕ

Ｌ
実

施
件

数
（

再
掲

）
1
0
0

Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｂ

Ｔ
実

施
件

数
（

再
掲

）
1
5
0

前
立

腺
生

検
実

施
件

数
2
0
0

当
科

が
医

療
人

材
を

集
約

さ
せ

る
に

相
応

し
い

施
設

で
あ

る
事

を
、

人
材

の
派

遣
元

で
あ

る
大

阪
大

学
泌

尿
器

科
学

教
室

に
示

す
こ

と
が

何
よ

り
も

大
事

で
あ

る
。

こ
の

た
め

に
上

記
目

標
を

設
定

し
た

。
手

術
数

に
つ

い
て

は
上

記
に

通
り

概
ね

達
成

さ
れ

た
。

学
術

的
業

績
で

あ
る

が
、

発
表

論
文

は
2
編

と
目

標
達

成
出

来
た

が
、

学
会

発
表

は
2
件

と
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。

こ
れ

は
、

一
人

し
か

い
な

い
後

期
研

修
医

が
妊

娠
・

出
産

し
た

こ
と

も
大

き
な

理
由

で
、

こ
れ

に
関

し
て

は
大

学
医

局
も

充
分

に
理

解
を

し
て

い
た

だ
け

た
。

ま
た

、
不

定
期

で
は

あ
る

が
、

大
学

よ
り

野
々

村
教

授
に

手
術

等
の

御
指

導
も

い
た

だ
く

こ
と

が
出

来
、

当
院

の
様

子
も

理
解

し
て

い
た

だ
け

た
と

考
え

る
。

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

の
術

者
認

定
資

格
を

取
得

し
て

い
な

い
医

師
1
名

が
派

遣
さ

れ
た

が
、

野
々

村
教

授
の

尽
力

も
あ

り
、

通
常

よ
り

か
な

り
早

く
資

格
を

取
得

す
る

こ
と

が
出

来
、

実
際

に
術

者
と

し
て

の
手

術
を

開
始

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
以

上
の

結
果

、
令

和
7
年

は
大

学
よ

り
8
名

の
泌

尿
器

科
医

を
派

遣
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
つ

ま
り

、
令

和
6
年

の
当

科
の

主
た

る
目

標
は

充
分

に
達

成
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
【

実
績

】
　

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

４
１

人
　

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
２

７
４

人
　

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

８
７

８
件

　
ⅳ

）
泌

尿
器

が
ん

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
２

５
５

件
　

ⅴ
）

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
８

４
件

　
ⅵ

）
Ｔ

Ｕ
Ｌ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

９
４

件
　

ⅶ
）

Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｂ

Ｔ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

１
４

３
件

　
ⅷ

）
前

立
腺

生
検

実
施

件
数

：
２

４
２

件

（
1
7
）

脳
神

経
外

科
（

1
7
）

脳
神

経
外

科
①

手
術

件
数

に
関

し
て

は
日

本
脳

外
科

学
会

へ
の

報
告

様
式

に
て

年
間

３
６

５
件

（
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

症
例

も
含

め
て

）
を

目
指

す
。

②
血

管
内

治
療

の
強

化
③

他
医

療
圏

に
流

出
す

る
中

河
内

医
療

圏
の

急
性

期
脳

卒
中

患
者

を
当

院
に

獲
得

す
る

た
め

救
急

隊
と

の
連

携
を

図
る

。
④

近
隣

救
急

隊
向

け
の

教
育

講
演

、
近

隣
開

業
医

や
市

民
へ

の
講

演
会

な
ど

を
企

画
し

て
連

携
を

強
化

す
る

。
⑤

外
傷

性
疾

患
に

対
し

、
よ

り
当

院
か

ら
の

協
力

体
制

を
強

化
し

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
実

績
向

上
に

も
貢

献
す

る
。

⑥
急

性
期

脳
卒

中
の

診
療

体
制

と
し

て
Ｓ

Ｃ
Ｕ

（
Ｓ

ｔ
ｒ

ｏ
ｋ

ｅ
 
Ｃ

ａ
ｒ

ｅ
 
Ｕ

ｎ
ｉ

ｔ
）

開
設

を
目

指
す

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
4
6
0

新
入

院
患

者
数

4
9
0

年
間

総
手

術
件

数
3
6
5

開
頭

手
術

（
直

達
）

手
術

件
数

（
再

掲
）

1
1
0

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

（
再

掲
）

9
0

１
）

 
新

規
外

来
患

者
数

及
び

新
規

入
院

患
者

数
に

関
し

て
は

　
ス

タ
ッ

フ
の

減
少

に
て

予
想

よ
り

減
じ

て
し

ま
う

結
果

と
な

っ
た

。
ス

タ
ッ

フ
減

に
対

し
、

効
率

化
を

図
り

新
規

患
者

獲
得

を
目

指
す

。
２

）
 
全

体
の

手
術

数
に

お
け

る
血

管
内

治
療

の
割

合
い

に
関

し
て

は
現

状
が

当
院

の
形

態
と

し
て

は
ベ

ス
ト

で
あ

る
と

考
え

る
（

直
達

手
術

＞
血

管
内

手
術

　
を

当
院

の
ス

タ
イ

ル
と

し
て

い
る

た
め

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

３
６

４
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

７
８

人
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
２

１
９

件
ⅳ

）
開

頭
手

術
（

直
達

）
手

術
件

数
 
（

再
掲

）
：

１
１

７
件

ⅴ
）

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
７

６
件
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（
1
8
）

整
形

外
科

（
1
8
）

整
形

外
科

①
中

河
内

医
療

圏
の

整
形

外
科

急
性

期
治

療
の

中
核

と
し

て
の

役
目

を
果

た
す

べ
く

、
地

域
の

医
療

機
関

と
連

携
を

密
に

し
、

高
度

な
整

形
外

科
治

療
を

供
給

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
②

関
節

外
科

、
脊

椎
外

科
、

手
外

科
領

域
の

最
先

端
の

治
療

を
供

給
す

る
と

と
も

に
、

骨
折

な
ど

で
外

傷
疾

患
の

受
け

入
れ

な
ら

び
に

治
療

に
も

注
力

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
,
1
5
0

新
入

院
患

者
数

9
5
0

年
間

総
手

術
件

数
9
0
0

Ｄ
Ｐ

Ｃ
Ⅱ

期
以

内
退

院
患

者
比

率
（

％
）

7
0
.
0

全
て

の
項

目
で

目
標

に
至

ら
な

か
っ

た
。

特
に

新
入

院
患

者
数

の
確

保
が

必
要

で
あ

り
、

令
和

7
年

度
は

目
標

達
成

に
向

け
取

り
組

む
。

【
実

績
】

　
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

１
，

０
６

１
人

　
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

７
２

８
人

　
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
８

７
８

件
　

ⅳ
）

Ｄ
Ｐ

Ｃ
Ⅱ

期
以

内
退

院
患

者
比

率
：

６
７

．
０

％

（
1
9
）

形
成

外
科

（
1
9
）

形
成

外
科

①
緊

急
疾

患
の

受
け

入
れ

を
充

実
す

る
。

②
難

治
性

皮
膚

潰
瘍

の
受

け
入

れ
及

び
手

術
に

つ
い

て
は

年
間

５
０

例
以

上
を

目
標

と
す

る
。

③
全

手
術

数
に

つ
い

て
は

５
０

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る

。
④

外
傷

に
つ

い
て

は
６

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
7
5
0

延
べ

外
来

患
者

数
5
,
0
0
0

新
入

院
患

者
数

1
5
0

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
5
0
0

難
治

性
皮

膚
潰

瘍
症

例
（

再
掲

）
5
0

外
傷

（
再

掲
）

6
0

お
お

む
ね

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
６

３
７

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
４

，
８

４
５

人
ⅲ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
４

１
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

６
５

３
件

ⅴ
）

難
治

性
皮

膚
潰

瘍
症

例
（

再
掲

）
：

７
０

例
ⅵ

）
外

傷
（

再
掲

）
：

５
５

例

（
2
0
）

眼
科

（
2
0
）

眼
科

①
地

域
の

眼
科

で
は

対
応

困
難

な
メ

デ
ィ

カ
ル

、
サ

ー
ジ

カ
ル

両
方

が
必

要
と

な
る

網
膜

疾
患

の
紹

介
患

者
の

積
極

的
受

け
入

れ
を

継
続

す
る

。
②

水
晶

体
疾

患
の

日
帰

り
～

１
泊

入
院

手
術

を
推

進
す

る
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

9
5
0

延
べ

外
来

患
者

数
1
1
,
0
0
0

新
入

院
患

者
数

8
5
0

年
間

総
手

術
件

数
1
,
4
5
0

白
内

障
手

術
件

数
（

再
掲

）
1
,
4
0
0

硝
子

体
手

術
件

数
（

再
掲

）
1
2
5

眼
内

注
射

実
施

件
数

1
,
1
0
0

平
均

入
院

単
価

（
日

）
1
1
1
,
0
0
0

令
和

６
年

９
月

に
医

師
数

が
５

名
か

ら
４

名
に

減
少

し
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

外
来

、
入

院
の

患
者

数
は

維
持

で
き

て
い

る
。

特
に

硝
子

体
切

除
術

の
件

数
は

大
き

く
増

加
し

て
お

り
、

健
闘

し
た

と
考

え
る

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

７
４

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
１

１
，

２
３

２
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
８

９
０

人
ⅳ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
１

，
５

４
５

件
ⅴ

）
白

内
障

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
１

，
４

１
７

件
ⅵ

）
硝

子
体

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
１

８
８

件
ⅶ

）
眼

内
注

射
実

施
件

数
：

１
，

２
２

１
件

ⅷ
）

平
均

入
院

単
価

（
日

）
：

１
１

０
，

０
５

９
円
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（
2
1
）

耳
鼻

咽
喉

科
（

2
1
）

耳
鼻

咽
喉

科
①

総
手

術
数

の
増

加
を

図
る

。
②

鼓
室

形
成

術
年

間
６

０
件

。
③

紹
介

患
者

数
の

増
加

を
図

る
。

④
新

入
院

患
者

数
の

増
加

を
図

る
。

⑤
入

院
診

療
単

価
に

つ
い

て
は

基
準

値
超

え
の

維
持

を
目

指
す

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
,
5
0
0

新
入

院
患

者
数

6
4
0

年
間

総
手

術
件

数
3
6
0

鼓
室

形
成

術
（

年
間

）
（

再
掲

）
6
0

Ｅ
Ｓ

Ｓ
手

術
件

数
（

再
掲

）
8
0

入
院

診
療

単
価

7
8
,
0
0
0

外
来

新
患

者
数

は
目

標
に

及
ば

な
い

も
の

の
新

入
院

患
者

数
は

目
標

を
超

え
た

。
耳

手
術

は
目

標
に

及
ば

な
い

も
の

の
鼻

手
術

で
は

達
成

し
、

総
手

術
数

も
増

加
し

た
。

総
じ

て
年

度
の

目
標

を
達

成
で

き
た

と
考

え
る

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
３

６
９

人
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

６
８

８
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

４
１

３
件

ⅳ
）

鼓
室

形
成

術
（

年
間

）
（

再
掲

）
：

５
３

件
ⅴ

）
Ｅ

Ｓ
Ｓ

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
８

５
件

ⅵ
）

入
院

診
療

単
価

：
７

７
，

６
６

２
円

（
2
2
）

産
婦

人
科

（
2
2
）

産
婦

人
科

①
分

娩
数

目
標

（
４

０
０

例
）

。
②

年
間

１
０

０
例

の
内

視
鏡

手
術

を
行

う
。

③
婦

人
科

手
術

の
増

加
（

２
０

０
例

）
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

1
,
0
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
2
0
,
5
0
0

新
入

院
患

者
数

8
0
0

年
間

分
娩

数
（

再
掲

）
4
0
0

婦
人

科
年

間
総

手
術

件
数

（
再

掲
）

2
0
0

婦
人

科
が

ん
手

術
件

数
（

再
掲

）
2
0

内
視

鏡
手

術
実

施
件

数
（

再
掲

）
1
0
0

新
任

医
師

８
人

で
新

た
に

診
療

体
制

を
構

築
し

診
療

に
あ

た
っ

た
た

め
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

困
難

を
要

し
た

。
こ

の
一

年
間

で
の

診
療

実
績

を
次

年
度

に
増

加
さ

せ
る

に
当

た
っ

て
は

医
師

数
の

増
加

が
必

須
と

考
え

て
い

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

、
１

６
０

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
１

１
，

７
０

５
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

１
５

人
ⅳ

）
年

間
分

娩
数

（
再

掲
）

：
３

８
７

件
ⅴ

）
婦

人
科

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

３
６

９
件

ⅵ
）

婦
人

科
が

ん
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

６
１

件
ⅶ

）
内

視
鏡

手
術

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

２
１

件
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（
2
3
）

放
射

線
科

（
2
3
）

放
射

線
科

①
地

域
診

療
の

拡
充

を
さ

ら
に

強
化

す
る

。
・

病
診

連
携

検
査

：
Ｕ

Ｓ
を

含
む

放
射

線
科

担
当

画
像

検
査

数
の

維
持

（
１

，
９

０
０

件
/
年

）
。

・
画

像
共

有
の

迅
速

化
（

Ｃ
Ｄ

Ｒ
の

運
用

改
善

、
ク

ラ
ウ

ド
化

な
ど

の
新

シ
ス

テ
ム

導
入

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

画
像

共
有

方
法

の
模

索
）

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。

②
Ｉ

Ｖ
Ｒ

の
拡

充
を

行
う

。
・

症
例

の
増

加
を

図
る

。
年

間
Ｉ

Ｖ
Ｒ

学
会

登
録

件
数

の
維

持
（

５
５

０
件

/
年

）
。

・
時

間
外

手
技

を
減

少
さ

せ
る

た
め

の
Ｉ

Ｖ
Ｒ

１
室

の
効

率
的

運
用

を
目

指
す

。
③

高
精

度
放

射
線

治
療

・
定

位
・

強
度

変
調

放
射

線
治

療
の

維
持

、
増

加
を

目
指

す
（

１
５

０
件

/
年

）
。

・
適

切
な

放
射

線
治

療
機

器
更

新
に

向
け

て
の

ワ
ー

キ
ン

グ
を

続
行

。
・

治
療

専
任

の
人

員
確

保
、

環
境

整
備

・
臨

床
科

と
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
連

携
強

化
を

図
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
1
,
6
3
0

延
べ

外
来

患
者

数
4
,
1
0
0

年
間

Ｉ
Ｖ

Ｒ
総

件
数

（
再

掲
）

5
5
0

年
間

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

2
5
,
5
0
0

年
間

Ｍ
Ｒ

検
査

件
数

9
,
0
0
0

地
域

連
携

画
像

診
断

検
査

件
数

（
Ｕ

Ｓ
含

む
）

（
再

掲
）

1
,
9
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
は

前
年

度
よ

り
減

少
し

た
が

、
放

射
線

治
療

装
置

更
新

の
影

響
で

あ
り

、
計

画
は

達
成

で
き

た
。

C
T
・

M
R
I
・

I
V
R
の

検
査

数
は

い
ず

れ
も

前
年

度
か

ら
増

加
し

て
お

り
、

計
画

値
を

達
成

で
き

た
。

I
V
R
に

つ
い

て
は

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
が

、
特

定
の

手
技

が
増

え
た

と
い

う
よ

り
は

、
い

ず
れ

の
手

技
も

全
体

的
に

増
え

た
印

象
で

あ
る

。
各

科
か

ら
の

依
頼

に
大

き
な

遅
延

な
く

対
応

で
き

て
い

る
と

考
え

る
。

た
だ

、
現

在
の

人
員

・
装

置
の

台
数

で
は

、
検

査
数

は
上

限
に

近
づ

い
て

い
る

と
考

え
る

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
７

９
６

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
４

，
５

４
６

人
ⅲ

）
年

間
Ｉ

Ｖ
Ｒ

総
件

数
（

再
掲

）
：

９
０

９
件

ⅳ
）

年
間

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

：
２

８
，

７
０

１
件

ⅴ
）

年
間

Ｍ
Ｒ

検
査

件
数

：
９

，
２

６
８

件
ⅵ

）
地

域
連

携
画

像
診

断
検

査
件

数
（

Ｕ
Ｓ

含
む

）
（

再
掲

）
：

２
，

３
４

６
件

（
2
4
）

麻
酔

科
（

2
4
）

麻
酔

科
①

今
年

度
も

外
科

系
診

療
科

の
手

術
希

望
に

は
手

術
枠

の
範

囲
内

で
全

て
応

需
で

き
る

体
制

を
維

持
す

る
。

全
身

麻
酔

症
例

３
,
６

０
０

例
、

麻
酔

科
管

理
症

例
４

，
２

０
０

例
を

目
標

と
す

る
。

②
緊

急
手

術
に

対
し

て
も

可
能

な
限

り
常

勤
麻

酔
科

医
で

対
応

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
今

年
度

も
前

年
同

様
平

日
週

3
日

、
日

曜
日

、
祝

日
を

常
勤

麻
酔

科
医

で
オ

ン
コ

ー
ル

対
応

す
る

。
【

計
画

】
麻

酔
科

管
理

 
手

術
麻

酔
症

例
4
,
2
0
0

麻
酔

科
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
3
,
6
0
0

麻
酔

科
管

理
症

例
、

全
身

麻
酔

症
例

と
も

に
目

標
を

達
成

し
た

。

【
実

績
】

ⅰ
）

麻
酔

科
管

理
 
手

術
麻

酔
症

例
：

４
，

２
４

６
件

ⅱ
）

麻
酔

科
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
：

３
，

８
４

４
件

（
2
5
）

病
理

診
療

科
（

2
5
）

病
理

診
療

科
①

最
新

の
診

断
基

準
や

取
り

扱
い

規
約

に
精

通
し

、
正

確
な

病
理

診
断

を
心

が
け

る
。

②
診

断
精

度
を

高
め

る
た

め
症

例
に

応
じ

て
、

免
疫

組
織

学
的

検
討

を
行

う
。

③
診

断
困

難
例

に
対

す
る

対
応

と
し

て
大

阪
大

学
を

含
め

他
施

設
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
④

ゲ
ノ

ム
医

療
に

関
連

し
た

病
理

組
織

の
取

扱
い

、
診

断
、

判
定

に
精

通
す

る
。

⑤
解

剖
症

例
は

で
き

る
だ

け
Ｃ

Ｐ
Ｃ

を
行

う
。

⑥
研

修
医

の
た

め
の

病
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

可
能

な
限

り
行

う
。

⑦
他

院
へ

の
病

理
関

連
の

協
力

を
行

う
。

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

病
理

解
剖

、
臓

器
移

植
関

係
で

の
協

力
、

恵
生

会
病

院
か

ら
の

術
中

迅
速

診
断

の
協

力
等

。
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（
2
6
）

緩
和

ケ
ア

内
科

（
2
6
）

緩
和

ケ
ア

内
科

①
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

必
要

な
緩

和
ケ

ア
要

件
を

満
た

す
。

・
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

介
入

件
数

 
２

５
０

件
以

上
・

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 
１

０
回

以
上

・
緩

和
ケ

ア
研

修
会

 
４

回
以

上
②

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

け
る

ケ
ア

の
充

実
・

緩
和

ケ
ア

病
棟

加
算

１
の

基
準

を
満

た
す

（
平

均
在

院
日

数
３

０
日

以
内

。
在

宅
退

院
１

５
％

以
上

入
院

待
機

期
間

１
４

日
以

内
）

・
病

床
稼

働
率

 
８

０
％

以
上

③
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
維

持
し

、
院

内
外

で
の

緩
和

ケ
ア

の
普

及
・

充
実

を
は

か
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
2
5
0

新
入

院
患

者
数

3
1
0

病
床

稼
働

率
（

％
）

8
0

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
介

入
件

数
（

再
掲

）
2
5
0

年
度

後
半

に
マ

ン
パ

ワ
ー

不
足

が
あ

っ
た

が
、

比
較

的
良

好
な

結
果

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
新

規
紹

介
患

者
数

）
：

２
８

７
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

４
８

人
ⅲ

）
病

床
稼

働
率

（
再

掲
）

：
７

６
．

９
%

ⅳ
）

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

２
３

８
件

（
2
7
）

歯
科

（
2
7
）

歯
科

①
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

件
数

の
増

加
１

割
増

を
目

指
す

。
②

他
職

種
と

の
連

携
を

強
化

し
、

よ
り

充
実

し
た

口
腔

管
理

を
目

指
す

。
③

外
来

新
患

数
の

増
加

を
図

る
院

内
他

科
か

ら
の

紹
介

（
周

術
期

や
そ

の
他

口
腔

管
理

が
必

要
な

症
例

に
つ

い
て

）
増

加
を

図
る

。
④

口
腔

管
理

を
行

っ
た

患
者

に
対

し
、

退
院

時
に

地
域

の
医

院
へ

の
逆

紹
介

を
行

い
、

ス
ム

ー
ズ

な
治

療
移

行
な

ど
地

域
連

携
の

強
化

を
図

る
。

⑤
嚥

下
ケ

ア
チ

ー
ム

の
立

ち
上

げ
を

目
指

す
。

【
計

画
】

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

7
8
0

延
べ

外
来

患
者

数
5
,
0
0
0

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
件

数
7
0
0

計
画

値
に

は
未

達
成

で
は

あ
っ

た
も

の
の

、
令

和
5
年

度
よ

り
延

べ
外

来
患

者
数

、
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

件
数

の
増

加
は

み
ら

れ
た

。
摂

食
嚥

下
支

援
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
、

活
動

開
始

し
た

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

７
２

６
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

４
，

８
５

０
人

ⅲ
）

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
件

数
：

６
４

５
件
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（
2
8
）

口
腔

外
科

（
2
8
）

口
腔

外
科

①
口

腔
外

科
に

割
り

振
ら

れ
て

い
る

入
院

手
術

枠
の

１
０

０
％

利
用

を
引

き
続

き
継

続
維

持
す

る
。

②
口

腔
外

科
の

特
性

と
し

て
、

手
術

件
数

は
外

来
紹

介
初

診
患

者
数

に
大

き
く

依
存

す
る

。
更

に
積

極
的

に
外

来
紹

介
を

受
け

入
れ

、
コ

ロ
ナ

禍
で

減
少

し
た

受
診

患
者

数
の

回
復

を
図

る
こ

と
で

手
術

件
数

を
維

持
し

た
い

。
③

緊
急

対
応

が
必

要
な

症
例

、
他

医
療

機
関

か
ら

の
急

患
は

病
院

の
掲

げ
る

｢
断

ら
な

い
救

急
｣
に

沿
っ

て
、

引
き

続
き

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

く
。

④
病

院
全

体
で

進
め

て
い

る
働

き
方

改
革

に
関

し
て

、
当

科
医

師
も

積
極

的
に

取
り

組
み

、
効

率
的

な
業

務
遂

行
を

図
る

。
⑤

外
来

手
術

待
機

期
間

が
２

月
に

及
ん

で
お

り
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

観
点

か
ら

も
手

術
待

機
期

間
の

短
縮

が
急

務
で

あ
っ

た
。

大
学

か
ら

の
処

置
Ｄ

ｒ
応

援
、

歯
科

衛
生

士
の

新
規

採
用

お
よ

び
研

修
医

増
員

を
得

て
外

来
手

術
増

加
を

達
成

す
る

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
2
,
5
0
0

延
べ

外
来

患
者

数
1
0
,
0
0
0

新
入

院
患

者
数

6
1
0

延
べ

入
院

患
者

数
3
,
1
1
1

年
間

入
院

手
術

件
数

4
7
0

年
間

外
来

手
術

件
数

1
,
6
0
0

①
　

口
腔

外
科

の
定

期
手

術
枠

に
つ

い
て

は
1
0
0
%
使

用
し

、
昨

年
度

よ
り

全
麻

手
術

件
数

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
②

外
来

手
術

件
数

に
関

し
て

も
大

学
か

ら
の

手
術

応
援

医
師

を
受

け
入

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

増
加

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

手
術

待
機

期
間

の
短

縮
に

も
つ

な
が

っ
た

。
③

病
院

の
方

針
に

基
づ

き
、

断
ら

な
い

救
急

を
実

践
し

て
い

る
。

診
療

依
頼

は
全

て
受

け
入

れ
る

方
針

を
継

続
維

持
す

る
。

④
口

腔
外

科
に

従
事

す
る

医
師

が
常

勤
３

名
で

あ
り

、
手

術
件

数
の

増
加

、
業

務
の

複
雑

化
、

患
者

数
増

加
に

よ
り

勤
務

時
間

の
延

長
が

認
め

ら
れ

る
。

働
き

方
を

工
夫

し
、

健
全

な
勤

務
時

間
を

遵
守

す
る

よ
う

今
後

も
努

力
す

る
。

⑤
歯

科
衛

生
士

の
新

規
採

用
、

増
員

が
あ

り
、

今
後

は
外

来
業

務
の

ス
ム

ー
ズ

な
運

営
に

寄
与

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

，
６

５
３

人
ⅱ

）
延

べ
外

来
患

者
数

：
１

０
，

９
４

３
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

７
２

人
ⅳ

）
延

べ
入

院
患

者
数

：
３

，
１

９
６

人
ⅴ

）
年

間
入

院
手

術
件

数
：

５
１

３
件

ⅵ
）

年
間

外
来

手
術

件
数

：
１

，
９

２
０

件

（
2
9
）

精
神

科
（

2
9
）

精
神

科
①

地
域

医
療

・
地

域
保

健
や

福
祉

に
貢

献
で

き
る

精
神

科
診

療
を

実
施

す
る

（
医

師
会

と
の

連
携

、
紹

介
外

来
患

者
数

の
増

加
、

東
大

阪
市

内
で

開
か

れ
る

精
神

保
健

福
祉

等
に

関
す

る
会

議
等

へ
の

参
加

、
保

健
セ

ン
タ

ー
等

行
政

と
の

連
携

）
。

②
地

域
か

ら
の

ニ
ー

ズ
の

高
い

認
知

症
専

門
外

来
を

維
持

す
る

（
新

規
患

者
年

間
２

４
０

名
程

度
）

。
③

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

の
組

み
入

れ
患

者
数

の
拡

大
を

図
る

（
年

間
７

０
０

名
程

度
）

。
④

院
内

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
診

療
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

（
年

間
５

０
０

名
程

度
）

。
【

計
画

】
外

来
新

患
数

（
再

掲
）

2
4
0

延
べ

外
来

患
者

数
4
,
0
0
0

院
内

リ
エ

ゾ
ン

診
療

実
施

件
数

（
再

掲
）

5
0
0

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

関
与

・
介

入
件

数
7
0
0

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
（

再
掲

）
8
,
0
0
0

院
内

か
ら

の
リ

エ
ゾ

ン
診

察
依

頼
は

計
画

を
上

回
っ

た
。

主
な

紹
介

は
せ

ん
妄

で
あ

り
、

認
知

症
や

不
眠

症
が

そ
れ

に
続

い
た

。
認

知
症

ケ
ア

チ
ー

ム
に

つ
い

て
は

、
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
を

年
度

途
中

に
立

ち
上

げ
た

影
響

も
あ

り
、

計
画

値
を

下
回

っ
た

。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

再
掲

）
：

２
１

６
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

４
，

４
３

３
人

ⅲ
）

院
内

リ
エ

ゾ
ン

診
療

実
施

件
数

 
（

再
掲

）
：

５
１

５
件

ⅳ
）

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

関
与

・
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

５
６

２
件

ⅴ
）

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
（

再
掲

）
：

７
，

３
１

９
件
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（
3
0
）

臨
床

腫
瘍

科
（

3
0
）

臨
床

腫
瘍

科
①

外
来

化
学

療
法

室
に

専
従

専
門

医
1
名

が
専

従
す

る
体

制
を

整
備

す
る

。
②

化
学

療
法

を
時

間
単

位
で

予
約

す
る

よ
う

改
善

し
、

外
来

化
学

療
法

室
延

べ
人

数
も

４
，

９
０

０
人

を
目

指
す

。
③

が
ん

薬
物

療
法

指
導

医
を

目
指

す
。

外
来

化
学

療
法

新
規

患
者

数
2
6
0

外
来

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
4
,
9
0
0

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

（
再

掲
）

3
5

2
0
2
5
年

4
月

1
日

に
家

出
清

継
が

、
が

ん
薬

物
療

法
指

導
医

に
認

定
さ

れ
ま

し
た

。
外

来
化

学
療

法
室

に
が

ん
薬

物
療

法
専

門
医

・
指

導
医

が
専

従
す

る
体

制
で

、
安

全
な

外
来

化
学

療
法

が
実

施
で

き
て

お
り

、
外

来
化

学
療

法
の

件
数

も
年

々
増

加
傾

向
で

す
。

ま
た

、
が

ん
遺

伝
子

パ
ネ

ル
検

査
に

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
他

診
療

科
と

の
連

携
も

重
視

し
て

お
り

、
臨

床
腫

瘍
科

か
ら

だ
け

で
な

く
、

消
化

器
外

科
・

乳
腺

外
科

な
ど

他
診

療
科

か
ら

も
、

積
極

的
に

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

が
施

行
さ

れ
て

お
り

、
病

院
全

体
と

し
て

飛
躍

的
に

件
数

が
増

加
し

て
お

り
ま

す
。

十
分

に
目

標
が

達
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

化
学

療
法

新
規

患
者

数
：

２
４

３
人

ⅱ
）

外
来

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
：

４
，

３
４

２
人

ⅲ
）

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

（
再

掲
）

：
５

８
人
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組

み
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
（

取
組

）
報

告
2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

（
1
）

集
中

治
療

部
（

1
）

集
中

治
療

部
①

Ｉ
Ｃ

Ｕ
１

０
床

の
運

用
を

継
続

し
、

院
内

重
症

患
者

、
外

科
手

術
後

患
者

、
地

域
の

高
度

急
性

期
医

療
が

必
要

な
重

症
患

者
の

集
中

治
療

管
理

を
行

う
。

②
集

中
治

療
専

従
医

、
看

護
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

の
体

制
を

確
立

し
、

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

1
を

維
持

す
る

。
③

働
き

方
改

革
に

準
じ

た
Ｉ

Ｃ
Ｕ

当
直

体
制

を
維

持
す

る
。

④
外

科
術

後
患

者
の

Ｉ
Ｃ

Ｕ
利

用
率

を
高

め
、

病
床

の
有

効
利

用
（

満
床

運
用

）
を

図
る

。
⑤

個
室

化
、

陰
圧

管
理

を
活

用
し

て
、

重
症

の
感

染
症

患
者

の
入

室
に

対
し

、
積

極
的

に
対

応
す

る
。

⑥
臨

床
研

修
医

、
看

護
師

教
育

を
進

め
、

重
症

集
中

治
療

ケ
ア

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。
⑦

多
職

種
に

よ
る

チ
ー

ム
医

療
の

充
実

を
目

指
す

。
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

に
引

き
続

き
、

臨
床

工
学

技
士

、
理

学
療

法
士

の
専

従
配

置
を

図
る

。
【

計
画

】
年

間
Ｉ

Ｃ
Ｕ

新
入

室
患

者
数

7
5
0

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
稼

働
率

（
％

）
1
0
0

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
利

用
率

（
％

）
9
0

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
算

定
率

（
％

）
8
0

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
在

室
日

数
　

3

新
入

室
患

者
数

、
平

均
稼

動
率

は
計

画
を

上
回

り
、

目
標

達
成

が
で

き
た

が
、

平
均

利
用

率
、

平
均

算
定

率
は

計
画

を
下

回
っ

た
。

算
定

日
数

越
え

の
長

期
入

室
患

者
や

算
定

で
き

な
い

短
期

患
者

が
一

定
の

割
合

出
る

の
は

や
む

を
得

な
い

面
も

あ
る

が
、

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

円
滑

に
し

て
平

均
利

用
率

の
向

上
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
多

職
種

連
携

で
は

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

に
つ

い
て

は
ほ

ぼ
専

従
配

置
で

き
て

お
り

、
医

療
機

器
を

多
数

扱
う

Ｉ
Ｃ

Ｕ
へ

臨
床

工
学

士
の

専
従

配
置

も
図

り
た

い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
新

入
室

患
者

数
：

７
６

６
人

ⅱ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
稼

働
率

：
１

０
４

．
７

％
ⅲ

）
年

間
Ｉ

Ｃ
Ｕ

平
均

利
用

率
：

８
３

．
４

％
ⅳ

）
年

間
Ｉ

Ｃ
Ｕ

平
均

算
定

率
：

６
９

．
３

％
ⅴ

）
年

間
Ｉ

Ｃ
Ｕ

平
均

在
室

日
数

：
４

．
７

日
※

稼
働

率
：

2
4
時

時
点

の
利

用
率

（
当

日
の

転
室

患
者

を
含

む
）

※
利

用
率

：
2
4
時

時
点

の
利

用
率

（
当

日
の

転
室

患
者

は
含

ま
な

い
）

※
算

定
率

：
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
１

の
算

定
率
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（
2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー

）
（

2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー

）
令

和
６

年
度

も
継

続
し

て
「

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

」
と

し
て

、
以

下
の

目
標

値
を

掲
げ

、
良

質
で

安
全

で
患

者
満

足
度

が
高

い
が

ん
診

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

、
各

診
療

体
制

の
構

築
を

図
る

。
【

各
診

療
体

制
に

お
け

る
取

組
み

】
①

局
所

限
局

型
が

ん
に

対
す

る
早

期
治

療
、

低
侵

襲
治

療
の

取
り

組
み

・
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

低
迷

し
て

い
た

検
診

セ
ン

タ
ー

や
人

間
ド

ッ
ク

等
の

施
設

と
の

連
携

を
強

化
し

、
放

射
線

診
断

医
、

内
視

鏡
医

に
よ

る
早

期
病

変
に

対
す

る
確

実
な

診
断

と
、

安
全

か
つ

低
侵

襲
で

し
か

も
根

治
性

を
重

視
し

た
質

の
高

い
内

視
鏡

治
療

、
外

科
治

療
（

鏡
視

下
手

術
、

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

な
ど

）
、

放
射

線
治

療
（

高
精

度
放

射
線

治
療

な
ど

）
の

症
例

増
加

を
図

る
。

②
進

行
が

ん
に

対
す

る
集

学
的

治
療

・
先

進
的

治
療

の
取

り
組

み
・

最
新

の
標

準
的

薬
物

療
法

を
安

全
に

行
え

る
よ

う
に

、
腫

瘍
内

科
医

、
が

ん
化

学
療

法
看

護
認

定
看

護
師

、
が

ん
看

護
専

門
看

護
師

、
が

ん
専

門
薬

剤
師

な
ど

の
人

材
確

保
の

も
と

、
充

実
し

た
診

療
体

制
を

整
備

す
る

。
・

標
準

療
法

を
終

え
た

が
ん

患
者

に
対

し
、

臨
床

試
験

や
治

験
な

ど
最

先
端

の
薬

物
療

法
も

提
供

で
き

る
体

制
を

整
え

る
。

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
な

が
ら

、
各

が
ん

腫
に

対
す

る
新

し
い

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
（

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
）

を
提

供
で

き
る

体
制

を
積

極
的

に
構

築
す

る
。

③
緩

和
医

療
の

充
実

・
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

、
安

全
で

患
者

・
家

族
に

と
っ

て
満

足
度

の
高

い
緩

和
ケ

ア
提

供
の

更
な

る
充

実
を

目
指

す
。

・
地

域
医

療
連

携
室

と
共

同
で

、
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
対

応
し

た
在

宅
緩

和
ケ

ア
体

制
を

推
進

す
る

。
【

計
画

】
が

ん
患

者
登

録
数

（
院

内
が

ん
登

録
者

数
）

1
,
5
0
0

が
ん

手
術

件
数

（
再

掲
）

8
0
0

が
ん

放
射

線
治

療
件

数
（

新
規

患
者

）
1
5
0

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

（
再

掲
）

3
,
0
0
0

が
ん

薬
物

療
法

レ
ジ

メ
ン

件
数

　
1
,
1
0
0

が
ん

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
3
,
5
0
0

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
新

規
介

入
件

数
（

再
掲

）
2
5
0

①
 
②

に
つ

い
て

今
年

度
は

放
射

線
治

療
が

半
年

以
上

に
わ

た
っ

て
機

器
更

新
の

た
め

施
行

で
き

ず
、

早
期

が
ん

に
対

す
る

放
射

線
治

療
や

進
行

再
発

期
に

お
け

る
放

射
線

治
療

を
含

む
集

学
的

治
療

が
不

十
分

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

こ
の

間
、

他
施

設
へ

の
治

療
依

頼
や

代
替

療
法

な
ど

で
対

応
し

た
。

放
射

線
治

療
が

出
来

な
か

っ
た

こ
と

が
、

が
ん

診
療

全
体

に
そ

れ
ほ

ど
大

き
な

マ
イ

ナ
ス

数
値

と
し

て
現

れ
な

か
っ

た
の

は
幸

い
で

あ
っ

た
。

が
ん

手
術

で
は

目
標

値
以

上
の

実
績

を
残

せ
た

要
因

と
し

て
、

鏡
視

下
手

術
や

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

の
機

器
更

新
や

補
充

購
入

が
行

わ
れ

て
低

侵
襲

化
治

療
が

一
層

強
化

さ
れ

た
こ

と
、

上
部

消
化

管
が

ん
以

外
の

手
術

で
件

数
増

加
を

得
た

こ
と

な
ど

が
あ

げ
ら

れ
る

。
薬

物
療

法
は

年
々

新
し

い
薬

物
が

開
発

導
入

さ
れ

、
そ

の
適

応
も

様
々

な
が

ん
種

に
拡

大
も

進
ん

だ
た

め
、

件
数

増
加

の
実

績
を

得
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
新

薬
や

そ
の

適
応

拡
大

に
対

し
て

、
安

全
に

薬
物

療
法

が
行

わ
れ

る
た

め
に

は
認

定
専

門
看

護
師

や
専

門
薬

剤
師

の
担

う
業

務
が

一
層

重
要

と
な

る
た

め
、

そ
の

マ
ン

パ
ワ

ー
や

体
制

の
充

実
化

が
必

要
で

あ
る

。
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

の
た

め
の

検
査

も
少

し
ず

つ
な

が
ら

増
え

て
お

り
、

ゲ
ノ

ム
医

療
の

推
進

も
図

ら
れ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
②

 
に

つ
い

て
R
6
年

度
は

緩
和

ケ
ア

医
不

足
状

態
に

な
っ

た
が

、
他

科
の

医
師

の
協

力
に

よ
り

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
や

看
護

外
来

な
ど

の
機

能
を

落
と

さ
ず

に
何

と
か

乗
り

切
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

緩
和

放
射

線
治

療
が

R
6
年

度
の

後
半

は
困

難
と

な
り

、
他

施
設

へ
依

頼
し

て
患

者
療

養
の

質
を

下
げ

る
こ

と
な

く
乗

り
切

れ
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

今
年

度
は

緩
和

ケ
ア

専
従

医
師

も
正

式
に

参
加

で
き

、
放

射
線

治
療

も
新

機
器

に
よ

る
再

開
と

な
る

た
め

、
機

能
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

③
 
～

⑥
に

つ
い

て
多

職
種

に
よ

る
が

ん
チ

ー
ム

医
療

や
が

ん
支

持
療

法
に

関
わ

る
診

療
科

の
協

力
体

制
は

、
当

施
設

で
は

か
な

り
充

実
し

て
お

り
、

令
和

6
年

度
も

様
々

な
分

野
で

の
活

躍
が

推
進

さ
れ

た
よ

う
に

思
う

。
特

に
が

ん
免

疫
療

法
の

ニ
ー

ズ
増

加
に

伴
う

「
i
r
A
E
チ

ー
ム

」
に

よ
る

介
入

強
化

や
、

「
骨

メ
タ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
」

、
「

A
Y
A
世

代
患

者
支

援
」

、
「

妊
孕

性
が

ん
治

療
」

な
ど

新
し

い
が

ん
診

療
支

援
体

制
が

必
要

と
な

り
、

そ
の

構
築

を
な

ん
と

か
で

き
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

今
年

度
は

「
が

ん
リ

ハ
」

や
「

が
ん

栄
養

」
の

積
極

的
支

援
介

入
が

新
た

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

と
な

っ
て

お
り

、
多

職
種

か
ら

な
る

チ
ー

ム
医

療
の

一
層

の
活

躍
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
地

域
医

療
連

携
や

在
宅

医
療

は
コ

ロ
ナ

禍
以

降
一

気
に

回
復

し
、

今
後

も
一

層
の

推
進

を
図

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

⑦
に

つ
い

て
院

内
が

ん
登

録
部

門
や

が
ん

情
報

管
理

に
つ

い
て

は
R
6
年

度
に

か
な

り
環

境
充

実
が

図
ら

れ
た

が
、

今
後

も
各

機
能

が
十

分
に

果
た

せ
る

よ
う

に
推

し
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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（
2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー

）
（

2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー

）
④

チ
ー

ム
医

療
に

よ
る

が
ん

診
療

支
援

部
門

の
充

実
・

が
ん

診
療

に
お

け
る

支
援

部
門

と
し

て
、

多
職

種
か

ら
な

る
チ

ー
ム

医
療

（
ｉ

ｒ
－

Ａ
Ｅ

、
Ｎ

Ｓ
Ｔ

、
認

知
症

ケ
ア

、
リ

ハ
ビ

リ
、

褥
瘡

、
口

腔
ケ

ア
な

ど
）

を
整

備
し

、
そ

の
積

極
的

な
介

入
を

継
続

す
る

。
・

が
ん

診
療

に
特

化
し

た
専

門
・

認
定

看
護

師
（

が
ん

看
護

専
門

看
護

師
、

が
ん

化
学

療
法

看
護

認
定

看
護

師
、

が
ん

放
射

線
療

法
看

護
認

定
看

護
師

な
ど

）
を

育
成

し
、

「
が

ん
専

門
看

護
外

来
」

な
ど

に
よ

る
診

療
支

援
外

来
を

整
備

す
る

。
⑤

が
ん

患
者

へ
の

情
報

提
供

・
相

談
支

援
の

更
な

る
充

実
・

が
ん

に
関

す
る

相
談

支
援

と
情

報
提

供
；

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

相
談

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

⑥
地

域
連

携
、

在
宅

療
法

の
推

進
・

地
域

か
か

り
つ

け
医

と
積

極
的

に
が

ん
診

療
の

連
携

を
図

り
、

が
ん

患
者

・
家

族
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

な
が

ら
安

心
で

満
足

度
の

高
い

在
宅

医
療

を
推

進
す

る
。

・
地

域
か

か
り

つ
け

医
と

の
が

ん
診

療
の

機
能

分
化

を
明

確
に

し
、

外
来

に
お

け
る

が
ん

診
療

の
標

準
化

を
図

る
た

め
、

「
が

ん
地

域
連

携
パ

ス
」

を
積

極
的

に
導

入
す

る
。

⑦
そ

の
他

・
院

内
が

ん
登

録
部

門
に

お
け

る
が

ん
診

療
情

報
の

収
集

及
び

管
理

方
法

を
よ

り
体

系
化

し
、

そ
の

機
能

を
強

化
す

る
。

・
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
と

拡
大

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

；
５

大
が

ん
を

始
め

と
す

る
主

た
る

が
ん

腫
に

つ
い

て
は

、
当

該
診

療
科

医
師

、
放

射
線

医
、

病
理

医
、

緩
和

医
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
等

の
多

職
種

の
メ

ン
バ

ー
構

成
か

ら
な

る
「

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

」
を

定
期

的
に

開
催

し
、

外
来

、
入

院
を

問
わ

ず
が

ん
患

者
の

診
断

・
治

療
の

方
針

等
に

つ
い

て
横

断
的

・
総

合
的

な
検

討
を

行
う

。
加

え
て

複
数

診
療

科
に

関
わ

る
が

ん
患

者
、

多
岐

に
わ

た
る

併
存

症
を

も
つ

が
ん

患
者

、
医

学
的

・
社

会
的

・
精

神
的

に
治

療
に

難
渋

す
る

が
ん

患
者

の
治

療
方

針
に

つ
い

て
は

、
院

内
の

全
医

療
従

事
者

参
加

に
よ

る
「

拡
大

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

」
を

継
続

し
て

開
催

す
る

。
・

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

育
成

し
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

推
進

す
る

。

前
ペ

ー
ジ

に
記

載
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（
3
）

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
推

進
室

（
3
）

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
推

進
室

①
中

河
内

地
域

で
唯

一
の

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

し
て

、
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
、

遺
伝

子
情

報
管

理
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
）

と
ｖ

ｉ
ｒ

ｔ
ｕ

ａ
ｌ

 
ｐ

ｒ
ｉ

ｖ
ａ

ｔ
ｅ

 
ｎ

ｅ
ｔ

ｗ
ｏ

ｒ
ｋ

で
綿

密
に

連
携

し
て

い
く

。
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
を

ウ
ェ

ブ
会

議
で

行
っ

て
い

く
。

②
医

療
セ

ン
タ

ー
以

外
の

が
ん

患
者

に
つ

い
て

も
、

標
本

の
保

存
状

態
、

臨
床

情
報

が
入

手
可

能
等

の
条

件
が

揃
え

ば
、

医
療

セ
ン

タ
ー

で
が

ん
パ

ネ
ル

検
査

を
行

い
、

地
域

全
体

に
ｐ

ｒ
ｅ

ｃ
ｉ

ｓ
ｉ

ｏ
ｎ

 
ｍ

ｅ
ｄ

ｉ
ｃ

ｉ
ｎ

ｅ
を

届
け

ら
れ

る
よ

う
に

努
力

す
る

。
③

地
域

医
療

連
携

室
等

で
他

の
医

療
機

関
か

ら
の

依
頼

を
受

け
る

た
め

に
は

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

に
つ

い
て

研
修

を
受

け
た

看
護

師
、

事
務

職
等

を
育

て
る

事
が

急
務

で
あ

る
。

④
遺

伝
子

情
報

は
究

極
の

個
人

情
報

で
あ

り
、

Ｉ
Ｄ

の
管

理
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
に

万
全

を
期

す
る

た
め

、
入

退
室

を
管

理
で

き
る

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
セ

ン
タ

ー
室

の
確

保
に

努
め

る
。

当
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
固

形
癌

の
が

ん
遺

伝
子

パ
ネ

ル
検

査
実

施
数

は
2
0
2
4
年

度
で

3
5
件

と
順

調
に

伸
び

て
い

る
。

消
化

器
外

科
、

乳
腺

外
科

、
泌

尿
器

科
、

婦
人

科
、

な
ど

が
中

心
だ

が
、

今
後

は
消

化
器

内
科

な
ど

癌
を

扱
う

科
で

実
施

さ
れ

る
よ

う
院

内
レ

ク
チ

ャ
ー

を
年

2
回

行
う

予
定

で
あ

る
。

入
力

に
手

間
の

か
か

る
医

療
履

歴
を

医
療

情
報

課
で

入
力

し
、

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
の

行
え

る
W
e
b
e
x
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

可
能

な
個

室
を

毎
月

2
回

確
保

す
る

必
要

が
あ

り
、

入
退

室
を

管
理

で
き

る
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

セ
ン

タ
ー

室
が

必
要

と
考

え
る

。
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（
4
）

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

）
（

4
）

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

）
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
患

者
へ

の
き

め
細

や
か

な
支

援
を

よ
り

一
層

充
実

さ
せ

る
た

め
に

、
予

定
入

院
患

者
の

８
割

が
入

退
院

セ
ン

タ
ー

を
受

診
で

き
る

体
制

を
作

る
と

と
も

に
、

当
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
医

療
の

提
供

が
患

者
に

と
っ

て
地

域
完

結
型

医
療

と
な

る
よ

う
に

、
東

大
阪

市
内

お
よ

び
中

河
内

医
療

圏
を

中
心

と
し

た
地

域
連

携
を

推
進

す
る

。
【

計
画

】
入

退
院

支
援

加
算

 
算

定
件

数
5
,
2
0
0

入
院

時
支

援
加

算
１

又
は

２
 
算

定
件

数
2
,
6
0
0

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

1
0
0

退
院

時
共

同
指

導
料

２
2
0
0

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

2
0
0

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

1
4
,
8
0
0

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

1
4
,
8
0
0

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
8
,
0
0
0

医
療

相
談

件
数

（
実

人
数

）
1
,
6
0
0

介
入

件
数

：
令

和
5
年

度
か

ら
全

患
者

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
行

い
、

退
院

困
難

な
要

因
に

該
当

す
る

か
を

精
査

し
た

う
え

で
退

院
支

援
が

必
要

な
患

者
へ

の
介

入
に

運
用

の
変

更
を

行
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
目

標
は

達
成

出
来

な
か

っ
た

。
医

療
相

談
件

数
：

令
和

５
年

度
と

比
較

す
る

と
が

ん
診

療
連

携
パ

ス
対

象
患

者
さ

ん
の

増
加

ま
た

、
令

和
６

年
度

よ
り

開
始

と
な

っ
た

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
で

の
説

明
な

ど
医

療
相

談
窓

口
で

の
対

応
が

増
加

し
た

結
果

、
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。

【
実

績
】

ⅰ
）

入
退

院
支

援
加

算
　

算
定

件
数

：
５

，
４

０
３

件
ⅱ

）
入

院
時

支
援

加
算

１
又

は
２

 
算

定
件

数
：

１
，

６
７

５
件

ⅲ
）

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

：
１

０
４

件
ⅳ

）
退

院
時

共
同

指
導

料
２

：
２

２
５

件
ⅴ

）
介

護
支

援
等

連
携

指
導

料
：

１
７

２
件

ⅵ
）

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

：
１

４
，

０
８

０
件

ⅶ
）

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

：
１

４
，

５
６

１
件

ⅷ
）

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
：

５
，

０
２

９
件

ⅸ
）

医
療

相
談

件
数

（
実

人
数

）
：

１
，

９
９

５
件

（
5
）

医
師

事
務

作
業

サ
ポ

ー
ト

部
（

5
）

医
師

事
務

作
業

サ
ポ

ー
ト

部
①

医
師

の
働

き
方

改
革

を
推

進
す

る
目

的
で

医
師

の
事

務
作

業
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

、
医

師
事

務
作

業
補

助
者

（
ド

ク
タ

ー
ズ

ク
ラ

ー
ク

）
の

１
５

対
１

配
置

を
目

指
す

中
期

計
画

達
成

に
向

け
て

、
令

和
６

年
度

は
２

３
名

の
医

師
事

務
作

業
補

助
者

の
増

員
を

図
る

。
②

診
療

科
グ

ル
ー

プ
単

位
で

の
配

置
と

す
る

こ
と

よ
り

、
急

な
欠

勤
の

際
で

も
互

い
の

業
務

を
カ

バ
ー

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
医

師
の

業
務

に
支

障
の

で
な

い
体

制
構

築
を

目
指

す
維

持
す

る
。

③
毎

月
、

ク
ラ

ー
ク

全
員

が
集

ま
る

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

と
医

師
事

務
作

業
補

助
者

管
理

ワ
ー

キ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
、

現
場

で
の

問
題

点
を

速
や

か
に

汲
み

上
げ

解
決

を
は

か
る

と
と

も
に

、
病

院
か

ら
の

通
達

を
確

実
に

行
い

、
ク

ラ
ー

ク
業

務
の

透
明

化
、

標
準

化
を

図
る

。

今
年

度
は

医
師

事
務

作
業

補
助

者
（

ド
ク

タ
ー

ズ
ク

ラ
ー

ク
）

の
人

員
増

を
図

る
た

め
派

遣
職

員
の

採
用

も
行

っ
た

結
果

、
新

規
入

職
者

は
8
名

（
う

ち
派

遣
職

員
3
名

）
あ

っ
た

。
退

職
者

が
3
名

（
う

ち
派

遣
職

員
1
名

）
あ

っ
た

た
め

、
合

計
5
名

の
増

員
と

な
っ

た
。

3
月

3
1
日

時
点

で
総

数
3
0
名

と
な

っ
て

い
る

が
、

時
短

勤
務

や
産

休
中

の
職

員
も

複
数

い
る

こ
と

か
ら

、
2
0
対

１
配

置
を

行
う

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
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（
6
）

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
（

内
視

鏡
室

）
（

6
）

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
（

内
視

鏡
室

）
①

内
視

鏡
洗

浄
室

の
整

備
②

内
視

鏡
室

Ｔ
Ｖ

装
置

の
更

新
【

計
画

】
年

間
消

化
管

内
視

鏡
検

査
総

数
6
,
7
0
0

上
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

3
,
0
0
0

下
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

2
,
0
0
0

Ｅ
Ｓ

Ｄ
実

施
件

数
（

再
掲

）
1
0
0

大
腸

Ｅ
Ｍ

Ｒ
実

施
件

数
（

再
掲

）
5
0
0

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

実
施

件
数

（
再

掲
）

4
0
0

内
視

鏡
の

全
体

的
な

件
数

は
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

が
、

Ｅ
Ｓ

Ｄ
、

Ｅ
Ｍ

Ｒ
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

と
当

院
が

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

内
視

鏡
手

術
件

数
は

達
成

で
き

た
。

次
年

度
は

、
全

て
の

項
目

を
達

成
で

き
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

く
。

【
実

績
】

ⅰ
）

年
間

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
５

，
８

１
７

件
ⅱ

）
上

部
消

化
管

内
視

鏡
検

査
総

数
：

２
，

９
４

６
件

ⅲ
）

下
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
１

，
８

８
０

件
ⅳ

）
Ｅ

Ｓ
Ｄ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

０
８

件
ⅴ

）
大

腸
Ｅ

Ｍ
Ｒ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
６

５
２

件
ⅵ

）
Ｅ

Ｒ
Ｃ

Ｐ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

４
９

５
件
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組

み
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
（

取
組

）
報

告
3
.
看

護
局

3
.
看

護
局

看
護

局
看

護
局

①
質

の
高

い
看

護
・

助
産

及
び

重
症

患
者

へ
の

看
護

が
提

供
で

き
る

看
護

体
制

と
す

る
（

急
性

期
入

院
基

本
料

１
、

重
症

度
､
医

療
･
看

護
必

要
度

Ⅱ
、

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
１

－
１

(
２

５
対

１
､

看
護

補
助

者
５

割
以

上
、

夜
間

１
０

０
対

１
)
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

１
（

１
２

対
１

)
 
を

維
持

す
る

）
。

②
新

採
用

看
護

師
・

助
産

師
の

教
育

・
育

成
と

定
着

を
図

る
。

③
新

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

の
取

得
促

進
と

、
管

理
職

の
育

成
を

行
う

。
④

医
師

や
他

職
種

と
連

携
し

た
適

切
な

退
院

支
援

や
病

床
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
い

、
病

院
経

営
に

貢
献

す
る

。
⑤

せ
ん

妄
や

転
倒

転
落

の
予

防
に

努
め

、
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
。

⑥
特

定
行

為
を

修
了

し
た

看
護

師
の

育
成

と
実

践
に

よ
り

、
タ

イ
ム

リ
ー

で
質

の
高

い
医

療
を

提
供

す
る

。
⑦

多
職

種
連

携
を

促
進

し
、

退
院

支
援

の
充

実
を

図
る

。
【

計
画

】
新

採
用

者
離

職
率

≦
1
0
％

全
体

離
職

率
≦

1
0
％

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

Ⅲ
以

上
の

看
護

師
・

助
産

師
割

合
≧

6
3
％

転
倒

・
転

落
３

ｂ
以

上
発

生
件

数
≦

1
0
件

せ
ん

妄
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ア

加
算

算
定

率
≧

8
5
％

Ｄ
Ｐ

Ｃ
２

期
以

内
の

退
院

率
≧

8
0
％

看
護

師
特

定
行

為
の

実
績

部
署

1
2
部

署
平

均
退

院
患

者
数

/
日

4
4
.
5
/
日

質
の

高
い

看
護

・
助

産
を

提
供

す
る

た
め

の
看

護
体

制
で

は
、

診
療

報
酬

の
算

定
は

で
き

た
。

離
職

率
は

横
ば

い
で

あ
る

が
、

働
き

方
の

選
択

、
生

涯
学

習
支

援
、

新
人

看
護

職
員

研
修

の
工

夫
な

ど
を

行
っ

た
。

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

の
取

得
で

は
、

ラ
ダ

ー
Ⅱ

（
リ

ー
ダ

役
割

が
担

え
る

）
以

上
が

6
8
.
7
％

と
前

年
度

よ
り

9
.
3
％

増
加

し
た

。
退

院
支

援
で

は
、

退
院

患
者

数
を

見
え

る
化

し
、

看
護

師
長

の
意 識

改
革

を
行

っ
た

。
せ

ん
妄

や
転

倒
転

落
の

予
防

で
は

、
多

職
種

と
連

携
し

安
全

な
療

養
環

境
の

調
整 を

行
っ

た
が

、
3
b
以

上
の

転
倒

転
落

は
昨

年
と

変
化

が
な

か
っ

た
。

特
定

看
護

師
の

育
成

で
は

、
2
0

名
以

上
の

特
定

看
護

師
が

合
計

1
3
0
0
件

以
上

の
特

定
行

為
を

実
施

し
た

。
【

実
績

】
新

規
離

職
率

：
１

１
．

４
％

全
体

離
職

率
：

１
１

．
０

％
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
Ⅲ

以
上

の
看

護
師

・
助

産
師

割
合

：
６

８
．

７
％

転
倒

・
転

落
３

ｂ
以

上
発

生
件

数
：

１
０

件
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
ケ

ア
加

算
算

定
率

：
８

８
．

５
％

Ｄ
Ｐ

Ｃ
２

期
以

内
の

退
院

率
：

６
７

．
７

％
看

護
師

特
定

行
為

の
実

績
部

署
：

７
部

署
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組

み
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
（

取
組

）
報

告
4
.
薬

務
部

、
医

療
技

術
局

等
4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局

等
（

1
）

薬
務

部
（

1
）

薬
務

部
薬

剤
管

理
指

導
件

数
は

月
１

，
８

０
０

件
、

後
発

医
薬

品
使

用
率

（
数

量
ベ

ー
ス

）
は

９
０

％
台

を
維

持
す

る
。

他
の

診
療

報
酬

上
の

算
定

可
能

な
も

の
に

つ
い

て
は

体
制

を
整

え
、

積
極

的
に

取
得

し
て

い
く

。
【

計
画

】
薬

剤
管

理
指

導
料

2
1
,
6
0
0

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

１
2
6
,
0
0
0

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

２
2
,
5
0
0

退
院

時
薬

剤
情

報
管

理
指

導
料

3
,
0
0
0

令
和

６
年

度
は

９
名

の
産

休
・

育
休

職
員

が
在

籍
し

た
状

況
下

に
お

い
て

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

に
は

及
ば

な
か

っ
た

が
、

既
存

の
診

療
報

酬
算

定
に

注
力

し
ほ

ぼ
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
未

達
成

の
薬

剤
管

理
指

導
料

に
つ

い
て

は
、

特
に

安
全

管
理

が
必

要
な

医
薬

品
が

処
方

さ
れ

て
い

る
患

者
へ

の
管

理
指

導
を

、
さ

ら
に

意
識

し
て

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

薬
剤

管
理

指
導

料
：

２
０

，
８

８
３

件
ⅱ

）
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

：
２

８
，

０
２

９
件

ⅲ
）

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

２
：

２
，

６
６

５
件

ⅳ
）

退
院

時
薬

剤
情

報
管

理
指

導
料

：
３

，
２

９
５

件

（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

①
専

門
分

野
別

で
の

認
定

資
格

取
得

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

う
。

②
患

者
数

（
入

院
・

外
来

）
の

前
年

比
率

を
上

回
る

検
査

件
数

の
増

加
率

③
超

音
波

検
査

・
年

間
超

音
波

検
査

件
数

を
参

考
に

、
検

査
枠

の
調

整
と

検
査

件
数

の
増

加
を

図
る

・
超

音
波

検
査

担
当

技
師

増
員

に
向

け
て

の
育

成
強

化
・

病
棟

ポ
ー

タ
ブ

ル
検

査
体

制
の

強
化

④
検

体
検

査
・

費
用

対
効

果
を

鑑
み

た
新

規
項

目
の

導
入

・
Ｔ

Ａ
Ｔ

（
結

果
報

告
ま

で
の

時
間

）
短

縮
へ

向
け

た
取

り
組

み
の

継
続

検
体

前
処

理
方

法
の

効
率

化
、

検
査

マ
ス

タ
再

構
築

一
般

検
査

業
務

の
効

率
化

お
よ

び
改

善
・

患
者

負
担

軽
減

の
取

り
組

み
の

継
続

検
体

必
要

量
の

自
動

算
出

・
検

査
マ

ス
タ

設
定

⑤
輸

血
検

査
・

安
全

な
輸

血
運

営
を

第
一

に
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

防
止

対
策

及
び

血
液

製
剤

の
保

管
管

理
を

徹
底

す
る

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

導
入

に
向

け
て

の
検

討
を

継
続

し
て

行
う

・
輸

血
製

剤
の

適
正

使
用

を
促

し
、

廃
棄

率
低

下
に

努
め

る
⑥

細
菌

検
査

・
遺

伝
子

検
査

機
器

の
そ

の
他

検
査

項
目

で
の

活
用

・
感

染
制

御
学

を
絡

め
た

微
生

物
検

査
結

果
の

解
釈

・
説

明
が

で
き

る
技

師
の

育
成

胎
児

エ
コ

ー
は

9
月

よ
り

専
用

ブ
ー

ス
で

の
運

用
を

開
始

し
、

計
画

値
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
上

げ
ま

し
た

。
心

エ
コ

ー
は

、
過

去
3
年

間
の

達
成

率
は

常
に

1
1
0
%
を

超
え

て
お

り
、

安
定

し
た

成
果

を
維

持
し

て
い

ま
す

。
病

理
判

定
不

能
率

に
関

し
て

は
、

C
T
ガ

イ
ド

下
生

検
は

細
胞

検
査

士
全

員
が

対
応

し
、

E
U
S
-
F
N
A
に

つ
い

て
は

4
名

の
担

当
者

が
対

応
し

、
精

度
向

上
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

計
画

値
を

下
回

っ
た

項
目

に
関

し
て

は
、

関
連

部
署

と
の

連
携

強
化

、
研

修
・

体
制

強
化

を
図

る
こ

と
で

、
計

画
値

を
上

回
る

成
果

に
向

け
て

改
善

を
進

め
ま

す
【

実
績

】
ⅰ

）
ホ

ル
タ

―
心

電
図

検
査

件
数

：
６

０
０

件
ⅱ

）
腹

部
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
３

，
９

３
６

件
ⅲ

）
心

エ
コ

ー
検

査
件

数
：

７
，

２
７

０
件

ⅳ
）

泌
尿

器
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
２

，
５

３
５

件
ⅴ

）
産

婦
人

科
胎

児
エ

コ
ー

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
：

８
９

８
件

ⅵ
）

病
理

判
定

不
能

率
（

％
）

：
≦

４
．

９
％

ⅶ
）

認
定

ラ
イ

セ
ン

ス
取

得
者

数
（

名
）

：
３

名
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（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

⑦
病

理
検

査
・

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

診
断

や
ゲ

ノ
ム

医
療

が
推

進
さ

れ
る

中
、

病
理

組
織

検
体

の
扱

い
に

つ
い

て
適

切
な

処
理

が
行

え
る

技
量

の
習

得
と

、
検

査
の

特
性

や
病

理
学

的
知

識
を

積
極

的
に

習
得

し
、

判
定

不
能

例
の

削
減

や
適

切
な

検
査

の
提

出
に

貢
献

す
る

・
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
の

院
内

導
入

や
運

用
に

関
し

、
関

係
部

署
と

連
携

し
、

病
院

と
し

て
組

織
的

に
行

う
体

制
を

構
築

す
る

・
R
O
S
E
や

E
U
S
-
F
N
A
な

ど
検

体
処

理
の

迅
速

性
と

診
断

精
度

が
求

め
ら

れ
る

検
査

や
C
T
ガ

イ
ド

下
生

検
等

の
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
や

が
ん

ゲ
ノ

ム
検

査
に

必
要

な
組

織
量

の
判

断
に

対
応

出
来

る
技

師
の

育
成 【

計
画

】
ホ

ル
タ

ー
心

電
図

検
査

件
数

7
0
0

腹
部

エ
コ

ー
検

査
件

数
4
,
0
0
0

心
エ

コ
ー

検
査

件
数

6
,
1
5
0

泌
尿

器
エ

コ
ー

検
査

件
数

2
,
7
5
0

産
婦

人
科

胎
児

エ
コ

ー
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

4
0
0

病
理

判
定

不
能

率
（

％
）

≦
7
％

認
定

ラ
イ

セ
ン

ス
取

得
者

数
（

名
）

5
名

前
ペ

ー
ジ

に
記

載

（
3
）

放
射

線
技

術
科

（
3
）

放
射

線
技

術
科

被
曝

相
談

に
応

じ
る

体
制

を
図

り
、

患
者

の
被

曝
低

減
の

た
め

に
、

診
断

の
質

を
落

と
さ

ず
診

断
参

考
レ

ベ
ル

(
Ｄ

Ｒ
Ｌ

)
を

下
回

る
線

量
設

定
を

計
画

す
る

。
①

被
曝

相
談

：
平

日
午

後
に

完
全

予
約

制
（

１
人

３
０

分
程

度
１

日
４

枠
）

で
実

施
す

る
。

②
被

曝
低

減
：

全
て

の
放

射
線

撮
影

装
置

で
診

断
参

考
レ

ベ
ル

(
Ｄ

Ｒ
Ｌ

)
を

下
回

る
。

③
地

域
枠

Ｃ
Ｔ

・
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
の

増
を

図
る

。
【

計
画

】
地

域
枠

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

1
,
3
5
0

地
域

枠
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
1
,
1
0
0

①
被

曝
相

談
に

関
し

て
、

令
和

7
年

度
に

線
量

管
理

シ
ス

テ
ム

の
変

更
に

な
る

こ
と

が
決

定
し

、
既

存 シ
ス

テ
ム

構
築

が
遅

れ
患

者
相

談
実

施
ま

で
至

ら
な

か
っ

た
。

②
被

曝
低

減
に

関
し

て
、

一
部

患
者

（
体

格
が

大
き

い
・

B
M
I
が

高
い

）
を

除
き

診
断

参
考

レ
ベ

ル
（

D
R
L
）

を
下

回
る

撮
影

条
件

設
定

と
な

っ
た

。
③

地
域

枠
C
T
、

M
R
I
に

関
し

て
計

画
を

下
回

っ
た

が
、

C
T
・

M
R
I
共

に
院

内
の

件
数

の
増

加
に

伴
い

待
ち

日
数

が
延

長
し

た
こ

と
、

ま
た

単
純

C
T
検

査
は

当
日

撮
影

も
可

と
し

て
い

る
が

、
周

知
不

足
が

原
因

の
ひ

と
つ

と
考

え
る

。
【

実
績

】
ⅰ

）
地

域
枠

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

（
土

日
祝

実
日

）
：

１
，

２
３

６
件

ⅱ
）

地
域

枠
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
（

土
日

祝
実

日
）

：
１

，
０

０
１

件
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（
4
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
科

（
4
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
科

①
リ

ハ
ビ

リ
単

位
数

の
増

加
・

理
学

療
法

、
作

業
療

法
部

門
：

各
療

法
士

一
人

あ
た

り
 
週

9
0
単

位
の

介
入

・
言

語
聴

覚
部

門
：

療
法

士
一

人
あ

た
り

 
週

8
0
単

位
の

介
入

②
心

大
血

管
リ

ハ
ビ

リ
の

質
向

上
・

心
肺

負
荷

試
験

装
置

（
Ｃ

Ｐ
Ｘ

）
の

件
数

年
間

6
0
件

を
目

指
す

③
急

性
期

リ
ハ

ビ
リ

の
積

極
的

な
介

入
・

初
期

加
算

・
早

期
加

算
単

位
率

（
初

期
5
0
％

早
期

8
0
％

）
・

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
加

算
の

取
得

・
集

中
治

療
室

早
期

離
床

リ
ハ

ビ
リ

加
算

の
取

得
④

専
門

性
の

育
成

・
急

性
期

リ
ハ

ビ
リ

に
必

要
な

各
種

資
格

取
得

者
の

増
加

⑤
休

日
の

切
れ

間
の

な
い

リ
ハ

ビ
リ

介
入

・
土

日
祝

日
の

リ
ハ

ビ
リ

介
入

の
実

施
・

リ
ハ

ビ
リ

・
栄

養
・

口
腔

連
携

加
算

の
取

得
【

計
画

】
退

院
時

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
件

数
1
,
2
0
0

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
（

初
期

加
算

）
比

率
5
0
％

以
上

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
（

早
期

加
算

）
比

率
8
0
％

以
上

C
P
X
実

施
件

数
6
0
件

リ
ハ

ビ
リ

・
栄

養
・

口
腔

連
携

加
算

 
取

得
を

目
指

す

①
リ

ハ
ビ

リ
単

位
数

の
増

加
単

位
数

に
関

し
て

は
各

職
種

で
目

標
を

達
成

し
た

。
理

学
療

法
士

：
1
9
.
4
/
日

　
心

リ
ハ

：
2
2
.
1
/
日

作
業

療
法

士
：

1
9
.
4
/
日

言
語

聴
覚

士
：

1
6
.
9
/
日

②
心

大
血

管
リ

ハ
ビ

リ
の

質
向

上
今

年
度

は
4
5
件

で
未

達
成

で
あ

っ
た

。
要

因
は

循
環

器
病

棟
の

ク
ラ

ス
タ

ー
（

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
・

C
O
V
I
D
1
9
）

に
伴

う
件

数
の

減
少

、
及

び
対

象
患

者
が

少
な

か
っ

た
事

が
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

外
来

も
視

野
に

入
れ

た
C
P
X
運

用
を

行
い

対
象

患
者

の
増

加
を

試
み

る
。

③
急

性
期

リ
ハ

ビ
リ

の
積

極
的

な
介

入
各

種
急

性
期

リ
ハ

ビ
リ

に
関

係
す

る
積

極
的

な
介

入
を

行
い

加
算

取
得

が
で

き
た

。
初

期
加

算
6
5
%
　

　
早

期
加

算
9
0
%

急
性

期
加

算
：

1
2
,
8
8
5
単

位
　

6
4
4
,
2
5
0
点

集
中

治
療

室
早

期
離

床
リ

ハ
ビ

リ
加

算
：

1
,
1
0
7
,
0
0
0
点

④
専

門
性

の
育

成
令

和
6
年

度
、

有
資

格
者

の
増

加
が

み
ら

れ
た

。
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

士
2
名

（
リ

ハ
技

術
科

1
名

・
リ

ハ
ビ

リ
科

1
名

）
、

3
学

会
合

同
認

定
呼

吸
療

法
士

1
名

 
、

急
性

期
ケ

ア
専

門
士

4
名

⑤
休

日
の

切
れ

間
の

な
い

リ
ハ

ビ
リ

介
入

令
和

6
年

度
、

土
日

祝
日

3
名

（
P
T
、

O
T
、

S
T
）

の
勤

務
体

制
で

3
6
5
日

切
れ

間
の

な
い

介
入

を
実

現
し

た
。

引
き

続
き

シ
ー

ム
レ

ス
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
目

指
す

令
和

6
年

度
は

実
施

可
能

病
棟

及
び

他
院

調
査

を
行

っ
た

引
き

続
き

取
得

条
件

等
に

関
し

て
の

精
査

を
行

っ
て

い
く

【
実

績
】

ⅰ
）

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

件
数

：
２

，
１

８
２

件
ⅱ

）
急

性
期

リ
ハ

ビ
リ

（
初

期
加

算
）

比
率

：
６

５
％

ⅲ
）

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
（

早
期

加
算

）
比

率
：

９
０

％
ⅳ

）
C
P
X
実

施
件

数
：

４
５

件
ⅴ

）
リ

ハ
ビ

リ
・

栄
養

・
口

腔
連

携
加

算
：

調
査

の
実

施
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（
5
）

栄
養

管
理

科
（

5
）

栄
養

管
理

科
①

管
理

栄
養

士
の

４
病

棟
常

駐
配

置
を

目
指

し
人

員
増

を
図

る
。

患
者

さ
ん

の
病

態
に

応
じ

た
栄

養
管

理
を

実
施

す
る

。
き

め
細

や
か

な
栄

養
介

入
を

行
う

こ
と

で
食

事
摂

取
量

の
維

持
、

必
要

栄
養

量
の

確
保

が
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

、
患

者
の

栄
養

状
態

維
持

・
改

善
に

貢
献

す
る

。
早

期
に

食
思

不
振

患
者

へ
の

対
応

を
行

い
欠

食
患

者
減

少
と

入
院

時
食

事
療

養
（

Ⅰ
）

の
算

定
増

加
、

適
切

な
特

別
食

の
提

供
に

よ
る

特
別

食
加

算
算

定
増

加
と

栄
養

指
導

件
数

増
加

を
目

指
し

病
院

収
益

増
加

に
 

げ
る

。
病

棟
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

活
動

す
る

。
②

他
職

種
連

携
業

務
を

充
実

さ
せ

る
。

・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

（
Ｎ

Ｓ
Ｔ

）
に

よ
る

栄
養

介
入

の
充

実
。

週
２

回
の

加
算

算
定

を
堅

持
す

る
。

・
チ

ー
ム

医
療

の
な

か
で

管
理

栄
養

士
と

し
て

他
職

種
と

の
連

携
を

強
化

し
、

栄
養

管
理

の
充

実
と

患
者

満
足

度
向

上
に

貢
献

す
る

。
（

が
ん

患
者

・
食

思
不

振
患

者
に

対
す

る
ア

ラ
カ

ル
ト

メ
ニ

ュ
ー

の
新

設
、

外
来

化
学

療
法

室
で

の
栄

養
指

導
の

充
実

）
・

Ｉ
Ｃ

Ｕ
で

の
栄

養
管

理
で

あ
る

早
期

栄
養

介
入

加
算

を
堅

持
す

る
。

③
研

修
や

学
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

、
情

報
収

集
を

行
い

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

 
げ

る
。

各
分

野
や

チ
ー

ム
医

療
の

一
員

と
し

て
よ

り
専

門
的

な
栄

養
管

理
が

行
え

る
よ

う
に

専
門

性
を

強
化

し
て

い
く

。
関

連
栄

養
学

会
で

の
演

題
発

表
３

題
以

上
を

目
指

す
。

【
計

画
】

入
院

栄
養

食
事

指
導

件
数

5
,
0
0
0

周
術

期
栄

養
管

理
実

施
加

算
件

数
1
,
2
0
0

早
期

栄
養

介
入

管
理

加
算

件
数

1
,
6
0
0

外
来

栄
養

食
事

指
導

料
件

数
1
,
4
0
0

リ
ハ

ビ
リ

・
栄

養
・

口
腔

管
理

体
制

加
算

 
取

得
を

目
指

す

①
 
管

理
栄

養
士

の
増

員
に

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
業

務
効

率
を

上
げ

る
工

夫
を

行
い

（
ク

リ
ス

タ
を

利
用

し
て

の
患

者
抽

出
な

ど
）

、
業

務
配

置
の

変
更

な
ど

に
よ

り
現

状
3
病

棟
で

の
常

駐
配

置
を

維
持

し
つ

つ
、

プ
ラ

ス
常

駐
以

外
の

病
棟

に
お

い
て

栄
養

管
理

業
務

を
行

う
時

間
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

特
別

食
提

供
食

数
増

加
（

1
4
0
,
9
7
3
食

→
1
5
1
,
7
6
9
食

）
し

、
入

院
時

食
事

療
養

費
収

益
増

加
、

ま
た

、
術

前
術

後
の

栄
養

評
価

に
注

力
で

き
、

周
術

期
栄

養
管

理
実

施
加

算
の

算
定

件
数

増
加

（
1
,
2
8
9
件

→
1
,
9
9
5
件

）
に

繋
が

っ
た

。
②

 
多

職
種

連
携

業
務

で
は

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

（
Ｎ

Ｓ
Ｔ

）
週

２
回

の
加

算
算

定
を

堅
持

し
た

。
外

来
化

学
療

法
室

へ
の

が
ん

病
態

栄
養

専
門

管
理

栄
養

士
の

配
置

日
数

を
週

１
回

か
ら

週
2
回

へ
増

枠
し

栄
養

指
導

介
入

患
者

数
の

増
加

（
2
7
1
人

→
3
8
2
人

）
と

な
っ

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｕ
で

は
専

従
の

管
理

栄
養

士
の

積
極

的
な

栄
養

管
理

に
よ

り
4
8
時

間
以

内
の

経
腸

栄
養

開
始

患
者

の
比

率
は

増
加

し
て

お
り

早
期

栄
養

介
入

加
算

算
定

の
増

収
に

繋
が

っ
た

。
③

 
学

会
へ

の
参

加
、

前
年

に
続

き
発

表
に

向
け

て
の

デ
ー

タ
収

集
に

取
り

組
み

、
７

題
の

学
会

発
表

に
 

げ
る

こ
と

が
出

来
た

。
【

実
績

】
ⅰ

）
入

院
栄

養
食

事
指

導
件

数
：

４
，

１
３

１
件

ⅱ
）

周
術

期
栄

養
管

理
実

施
加

算
件

数
：

１
，

９
９

５
件

ⅲ
）

早
期

栄
養

介
入

管
理

加
算

件
数

：
１

，
６

６
７

件
ⅳ

）
外

来
栄

養
食

事
指

導
件

数
：

１
，

５
３

２
件

リ
ハ

ビ
リ

・
栄

養
・

口
腔

管
理

体
制

加
算

：
取

得
を

目
指

す

（
6
）

臨
床

工
学

科
（

6
）

臨
床

工
学

科
①

臨
床

業
務

は
医

師
の

業
務

負
担

軽
減

を
目

的
に

、
心

臓
外

科
手

術
、

心
臓

ア
ブ

レ
－

シ
ョ

ン
業

務
の

対
応

を
十

分
に

す
る

。
・

心
臓

外
科

手
術

は
３

チ
－

ム
運

用
を

確
保

す
る

。
・

心
臓

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
術

は
２

チ
－

ム
運

用
を

確
保

す
る

。
②

機
器

管
理

業
務

は
医

療
機

器
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

運
用

を
全

病
棟

に
拡

充
さ

せ
る

。
・

手
術

室
の

管
理

を
開

始
す

る
。

・
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
管

理
を

開
始

す
る

。
③

高
度

な
知

識
・

技
術

の
会

得
に

尽
力

し
、

臨
床

工
学

科
の

更
な

る
発

展
を

目
指

す
。

・
『

業
務

範
囲

追
加

に
伴

う
厚

生
労

働
大

臣
指

定
に

よ
る

研
修

』
に

年
４

名
の

参
加

、
３

年
で

 
の

研
修

終
了

を
目

指
す

。
④

臨
床

工
学

科
の

安
定

し
た

事
業

継
続

の
た

め
、

増
員

な
ら

び
に

人
員

育
成

を
進

め
る

。

①
心

臓
外

科
手

術
は

、
３

チ
－

ム
運

用
を

確
保

で
き

、
緊

急
手

術
に

も
対

応
で

き
た

。
　

心
臓

ア
ブ

レ
－

シ
ョ

ン
術

は
、

２
チ

－
ム

確
保

で
き

て
い

な
い

。
②

手
術

部
、

I
C
U
の

機
器

管
理

は
開

始
で

き
た

。
③

中
途

採
用

者
を

除
き

研
修

を
終

え
た

。
④

増
員

、
人

材
育

成
は

進
め

ら
れ

て
い

る
。
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（
7
）

臨
床

技
術

係
（

7
）

臨
床

技
術

係
①

視
能

訓
練

士
・

検
査

の
効

率
化

に
継

続
し

て
取

り
組

み
、

外
来

待
ち

時
間

を
減

ら
す

。
・

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
策

を
強

化
し

、
暗

室
検

査
等

で
の

転
倒

事
故

防
止

に
努

め
る

。
ａ

)
 
検

査
時

の
安

全
な

動
線

を
確

保
す

る
。

ｂ
)
 
検

査
器

械
の

配
置

を
見

直
す

。
・

予
約

枠
以

外
の

検
査

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
に

業
務

改
善

を
行

う
。

・
検

査
件

数
前

年
度

比
５

％
増

を
目

指
す

。
②

歯
科

技
工

士
・

よ
り

適
正

な
の

作
成

。
患

者
満

足
度

を
上

げ
る

。
③

歯
科

衛
生

士
・

知
識

・
技

術
の

向
上

を
目

指
し

、
能

力
に

応
じ

た
役

割
を

積
極

的
に

担
う

。
・

診
察

前
に

可
能

な
限

り
症

状
等

の
聞

き
取

り
、

診
察

の
準

備
等

を
事

前
に

行
う

こ
と

で
チ

ェ
ア

ー
使

用
時

間
の

短
縮

と
ス

ム
ー

ズ
な

診
察

の
流

れ
を

作
っ

て
い

く
。

・
歯

科
衛

生
業

務
の

み
な

ら
ず

、
患

者
と

の
関

わ
り

の
中

で
苦

痛
や

摂
食

に
関

す
る

思
い

を
傾

聴
し

、
悩

み
や

症
状

の
改

善
を

図
れ

る
よ

う
努

め
る

。
④

公
認

心
理

師
・

心
理

検
査

及
び

心
理

面
接

の
実

施
総

数
２

，
０

７
０

件
／

年
（

前
年

度
比

５
％

増
）

を
目

標
と

す
る

。
・

高
次

脳
機

能
検

査
、

知
能

検
査

、
そ

の
他

の
心

理
検

査
の

精
度

を
上

げ
、

様
々

な
精

神
疾

患
・

神
経

疾
患

の
鑑

別
の

サ
ポ

ー
ト

に
尽

力
す

る
。

・
心

理
的

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

期
待

さ
れ

る
様

々
な

要
望

に
、

可
能

な
限

り
応

じ
て

い
く

。
⑤

精
神

保
健

福
祉

士
・

精
神

科
診

療
に

必
要

な
情

報
収

集
を

行
い

、
患

者
が

主
体

的
に

治
療

に
取

り
組

み
地

域
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
高

齢
者

福
祉

・
精

神
保

健
分

野
に

関
す

る
制

度
に

対
す

る
情

報
提

供
を

適
切

に
行

い
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
と

家
族

支
援

に
取

り
組

む
。

・
相

談
件

数
8
4
件

/
月

(
前

年
度

比
5
％

増
)
を

目
標

と
し

、
院

内
外

の
精

神
科

医
療

及
び

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

相
談

に
対

し
、

専
門

的
知

識
を

も
っ

て
対

応
す

る
。

・
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

」
に

向
け

、
地

域
精

神
保

健
福

祉
活

動
へ

の
参

加
に

尽
力

す
る

。

①
 
視

能
訓

練
士

：
全

体
件

数
で

3
.
8
％

減
少

し
た

（
2
0
2
4
年

度
と

2
0
2
3
年

度
の

比
較

）
。

他
の

質
的

目
標

は
概

ね
達

成
で

き
て

い
る

。
②

 
歯

科
技

工
士

：
質

的
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
。

数
値

目
標

を
設

定
す

べ
く

、
統

計
作

成
中

。
③

 
歯

科
衛

生
士

：
質

的
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
。

数
値

目
標

を
設

定
す

べ
く

、
統

計
作

成
中

。
④

 
公

認
心

理
師

：
質

的
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
。

数
値

目
標

を
設

定
す

べ
く

、
統

計
作

成
中

。
⑤

 
精

神
保

健
福

祉
士

：
質

的
目

標
は

概
ね

達
成

で
き

て
い

る
。

数
値

目
標

を
設

定
す

べ
く

、
統

計
作

成
中

。
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組

み
令

和
6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績
（

取
組

）
報

告
5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務

局
5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務

局
、

法
人

本
部

（
1
）

地
域

医
療

連
携

室
（

1
）

地
域

医
療

連
携

室
①

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

に
貢

献
す

る
体

制
を

構
築

す
る

。
②

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

役
割

機
能

を
充

実
さ

せ
る

。
③

各
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
の

推
進

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

）
を

更
に

進
め

る
。

【
計

画
】

介
入

し
た

入
院

患
者

の
在

院
日

の
短

縮
 
1
2
日

令
和

5
年

度
か

ら
全

患
者

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
行

い
、

退
院

困
難

な
要

因
に

該
当

す
る

か
を

精
査

し
た

う
え

で
退

院
支

援
が

必
要

な
患

者
に

対
し

て
介

入
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

介
入

し
た

患
者

の
在

院
日

数
の

平
均

値
が

あ
が

り
、

目
標

達
成

に
至

ら
な

か
っ

た
。

引
き

続
き

入
院

の
長

期
化

を
防

ぐ
た

め
に

早
期

介
入

の
シ

ス
テ

ム
を

整
え

、
新

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

【
計

画
】

介
入

し
た

入
院

患
者

の
在

院
日

の
短

縮
：

１
８

．
４

９
日

（
2
）

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

（
2
）

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

質
の

向
上

、
安

全
管

理
、

感
染

制
御

、
が

ん
登

録
と

い
う

四
大

業
務

の
品

質
管

理
し

な
が

ら
安

定
的

に
遂

行
し

、
自

立
連

携
型

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

、
部

門
横

断
的

課
題

の
解

決
や

突
発

的
事

象
に

積
極

的
に

対
応

す
る

。

医
療

安
全

に
つ

い
て

は
、

突
発

的
事

象
へ

の
対

応
内

容
の

振
り

返
り

を
随

時
行

う
事

で
対

応
の

平
準

化
を

図
る

事
が

で
き

た
。

ま
た

、
部

署
毎

の
対

応
に

つ
い

て
も

責
任

者
か

ら
の

情
報

共
有

、
連

携
を

密
に

図
り

、
効

果
的

な
助

言
を

行
う

事
で

一
定

の
平

準
化

、
底

上
げ

が
で

き
た

と
考

え
て

い
る

。
部

門
横

断
的

課
題

の
解

決
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
流

動
的

に
行

っ
て

き
た

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

固
定

化
を

図
り

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

、
薬

剤
師

、
シ

ス
テ

ム
担

当
者

、
医

療
安

全
管

理
者

か
ら

な
る

メ
ン

バ
ー

で
協

議
を

行
っ

た
事

に
よ

っ
て

、
改

善
計

画
立

案
か

ら
各

部
署

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

事
が

で
き

た
。

感
染

制
御

に
つ

い
て

は
、

感
染

対
策

委
員

会
と

連
携

し
、

委
員

会
に

て
承

認
さ

れ
た

活
動

の
実

務
・

庶
務

や
窓

口
業

務
を

適
正

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

（
な

お
、

が
ん

登
録

に
つ

い
て

は
現

在
、

情
報

管
理

課
に

て
所

管
さ

れ
て

い
る

。
）
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（
3
）

事
務

局
総

務
課

（
3
）

事
務

局
総

務
課

①
医

師
等

の
働

き
方

改
革

を
推

進
す

る
。

医
務

局
と

連
携

し
他

の
医

療
機

関
で

の
勤

務
時

間
を

含
め

た
時

間
外

・
休

日
労

働
の

上
限

が
Ａ

水
準

（
年

間
９

６
０

時
間

）
を

超
え

る
医

師
が

生
じ

な
い

よ
う

に
取

組
を

行
う

。
当

月
中

旬
及

び
月

末
に

集
計

を
行

い
、

時
間

外
の

多
い

医
師

及
び

診
療

科
部

長
へ

時
間

外
勤

務
の

原
因

の
解

消
を

依
頼

す
る

と
と

も
に

、
月

１
０

０
時

間
以

上
と

な
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

医
師

に
対

し
て

適
切

に
面

接
指

導
を

実
施

す
る

。
②

令
和

6
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

基
づ

き
、

各
職

種
の

処
遇

改
善

を
実

施
す

る
。

③
人

事
評

価
制

度
の

理
解

と
定

着
を

促
進

し
、

処
遇

反
映

へ
の

検
討

を
行

う
。

④
働

き
方

改
革

に
対

応
し

た
労

務
管

理
を

よ
り

効
率

的
に

行
え

る
よ

う
他

の
出

退
勤

シ
ス

テ
ム

の
検

討
を

行
う

。
⑤

業
務

効
率

化
を

進
め

る
為

、
Ｒ

Ｐ
Ａ

の
導

入
を

検
討

す
る

。
業

務
改

善
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

お
い

て
、

繰
り

返
し

実
施

す
る

作
業

の
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

進
め

る
。

⑥
総

務
課

関
連

業
務

に
係

る
学

会
発

表
・

研
修

会
へ

の
参

加
を

促
し

、
基

礎
知

識
の

向
上

と
業

務
レ

ベ
ル

向
上

を
図

る
。

1
人

２
回

/
年

の
研

修
会

へ
の

参
加

及
び

知
識

の
習

得
を

目
標

と
す

る
。

【
計

画
】

医
師

）
時

間
外

労
働

年
間

9
6
0
時

間
超

え
の

医
師

数
（

％
）

0
％

人
事

評
価

実
施

率
1
0
0
%
 
1
0
0
%

①
令

和
６

年
６

月
よ

り
3
6
協

定
を

一
部

変
更

し
、

緊
急

医
療

に
従

事
し

た
場

合
の

上
限

時
間

を
９

６
０

時
間

に
引

き
上

げ
た

。
打

刻
の

徹
底

と
一

定
の

時
間

外
時

間
に

達
し

た
職

員
を

対
象

に
、

月
途

中
と

月
初

め
に

時
間

外
ア

ラ
ー

ト
発

出
し

、
注

意
喚

起
を

徹
底

し
た

。
月

１
０

０
時

間
以

上
と

な
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

医
師

に
対

し
て

適
切

に
面

接
指

導
を

実
施

し
た

。

②
「

令
和

６
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

お
け

る
賃

上
げ

（
ベ

ー
ス

ア
ッ

プ
評

価
料

）
」

を
活

用
し

、
令

和
６

年
４

月
に

遡
及

し
て

医
療

従
事

者
の

賃
上

げ
を

実
施

し
た

。

③
令

和
４

年
度

に
本

格
導

入
し

た
人

事
評

価
制

度
の

定
着

と
浸

透
を

図
り

な
が

ら
、

制
度

の
運

用
を

継
続

し
て

い
る

。
進

捗
の

遅
れ

が
見

ら
れ

る
と

、
本

人
及

び
所

属
長

に
連

絡
し

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

進
む

よ
う

努
め

た
。

④
出

退
勤

シ
ス

テ
ム

の
入

れ
替

え
を

決
定

し
、

令
和

７
年

５
月

に
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
を

実
施

予
定

で
あ

る
。

⑤
④

の
出

退
勤

シ
ス

テ
ム

更
新

に
お

い
て

、
業

務
効

率
化

を
図

る
予

定
で

あ
る

。

⑥
１

名
が

全
国

自
治

体
病

院
学

会
で

発
表

を
行

っ
た

。
研

修
会

は
可

能
な

限
り

参
加

し
知

識
の

向
上

に
努

め
た

。

（
４

）
事

務
局

契
約

会
計

課
（

４
）

事
務

局
契

約
会

計
課

①
従

来
の

想
定

を
超

え
る

自
然

災
害

に
対

し
、

患
者

の
生

命
及

び
病

院
機

能
を

守
る

た
め

、
主

 
要

イ
ン

フ
ラ

設
備

の
更

新
（

地
下

設
備

の
一

部
地

上
化

）
に

か
か

る
基

本
設

計
に

着
手

す
る

。
②

狭
隘

な
施

設
状

況
を

踏
ま

え
、

更
な

る
病

院
機

能
向

上
（

救
急

外
来

機
能

拡
充

等
）

を
目

指
し

、
別

館
建

築
に

着
手

す
る

。
③

国
指

定
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
地

域
の

が
ん

診
療

機
能

を
維

持
す

る
た

め
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
装

置
の

更
新

を
行

う
。

④
超

高
齢

化
社

会
に

伴
う

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
に

対
応

す
る

た
め

、
P
E
T
（

陽
電

子
放

出
断

層
撮

影
装

置
）

更
新

を
行

う
。

⑤
病

院
機

能
向

上
に

伴
う

高
額

な
医

薬
品

、
診

療
材

料
購

入
が

増
え

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
費

用
削

減
（

対
値

引
率

0
.
3
ポ

イ
ン

ト
の

削
減

）
に

取
り

組
む

。
【

計
画

】
医

薬
品

・
材

料
費

削
減

 
 
対

値
引

率
0
.
3
ポ

イ
ン

ト
削

減

①
主

要
イ

ン
フ

ラ
設

備
の

更
新

に
向

け
、

地
下

設
備

の
一

部
地

上
化

を
含

む
基

本
設

計
に

着
手

し
、

引
き

続
き

基
本

設
計

策
定

に
向

け
た

設
計

作
業

を
継

続
し

て
い

る
。

②
狭

隘
な

施
設

状
況

を
踏

ま
え

、
更

な
る

病
院

機
能

向
上

を
目

的
と

し
て

着
手

し
た

、
別

館
建

築
が

完
了

し
た

。
③

地
域

の
が

ん
診

療
機

能
を

維
持

・
強

化
す

る
た

め
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
装

置
の

更
新

を
完

了
し

、
よ

り
質

の
高

い
放

射
線

治
療

の
提

供
が

可
能

と
な

っ
た

。
④

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

早
期

診
断

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
P
E
T
装

置
の

更
新

を
行

い
、

高
度

な
診

断
機

能
に

よ
る

早
期

診
断

お
よ

び
治

療
計

画
支

援
の

体
制

を
整

備
し

た
。

⑤
医

薬
品

お
よ

び
診

療
材

料
費

に
つ

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

有
効

に
活

用
し

、
暫

定
価

格
と

比
較

し
て

、
医

薬
品

で
約

8
,
0
0
0
万

円
、

診
療

材
料

費
で

約
4
,
0
0
0
万

円
の

費
用

節
減

を
達

成
し

た
。
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（
5
）

事
務

局
医

事
課

（
5
）

事
務

局
医

事
課

①
診

療
報

酬
制

度
・

Ｄ
Ｐ

Ｃ
制

度
の

理
解

を
深

め
、

精
度

の
高

い
Ｄ

Ｐ
Ｃ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

を
行

う
。

Ｄ
Ｐ

Ｃ
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
向

上
に

取
り

組
む

。
効

率
性

係
数

：
入

院
期

間
Ⅱ

越
え

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

３
０

％
以

下
へ

複
雑

性
係

数
：

包
括

範
囲

出
来

高
項

目
の

算
定

漏
れ

を
無

く
し

、
副

傷
病

名
の

有
無

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

の
確

認
を

行
う

救
急

補
正

係
数

：
包

括
範

囲
出

来
高

項
目

の
算

定
漏

れ
を

無
く

し
、

救
急

医
療

管
理

加
算

１
と

２
の

算
定

精
度

の
改

善
診

療
密

度
：

カ
ル

テ
記

載
と

レ
セ

プ
ト

請
求

を
紐

付
け

、
カ

ル
テ

記
載

の
充

実
を

図
り

診
療

密
度

を
向

上
さ

せ
る

目
標

：
Ｄ

Ｐ
Ｃ

特
定

病
院

群
の

取
得

②
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
取

り
組

む
診

療
費

後
払

い
サ

ー
ビ

ス
（

入
院

・
外

来
）

を
更

に
す

す
め

て
、

会
計

待
ち

時
間

短
縮

に
努

め
る

。
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

等
の

利
用

を
促

し
、

資
格

喪
失

の
確

認
や

限
度

額
適

応
認

定
の

早
期

対
応

を
行

う
。

電
子

処
方

せ
ん

の
導

入
に

取
り

組
む

。
③

未
収

金
の

発
生

防
止

、
早

期
督

促
を

徹
底

す
る

目
標

未
収

金
額

：
入

院
2
5
,
0
0
0
,
0
0
0
円

以
下

・
外

来
5
,
0
0
0
,
0
0
0
円

以
下

）
④

業
務

の
効

率
化

を
図

る
Ｒ

Ｐ
Ａ

等
活

用
し

、
残

業
等

の
短

縮
に

繋
げ

る
。

⑤
職

員
に

対
す

る
教

育
体

制
を

構
築

す
る

新
入

職
員

等
に

実
務

指
導

者
や

Ｏ
Ｊ

Ｔ
ト

レ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

職
場

内
に

お
け

る
育

成
の

風
土

づ
く

り
を

行
う

。
【

Ｄ
Ｃ

Ｐ
病

院
係

数
計

画
】

効
率

性
係

数
0
.
0
2
1
5
3

複
雑

性
係

数
0
.
0
2
3
2
2

救
急

補
正

係
数

0
.
0
2
0
6

診
療

密
度

2
5
3
7
.
9
6

（
基

準
値

）

①
 
診

療
報

酬
・

Ｄ
Ｐ

Ｃ
制

度
に

つ
い

て
院

内
勉

強
会

や
委

員
会

等
で

情
報

共
有

を
行

い
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

請
求

に
努

め
た

。
し

か
し

効
率

性
係

数
は

平
均

約
３

２
％

と
目

標
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

ま
た

、
特

定
内

科
疾

患
数

な
ど

が
少

な
く

特
定

病
院

群
の

取
得

に
至

ら
な

か
っ

た
。

引
き

続
き

精
度

の
高

い
診

療
報

酬
請

求
（

Ｄ
Ｐ

Ｃ
）

を
行

え
る

よ
う

取
り

組
む

②
 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

で
保

険
証

確
認

が
出

来
る

端
末

を
設

置
し

患
者

さ
ん

へ
利

用
を

勧
め

る
こ

と
で

、
利

便
性

向
上

と
電

子
処

方
せ

ん
の

利
用

に
繋

が
っ

た
。

し
か

し
設

置
端

末
場

所
が

限
ら

れ
て

お
り

利
用

し
づ

ら
い

等
の

意
見

が
あ

り
、

台
数

増
加

な
ど

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

も
利

用
者

が
増

え
、

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

な
い

他
の

会
計

待
ち

患
者

さ
ん

の
短

縮
に

も
繋

が
っ

た
。

③
 
オ

ン
ラ

イ
ン

資
格

確
認

の
利

用
で

保
険

証
や

限
度

額
認

定
の

即
確

認
を

行
い

、
未

収
金

の
発

生
防

止
、

退
院

後
の

早
期

連
絡

等
を

徹
底

す
る

こ
と

で
、

目
標

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
し

か
し

未
収

金
は

０
で

は
な

い
た

め
、

更
な

る
未

収
金

の
削

減
出

来
る

よ
う

に
す

る
。

④
 
Ｒ

Ｐ
Ａ

の
導

入
に

は
至

っ
て

な
い

が
、

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
カ

ー
や

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
、

レ
セ

プ
ト

返
戻

提
出

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
等

行
い

、
医

事
業

務
を

効
率

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

⑤
 
新

入
職

員
に

対
し

Ｏ
Ｊ

Ｔ
ト

レ
ー

ナ
ー

等
、

設
け

て
い

た
が

退
職

と
な

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

。
ま

た
医

事
課

全
体

の
残

業
時

間
は

減
っ

て
い

る
が

、
一

部
の

職
員

に
よ

る
残

業
が

多
い

た
め

委
員

会
等

を
含

め
た

医
事

課
の

業
務

体
制

を
見

直
し

て
行

く
必

要
が

あ
る

。
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（
６

）
事

務
局

情
報

管
理

課
（

６
）

事
務

局
情

報
管

理
課

①
経

営
面

に
お

い
て

、
収

入
の

増
大

を
図

る
。

所
属

長
の

経
営

意
識

向
上

の
た

め
に

、
院

内
に

お
け

る
経

営
情

報
（

新
入

院
数

や
計

画
に

対
す

る
進

捗
等

）
の

見
え

る
化

、
及

び
期

中
で

の
診

療
部

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施
を

継
続

し
、

経
営

意
識

を
醸

成
す

る
。

ま
た

、
地

域
に

お
け

る
医

療
ニ

ー
ズ

を
収

集
し

、
当

セ
ン

タ
ー

の
役

割
と

し
て

求
め

ら
れ

る
医

療
提

供
を

検
討

す
る

。
院

内
に

お
い

て
は

、
E
V
E
を

用
い

て
提

供
し

て
い

る
医

療
の

分
析

、
及

び
計

画
管

理
を

行
う

。
②

院
内

に
お

け
る

情
報

基
盤

の
確

立
を

図
り

、
院

内
情

報
共

有
化

の
仕

組
み

を
改

善
す

る
。

新
た

な
D
W
H
を

活
用

し
、

必
要

な
数

字
を

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
と

し
て

提
供

出
来

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

所
属

長
に

端
末

を
配

布
し

、
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

で
共

有
化

で
き

る
環

境
を

構
築

す
る

。
③

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
と

電
子

カ
ル

テ
更

新
準

備
を

行
う

。
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
厚

生
労

働
省

）
を

参
考

に
サ

イ
バ

ー
攻

撃
を

含
む

不
正

ア
ク

セ
ス

へ
の

対
応

策
に

つ
い

て
、

現
場

で
の

障
害

時
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
と

運
用

確
認

を
行

う
。

電
子

カ
ル

テ
更

新
に

向
け

業
者

選
定

を
行

い
、

更
新

計
画

の
実

施
に

着
手

す
る

。
④

診
療

録
の

充
実

及
び

診
療

情
報

抽
出

の
機

能
拡

充
を

図
り

、
医

療
の

質
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

診
療

情
報

関
連

業
務

の
見

直
し

を
図

る
。

次
の

世
代

を
見

据
え

た
診

療
情

報
管

理
業

務
の

体
制

構
築

、
C
I
T
A
を

用
い

た
診

療
録

の
活

用
提

案
を

行
う

。
新

た
に

業
務

と
し

て
加

わ
っ

た
N
C
D
の

登
録

に
つ

い
て

、
拡

充
と

運
用

の
確

立
を

行
う

。
量

的
・

質
的

点
検

に
つ

い
て

は
項

目
の

見
直

し
含

め
、

可
視

化
と

さ
ら

な
る

改
善

を
行

う
。

C
l
i
s
t
a
!
を

用
い

た
診

療
情

報
の

抽
出

方
法

を
構

築
す

る
。

⑤
医

師
事

務
作

業
補

助
の

上
位

施
設

基
準

取
得

を
目

指
し

、
運

営
体

制
の

見
直

し
を

図
る

。
医

師
事

務
作

業
補

助
者

の
安

定
的

確
保

に
向

け
て

、
新

た
な

制
度

構
築

を
図

る
。

新
制

度
導

入
に

伴
う

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

業
務

評
価

方
法

を
検

討
す

る
。

・
収

益
：

入
外

収
益

1
9
6
億

円
、

新
入

院
1
5
,
6
7
0
人

、
新

患
3
4
,
4
0
5
人

、
E
V
E
を

活
用

し
た

診
療

科
分

析
と

計
画

管
理

の
運

用
構

築
、

・
院

内
情

報
共

有
化

：
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

を
含

む
情

報
共

有
の

運
用

構
築

・
電

子
カ

ル
テ

更
新

準
備

：
業

者
選

定
と

更
新

業
務

へ
の

着
手

・
診

療
録

の
質

の
向

上
：

C
I
T
A
、

C
l
i
s
t
a
!
活

用
に

よ
る

診
療

情
報

業
務

の
見

直
し

・
医

師
事

務
作

業
補

助
：

人
事

新
制

度
導

入
に

伴
う

運
用

構
築

①
総

長
、

院
長

同
席

の
上

、
令

和
6
年

8
月

、
令

和
7
年

2
月

と
2
回

の
診

療
科

部
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

。
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

に
つ

い
て

は
、

病
院

幹
部

と
共

有
し

、
目

標
達

成
状

況
、

各
診

療
科

の
課

題
等

の
確

認
を

行
っ

た
。

②
新

た
な

D
W
H
活

用
に

つ
い

て
は

、
院

内
研

修
会

を
複

数
開

催
し

、
職

員
誰

で
も

デ
ー

タ
抽

出
で

き
る

よ
う

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
所

属
長

に
専

用
端

末
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

病
院

経
営

情
報

の
閲

覧
だ

け
で

な
く

、
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
型

会
議

開
催

で
き

る
体

制
と

し
た

。

③
電

子
カ

ル
テ

等
の

障
害

発
生

に
備

え
、

障
害

時
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
を

行
っ

た
。

ま
た

、
電

子
カ

ル
テ

更
新

に
向

け
、

院
内

デ
モ

等
を

複
数

回
実

施
し

、
院

内
関

係
部

門
等

と
協

議
を

行
っ

た
上

で
、

業
者

選
定

を
行

っ
た

。
現

在
、

令
和

7
年

9
月

の
更

新
に

向
け

、
シ

ス
テ

ム
等

構
築

中
で

あ
る

。

④
新

た
な

D
W
H
（

C
l
i
s
t
a
!
）

活
用

に
つ

い
て

は
、

院
内

研
修

会
を

複
数

開
催

し
、

職
員

誰
で

も
デ

ー
タ

抽
出

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
だ

。

⑤
医

師
事

務
作

業
補

助
者

に
つ

い
て

は
、

年
度

当
初

か
ら

複
数

名
の

退
職

者
が

で
た

こ
と

か
ら

、
施

設
基

準
の

維
持

を
最

優
先

と
し

、
近

隣
駅

、
商

業
施

設
へ

の
採

用
ポ

ス
タ

ー
掲

示
、

複
数

回
の

新
聞

折
り

込
み

広
告

な
ど

採
用

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
引

き
続

き
、

安
定

的
な

人
員

確
保

に
向

け
制

度
構

築
の

検
討

を
進

め
て

い
く

。
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（
７

）
法

人
本

部
（

７
）

法
人

本
部

①
法

人
運

営
に

係
る

第
2
期

中
期

計
画

の
見

込
み

評
価

、
第

3
期

中
期

計
画

の
策

定
等

総
合

的
な

調
整

を
行

う
。

②
指

定
管

理
と

な
っ

て
い

る
、

大
阪

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
検

証
を

し
て

き
た

が
、

よ
り

具
体

的
な

検
討

を
進

め
る

。
③

法
人

を
円

滑
に

運
営

で
き

る
よ

う
、

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
、

大
阪

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

組
織

及
び

会
議

体
制

の
改

編
を

検
討

す
る

。
④

法
人

と
し

て
関

係
部

署
と

連
携

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
遵

守
に

取
り

組
み

、
職

員
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

整
え

る
。

⑤
法

人
と

し
て

、
監

査
を

含
む

内
部

統
制

を
強

化
・

推
進

す
る

。
特

に
互

い
の

事
務

部
門

で
組

織
体

制
の

構
築

、
会

議
や

人
事

交
流

で
の

情
報

共
有

等
で

連
携

強
化

を
引

き
続

き
行

う
。

①
第

２
期

中
期

計
画

の
見

込
評

価
を

実
施

、
お

よ
び

第
３

期
中

期
計

画
を

大
阪

府
、

東
大

阪
市

と
調

整
を

図
り

策
定

し
た

。
②

指
定

管
理

と
な

っ
て

い
る

大
阪

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

移
管

に
つ

い
て

、
大

阪
府

と
協

議
を

行
っ

た
。

③
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
医

療
セ

ン
タ

ー
の

各
課

長
を

召
集

し
、

本
部

会
議

を
開

催
し

て
、

情
報

共
有

と
課

題
解

決
に

努
め

た
。

④
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
や

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

課
題

は
、

該
当

す
る

委
員

会
で

適
切

に
検

討
、

対
応

す
る

こ
と

で
、

職
員

の
安

心
に

つ
な

げ
た

。
⑤

内
部

統
制

に
つ

い
て

も
、

前
述

の
通

り
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

事
務

局
と

の
人

事
交

流
の

さ
ら

な
る

実
施

と
、

会
議

に
よ

る
連

携
を

図
っ

て
き

た
。

ま
た

、
内

部
統

制
委

員
会

で
の

検
討

に
加

え
、

監
事

か
ら

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
レ

タ
ー

を
受

け
た

対
応

策
を

策
定

し
、

半
年

後
の

進
捗

報
告

を
行

う
こ

と
で

、
内

部
統

制
を

強
化

し
た

。
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第
7
 
 
予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

※
財

務
諸

表
及

び
決

算
報

告
書

を
参

照

第
8
　

 
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
9
　

 
出

資
等

に
係

る
不

要
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画

第
1
0
 
　

第
9
の

財
産

以
外

の
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

令
和

6
年

度
実

績

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

１
 
限

度
額

 
１

，
０

０
０

百
万

円
２

 
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

ア
 
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

イ
 
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

実
績

な
し

令
和

6
年

度
実

績

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画

な
し

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績

な
し

な
し

な
し

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画

な
し

な
し
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第
1
1
　

 
剰

余
金

の
使

途

第
1
2
 
料

金
に

関
す

る
事

項

令
和

6
年

度
実

績

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

等
に

充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

、
教

育
・

研
修

体
制

の
充

実
、

将
来

の
資

金
需

要
に

対
応

す
る

た
め

の
預

金
お

よ
び

借
入

期
金

の
償

還
等

に
充

て
る

。

実
績

な
し

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画
令

和
6
年

度
実

績

１
 
料

金
医

療
セ

ン
タ

ー
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

次
に

定
め

る
額

と
す

る
。

（
１

）
 
健

康
保

険
法

（
大

正
１

１
年

法
律

第
７

０
号

）
第

７
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

及
び

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

５
７

年
法

律
第

８
０

号
）

第
７

１
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
療

養
の

給
付

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
（

診
療

報
酬

算
定

）
に

よ
り

算
定

し
た

額
。

（
２

）
 
健

康
保

険
法

第
８

５
条

第
２

項
及

び
第

８
５

条
の

２
第

２
項

並
び

に
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

第
７

４
条

第
２

項
及

び
第

７
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

（
食

事
療

養
及

び
生

活
療

養
費

用
算

定
基

準
）

に
よ

り
算

定
し

た
額

。
（

３
）

 
特

別
室

又
は

個
室

に
入

院
す

る
者

か
ら

徴
収

す
る

入
院

料
加

算
額

及
び

診
断

書
等

の
交

付
手

数
料

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

（
４

）
 
消

費
税

法
（

昭
和

６
３

年
法

律
第

１
０

８
号

）
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

及
び

地
方

税
法

（
昭

和
２

５
年

法
律

第
２

２
６

号
）

の
規

定
に

よ
る

地
方

消
費

税
が

課
さ

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

の
額

及
び

地
方

消
費

税
の

額
に

相
当

す
る

額
（

こ
れ

ら
の

額
の

合
計

額
に

１
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
を

四
捨

五
入

す
る

。
）

を
加

算
し

て
徴

収
す

る
。

１
 
料

金
医

療
セ

ン
タ

ー
の

料
金

に
つ

い
て

は
、

次
に

定
め

る
額

と
す

る
。

（
１

）
 
健

康
保

険
法

（
大

正
１

１
年

法
律

第
７

０
号

）
第

７
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

及
び

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

５
７

年
法

律
第

８
０

号
）

第
７

１
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
療

養
の

給
付

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
（

診
療

報
酬

算
定

）
に

よ
り

算
定

し
た

額
。

（
２

）
 
健

康
保

険
法

第
８

５
条

第
２

項
及

び
第

８
５

条
の

２
第

２
項

並
び

に
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

第
７

４
条

第
２

項
及

び
第

７
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

（
食

事
療

養
及

び
生

活
療

養
費

用
算

定
基

準
）

に
よ

り
算

定
し

た
額

。
（

３
）

 
特

別
室

又
は

個
室

に
入

院
す

る
者

か
ら

徴
収

す
る

入
院

料
加

算
額

及
び

診
断

書
等

の
交

付
手

数
料

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

（
４

）
 
消

費
税

法
（

昭
和

６
３

年
法

律
第

１
０

８
号

）
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

及
び

地
方

税
法

（
昭

和
２

５
年

法
律

第
２

２
６

号
）

の
規

定
に

よ
る

地
方

消
費

税
が

課
さ

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る
消

費
税

の
額

及
び

地
方

消
費

税
の

額
に

相
当

す
る

額
（

こ
れ

ら
の

額
の

合
計

額
に

１
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
を

四
捨

五
入

す
る

。
）

を
加

算
し

て
徴

収
す

る
。

左
記

の
と

お
り
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第
1
3
 
地

方
独

立
行

政
法

人
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

の
業

務
運

営
並

び
に

財
務

及
び

会
計

に
関

す
る

規
則

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

中
期

計
画

令
和

6
年

度
計

画

２
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

 
 
 
な

し

３
　

前
２

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

　
　

 
 
 
な

し

令
和

6
年

度
実

績

１
 
中
期

目
標

の
期

間
を

超
え

る
債

務
負

担
　

(
単

位
：
百
万
円
)

１
 
積

立
金

の
処

分
に

関
す

る
計

画
な

し
２

 
前

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

な
し

１
 
積

立
金

の
処

分
に

関
す

る
計

画
な

し
２

 
前

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

な
し

項
　

　
目

中
期

目
標

期
間

償
還

額
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

移
行

前
地

方
債

償
還

債
務

3
,
9
7
7

2
,
5
7
2

6
,
5
4
9

長
期

借
入

金
償

還
債

務
3
,
4
1
7

4
,
8
3
7

8
,
2
5
4

（
５

）
 
前

各
号

に
定

め
る

以
外

の
診

療
料

金
等

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

２
 
減

免
理

事
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

診
療

料
金

等
を

減
額

し
、

又
は

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
）

 
診

療
料

金
等

を
納

付
す

る
資

力
が

な
い

と
認

め
る

と
き

。
（

２
）

 
前

号
の

ほ
か

、
特

別
の

理
由

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。

（
５

）
 
前

各
号

に
定

め
る

以
外

の
診

療
料

金
等

に
つ

い
て

は
、

理
事

長
が

定
め

る
。

２
 
減

免
理

事
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

診
療

料
金

等
を

減
額

し
、

又
は

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
）

 
診

療
料

金
等

を
納

付
す

る
資

力
が

な
い

と
認

め
る

と
き

。
（

２
）

 
前

号
の

ほ
か

、
特

別
の

理
由

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター 

業務実績評価の基本方針 

 

平成３０年４月１日 

東大阪市 健康部 

 

地方独立行政法人市立東大阪医療センター（以下「法人」という。）の設立団体の

長（以下「市長」という。）が、地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

第1項の規定に基づき、法人の業務の実績に関する評価（以下「評価」という。）を実

施するに当たっては、以下の方針に基づき行うものとする。  

 

１ 基本方針  

（１）評価は、法人が中期目標を達成するために、業務運営の改善及び効率化が進め

られること及び法人の質的向上に資することを目的として行うものとする。 

（２）評価は、中期計画及び年度計画の実施状況について確認及び分析を行い、特に

中期目標達成に向けた取り組みを考慮し、法人の業務運営等について総合的に判

断して行うものとする。 

（３）評価を通じて、中期目標及び中期計画の達成に向けた取組状況等を市民にわか

りやすく示すものとする。  

（４）業務運営改善や効率化等の特色のある取組や様々な工夫を積極的に評価する。  

（５）評価方法については、法人を取り巻く環境変化などを踏まえ、柔軟に対応する

とともに、必要に応じて見直しを行うものとする。  

 

２ 評価方法  

評価は、各事業年度終了後に実施する「年度評価」、中期目標の期間の最後の

事業年度の直前の事業年度終了後に実施する「中期目標期間見込評価」及び中期

目標期間の最後の事業年度終了後に実施する「中期目標期間評価」とする。 

それぞれの評価に係る基準の詳細については、別途実施要領で定めるものとす

る。 
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３ 評価の進め方 

（１）報告書の提出 

法人は、年度評価、中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価に関する報告

書について該当する年度終了後３か月以内に、市長に提出するものとする。 

（２）評価の実施 

市長は、提出された報告書をもとに、法人からのヒアリング及び評価委員会の

意見聴取等を踏まえて業務実績を確認及び分析し、総合的な評価を行う。 

（３）意見申立て機会の付与 

市長は、評価結果の決定に当たり、法人に対し評価結果（案）に対する意見申

立ての機会を付与する。 

 

４ 評価結果の活用 

（１）法人は、評価結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営の改善に適切に反映

させ、その状況を市長に報告するとともに、毎年度、当該評価の結果の反映状況

を公表するものとする。 

（２）市長は、法人の業務継続又は組織の存続の必要性その他その業務及び組織の全

般にわたる検討、次期中期目標の策定及び次期中期計画の作成に関して、評価委

員会の意見を聴くにあたっては、年度評価及び中期目標期間見込評価を適切に示

した上で意見を求めるものとする。  
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター年度評価実施要領 

 

(趣旨） 

第１条 この要綱は、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）（以下「法」とい

う。）第２８条第１項第１号及び第２号の規定する地方独立行政法人市立東大阪医療セ

ンター（以下「法人」という。）の各事業年度に係る業務実績に関する評価（以下「年

度評価」という。）の手続きについて定めるものである。 

 

（評価方法） 

第２条 市長は、毎事業年度の終了後、年度評価を実施するに当たっては、評価委員会の意

見を聴いた上で、「項目別評価」と「全体評価」により行う。 

 

（項目別評価の具体的方法） 

第３条 市長は、前条に定める項目別評価を実施するに当たっては、年度計画に定めた小項

目及び大項目ごとにその実施状況を確認し、以下に掲げる方法で評価する。 

 但し、年度計画に掲げる法人独自の計画（第６）については、当該年度の業務実績の

み記載し、全体評価を行う際に考慮する。 

(1) 法人による自己評価 

ア 法人は、中期目標達成のための小項目にあらかじめウエイト（以下ウエイト小項目）

の設定を行い、小項目ごとの進捗状況について、次の５段階で自己評価を行う。 

５・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

４・・・年度計画を上回って実施している。 

３・・・年度計画を順調に実施している。 

２・・・年度計画を十分に実施できていない。 

１・・・年度計画を大幅に下回っている。 

イ 法人は、業務実績報告書を作成する際には、市長及び評価委員会が業務の実施状況

を客観的かつ適正に判断し評価できるよう、小項目ごとの実施状況をできる限り定量

的かつ正確な記述により業務実績が分かるよう工夫し、自己評価の結果と判断理由を

記載する。 
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ウ 業務実績報告書には、特記事項として、特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを記載した報告書を作成する。 

(2)市長による小項目評価 

ア 市長は、法人の自己評価及び目標設定の妥当性などを総合的に検証し、小項目ごと

の進捗状況について、法人の自己評価と同様に１～５の５段階による評価を行う。 

イ 市長の評価と法人の自己評価が異なる場合は、市長が評価の判断理由等を示す。 

ウ その他必要に応じて、特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

(3)市長による大項目評価 

市長は、小項目評価の結果割合やウエイト小項目の評価結果、特記事項の記載内容な

どを考慮し、大項目ごとに中期目標及び中期計画の達成に向けた業務の進捗状況につい

て、次の５段階による評価を行う。 

また、評価結果とその判断理由を評価結果報告書に記載する。 

なお、評価にあたり小項目評価の結果割合は目安であり、市長は、小項目における評価

の構成割合やウエイト小項目の評価結果などを総合的に判断して評価を定める。 

Ｓ：中期目標・中期計画の実現に向けて特筆すべき進捗状況にある。 

（すべての小項目が３～５かつ市長が特に認める場合） 

Ａ：中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。 

（すべての小項目が３～５） 

Ｂ：中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以上） 

Ｃ：中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未満） 

Ｄ：中期目標・中期計画の実現のためには重大な改善すべき事項がある。 

（市長が特に認める場合） 

 

（全体評価の具体的方法） 

第４条 市長は、項目別評価の結果やウエイト小項目の評価結果また法人独自の取組みを踏

まえ、年度計画の実施状況及び中期計画の全体的な進捗状況、その他業務運営全体につ

いて、記述式による評価を行う。 

２ 全体評価においては、法人化を契機とした病院改革の取り組み（法人運営における自
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律性・機動性発揮、財務内容の改善など）を積極的に評価する。 

３ 市長は、法人に対して、業務運営の改善すべき事項への指摘について、評価委員会の

意見を聴いた上で、評価結果報告書に記載することとする。 

 

附 則  

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。  
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